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    序章


    



    　――その鮮明すぎる世界は記憶の再現なのか、それとも捏ねつ造ぞうされた夢なのか――


    



    　広大な群ぐん青じよう色の平原。だが手に掴つかむことも、足で踏みしめることもできない底知れぬ淵ふち。その彼か方なたから吹き付けてくる潮風に髪を乱されながら、僕は目の前に聳そびえる白い船せん首しゆを見上げていた。


    　海に来たのも、船を見るのも、初めてではない。だけどこんなに近くで客船というものを眺めたことはなかった。


    「でっかいねー……」


    「ああ……」


    　隣から聞こえた妹の声に、僕は頷うなずく。都会の高層ビルほどの高さはないが、見上げていると首が痛くなる。横幅も呆あきれるほど広く、まるで海と地上を隔へだてる壁のようだ。


    「ほら、啓けい介すけ、由ゆ衣い。ぐずぐずしていると船が出港してしまうぞ？」


    　僕の前を歩く親父が振り返り、立ち止まっている僕らを急せかす。


    「何言ってるの、まだ時間はあるわよ。焦あせらなくてもいいからね」


    　お袋ふくろがそう訂てい正せいして、苦笑いを浮かべながら逸はやる親父を諌いさめる。だが親父の言げんを真に受けた由衣は、お袋の言葉を聞く前に駆け出していた。


    　長旅用の重いバッグを背負った由衣の足取りは非常に心もとない。


    「おい、慌あわてると転ぶぞ」


    　そう注意した矢先だった。


    「きゃっ！」


    　案あんの定じよう、由衣はバランスを崩してしまう。しかし傍そばを歩いていた男性の服をとっさに掴み、何とか踏みとどまった。


    「………………」


    　足を止め、訝いぶかしげに由衣を見下ろす男性。サングラスを掛けていて、その下の表情は読み取れない。とても背が高く、夏だというのに全身黒ずくめの出いで立たちが異様な威圧感を生み出していた。


    「すみませんっ。ほら由衣、お前も謝れって」


    　僕は慌てて駆け寄り、男性に頭を下げる。


    「おじさん、ごめん……」


    　由衣が多少棒読みな口調で謝罪すると、その男性は「――気をつけな」とだけ告げて歩み去っていった。恐らく同じ船に乗る客なのだろう。


    「由衣、はしゃぎすぎだ。出発前に怪け我がなんかしちゃ、旅行が楽しくなくなるだろ？」


    「……お兄ちゃんに言われなくても分かってるもん」


    「分かってなかっただろうが」


    「でも転ばなかったもん」


    「あのなあ……」


    　僕が呆あきれた表情を見せると、由ゆ衣いは頬ほおを膨ふくらませて早足で親父達のところへ歩いていった。どうやら機嫌を損そこねてしまったらしい。まあいい、どうせ船に乗ればすぐに元通りに違いない。


    　僕はもう一度船をまじまじと見上げてから、親父たちに遅れないよう歩き出した。


    



    　――今考えれば、あの男はもしかしたら――


    



    「――カモメさん、どっかいっちゃった」


    　船が港から出て約二時間。太陽の日差しが燦さん々さんと照りつける後部デッキにて、由衣がつまらなそうに呟つぶやいた。


    「……お兄ちゃん、ひまー」


    　僕は無視して海を眺ながめていたのだが服の裾すそを引っ張られ、仕方なく落ち着きのない妹に目をやる。


    「退屈なら僕みたいに海でも見てろよ。なかなか面白いぞ」


    　おざなりにそう提案すると、由衣は目を輝かせた。


    「え！　イルカさんとかいるの？」


    「いない」


    「じゃあクジラさん？」


    「見当たらないな」


    「だったら何がいるの？」


    「別に何も。あえて言うなら海と雲」


    　由衣はそれを聞いて顔をしかめる。


    「…………それ、どこが面白いの？」


    「んー……なんか新鮮だろ？　こんな何も遮さえぎるものがない景色とか」


    「あたしはもう飽あきたもん」


    　きっぱりと告げる由衣。


    「早いな」


    　こいつはこれからの旅で何を楽しむつもりなのだろう。


    「ねえ、一緒にお船の中、探検しようよ」


    「いやだ。親父かお袋に付き合ってもらえよ」


    「む～……」


    　まだ諦あきらめていない気配を察して僕は由衣に背を向ける。


    「じゃあな。僕は船せん首しゆの方のデッキに行って違う景色を見てくるよ」


    「どこから見たって同じなのに……」


    　由ゆ衣いの呟つぶやきは無視して僕は振り向かずに手を振って、静かな場所を探しに出かけた。


    



    　――そう、僕はこの後、灰色の髪の少女と――


    



    『天候が荒れて参りましたので、お客様は船内にお戻りください――』


    　風が強くなり、雲がちぎれるように形を変えながらすごい速さで流れていく。障害物がない海の上から空を見上げると、天気の変化が如によ実じつに分かった。青空が灰色に塗りつぶされていく。


    　先ほどの晴天が嘘うそのようだ。あの子と話していたときはまだ水平線まで晴れ渡っていたというのに。


    「そういや、名前、聞き忘れたな」


    　先ほど友達になった少し変わった女の子のことを思い出しながら、僕はスピーカーから流れるアナウンスに従い船内に向かう。別れる間際にもうすぐ死ぬとかどうとか言っていたが、どういう意味だったのだろう。


    「まあ――いいか、次会ったときに聞けば。それより由衣たち、同じ場所にいるかな……」


    　後部デッキに一度寄ろうかと思ったが、もしかするともう船室に戻っているかもしれない。どちらに足を向けようか迷っていると、船内に入る扉の陰かげからぴょんと由衣が飛び出してきた。


    「お、由衣、こっちに来てたのか。探す手間が省はぶけた。親父達も一緒か？」


    「……お父さんとお母さんはお部屋」


    　何な故ぜかぶっきらぼうに答える由衣。先ほどのことをまだ怒っているのだろうか。


    「って、じゃあ一人で僕を迎えにきたのか？　迷子になったらどうするつもりだよ」


    「平気だもん」


    　そう短く告げると、僕の手を掴つかんでぐいぐいと引っ張って歩き出す。


    「おいおい、そんな慌あわてなくてもまだ雨だって降ってきてないんだから大丈夫だぞ」


    　だが僕の言葉にちらりとこちらを振り返った由衣は全く関係ないことを尋ねてきた。


    「さっきのお姉ちゃん、誰？」


    「え、なんだ、見てたのか？　えっと……初めて会った人だよ。少し話して、それで友達になった」


    　説明するのはどこか照れくさく、頬ほおを掻かきながら簡単に告げる。


    「ふーん……」


    　なんだかやけに冷たい眼差しを向けてくる由衣。


    「なんだよ？」


    「お兄ちゃん、なんだかニヤニヤしてて気持ち悪い」


    「う……い、いいだろ別に」


    　そこまで表情に出ていただろうか。僕は顔の筋肉を引き締める。それを見た由ゆ衣いはまた不機嫌な表情を浮かべ、いきなり船室とは違う方向に僕を誘導し出した。


    「――お部屋に戻る前に、少し探検しよっ！」


    「ちょっ、おい！」


    　僕は驚いて抗議しながらも、仕方ないかと手を引かれるままに足を動かした――。


    



    　――ああそうだ。楽しい思い出はここまで。


    　探検を終えて船室に戻ってからしばらくして――


    



    　目の前に広がる湾わん曲きよくした景色。船の帆ほ先さきがその境界に触れる。


    　ドオォォォォォンッ!!


    　爆音と共に大きく揺れる船体。手を繋つないだまま宙に舞い上げられる僕と由衣。


    　何が起こったのか理解できなかった。理解しようとも思わなかった。


    　足場をなくした空中で、ただ必死に縋すがるものを探した。そして吹き付ける冷たい雨と風の中、唯一温あたたかさを感じる由衣の左手を離すものかと力を込めた。


    　逆さまの景色の中、船が冗談みたいにひしゃげていくのが目に映る。


    



    　――あれ、何だこれは？――


    



    　胃がせり上がり、自分たちが海に落下していることを悟った僕は海面に激突する前に由衣を引き寄せようと試みる。


    「……お、にい――ちゃ――」


    　由衣は絞しぼり出すように僕を呼び、がむしゃらにしがみ付いてきた。僕は残る左手でその体をしっかりと抱きしめる。


    



    　――おかしい。こんな記憶はない。こんなことは覚えていない――


    



    　ダアァァァァァンッ！


    　着水の音とは思えないほどの衝撃音が耳を貫つらぬく。頭のてっぺんから逆さに落ちたようで、鈍どん器きで殴なぐられたように頭ず蓋がいが軋きしんだ。


    



    　――僕の記憶は、船から外に投げ出されたところで途切れているはずだ――


    



    　鼻と口から押し入ってくる海水。その冷たさと塩しお辛からさが衝撃に朦もう朧ろうとしていた意識を引き戻す。


    　渦うず巻まく海流に翻ほん弄ろうされながらも右手に感触があるのを確かめると、僕は片腕と両足で水を掻かき、海面を目指す。


    　だが――遠い。上下左右も分からない。ただ体に纏まとわりつく服と、由ゆ衣いの体の重さが引きずり込もうとする黒い淵ふちから逃げるように泳ぐ。すると突然、進んでいた方向にまばゆい白びやつ光こうが輝いた。その光に照らされて海面がすぐ近くだということが理解できた。


    　まるで海のすぐ上を流れ星が過ぎていったかのようだった。


    　今のは何だ？


    　しかし湧き上がった疑問を考えている暇ひまはない、早く海の上へ――空気のある場所へ。


    



    　……どくん。


    



    　だが指先が大気との境界面に触れる寸前、右手が震えた。同時に全身が痺しびれ、体の自由が利きかなくなる。


    　な――？　どうして……あと……あと、ほんの少しだっていうのに！


    　目の端で右手の先にいる由衣を捉とらえる。由衣は海に落ちた衝撃で気を失っているようだ。このままじゃ――。


    



    　どくん、どくん、どくん！


    



    　速さと強さを増していく脈みやく動どう。由衣と繋つないだ右の手のひらが焼けるように熱くなる。


    　そして……。


    



    　――どくん!!――


    



    「――――っ!!」


    　ばさっと布ふ団とんを跳ね上げ、僕は身を起こす。


    「え……あ、れ？」


    　暗い部屋、窓を閉ざすカーテン、部屋の隅すみに置かれた机、その上に置かれたノートパソコン、散らばったプリント、床に敷いた布団の固い感触、ベッドの上で小さな寝息を立てている金髪の少女――アリッサ。


    　間違えようもない。ここは僕の部屋だ。時計を見ればまだ朝の四時。


    「夢――だったんだよな、今の……」


    　客観的に見れば、自問する必要もないことだ。しかし――混乱する。


    　初めのうちは〝過去〟そのものと言っていいほど記憶が再現されていた。でも途中から展開されたのは身に覚えのない物語。もちろんそれ自体は夢によくあることだ。


    　だが記憶にない部分もそれまでと遜そん色しよくないほどの現実味があった。あの脈みやく動どうも――。


    　僕は右手を翳かざし、見つめる。手のひらはじっとりと汗ばんでおり、少し熱を持っていた。


    　まるで、ついさっきまで由ゆ衣いと手を繋つないでいたようだ。


    　もしかしてさっきの夢は本当に〝思い出〟ってことはないのか？　僕は――妹の手を離していなかったんじゃないのか？


    「何……馬鹿なこと考えてるんだよ」


    　僕は自分に呆あきれる。毎夜、海難事故の夢にうなされていた時ですら、こんな都合のいい夢は見なかった。


    　あの荒れ狂う海で、自分の命惜しさに手を離してしまったこと。その罪は逃げずに背負っていくと決めたはずなのに、今更こんな夢を見るなんて……。色々なことがありすぎて弱気になっているのか？


    「情けない……な」


    　あの夢のように、僕が冷静な判断をできていれば妹の手を離すことはなかったかもしれないが、それは後悔したところでどうにもならない。


    　だけど、もしあそこで目覚めなければ、あの続きはどうなっていたのだろう。


    　現実と同じように、結局手を離してしまうのか。二人で海の底に沈んでしまうのか。


    　それとも――。


    「――っ……やめだ、やめ」


    　まだ頭がぼうっとしているせいか、夢の続きが見れてしまう気がして僕はかぶりを振る。


    　こんな〝もしも〟を考えること自体、裏切りみたいなもんじゃないか。


    「ごめんな、由衣」


    　右手に向けて小さく謝る。


    　今まで何度か聞こえた幻げん聴ちようとも思える由衣の声。それが答えてくれることをわずかながら期待したが、部屋には静寂がずっと続いただけだった。


    　僕にとってこの静けさは由衣の怒りであり悲しみの代弁に感じられる。けれどそれはただの勝手な思い込みであることも分かっていた。


    　だが悪いほうに想像は転がる。妄もう想そうは止とどまることなく膨ふくれ上がる。


    　由衣――お前は船から投げ出された後、何を……考えたんだろうな。


    　胸の内で呟つぶやく。


    　それは僕が初めて抱いだいた疑問だった。罪悪感に飲まれて至らなかった想像。


    　僕自身、事故時の記憶が飛んでいるため考えもしなかった。由衣も訳わけがわからないまま僕と離れてしまったんだろうと思っていた。


    　だからただ〝手を離した〟という事実だけから、後悔と自責の念に苛さいなまれてきた。


    　けど先ほどの夢で、初めて由ゆ衣い自身の感情に考えが向いた。


    　あれはただの夢だろう。だが、あの夢のようにもし由衣は意識があったとしたら……。


    　その仮説はひどく恐ろしかった。


    　罪というのは事実だ。起こった事柄そのものだ。それを背負う決意はある。


    　けれどそこに恨うらみや悲しみといった〝感情〟まで加われば、つぶれてしまいそうなほどの重さになってしまう。


    「……由衣、お前はこの手が空からっぽになった瞬間を……見ていたのか？」


    　返事などないことを知りながらも、僕はそう問いかけずにはいられなかった。


    「ん……リル……」


    　眠っているアリッサが苦しそうな様子で呻うめき、僕は顔を上げる。


    　リル――それは僕が魔術で生み出した黒い子狼の名前……。


    　脳裏にじゃれつく黒い毛玉の姿が浮かぶ。夢か幻聴かの判別はできないが、最後に由衣の声を聞いたのはリルと一緒に眠ったときだった。記憶は曖あい昧まいで何と言っていたかは思い出せない。けれど確かに由衣の存在を感じた。


    「リル、どこ……行ったの……？」


    　再びアリッサが寝言を呟つぶやく。僕はその問いに対する答えを持っていなかった。


    　昨日は部屋からいなくなったリルを痛む体に鞭むち打うちながら探したのだが発見には至らず、疲れ果ててそのまま眠ってしまったのだ。


    　リルは誰かに連れ去られてしまったのか、それとも自分で出て行ったのか……《銀鎖の黒狼ダルフウオルフ》と名付けた魔術であるリルにどんな能力があるか知らない以上、判断は付かない。ただ、消えてしまったとは考えたくなかった。


    「今日の放課後は友とも月づきの見舞いと、捜索の続きだな……」


    　抱かかえている現実の問題をいくつも思い出すと、ようやく先ほど見た情景のリアリティが遠退く。


    「リル――アリッサが心配してるぞ？　もちろん僕もだ……」


    　あの黒い毛玉がここにいないことがひどく寂しかった。昨夜リルがいないことで取り乱したアリッサの手前、僕は平静さを装よそおっていたが、しんとした部屋を見たときの喪そう失しつ感は胸に焼き付いている。あの時気づいた。リルがいたわずかな時間、僕は満たされていたことを。まるでそれは欠けていたものが戻ってきたような感覚。


    　そして今、僕は程度の差こそあれ、家族を失ったときと似た様な気持ちを味わっていた。


    　僕はリルと由衣をどこか重ねていたのだろう。それは夢を見たせいかもしれないし、単にじゃれつく仕草が似ていたせいだけかもしれない。


    　滑こつ稽けいな錯さつ覚かくだ。自覚はしている。けれど僕は、リルを諦あきらめる気にはなれない。


    「――もう失なくすのは、こりごりなんだよ」


    　こぼした小さな呟つぶやきは、暗い室内へ静かに溶けていった。

  


  [image: ]



  
    第一章　癒えぬ傷痕、消える靴跡


    



    
      １

    


    



    　星が一つ、また一つと次第に明るさを増す空へ消えていく。


    　黒から紺こんへ、紺から群ぐん青じようへ、朝焼けの山やま吹ぶき色を挟んで水色へ――。僕は少し開いたカーテンの隙すき間まからその変化を眺ながめていた。


    　朝の四時に目が覚めてから、ずっとだ。もう一度眠る気分ではなく、時間を潰つぶしていただけなのだが、いつの間にか見入っていた。由ゆ衣いのことは頭の中を巡り続けていたが、少しずつ心の表面から奥底へと沈んでいくのを感じる。起きたなりは鮮明だった夢も、もうはっきりと思い出すことはできない。


    　僕は空に思考を預け、停滞した意識でひたすらに天の輝きを追った。


    　だが最後の星が空に滲にじんで見えなくなると、雲ひとつない空には目の焦点をどこに合わせていいのか分からなくなるほど〝存在〟が失われる。あるのはただ〝色〟だけだ。


    　星の輝きを飲み込むのは暗闇じゃなくて、もっと強い光。


    　何な故ぜか、そんな当たり前の事実が少し新鮮だった。まばゆい空の向こうにあるはずの、星を探すかのように目を細め、彼か方なたを見つめる。


    　何もない空はどこまでも遠くを見通せるようでもあったが、青いヴェールが星との距離を絶対的に分かっていた。


    「――ケースケ、どこ？」


    　ふと、頼りない声が部屋に小さく響く。僕は空から視線を外して、部屋の中――金髪の少女アリッサが横になっているベッドへ目を向ける。明るい空を長い間眺め続けていたせいで、薄暗い部屋の中は闇に霞かすんで見えたが、僕を探すようにふらふらと揺れる白い腕だけははっきりと瞳に映った。


    「ここにいるぞ、アリッサ」


    　僕は立ち上がり、ベッドに近づくとアリッサの腕を左手で握る。恐らくアリッサの位置からは僕が死角になっていたのだろう。


    「あ、よかった……ケースケまでどこかへ行っちゃったかと思った」


    　とても安心した様子で、表情を緩ゆるませるアリッサ。普段の勝かち気きな様子は鳴りをひそめ、ひどく頼りない。


    「リルは、今日も捜す。だからあんまり心配しすぎるな。お前はゆっくり寝てろ」


    「うん……」


    　いなくなってしまったリルのこともあるが、アリッサは今、ベッドから自力で身を起こすことができないほど衰すい弱じやくしている。


    　本人にはまだ知らせていないが、その原因はもう分かっていた。


    　この世界の法則を守護する《代界存在ロウラー》。一般的には天使と呼ばれる存在の《真の名シアー》がアリッサの中にある。


    　しかも世界に点在していた他の《欠片の名前たましい》を所持していた人間が《群れクラウド》により殺害され、全ての魂たましいがアリッサの元に集ってしまったのだ。


    　脳裏にステージの上で散った最後の天使因子保持者である歌うた姫ひめの姿が蘇よみがえる。僕はその――最後の引き金を止めることができなかった。


    　それにより精神体の許容量を越えたアリッサは、身動きすることもままならないほどの負荷に苦しんでいる。


    　今は何とか人の姿を取り戻しているが、キメラとの戦いでは天使の最終形態である《天使王ミトロン》がわずかの間顕けん現げんしてしまった。この様子では、いつ完全に《天使王ミトロン》となってしまうか分からない。


    　そして全てを仕組んだホリィ＝ライト。アリッサの父親だと告げたあいつが、次に何を仕掛けてくるのかも不安だった。


    「――ねえ、今日はあたしにも手伝わせて。自分じゃ歩けそうにもないけど、背負ってくれれば魔術でリルを捜す力にはなれるわ」


    　先日の出来事に思いを馳はせ、口を噤つぐんでいた僕だったが、アリッサの提案に驚いて首を横に振る。


    「何言ってるんだ、ダメに決まってるだろ。そんな状態で……仮にもしもまた《群れクラウド》が襲おそってきたらどうするんだ？」


    「だったらなおさら、よ。バラバラでいるほうが危険だと思うわ。昨日はあたしが何か言う前に捜しに出ちゃったけど……。ねえ、お願い。恥ずかしいならずっと透明化魔術をかけてあげてもいいから」


    　どこか必死な様子で僕に訴えるアリッサ。言っていることは分からなくもないが、その声こわ音ねに含まれているものは、さっき僕の姿を捜して名前を呼んだときと同じに思えた。


    　もしかしたら――寂しいのかもしれない。一人でいるのが嫌なのかも。


    　短い間だったが僕がいないとき傍そばにいたリルは、大きな心の支えになっていたのだろう。


    「わかったよ。学校が終わってから――いや、友とも月づきの見舞いに行ってから一度戻ってくる。病院へ連れて行ったらお前が入院させられそうだからな」


    「学校にも――行くんだ……」


    　少し、咎とがめるような口調。確かにそんな場合ではないのかもしれない。でも……。


    「陽ひ名なちゃんには色々と説明しないといけないからな。それにリルを探すのに協力してくれる人を捜してみる。魔術で産み出された奴だけど、見た目はただの子犬だ。こっち側の事情を知らなくても頼めるだろ？　人手は多い方がいい」


    「そう、ね。ごめん……ケースケの方が正しいわね。お見舞いから帰ってくるまでは、ここで待ってる」


    「ああ、それまでしっかり休んでてくれ」


    　僕はそう答えてアリッサの手をそっと解こうとしたが、アリッサは逆に強く力を込めてきた。


    「アリッサ？」


    　だがアリッサは何も答えず、無言のまま瞼まぶたを閉じる。


    「…………」


    　僕は時計を見る。いつもならまだ寝ている時間だ。余裕はある。


    「まあいいか……」


    　僕は手を握ったままベッド横に座り、少し遠くなったカーテンの隙すき間まから再び空を見上げた。


    



    　それぞれ逆の方向にある男子寮と女子寮、登校してくる生徒が交わるのは正門を潜くぐった後からだ。急に密度を増した人波に乗りながら僕は校舎に向かう。


    　一昨日おとといの戦いが冗談だったかのような日常。だが、その爪つめ痕あとは周囲から聞こえてくる会話の中に潜ひそんでいた。


    「――ユヤが……」


    「山が割れて――」


    「……殺され――」


    「他に何人も……」


    「――光が」


    　嫌でも耳に入ってくる言葉の切れ端。それは先週の土曜、たった一日の中で起こった出来事の欠片かけらだった。


    　コンサートホールの完成記念イベントにて起こった人気絶頂の歌うた姫ひめ、珠す洲ず里りユヤの暗殺。


    　その犯人である《群れクラウド》の刺し客かくキメラが、《天使王ミトロン》の大剣に斬ざん断だんされた余波で裂かれた大地。


    　これらはどうやっても世間の人々の目から隠すことができない事柄だ。僕はまだ見ていないが、テレビや新聞では大きく取り上げられているに違いない。


    　できるだけ、情報を集めておこうと考え、僕は歩調を緩ゆるめて周りの声に耳を傾ける。


    　だが、ふと後方から聞こえてきた会話に僕は自分の表情が強こわ張ばるのを感じた。


    「――でもあれだろ？　ユヤの歌、バンバン売れてるらしいじゃん。いいタイミングで死んだんじゃねぇの。いわゆるデンセツに残るってやつ」


    「だな。はは、悪くない引退じゃね？　飽あきられて人気落ちる前に、幕引けたんだから。実際、死んでからの方が格は上がった気がするし」


    　それは僕がユヤと何の関わりもなければ、軽く聞き流し、あまつさえ部分的には同意した意見だったかもしれない。でも僕はわずかだが彼女と言葉を交わした。彼女の歌を――この耳で聞いた。


    　死んだ方がよかった？　そんな訳わけはない。あの声が、歌が、途切れていいはずはなかった。


    　我慢できなくなった僕は、衝動的に後ろを振り向きかけたが――寸前で我に返る。


    「……何やってんだ、僕は」


    　完全に八つ当たりだ。悪いのはこいつらではない。責められるべきはむしろ僕だ。止めることができなかった僕自身だ。


    　もう情報集めは止やめとくか。余計なことを耳にしてもまたイラつくだけだ。


    　噂うわさ話ばなしを冷静に分ぶん析せきできるほどの余裕がないことを悟った僕は、先ほどとは反対に早足で他の生徒を追い抜きながら校舎へと歩き出した。


    



    「――おはよう、遠とお見みくん」


    　教室に入った僕を出迎えたのは、朝の挨あい拶さつとしては少し鋭い響きの声だった。


    「冬ふゆ上がみか……おはよ」


    　ドア近くの机に腰掛けて、僕を真正面から見据える黒髪の美少女に挨拶を返す。


    「何？　ずいぶん張りのない声ね。まあいいわ、それより聞きたいことがあるの。いいかしら？」


    　恐らく、教室でも変わらず囁ささやかれている噂の源みなもと――一昨日おとといの事件のことだろう。魔術の世界に踏み込んだことのある冬上なら、あれに僕が関わっていると推測するのは当然か。


    「悪い、昼休み――いや、放課後にしてくれないか」


    　だとしたら今、こんな場所で話す話題ではないと思い、僕はそう答える。冬上にはもうあまり魔術に関わらせるつもりはなかった。


    「いいえ、この場で答えてもらうわ。すぐに終わるもの。あのね、思い違いしてるんだったら訂正させてもらうけど、私はこの喧やかましく騒がれてる事件の真相になんて興味はないわ。知りたいのは一つだけ。友とも月づきさんがどうなったかよ」


    「それは……」


    　僕は口ごもる。冬上に背を押されて助けに行ったものの、僕は結局逆に守られてしまった。ひどく後ろめたい思いが口を重くするが、だからこそ冬上には伝えなければいけないのだろう。


    「友月は今、入院してる。僕の力が足りな――」


    「それはさっき朝あさノの宮みやさんに聞いたわ。私が訊たずねているのはそんなことじゃないの」


    「え？」


    　僕は悔かい恨こんの言葉を遮さえぎられて戸惑う。


    「友とも月づきさんは、勝ったの？　負けたの？　答えて」


    　射い抜ぬくように、僕を見つめる冬ふゆ上がみ。


    　僕はキメラとの戦いを思い出す。友月が最後に放った魔術は、キメラを倒すには一歩及ばなかった。だけど致命的と思えた精神力を消費してもなお友月は命を繋つなぎとめたのだ。今も自らを蝕むしばむホリィ＝ライトの呪いと戦い続けている。そんな人間が――。


    「負けたわけ、ないだろ。友月は絶対、負けてない」


    「……そ」


    　冬上はそれを聞いて、わずかに笑みを浮かべた。


    「だったらいいわ。ありがとね、遠とお見みくん」


    　そう告げてあっさりと自分の席に帰ってしまう冬上。取り残された僕は、大きく息を吐く。


    　そして改めて教室を見回した。好きなコメディアンが死んで落ち込んでいた数日前の宮みや島じまと同じように、うな垂だれた山やま崎ざきの背中が目に入った。それを元気付けようとしているのか、宮島が大げさな身振り手振りを交えながら話しかけている。


    　そっか、山崎はユヤの大ファンだったよな……。


    　勝ち負け、か。


    　だったら負けたのはたぶん、ホリィの手のひらで踊らされ、ユヤが死ぬ瞬間に何もできなかった僕の方だ。


    　山崎を励はげます資格もないと、僕は自分の席に腰を下ろし、顔を伏せた。


    



    　先生の話す言葉を聞き、黒板に書かれた文字をノートに書き写す。やるべきことが決まっている授業は気が楽だった。


    　家で一人待っているアリッサ、病院で今も苦しんでいるはずの友月のことは頭から離れなかったが、授業に意識を向けている間は焦あせりや苛いら立だちといったものは遠くなる。


    　しかしやはり思考は散漫気味になり、ところどころで手が止まっていた僕は、午前の授業の終わりと昼休みの開始を告げる鐘かねが鳴っても、板ばん書しよの写しを続けていた。


    「啓けい介すけさん、まだ終わってないんですね」


    「ん、陽ひ名なちゃん？」


    　名前を呼ばれた僕は顔を上げ、机の前に立つ幼い容姿の少女を見る。椅い子すに座っている僕とちょうど同じ目線なほど背せ丈たけが低い。


    　元《群れクラウド》の魔術師である飛び級のクラスメイトは、僕と手元のノートを何度か見比べた後、口を開く。


    「ノートはあとでわたくしが見せてあげますから、一緒にお昼御飯を食べませんか？　色々とお話ししたいのです」


    　真剣な表情で陽ひ名なちゃんは僕を見つめる。単なる昼食の誘いではないのだろう。


    「――ああ、いいよ。パンでも買ってまた屋上で食べようか」


    　そう、今日学校に来たのは陽名ちゃんに一昨日おとといのことを説明することが目的の一つだった。まだ理解し切れていない現状やホリィの行動も、陽名ちゃんに話せば新たな側面が見えてくるかもしれない。


    「はいです。じゃあ啓けい介すけさん、お金は預けますから、いいパンをゲットしてきてくださいね」


    　財さい布ふを取り出し、硬貨を僕に手渡す陽名ちゃん。


    「あ、あのさ、この出遅れたタイミングじゃ、ロクなの残ってないと思うんだけど……」


    「はい。だから頑張ってくださいです」


    　未だ健在な陽名ちゃんの意地悪に僕はやれやれと肩を落として、僕は任務を遂すい行こうするため椅い子すから立ち上がった。


    



    「――と、ここまでが一昨日の戦いで見たものだよ。剣が振り下ろされた後のことは覚えていない」


    　立入禁止の表示を無視してやってきた屋上。本来は人の声が在あらぬ空間に二種類の声音が響く。


    「そうだったんですか……。世界の守護者、天使の復活……《群れクラウド》の目的がそんなことにあったなんて……わたくしの想像を軽く超えていましたです。ミトロン――七十二の別称を持つ天使を統すべる王。いくつかの書物で近い記述は目にしたことがありますね」


    　数日前と同じように給水塔の陰かげでパンを齧かじりながら、僕は陽名ちゃんにこれまでのことを包み隠さず話した。詳しく説明していなかったオウルの一件の顛てん末まつから、アリッサにも伝えていないホリィ＝ライトの言葉まで含め、全てをだ。


    　話し終える頃には昼休みがあとわずかになっていたため、僕は少し急いでパンを口に運ぶ。かろうじて陽名ちゃんの分にはハムクロワッサンを手に入れることができたが、僕は食べ飽あきたアンパンだ。


    「それにアリッサさんの体を使うホリィ＝ライトという方、《方はこ舟ぶね》側にいるはずの人だったのですか……。アリッサさんの父親などということは鵜う呑のみにできないですけど、啓介さんの《魔狼フエンリル》に関して多くのことを知っているみたいですね。啓介さんを《チュールの右手》と呼び、動きを封じるときには《魔銀の鎖グレイプニル》……ハマり過ぎてて不気味なほどです」


    「え？　どういうことだ？」


    　まるで《チュールの右手》という単語を知っているような口ぶりに、僕はパンを食べるのを止めて問いかける。


    「北ほく欧おうの神話にあるのです。世界を滅ぼすと予言された魔ま狼ろうフェンリルを縛しばりし魔法の鎖くさりグレイプニル。その鎖を掛けさせるために右手を差し出した軍神チュール。これらの名前が」


    　さすがにこういった方面は博はく識しきなようで、陽ひ名なちゃんはすらすらと説明する。


    「右手を、差し出した……」


    　僕は呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。確かに露骨なまでの符ふ合ごうだ。


    「はい、ぴったりなネーミングですね。けれど知っての通り、《壁》に阻はばまれたこの世界に既き存ぞんの高次存在ヴイナーはいないのです。啓けい介すけさんの《魔狼フエンリル》が魔術名でしかないように、チュールもグレイプニルも〝見立て〟でしかないのだと思うです」


    　陽名ちゃんはそう言って溜ため息いきを吐ついた。


    　理解不能だった事柄が繋つながったことで興奮を覚えていた僕だったが、その仕草で特に新たな展望が開けたわけではないことを悟る。


    「そっか……存在がそれそのものじゃなければ、単に名前の意味が分かっただけだしな」


    「そうなのです。ただ……」


    　何か引っかかることがあるのか、陽名ちゃんは難しい表情で首を傾かしげる。


    「どうしたんだ？」


    「いえ……少し、違和感があるだけです。チュールもグレイプニルも《魔狼フエンリル》を抑える側の存在です。もし〝意味〟もそうだとしたら、本来の目的と矛む盾じゆんしているような気がして」


    「抑える側、か」


    《魔狼フエンリル》の役割――それは《方はこ舟ぶね》の外に魔術が流出した時、それを喰くらい尽くし排除すること……。確かにそれを抑える意味はよく分からない。


    　仮に今、この右手にある《魔狼フエンリル》が何かに抑制されているとするなら――。


    「……執しつ行こう猶ゆう予よ、とかかな。もし家族がうっかり外に出たとき問答無用で殺されたりするのをヒース＝ストーリングは望まないだろうし……」


    　現にアリッサは《方舟》の掟おきてを破り、外に出ている。


    「かも、しれませんね……」


    　陽名ちゃんはそう答えたものの、あまり納得の行っていない様子だった。まあどんな仮説を立てても、確証を得る方法が今はないのだから仕方がない。


    　僕はとりあえず話題を変えることにする。


    「――これ以上はいくら考えても結論が出ないな。それより陽名ちゃん、僕はこれから《群れクラウド》やホリィ＝ライトがどう動くかの方が気になる。さっきの話から、陽名ちゃんなりの考えを聞かせてくれないか？　僕じゃ、どうしても目先のことしか見えなくてさ」


    「啓介さんはこの出来事の中心にいますからね。無理もないです」


    　陽名ちゃんは頷くと、少し黙って考えたのち、ゆっくりと話し始めた。


    「……もしもホリィ＝ライトという方の言ったことが全て真実ならば、天使の復活という目的はほぼ達成されたと思うのです。《天使王ミトロン》が完全に顕けん現げんしたとは言えませんが、アリッサさんへのさらなる接触がないのは、それが不必要だということでしょう。だとするなら、この状況で《群れクラウド》が畳たたみ掛けてこない理由は、《壁》を壊すために不可欠な天使以外の要素があるからかもしれないです」


    「天使以外の要素か……」


    「はい。それが何なのかは分からないのですが……ただ、お話を聞いていると啓けい介すけさんたちに今のような猶ゆう予よがあることが不思議かもです。先ほどの話だと、その要素も含めて、準備は終わっているように思えましたから」


    　陽ひ名なちゃんの言葉はもっともだった。あの時のホリィ＝ライトの口ぶりには、逃のがれえぬ王手をかけた者の余裕があった


    「何か――予定外のことがあったのかもな。でも、そうだとして、それが片付けばまたアリッサの中にいる天使を目覚めさせに来るのは確実か……」


    「わたくしもそう思うです。最終的な鍵かぎがやはりアリッサさんならば、一緒にこの街から離れて身を隠すというのも手かもしれません。わたくしは、ちょっと寂しいですが」


    　苦笑を浮かべ、陽名ちゃんがそう提案する。だが僕は首を横に振った。


    「それは……できないな。逃げてどうにかなる相手じゃないようにも感じるし、何よりあんな状態の友とも月づきを置いてはいけない。むしろ友月を助けるためには、ホリィ＝ライトにもう一度会わなきゃいけないんだ。そうしないと傷を治す方法が分からない。それに、他にも一つやらなきゃいけないことがある」


    「何のことですか？」


    　陽名ちゃんは訝いぶかしげに尋ねてきた。僕は昨日、アリッサを連れて寮りように戻ったときのことを説明する。


    「――友月を助けに行く前日、魔術で生み出した狼……いや見た目は子犬みたいなもんなんだが……のことはさっき話したよな？　その子狼――リルが部屋からいなくなった。今はそいつを捜さなきゃいけない」


    　その言葉に陽名ちゃんは不思議そうな顔をする。


    「そのリルさんは……ただの魔術ですよね。どうしてそんなに心配なのです？」


    「ただの魔術か。確かにそうなんだけど、放っておけないんだ。あいつは短い間だったけど、なんかその……僕にとって――たぶんアリッサにとっても、家族みたいな感覚だったと思う。替えが利きくものじゃない気がするんだ」


    「家族……」


    　そう繰り返す陽名ちゃん。そうか、この単語は陽名ちゃんにとってはとても重いものだった。


    「――リルさんがとても大切だということは分かりました。ですけど、魔術なら唐突に跡形もなく消えてしまうこともあるんじゃないですか？　それに啓介さんがいない間にやってきた《群れクラウド》の何者かに連れ去られたか、手を下されたという可能性も……」


    「そのことも考えたさ。でも試しにリルを生み出した魔術を唱えてみても、何の手ごたえもない。それはたぶんリルが――《銀鎖の黒狼ダルフウオルフ》が発動したままだから……そう考えてる。部屋は全く荒らされた形跡がなかったし、連れ去られた線も薄い」


    「うーん、でもですね。そうするとどうやって部屋から出て行けたのか、疑問があります」


    「その点は僕も同じだけど、リルはあくまで《魔術》だ。少しぐらい妙なことができてもおかしくないと思ってる。たぶん帰ってこない僕らを捜しに外へ出たんじゃないかな」


    　陽ひ名なちゃんはそれを聞いて、苦笑いを浮かべた。


    「そうですか――わかりましたです。啓けい介すけさんがそこまで言うなら、その確率は高そうですね。仕方ありません……手伝ってあげますですよ」


    「え、手伝うって何を？」


    「啓介さん、寝ね惚ぼけてるんですか？　リルさんを捜すことに決まってます。わたくしに頼むつもりだったですよね？」


    「それは確かに、頼んでみようとは思ってたけど……そんな顔してたか？」


    　すると陽名ちゃんは得意げに微ほほ笑えむ。


    「わたくしは占い師ですよ。侮あなどってもらっては困るです。様々なものを観察して、予想するのはもう習性みたいなものですから。ついでにもう一つ〝見た〟結果を言うなら、山やま崎ざきさんたちには話さないつもりですね？」


    「な……それは……」


    　図星を突かれて僕は驚く。


    「――だって今け朝さの山崎を見ただろう？　犬捜しなんてことを気軽に頼める状態じゃない。特に僕は、あいつにわがままなんて言えるわけがないんだ」


    　ユヤは結局のところ魔術世界の争いに、僕らの戦いに巻き込まれ、命を落としたのだから。それは宮みや島じまが崇すう拝はいしていたというコメディアンも同じだ。


    　しかし陽名ちゃんは僕の言葉を聞いても微笑んだままだった。


    「それは、啓介さんの理屈ですよね。では久しぶりに〝予言〟をしてあげます」


    「予言？」


    「はいです。今日、啓介さんに協力してくれる方は――あと三人、増えるはずですよ」


    　自信満々な様子で陽名ちゃんは胸を張り、そう宣言したのだった。


    



    
      ２

    


    



    　終業のチャイムの残響が教室にざわめきを呼ぶ放課後。


    　周りの生徒が帰り支度を始めている中、僕は教室を見回す。元気のない山崎、その影響で普段騒がしい宮みや島じまも静かだ。


    　あと三人、ね……。


    　陽ひ名なちゃんが言う三人のうち二人はあいつらなのだろう。残る一人が誰だかは知らないが、僕はもう協力を頼むつもりはなく、特に山やま崎ざきはそっとしておこうと考えていた。


    　だから今回の予言はハズレだと、胸の中で呟つぶやく。


    　鞄かばんに教科書を詰め込んで、席を立つ。


    　友とも月づきの見舞いに行こう。リルも心配だが、どうしても友月の事が気にかかる。ホリィに刻まれた黒い傷……そんなものが原因ではどんな名医だろうと友月の治療は不可能なのだから。


    　捜索はそれからになるので、あまり時間は無駄にできない。陽名ちゃんにはリルの居場所について占いを頼んでみたのだが、体の一部や意識が強く残留したものがないと難しいらしい。毛が残っている可能性があり、一番長くいた場所は僕の部屋なのだが、男だん子し寮りように陽名ちゃんを入れるわけにはいかず、仕方なくリルを生み出したあの丘の場所を教えておいた。あそこなら魔術発動時の痕こん跡せきが残っているかもしれない。放課後すぐに向かうと言っていた陽名ちゃんは、もう既に教室を出て行っている。


    　僕は足を使って捜し回りつつ、男子寮の周辺を中心に聞き込みをするつもりだ。陽名ちゃんとは時間を決めて待ち合わせをしている。


    　ただ、寮生がペットを飼っていい訳わけがないので、一番目撃している可能性が高い同じ寮の生徒から大っぴらに情報収集することはできないのだが……。


    「あ、おい、遠とお見み待てって！」


    　事情を話さず、それとなく聞き出す方法を考えながら教室を出ようとした時、僕を呼び止める声が響く。


    　扉を潜くぐる直前で立ち止まって振り向くと、何な故ぜか山崎と宮島が少し焦あせった様子で近づいてくるところだった。


    「……？」


    　疑問を顔に出して、二人を見る。宮島が少し怒ったような顔で僕に詰め寄る。


    「お前なあ、水臭いぞ。今から友月の見舞いに行くつもりだろ」


    　どうしてそれを、と口に出そうとしたが、恐らく陽名ちゃんだろうと思い当たる。朝、冬ふゆ上がみも友月が入院していることを知っていた。


    「コンサートホールでの騒動に巻き込まれたんだよな？　すまん、俺、ユヤが死んだことで頭ん中ぐちゃぐちゃになってて、色々余裕がなかった。今は……友月の方を心配するべきだった。だから俺たちも見舞いに行くぞ」


    　そう言って山崎は空から元げん気きを見せるように笑って見せ、僕の頭を軽く小こ突づいた。


    「お前が友月のコネ使って、こっそりユヤのコンサートへデートしに行ったことは勘かん弁べんしてやる。だってお前ら、目の前で見ちまったわけだろ……？　俺だったら――一生忘れられそうにねえ」


    　そうか、陽ひ名なちゃんはそんな風に説明したわけか。騒動……確かにユヤが撃たれた後のホールは混乱に包まれていた。恐らく怪け我が人にんも大勢出たに違いない。学校側にもその負傷者の一人として報告してあるのだろう。


    「――ああ、その精神的なショックもあって、寝込んでるんだ。だから安静が第一で、行っても面会はできないかもしれないぞ？」


    　僕は話を合わせながら、そう確認する。


    「構わないぜ。そんときゃ、また別の日にすればいい」


    　友とも月づきの状態を考えれば〝かもしれない〟ではなく、ほぼ面会は不可能だろう。たとえ許可が出ても黒い傷を見せる訳わけにはいかない。けれどこいつらの騒がしい声をドア越しにでも聞かせることができれば、わずかでも元気は湧く可能性がある。


    「わかった。じゃあ行くか」


    　僕は頷うなずき、今度こそ教室を出ようとした。


    「――あら、誰か忘れてない？」


    　しかし再び僕の行動は妨さまたげられる。


    　通せんぼをするように扉に背を預けて、僕らを見つめるのは冬ふゆ上がみ雪ゆき絵え。


    「冬上、まさか……」


    「もちろん私も行くわ。私が入院していたとき、友月さんはお見舞いに来てくれたんだもの。その借りを返しておかないとね」


    　含みのある笑みを浮かべながら冬上が告げる。


    「――それ、ずいぶん大きな借りだった気がするけどな」


    　僕は病院の屋上で冬上と戦ったことを思い出しながら答える。あの時は散々な目にあった。


    「ふふ、そうだったかしら？　だったら何かお見舞いの品ぐらい買っていかないとダメね」


    　とぼけた振りをして首を傾かしげる冬上。


    「……もう、好きにしてくれ」


    　冬上の場合は何を言っても勝手に付いてくるだろう。僕は投げやりに返事をして、今度こそ廊ろう下かに出たのだった。


    



    　駅前から程近い場所にある友月総合病院。その名が示すように、友月家を主体とするグループが経営する病院だ。しかも友月は実質この病院の理事でもある。確か実務には代理を立てていると言っていたが、もしかしたら九く棚だなさんのことかもしれない。


    　夏の太陽に照らされた白い建物は、梅つ雨ゆの時期に見た陰いん鬱うつな雰ふん囲い気きはなく、むしろ清せい廉れんな印象を受けた。


    『――まるで大きな……墓石みたい』


    　以前、友とも月づきが呟つぶやいた台詞せりふを思い出す。だがこの景色を見て、同じ感想は抱かないだろう。


    「ねえ遠とお見みくん。早く行きましょうよ」


    　近くの花屋さんで買った見舞いの花を無造作に振って、冬ふゆ上がみが僕を呼ぶ。気を逸そらしたせいで少し歩調が鈍っていたようだ。前を歩く山やま崎ざきたちとの間がずいぶん開いていた。


    　僕も花を買っていたが、さすがに振り返ることはせず「わかった」と答えて駆け足で追いつく。


    　今日も九く棚だなさんがいればいいんだけどな……。


    　病室の位置は昨日一度行ったので分かるが、九棚さんを通さないと友月の容よう態だいを訊きくことは叶わないかもしれない。


    　正面玄関の自動ドアを抜けると消毒液の匂いに出迎えられる。とりあえず受付で友月への面会の可か否ひを尋ねると「遠見さまですか？」という質問が返ってきた。そうだと答えると看護士は内線電話を取り、どこかに連絡を入れる。


    「少々この辺りでお待ちになっていてください」


    　それだけを告げられて、僕は冬上たちの所へ戻る。


    「どうだった？　会えそうか？」


    　山崎の質問に、僕は「分からない」と首を振り、待つように言われたことを伝える。


    「――何だか、前より繁はん盛じようしてるみたいね」


    　さすがに受付の前で騒がしくすることもできず、大人しく指示通りにしていると、冬上がぽつりと呟いた。


    　言われてみれば、以前よりも人の数が多く、慌あわただしい雰ふん囲い気きがある。


    「まあ、この街で一番大きい病院だし、あのコンサートホールも近いからな。あそこでの怪け我が人にんはだいたいここに運び込まれたんだろうさ」


    　山崎が苦々しい口調で、それに答えた。


    「怪我人って……そんなに多かったのか？」


    　そういえば僕は正確な情報を知らない。


    「ニュースで見た限りだと、死者六人、重傷者は十人ちょい、軽い怪我人に至っちゃ百人以上だってよ。ホールから逃げ出そうとした客があちこちでドミノ倒しを起こしたんだ。遠見たちも災難だったな」


    　横から宮みや島じまが告げた被害の大きさに、僕は驚く。


    「そこまでだったなんて……」


    「でも、死んだ奴はその転倒事故が原因じゃない。ユヤをやりやがった奴に殺されたのさ。ほとんどが警備員とスタッフだとよ。まだ捕まってないなんて――近頃そんなんばっかりだ。警察は何やってんだって言いたいぜ」


    　苛いら立だたしげに吐き捨てる山やま崎ざき。僕はどう答えていいものか分からず黙る。


    　犯人が捕まることはないだろう。もうキメラは死んでいるのだから。


    「――遠とお見み様、お待たせしました」


    　だが妙な沈黙が続く途切れた会話の隙間に、僕を呼ぶ声が滑り込んだ。


    「あ、九く棚だなさん」


    　こちらに歩いてくる執事服姿の男性を見つけて、僕は名前を呼ぶ。


    　白衣が多い病院内において、彼の黒い服装は少々浮いて見えた。


    「ちょ、ちょい遠見、この人誰だよ？」


    　頭を下げ、慇いん懃ぎんな態度を取る九棚さんに面食らった山崎が僕へ囁ささやく。しかしそれを聞き取った九棚さんが僕よりも早く返答した。


    「申し訳ありません。名乗るのが遅れました。私は未み由ゆ様の秘書役としてお仕えさせていただいている九棚裕ゆう也やと申します」


    「え、あ、お、俺っ、山崎勉つとむです！」


    「み、宮みや島じま通とおるです」


    　九棚さんの空気に当てられたのか、ばかに畏かしこまって二人が名乗り返す。


    「……冬ふゆ上がみ、雪ゆき絵えです」


    　けれど冬上はいつも通り平静に名前を告げ、軽く頭を下げた。


    　九棚さんがわずかに眉まゆを寄せる。何度か対面しているからこそ気づく、微妙な表情の変化だ。


    「山崎様に、宮島様、それに――冬上様、ですね」


    　確かめるように名前を繰り返しながらも、その瞳が向けられているのは冬上だけだった。


    　そうか、九棚さんが友とも月づきの家に戻ってきたのは陽ひ名なちゃんの一件が終わった後だと友月から聞いたが、その後も冬上はしばらくこの病院に入院していた。冬上を知っていてもおかしくはない。もしかしたら友月との因いん縁ねんも含めて、ある程度の事情は把は握あくしているのかも……。


    「はい。私たち、友月さんのお見舞いに来たんです」


    　九棚さんの視線を知ってか知らずか、冬上は見事な作り笑いを浮かべて用件を告げた。


    「――そうですか、ありがとうございます。未由様もお喜びになるでしょう」


    　返答にわずかな間はあったが、冬上には何も特別なことは言わず、ただ感謝の言葉を返す九棚さん。多少ハラハラしていた僕だったが、ほっと胸を撫なで下ろした。


    「しかし未由様は今、少々不安定な状態です。お気持ちは大変嬉うれしいのですが、あまり大人数が押しかけては負担になられます。面会はまず遠見様お一人にして様子を見たいのですが、構わないでしょうか？」


    　九棚さんの問いかけ。冬上と山崎、宮島はもちろんですと頷うなずいたが、僕は面会ができるという事実に驚いた。


    　友月は、目を覚ましたのか？


    　九く棚だなさんにそう確認したかったが、友とも月づきが昏こん睡すい状態に陥おちいるほど重症とは知らない山やま崎ざきたちの前で口に出すわけにはいかない。


    「それではご案内いたします。付いてきてください」


    　昨日からの経過を聞きたい気持ちを抑えながら、僕は後に続く。


    「じゃあ遠とお見み、とりあえずこれ預けとくぜ」


    　廊ろう下かを歩きながら、山崎と宮みや島じまがそれぞれ買っていた見舞いの花を僕に渡してくる。


    「お前から手渡しておいてくれ。俺たちは無理させてまで会おうとは思ってないからよ」


    「そういうことなら私のもお願い」


    　冬ふゆ上がみも山崎の言葉に同意し、自分の花を僕に持たせる。


    　会話を聞いていた九棚さんが振り返り、軽く頭を下げた。


    「――お心遣い感謝いたします。あとで私が花か瓶びんに生けておきましょう。病室が華はなやかになります」


    　その会話が打ち解けるきっかけになったのか、山崎たちと九棚さんはあれこれと話しながら歩き、やがて友月の病室の前に辿たどり着く。


    「――未み由ゆ様、失礼いたします」


    　コンコンと扉を二回ノックして、九棚さんは一人病室の中に入っていく。しばらく待っていると、内側から半分ほど扉が開かれ九棚さんが顔を出す。


    「どうぞ、遠見様」


    「は、はい」


    　四人分の花束を手に持って、僕は白い病室に足を踏み入れる。気を利きかせてくれたのか、九棚さんは僕と入れ替わりに部屋を出ていった。衝つい立たてがあり、まだ部屋の中は見通せないが、冬上が入院していた部屋より数段広い。


    「とも――」


    　友月、来たぞ。と言いかけて衝立の向こうに移動しようとした僕だったが、それではダメだと声を飲み込む。仕切りなおしだと、僕は一度深呼吸をしてから、もう一度口を開いた。


    「未由、来たぞ」


    　そう告げて、僕は白いベッドが視界に収まる場所まで足を進めた。正直、友月は僕にとって〝友月〟で、下の名前で呼ぶのは妙に照れ臭く、普段からそう呼べる自信はない。だけどせめて二人きりのときぐらいは未由と呼ぶことにしよう。それが友月の〝願い〟だったのだから。


    「あ、啓けい介すけ――くん」


    　友月は周囲にあれこれと器具を取り付けられた大きなベッドに、シーツを口元まで掛けて横たわっていた。


    「よかった……ホントに意識は戻ったんだな――」


    　ふらふらと僕はベッドに歩み寄る。知らずに声が上うわずっていた。目頭が熱くなる。


    　友とも月づきを最後にこの目で見たのは、キメラに高位魔術を放ち、地に倒れ伏した姿だった。


    　あのときに凍こおりついた感情が一気に噴出してきて、僕は歯を噛かみ締めた。そうしなければ嗚お咽えつが漏れてしまいそうだったから。


    「啓けい介すけ、くん？　どこか痛いの？　啓介くんの方こそ、怪け我がしてないの？」


    　僕の表情を誤解した友月が、心配そうに尋ねてくる。


    「……平気だよ。僕なんか、全然だ。友月は……苦しいんだろ？」


    　余計な心配を掛けるまいと、僕は無理やりに笑顔を作って、そう告げる。


    「それは、少し、ね。痛みに波がある感じなの。ひどくなると、意識が飛んじゃうけど、今は平気」


    　意識を失うほどの痛みというものが、平気であるはずがなかったが、僕以上に見事な笑みで苦痛を押し隠す友月を見ていると「そうか……」としか答えることができなかった。


    「じゃあ傷は、どんな感じなんだ？」


    　あの黒い亀き裂れつの進行状況を確かめておこうと、僕は尋ねる。


    「それは……」


    　友月が顔を曇らせたのを見て焦あせった僕は「そんなにひどいのか？」と詰め寄った。


    「だ、ダメ！　見ないでっ！」


    　だが友月はシーツの端をぐっと掴つかみ、顔の半分を覆おおい隠すまで引き上げると、首を横に振る。


    「ごめん、ね。啓介くんには、見せたくないの。もう首まで広がっているから――」


    　怯おびえすら混じった、明確な拒絶に僕は慌あわてて身を引く。


    「いや……僕こそ、悪い」


    　お互いに謝ったため、気まずい沈黙が落ちる。僕は立ち尽くしたまま、何か別の話題を探す。


    「――それ、綺き麗れい」


    　しかし僕が何かを言う前に、友月が小さく呟つぶやく。それでようやく僕は手に花束を持っていたことを思い出した。


    「あ、これか、えっとこれはその、僕からだけの花じゃなくて、山やま崎ざきと宮みや島じま、あと冬ふゆ上がみがお見舞いにって持ってきた花だよ」


    「そう、皆来てくれたの……冬上さんまで、どういう風の吹き回しかな？」


    「自分が入院していたときの借りを返すんだってさ」


    　僕の説明に苦笑する友月。


    「その青い花は、リンドウ？」


    「え？　そう言われてみれば、そうかもな」


    　花の知識など全くないため、僕はいい加減に答える。これは確か――。


    「それ、冬上さんからの花でしょ？」


    「……そうだけど、何でわかったんだ？」


    　言い当てられて、僕は驚く。


    「昔、ね。お母さんに教えてもらったの。リンドウにはちょっと変わった花言葉があるんだって」


    　自分の幼い頃を――恐らく苗みよう字じが〝友とも月づき〟でなかった頃のことを思い出しているのだろう。友月は懐かしむように遠くを見ていた。


    「花言葉か、どんなのだ？」


    「――悲しんでいるときの、あなたが好き」


    　それを聞いて僕も苦笑いをせざるを得なかった。


    「まったく……冬ふゆ上がみらしいな」


    「うん」


    　友月は困ったような顔していたが、それでも嬉うれしそうに見えた。


    　その後は、重い話題には触れず、今日の学校であった出来事を話しているうちに、部屋の扉がノックされ、九く棚だなさんから「そろそろ検診のお医者様がいらっしゃるので……」と告げられた。


    「じゃあ、な。もう時間みたいだ」


    「今日はありがとう。そう皆にも伝えておいて。こんな状態じゃ、やっぱり会えないから」


    「わかった」


    　頷うなずいて、扉に向かおうとする。


    「あ、待って啓けい介すけくん」


    「どうしたんだ？」


    「……ありがとう」


    「それはさっき言っただろう？」


    「違うの。名前で呼んでくれて――ありがとう」


    　思わず赤面してしまう。やっぱり聞こえてたのか。呼んだときは反応があまりなくて、耳に入らなかったのかと思っていた。


    「ああその……まあ、うん。でもさ、いつもは呼べないかも……しれない。だから普段、呼び方が友月になっていても怒らないでくれると、嬉しい」


    「それで、十分、だよ。特別なときだけで、いいの。その方がきっと――呼ばれるたびに、嬉しくなれるから」


    「そっか、ありがとな……それじゃあ、また明日来るよ――未み由ゆ」


    「……うんっ、啓介くんバイバイ」


    　シーツから片手を出して小さく手を振る友月に、僕もバイバイと答えた。


    「お、遠とお見み、友月の様子はどうだったんだ？」


    　扉を開けると、部屋の前で待っていた山やま崎ざきたちがさっそく僕に問いかけてきた。


    「思ったより元気そうだったよ。皆にありがとうってさ。でもやっぱり長く話すのは疲れるみたいで、今日はもうこれ以上無理そうだった。悪いな、僕だけ……」


    　嘘うそを少し交えて僕は答える。こいつらに余計な心配を掛けることは友とも月づきも望まないだろう。


    「いや、元気なら何よりだ。見舞いは自分のためじゃなくて、相手を励ますためにするもんだしな。友月が花を喜んでくれたんなら、それでいいさ」


    　山やま崎ざきはそう言って笑う。宮みや島じまも気にしてないと頷うなずいた。


    　だが冬ふゆ上がみは僕の言葉を鵜う呑のみにはしていないようで、淡白に「そう」とだけ呟つぶやく。


    「――あのリンドウの花、冬上らしいってさ」


    　そんな冬上を見て、僕は先ほどのやり取りを小声で伝えた。


    「ふぅん、友月さん知ってたのね。花言葉」


    　先ほどと変わらず、冬上はどうでもよさそうに言うが、その口元は笑みの形を作っている。


    「私らしい……か。それだけ余裕のある台詞せりふを吐けるなら、まだまだ大丈夫みたいね。よかったわ」


    　満足した様子で「じゃあ帰りましょうか」と僕を促うながす冬上。


    　すると一歩離れた場所で僕らの会話を聞いていた九く棚だなさんが近づいてきた。


    「何度も重ねてのお礼になりますが、皆様本当にありがとうございました。玄関までお送りしたいのですが、私は担当の医師と少し話がありまして、ここで失礼させていただきます」


    　深々とお辞じ儀ぎをする九棚さんの頭を慌あわてて上げさせて、僕らもお礼を告げる。送ってもらうなんて過か剰じよう接待というものだ。


    「九棚さん、友月を頼みます」


    「はい、もちろんです。ではお気をつけて」


    　そう言葉を交わし僕らは別れ、病院を後にした。友月の容よう態だいを詳しく聞くのは明日で構わないだろう。とりあえず無事を確認したし、医学的な見解など当てにならない。


    　原因を取り除かねば、恐らくあのままだ。


    　ホリィ＝ライト。どうしても僕は、あいつともう一度会わなくてはいけない。だけど再び見まみえる時はより大きな危機が襲おそい掛かってくるはずだ。


    〝その時〟を待つしかないのが不ふ甲が斐いなく、そして――恐ろしかった。


    



    「――しっかし本当にいるんだな、執事なんて」


    　帰り道、駅前の繁はん華か街がいを歩きながら山崎がいつかの僕と同じ感想を口にする。


    「秘書って言ってたけど、あれはどう見ても執事だよ、バトラーだよ」


    　宮島も妙に興奮した口調で同意する。


    　そんな二人には構わずに、僕は黙々と歩いていたが、とんとんと肩を突付かれる。


    「ねえ遠とお見みくん、時間あるなら、少し息抜きしていかない？　せっかく駅前まで来たんだし」


    　まさか僕を気遣ったわけではないだろうが、そんな提案をしてくる冬ふゆ上がみ。耳みみ聡ざとい山やま崎ざきたちも「いいねえ、行こうぜ」と乗ってきた。


    「……悪い、僕はこれからちょっと用事があるんだ」


    　そう、一度寮りように帰ってリルを捜しに出なければならない。お見舞いは思ったよりも早く終わったのだが、それでも太陽は山の際きわにずいぶん近づいている。遊んでいる時間はない。


    「用事って何よ。お見舞いは今終わったじゃない？」


    「その……捜し物というか、とにかくやらなきゃいけないことでさ」


    「はっきりしないわね。口に出しづらいものなの？」


    「それはまあ……ある意味」


    　中途半端に口を濁にごらせたせいで、冬上の興味を惹ひいてしまったようだ。


    「おいおい、まさか遠見、アレじゃないよなぁ？」


    　山崎と宮みや島じままで、にやにやしながら顔を近づけてくる。何か下品な想像をしているらしい。エロ本でも買いに行くと勘違いしているのだろうか。これは……喋しやべらないと解放されないな。


    　まあ学校の規則を除けば、秘密にすることでもない。冬上はいまいち信用が置けないが言いふらすこともないだろう。


    「――犬だよ」


    　僕は簡潔に告げる。一瞬、何な故ぜかピクリと冬上の眉まゆが動いた。


    「は？」


    　想像と違いすぎたのか、理解できないといった表情になる山崎と宮島。


    「だから犬、子犬だよ。そのさ――偶然拾ってこっそり世話してたんだ。それが突然いなくなったから、捜しに行く。それだけだ」


    　本当は犬じゃなくて狼で、拾ったわけでもないのだが。


    「ちょ……遠見、それマジか？」


    「ああ」


    「お前、たまに変なところで勇気あるよな……。見つかったらこってり絞しぼられるぞ」


    　山崎は何故か僕を見直したように、何度も頷うなずく。


    「――遠見くん、その子はもう乳離れは済んでるの？」


    　どこか据すわった目で僕を見つめてくる冬上。


    「え？　それは……まあたぶん、そうかも」


    　魔術で産み出した存在だから、そんなことが分かるわけはない。


    「ちょっと、そんないい加減なことでどうするのよ。遠見くんが拾ったんなら、ちゃんと責任を持ちなさい。とにかくその子のことを詳しく教えて」


    　冬上の様子がどこかおかしい。異様なほど真剣に、リルについて尋ねてくる。僕は戸惑いつつリルの容姿を説明する。


    「――そう、全身真っ黒で、銀の首輪ね。遠とお見みくんが言う大きさだと……生後二、三か月ぐらいかしら。まあ犬種によっても変わるだろうけど、大体の特徴は分かったわ。ねえ、遠見くんはこれからどこを捜すつもり？」


    　妙なテンションの冬ふゆ上がみに気け圧おされながら僕は「男だん子し寮りようの奴らに聞き込みしながら色々回ってみるつもりだけど……」と答える。


    「じゃあ……そうね。聞き込みの方は山やま崎ざきくんと宮みや島じまくんが担当するわ。遠見くんは足でその子を捜すことに専念して。やっぱり飼い主が呼びかけてあげないと自分から出てきてくれないと思うしね」


    「あ、ああ」


    　僕は頷うなずく。だがその一方できょとんとしている二人組がいた。


    「ふ、冬上？」


    　自分たちがいつの間にか聞き込みをすることになっていることに、疑問の声を上げる山崎と宮島。


    「あら、何？　手伝ってくれるんでしょう？」


    「あ、ああ、もちろん！」


    　だが冬上に上うわ目め遣づかい見つめられ、あっけなく頷いてしまう。
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    「聞き込みと言っても、日が沈んだら後は寮の食事時にさりげなく情報を集める程度でいいわ。可能性は低いだろうけど私も女子寮で聞いてみる。結果は明日、報告し合いましょう。ほら山やま崎ざきくん、宮みや島じまくん、ぼさっとしてる時間はないわよ」


    　冬ふゆ上がみが急せかすと、二人はあたふたしながら、走って行ってしまった。


    「――冬上、いったいどうしたんだ？」


    　取り残された僕は、いつもと違う冬上を眺める。


    「別に。どうもしてないわ。ただ遠とお見みくんに協力してあげようと思ったのよ。それに子犬がどこかで野のたれ死ぬのは気分が悪いだけ」


    「ひょっとして……冬上、犬好きなのか？」


    　その問いに、冬上は居心地悪そうに視線を逸そらした。


    「別に――そんなんじゃないわよ。けど馬鹿で救いようのない人間に比べたら、犬の方がよっぽど利口で優しくて、純粋だと思うわ」


    　それは否定ではなく、むしろ肯定だった。意外なようで、妙に頷うなずける部分もある気がする。


    「まあ、勝手に話が進んだ感じだったけど、手伝ってくれるのは助かる。ありがとな」


    　動機は何にせよ、とりあえず僕は礼を言う。


    　奇くしくも陽ひ名なちゃんの予言通りになってしまった。


    「いいの？　あんまり恩に着ると、返すのが大変になるわよ？」


    　だが冬上は人間には優しくないようで、怪しげに笑って物騒なことを仄ほのめかすのだった。


    



    
      ３

    


    



    「ただいま、帰ったぞアリッサ」


    　あれから冬上と別れ、寮りように戻ってきた僕は玄関で靴くつを脱ぎながら呼びかける。


    「――ケースケ、遅い。リルのこと忘れてないでしょうね？」


    　部屋の奥から不機嫌そうな声こわ音ねが返ってくる。


    「当たり前だ、覚えてるよ。これでも急いだんだぞ。でもアリッサ……本当に大丈夫なのか？」


    　部屋に入り、ベッドの上に横たわるアリッサを改めて見ると不安になる。先ほど同じような状態の友とも月づきを見たせいか、無理を許すことに躊ちゆう躇ちよを覚えてしまう。


    「くどいわよ、ケースケ。朝、約束したでしょ。いいから早く……おぶって」


    「あ、ああ」


    　こちらに差し出されたアリッサの腕を掴つかみ、さらに背中に手を回して支え、上半身を引き起こした。


    「ほら、掴まれ」


    　そして僕は背中を向ける。僕の首に腕を巻きつけ、体を預けてくるアリッサ。高い体温を背中に感じた。


    　少し躊躇ためらいながらも後ろ手に太ももを掴つかんで支えると、僕は立ち上がる。ここ最近、こんな風に誰かを背負うことが多いが、今日は事態が切迫していないせいか、やけに緊張する。


    「えっとアリッサ、透明化魔術を頼む」


    「わかったわ………………《虚飾せし光衣インビジブル》！」


    　短い集中の後、アリッサが呪文を唱える。すると、周囲にキラキラと輝く微び粒りゆう子しが現れ、僕らを包み込んだ。


    「これで大丈夫よ。さ、行きましょう」


    　僕は頷うなずき、そうっと外を確認してから部屋を出る。透明になっているとはいえ、扉が勝手に開くのを目撃されれば不ふ審しんに思われるだろう。


    　幸い、下校時間はとうに過ぎているためか人影はない。僕はほっと息を吐ついて、歩き出す。そういえばアリッサに今日のことを話しておかなければ。


    　階段を下りながら、僕はアリッサにリル捜しの協力者を得られたことを報告する。


    「――そんな訳わけで、陽ひ名なちゃんに加えて冬ふゆ上がみたちまで協力してくれることになったんだ」


    「へえ……ユキエ、犬が好きなのね。少し見直したわ」


    　少しピントがずれた所に感心するアリッサ。


    「はは、そうだな。まあだから情報集めは冬上たちに任せて、僕らはこの辺りを念入りに調べてみよう。あ……でも陽名ちゃんと合流してからの方がいいかもな」


    　見舞いの時間が短かったため、まだ陽名ちゃんは自然公園にいるだろう。集合時間まではまだ長いので、先に合流して成果を確かめたほうがいいかもしれない。アリッサがいれば部屋に招くこともできる。


    「そうね――じゃあまずはあの丘までの道を辿たどりながら捜しましょう」


    「ああ。もし帰る途中でも、どこかで鉢はち合あわせするさ」


    　僕は頷く。話している間に、階段を降り切り、そこからは口を噤つぐんで管理人室の前を通りすぎた。


    「あ、待ってケースケ。ここで一度探ってみるわ」


    　寮から出たところで、アリッサがそう告げる。


    「わかった。頼む」


    「ええ……《撫でるそよ風イーズブリーズ》！」


    　さあっと僕らを中心に風の波が緩ゆるやかに渡っていった。寮の周りに生えている雑草が一斉に靡なびく。


    「どうだ？」


    「うーん……実はケースケがいない間にも試したんだけどね、この建物の中にリルがいることはなさそう。小さい生き物の感触はあったけど、ネズミだと思うわ。屋外は、いくつかそれらしい反応はある。でもたぶん、野良猫ね」


    「猫と犬の区別はつくのか？」


    　確か、この魔術はかなり大おお雑ざつ把ぱなものだった気がするが。


    「大きさではリルと猫は判別できないわ。でもリルは銀色の首輪をしてるから生き物じゃない部分――金属の感触がわずかにあるはずなのよ。だからそれがないのは首輪をしていない野良猫ってわけ」


    「じゃあ飼い猫との区別は付かないわけか」


    「む……それは仕方ないじゃない。何も指針がないよりはマシでしょ？　もうここはいいから、次に行くわよ」


    　肩をトントンと軽く叩いて、僕を促うながすアリッサ。


    　まるでアリッサが御ぎよ者しやで僕が馬みたいだなと思いながらも大人しく従う。


    　そこからは川沿いの道を歩きつつ、百メートルごとぐらいにアリッサが魔術を使い、それらしい感触があれば、そこに行って確かめるという繰り返しだった。透明なので人の家の敷地に入っても見み咎とがめられはしなかったが、臭においで感づかれるらしく、何度も番犬に吠えられてしまった。


    「――結局全部、空振りだったわね」


    　とうとう自然公園の前までやってきてしまう。魔術で感知できた反応はほとんど飼い猫か小型犬だった。


    「そうだな。まあ仕方ない。とりあえず次は陽ひ名なちゃんに期待してみよう」


    　僕は残念そうなアリッサを励ますために明るく告げて、まっすぐあの丘に向かう。だがいつもは誰もいない自然公園に今日は人が多いことに気がつく。


    　どうしたんだろうと思いながらも、僕は進む。丘に近づくほど、人は増えているようだった。こちらはまだ透明なので、ぶつからないように気を配る。


    「――すごいわねぇ、何がどうなったらあんな風になるのかしら。やっぱり地震のせい？」


    「……確かに少し揺れはしたけど、あの程度でこうなるかねぇ。テレビでは隕いん石せきの可能性もあるって言ってたわよ。知り合いの奥さんも何か光るものを見たらしいし、そっちじゃないの？」


    　すれ違うのは近所のおばさんが多いようだったが、僕と同じ傘さん陽ようの制服を着た生徒もいる。耳に入った会話から、彼らが何を見に来たのか悟る。


    　丘に辿たどり着くと、これまで僕ら専用だった大木の下に幾人もの〝見物客〟がいた。皆こちらに背を向けて、山側を眺めている。そう――彼らは見にきたのだ。僕らが血を流した戦場を。


    　僕も丘の上に登り、彼らと同じ方向に視線を向けた。


    「こんな……」


    　分かってはいた。《天使王ミトロン》の視点で、僕は有様を知っているはずだった。


    　だが、この場所からの見慣れた景色があまりに変容していることに、まず自分の目を疑ってしまう。


    　自然公園から続く山の斜面は地肌が露出している。上の方には炭化した木々の名な残ごりがあったが、残りは綺き麗れいに地面ごと抉えぐれていた。さらに大きな地割れが彼か方なたまで走り、まるで山が二つに割れたようだ。山との境界にあった柵さくの代わりに、立入禁止のテープと立て札が道を隔へだてていた。


    「ケースケ……」


    　アリッサが耳元で囁ささやく。


    「あたし――朧おぼろ気げに覚えてる。これ、あたしがやったんでしょう？」


    　背負っているためアリッサの表情は分からなかったが、声を震わせてアリッサが問いかけてくる。


    「それは……」


    　僕は言葉に迷う。アリッサは《天使王ミトロン》のことや、自分がその器うつわであることを知らない。それを話せば必然的に、ホリィ＝ライトについても説明しなければならなくなる。


    　その時、アリッサはどうするだろう。これまでアリッサの行動の根こん幹かんにあった《方はこ舟ぶね》を、家族を守りたいという気持ち。その家族――父親が敵なのだ。ひどく混乱するのは目に見えている。アリッサは今、不安定な状態だ。いたずらに精神を乱せば、どうなるか……。下手をすれば《天使王ミトロン》が今度こそ完全に顕けん現げんしてしまうかもしれない。


    　いつかは話さなければいけないが、せめてリルが見つかるまでは秘密にしていたい。


    「ケースケは、見てたのよね？　だったら教えて」


    「――僕にも何が起こったかは分からないんだ。アリッサが光に包まれて、巨人が現れた……そして大きな剣を振り下ろした。覚えているのはその程度だよ」


    　僕は、目にした光景だけを口にする。ホリィに何も教えられていなければ、恐らくこう答えただろう。


    「そう……巨人、ね」


    　アリッサの体が強こわ張ばったのが、背中越しに分かる。


    「アリッサ？」


    「あたし……〝何〟なんだろう。ケースケ――ずっと、ずっとね、頭の中でかすかに声がするの。名前を、呼んでいるの。だけどそれは上う手まく聞き取れなくて、でもあたしの名前じゃないのは確かで……。ねえ、あたしは〝アリッサ〟よね」


    「当たり前だろ。アリッサはアリッサ。アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライトだ。忘れないって約束もしたじゃないか」


    　僕は言い聞かせるように、力強く告げる。


    「そうね……ごめん、変なこと言って。ケースケにも分かるはずないのに……」


    　この景色をアリッサに見せたのは失敗だったかもしれない。これ以上《天使王ミトロン》だったときのことを思い出させないように、僕は戦いの爪つめあとに背を向ける。


    「気にするな。それより陽ひ名なちゃんを捜そう。すれ違ってはいないから、たぶんこの近くにいるはずだ」


    　強引に話題を終わらせて、僕は周囲を見回す。


    「――ケースケ、ヒナならあそこにいるわよ」


    　アリッサは既に見つけていたらしく、指を差した。


    　陽名ちゃんは割れた山を見物している人々に混じって、木の傍そばに立っていた。だが見つめているのは山の方ではない。木の幹みきを凝視しながら手を当てている。


    　足音を立てて近づくと、陽名ちゃんは顔をこちらに向けたが、不思議そうに首を傾かしげる。


    　あ、そういえば透明化魔術はまだ働いているのだ。


    「そこに、誰かいるんですか？　気配の色は隠せないですよ」


    　だが陽名ちゃんの目には何か〝見える〟ものがあるらしく、確信を持ってこちらに向けて問いかけてきた。


    「陽名ちゃん、僕だよ」


    「その声……啓けい介すけさんですか？　どうして見えないんでしょう？　それに待ち合わせの時間はまだだと思うですが」


    「ああ、ごめん、友とも月づきの見舞いが早く終わったから来てみたんだ。これはアリッサに透明化魔術をかけてもらってる。だからここでいきなり現れるわけにもいかなくて」


    　普段と違い、この丘は人の目が多すぎる。


    「それでは、ひとまず人ひと気けのない場所に移動したほうがいいですね」


    　陽名ちゃんは僕らに「行きましょう」と告げて丘を下り始める。僕らもそれに続いた。そして死角になりそうな木こ陰かげでアリッサに魔術を解除してもらう。


    「――ヒナ、こうして話すのは久しぶりね」


    　僕の背中越しに陽名ちゃんへ挨あい拶さつするアリッサ。


    「そうですね。よく考えたらすれ違ってばかりでした。ここでアリッサさんたちを見つけたときも、意識を失っていましたし。お体の方はどうですか？」


    　確かに陽名ちゃんがジンの残ざん滓しを復活させようとしていた事件以来、二人が言葉を交わす機会はなかった。


    「見ての通りよ。情けないけど、自分じゃ歩くこともできないわ。回復する兆きざしも見えないし……このまま行けばどうなるかも分からない」


    　アリッサは力のない声で答える。


    「なに弱気なことを言ってるんですか？　いつかアリッサさんには兄さんの話をゆっくり聞かせてもらうつもりなんですから、しっかりしてくださいです」


    　陽ひ名なちゃんは怒ったような口調でこちらに詰め寄る。アリッサは僕の背中にいるため、まるで一緒に怒られている気分だ。


    「ジンの――話？」


    「はいです。兄さんを召しよう喚かんしたとき、記憶を垣かい間ま見みることはできましたが、それは啓けい介すけさんたちとの戦いが中心でした。たぶん強い思いが付ふ随ずいしていたせいでしょう。だから兄さんがいたという《方はこ舟ぶね》や、そこでの思い出をわたくしはわずかにしか知らないのです。だからわたくしの前からいなくなった兄さんがどう過ごしていたのか、それを聞かせて欲しいです」


    　こちらを見上げる陽名ちゃんの瞳には切望する光があった。学校で接しているときには見ることのない表情。やはり陽名ちゃんはジンのことを決して忘れてはいないのだ。


    「そうね……あたしにはその責任があるわよね。もちろん話すわ。いつでも」


    　そう答えるアリッサだったが、陽名ちゃんは首を横に振った。


    「いいえ、アリッサさんが元気になってからでいいです。それに責任なんて口にしている間も聞くつもりありません。わたくしは、アリッサさんが兄さんと過ごした楽しい思い出も辛つらい思い出も、全部聞きたいんです。それを話せるぐらいにアリッサさんが強くなった時、お願いするつもりです」


    　今の弱気なアリッサでは、荷が重いということだろう。


    「わかったわ……」


    　アリッサの声には申し訳わけなさと、悔しさが混じっていた。


    「アリッサさん、わたくしはいつまでも待ってますから、焦あせらなくてもいいんですよ？　今はリルさんの捜索を頑張りましょう」


    「うん……ありがとう」


    　黙って二人の話を聞いていた僕だったが、会話が一段落したようなので口を開く。


    「それで陽名ちゃん、ここに来て何か成果はあったのか？」


    「あ、はい。一応リルさんの気配らしきものは〝見れた〟と思うです。ここはリルさんが生まれた場所というだけに、強い気配がまだ消えずに残っていました」


    「よかった。じゃあ陽名ちゃんの占いは頼っていいんだな」


    「自信はあまりないのですが、気配の色は覚えましたから、その痕こん跡せきを辿たどることができれば見つけられる可能性はあるです」


    「ヒナ……すごいのね」


    　アリッサが感心したように呟つぶやく。


    「内的魔術は弱い力しか持ちませんが、その分ひたすらに突き詰めて先せん鋭えい化されてきたのですよ。そういった意味で、実用的な能力が多いのです。けれど気配の追跡なんてことまで可能かもしれないのは、リルさんだからですよ？」


    「どういうことだ？」


    　僕は言いたいことが分からずに問い返す。


    「気配の痕こん跡せきは、普通すぐに他に紛まぎれて分からなくなってしまうものなんです。啓けい介すけさんは子犬だとおっしゃっていましたが、リルさんはそうと思えないほど〝大きな〟気配をここに残しています。啓介さんの右手に見えるのと同じ黒色の気配、それを飲み込むような銀色の気配、さらにその二つの間にわずかな水色の気配。そんな三色が溶け合うことなく交じり合った不思議な強い〝色〟です。啓介さんが使った魔術というのは、実はとんでもないものかもしれないですね」


    　陽ひ名なちゃんの言葉に、僕はリルの姿を思い返す。キャンキャンと足元にじゃれ付く、黒い毛玉……。


    「いや、正直そんな大層なヤツじゃないと思うけどな。まあとにかく足取りを追いかけるならまず寮りように向かおう」


    「はい、そうですね。そこから気配を辿たどれば間違いはないと思うです」


    　そうして僕らは自然公園を後にする。リルを発見できる光こう明みようが見えたことで、自然と足取りは軽くなっていた。


    



    　どこからかカラスの鳴き声が響き、巣へと帰る鳥の群れが空を渡っていく。


    　男子寮の前まで戻ってくる頃には、太陽は大分落ち、西日が眩まぶしくなっていた。女子寮は門限が早いため、陽名ちゃんに協力してもらえる時間は限られている。


    「陽名ちゃん、どうする。部屋まで来るか？」


    　アリッサにまた透明化魔術を使ってもらえば、部屋に連れて行くことは簡単だ。


    「いえ、気配はもうここからでも辿れそうです。啓介さんのお部屋は一度覗のぞいてみたいですが、時間もないので今日は遠えん慮りよしておきます」


    「そうか、じゃあリルがどっちに向かったかは、分かるんだな？」


    　僕の問いに、陽名ちゃんは学校側へ続く道を指差した。


    「先ほどの自然公園から続いていた気配はさすがに薄まっていましたが、それよりは少し濃い色がこちらへ続いています。わたくしが先せん導どうしますから付いてきてくださいです」


    「わかった。よろしく頼む」


    「了解です」


    　陽名ちゃんは、冗談っぽく敬礼する仕草を返して笑うと、歩き始める。


    　迷いない足取りで進んでいく陽名ちゃんは頼もしかったが、たまに立ち止まり額ひたいの汗を手で拭ぬぐう。やはり〝見る〟というのは容た易やすいことではなく、相当な集中を必要とするらしい。


    「どうも橋を渡ったみたいですね」


    　川沿いの道が学校へ至る前に、陽ひ名なちゃんは川を跨またぐ橋で進路を変えた。


    「リルのやつ……もし僕らを捜しに出たのなら、自然公園の方に向かいそうなものなのに。鼻が利きかないのか？」


    　橋を渡りながら僕がぼやくと背中のアリッサが小さく溜ため息いきを吐ついた。


    「あのね、ケースケ。リルは犬……じゃなくて狼に見えても、それはあくまで外見だけなんだから臭いに敏感だとは限らないわ。第一、仮に狼並みの鼻があったとしても、あたしたちは寮りようの前から転移したんだし、キメラみたいな化け物嗅きゆう覚かくがない限り追って来られないわよ」


    「そっか、ちょっと無茶なことだったな。でも……そう考えるとあの日の僕の臭いを辿たどればコンサートホールに行きつくわけだろ。この道順と一致してる」


    「確かに今のところはね。気になることもあるけど、臭いを追っていると考えたら納得はできるわ。とりあえず、もう少し様子を見ましょう」


    　アリッサの気になることというのが引っかかったが、僕は「そうだな」と同意して、そこからは黙々と陽名ちゃんに導かれるまま足を動かした。


    　橋を渡り終え、そのまま高いビルの建ち並ぶ大通りに入ると、アリッサをおぶっている僕は通りすがりの人々にじろじろと見られてしまう。透明になれれば気が楽だが、今は陽名ちゃんもいるし、こんな人が多いところでは認識されないとむしろ歩きづらいだろう。


    　視線を気にしないよう顔を伏せて歩いていると、陽名ちゃんが車も通れない細い裏道の入り口で立ち止まった。


    「あれ？　まさか……こっち？」


    　コンサートホールに向かうとき、僕はこんな道を通っていないし、方向も全然違う。


    「はい、間違いないです。気配はこちらに続いています」


    　夕日が遮さえぎられ、先が見通すことのできない暗い道へ、陽名ちゃんは進んでいく。僕は唾つばをごくりと飲み込んで、その後を追った。あまり雰ふん囲い気きのいい場所ではない。


    「陽名ちゃん、足元に気をつけてな」


    「わかりましたです」


    　すぐに行き止まりへ突き当たりそうな細い道だったが、実際はぐねぐねと方向感覚が分からなくなるほど折れ曲がっている上にいくつも枝分かれがあり、迷路のようだった。


    　しかし陽名ちゃんは角に来るたびに、それぞれの道を凝ぎよう視しし、迷うことなく進んでいく。


    「――やっぱり、変ね」


    　ぽつりとアリッサが言葉をこぼす。


    「何がだ？　確かにどうしてこんな場所に来たのかは疑問だけどさ」


    「そういう意味じゃないの。あたしたち、ヒナのところへ行くまでに、リルを捜しまわったでしょ？　まあ全部ハズレだったんだけど、そのときの野良猫なんかはあたしたちが通れないような場所にいることが多かったじゃない。動物には動物の道があるのねって少し感心してたのよ」


    「それがどうしたんだ？」


    「分からない？　ここまでリルは人間が通れる道ばかりを選んで進んでるのよ。臭いを辿たどっているなら当然だとも思ったけど、そうじゃないなら不自然だわ。ここまでリルぐらいの大きさなら通れる建物の隙すき間まがたくさんあったのに……」


    　言われてみればそうかもしれない。だとしたら――。


    「リルはやっぱり誰かに連れ去られたのかもな。それなら説明がつく」


    　しかしそれに異を唱えたのは一歩先を歩く陽ひ名なちゃんだった。


    「啓けい介すけさん、それはないと思うです。気配は混じりやすいものですから、他に誰かがいれば〝色〟は変わります。でもリルさんの気配は丘で見たときのものと同じなのです」


    「そうなのか……」


    　陽名ちゃんが言うのなら確かなのだろう。けれどアリッサが指摘した不自然さは、どう説明したらいいのだろうか。


    「とにかく進みましょう。気配は濃くなってきています。このまま追い続ければいつかは――」


    　だが言葉を途中で切り、陽名ちゃんは足を止める。分かれ道だ。しかしこれまではすぐに進む方向を決めていた陽名ちゃんが、動こうとしない。


    「陽名ちゃん？」


    「あ、あれ……？」


    　きょろきょろと困った顔でそれぞれの道を見回す陽名ちゃん。


    「気配が――見えないです」


    「見えないって……どこかで道を間違えたのか？」


    「いいえ、そうではなくて、ここで途切れているのです。いったいどうして……」


    　少し混乱した様子で目を擦こすり、何度も気配を見つけようとする陽名ちゃん。疲労からか、その足元がふらついていた。


    「もういい、陽名ちゃん。限界だ」


    　ポンと陽名ちゃんの肩に手を置いて、それ以上〝見る〟ことを止やめさせる。


    「ですけど……」


    「無理しすぎると、倒れるぞ？　ここまで足取りが掴つかめただけでも十分だよ。ありがとう」


    　僕の言葉にアリッサも同意する。


    「そうよ。これまでは全然見当違いの場所を探してたんだから、すごい進展よ。何な故ぜここで気配が途切れているかは分からないけど、とりあえず魔術で辺りを探ってみるわ」


    　そう告げるとアリッサは僕の肩越しに手を掲げる。


    「撫でるそよ風イーズブリーズ！」


    　ヒュォオオオオと細い路地を、風が駆け抜けていった。風が伝えてくる情報を読み取っているアリッサを邪魔しないよう、静かに結果を待つ。


    　それにしても、ずっとアリッサを背負ってるから腰が痛くなってきたな……。


    　暢のん気きにそんなことを考えていたときだった。


    「――なっ!!」


    　アリッサが上げた驚きよう愕がくの声に、緩ゆるんでいた意識がピンと張り詰める。


    「どうした!?」


    「ケースケっ、あたしたち囲まれてるわ！　来た道も含めて、どの道の先にも五人以上。あと――上にも一人!!」


    　アリッサは切迫した声こわ音ねで告げる。


    「そんな!?」


    　僕は暗く沈む道を見回し、最後に頭上を見上げる。


    



    「――ふむ、見つかってしまったか……」


    



    　その声は、僕の視線の先――四階建てほどのビルが囲む、狭く、赤い空から降ってきた。逆光になってよく見えないが、黒いシルエットがビルの屋上の端に腰掛け、こちらを見下ろしている。だが姿は見えなくても、僕は声と口調でそれが誰だが理解していた。


    　ホリィ＝ライト……。


    　そう口にしてしまいそうになり、慌あわてて飲み込む。アリッサにあいつの正体を知らせるのは、まだ避さけたい。


    「あんたは――」


    　アリッサもそこにいるのが自分の肉体を勝手に使用している人物だということに気づき、声を尖とがらせる。


    「娘よ、汝なんじと言葉を交わすのはしばらくぶりだな」


    　ホリィ＝ライトがアリッサと同じ声で告げた。今なら分かる、娘という言葉はそのままの意味だったのだ。


    　路地の奥から大勢の足音が響いてくる。暗闇の中から幾人もの仮面をつけた男達が幽ゆう鬼きのようにふらふらと現れ出いでて、僕らを取り囲んだ。


    「こんなにたくさん……どうして、わたくしの目には何も見えてなかったです」


    　陽ひ名なちゃんが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。


    　くそ……どうなってる？　罠わなだったっていうのか？


    　いや――そんなことは問題じゃない。あいつが、ホリィ＝ライトが目の前にいる。だったらやるべきことは一つだ。脳裏に痛みを堪こらえて笑う友とも月づきの姿が浮かぶ。


    　僕は大きく息を吐ついて動どう揺ようを鎮しずめると、小声で呪文を唱え始める。


    「……汝なんじが見ているのは気配であろう？　気配とは感情――心の動き。こやつらに掛けたのは従属願望を表ひよう出しゆつさせる魔術《狂信者の仮面フアナテイツク》。考えることを止やめ、ただ従うだけの者達に気配などないのだよ」


    　ホリィ＝ライトは陽ひ名なちゃんに向けて得とく々とくと語る、


    「これはあたしたちをおびき出す罠わな？　まさかリルはあんたが……」


    　アリッサは先ほど僕が口に出さなかった質問を投げかける。僕が《姿の言葉シヤープワーズ》を唱えているのは気づいているだろうから、時間稼ぎをしてくれているかもしれない。


    「罠？　違うな。汝らもここまでしか追えぬなら、その役すら果たせん。ふん、アレが我の手にあるならどれほどよいか……まったく――忌いま々いましい」


    　これまでは余裕に満ちていたホリィ＝ライトの声に、焦あせりと苛いら立だちのようなものを感じて僕は眉まゆをひそめる。


    　ここまでしか追えない？


    　もしかしてこいつもリルを捜しているのか？　けど何な故ぜ？


    「――こうなれば、汝を囮おとりにするのも……良いやもしれぬ」


    　ホリィ＝ライトが僕に刺すような視線を向けたのを感じた。仮面の男達が一斉に足を進める。だが、僕の方の準備も終わっている。陽名ちゃんの肩を叩いて注意を引き、背中のアリッサを指差した。言いたいことを察してくれたようで、陽名ちゃんは頷うなずく。


    　それを見たアリッサが耳元で小さく囁ささやいてきた。


    「いいわよ、ケースケ。下のやつらはあたしに任せて、あんたはあいつをお願い」


    　僕の首に回していた手を離し、アリッサが僕の背中から離れる。自分では立てないアリッサをすかさず陽名ちゃんが支えてくれた。


    「――貪れ魔狼デイバウアー！」


    　僕は答える代わりに《起動言語トリガー》を告げ、感覚の拡大した陽炎かげろうの右腕で路面を殴なぐりつける。


    　バキィッとアスファルトがひび割れ、その反動で僕は飛び上がった。こちらを見下ろすホリィ＝ライトに向けて。


    　下方からは「阻む烈風ハインダーブロウ！」というアリッサの声が聞こえてきた。仮面の男たち程度なら動けないアリッサでも十分戦えるはずだ。


    「チュールの右手、我に挑むか」


    　急加速で狭せばまった視界の中、ホリィ＝ライトが立ち上がり苦々しく唇を歪ゆがめる。その顔がアリッサと同じことが、今はひどく許せない。


    「友とも月づきを――元に戻せ!!」


    　僕はそう叫びながら右みぎ拳こぶしを繰り出す。だが寸前でホリィ＝ライトは後ろに跳躍し、陽かげ炎ろうの腕は空を切った。


    　そのまま勢い余ってビルの高さを越えてしまうが、何とかバランスを取りながら屋上へ右腕をクッションにして降り立つ。


    「ふん……あの魔女の傷か。無駄なことを聞く」


    　睨にらみ付ける僕を嘲あざ笑わらうかのように、鼻を鳴らすホリィ＝ライト。


    「無駄？」


    「《刻む黒傷ダークエツジ》は精神こころを削りとる魔術。平へい衡こうを失った精神は、消耗する度にひび割れ、崩れ落ちていく。心と肉体は切り離せぬものゆえに、それは物理的にも体を蝕むしばむのだ。そして拡大した傷の痛みは、たとえ魔術を使わずとも精神を削る。あの魔女はもう助からぬよ。痛みに耐えうる精神力は、《鵺キメラ》との戦いで枯こ渇かつしているはずだ」


    「な――……」


    　ホリィ＝ライトの言葉に頭が真っ白になる。


    「ふざけたことを言うな！　お前を倒せば魔術は消えるんだろう!?」


    「そう思いたければ好きにするがいい。しかし考えてみよ。魔術による攻撃で誰かが傷つき、もしくは死んだとする。その者は、汝なんじが加害者を殺せば生き返るのか？　汝の魔ま狼ろうで魔術を喰くらえば癒いやされるのか？」


    「そんな……こと」


    　できるわけがない。それはもう、どうしようもない現実だから。


    「魔女の傷も同じだ。違いは肉体か精神かというだけ。たとえ原因を滅ぼしても、結果は変わらぬ」


    「…………嘘うそ、だ」


    　突きつけられた現実の重さに膝ひざが崩れそうになる。何も考えられない。いや、違う。考えてはいけないんだ。


    　否定しろ、こいつの言葉を。否定しろ、こいつの存在を！


    「あああああああぁっ!!」


    　思考を止めて、僕はホリィ＝ライトに向けて突進する。


    「怒りに任せて、この肉体ごと我を屠ほふるつもりか？　その愚かさは好ましいが、我もまだこの体を失うわけにはいかぬ――――《偽りなき嘘トウルーライ》」


    　ホリィ＝ライトが呪文らしきものを告げた瞬間、ぐにゃりと前方の景色が歪ゆがみ、ホリィ＝ライトが五人に分身する。


    　幻覚なのか、本当に五人になったのか、そんなことはどうでもいい。ただ牙きばを振るう相手が増えただけ。


    　僕は何も考えず、ただ一番手近な一人に《貪れ魔狼デイバウアー》を繰り出した。だが触れた途端、煙のように輪りん郭かくが揺らぎ、右手に吸い込まれてしまう。


    　アリッサが――消える。


    



    　どくん。


    



    　右手が震えた。その脈動と、アリッサの形をしたものを喰くらってしまった衝しよう撃げきが、わずかに理性を呼び覚ます。


    　魔術を喰らい過ぎれば、ジンと戦ったときのようにフェンリルが発現してしまうかもしれない。


    　そんな危機感と、あれはアリッサの体なんだという認識が、僕の暴走に歯止めを掛けた。


    　四人になったホリィ＝ライトは屋上のフェンスに飛び乗り、僕から距離を取る。


    「縛しばれぬとなると、その右手――厄やつ介かいなものだ。逆に、我自身が在り方に縛られているとなれば分ぶが悪いか……少々焦あせり過ぎていたようだ。元々監視のつもりであったゆえ、汝なんじらを追い詰めるには手て駒ごまも少なすぎたな」


    　同時に言葉を発する四人のホリィ＝ライトは苦い表情を浮かべてこちら見つめ、さらに僕の背後へ視線をずらした。


    「――ケースケ！　下のやつらは片付けたわよ！」


    　視線の先を追うと、そこに一瞬光が瞬またたき、虚こ空くうからアリッサと陽ひ名なちゃんが現れる。転移魔術を使ったのだろう。アリッサは陽名ちゃんに寄り掛かりながらも、ホリィ＝ライトを睨にらみつけた。その眼光を受け止め、ホリィ＝ライトは口の端はをわずかに吊つり上げる。


    　まずい！　嫌な予感が背筋を駆け上った。


    「娘――まったく汝はよく似ている。ヴェルも怒るとそのような目をした」


    　その声がアリッサの耳に届くことを阻はばむ方法はなかった。


    　しまった――アリッサにはまだ何も教えていないのに。


    「え……？　な、何であんたがお母様の名前を――」


    　ぽかんとした表情で、アリッサは自分の耳を疑うかのように呟つぶやく。それを見たホリィ＝ライトは意外そうな顔で、僕に視線を移す。


    「なんだチュールの右手、汝はまだ伝えておらなかったのか？」


    「くっ……」


    　アリッサを気き遣づかったのが裏目に出た。こんな状況で知るぐらいなら、僕が話しておけば――。


    「答えなさい！　あんたはお母様を知っているの!?」


    　アリッサが業ごうを煮にやしたように叫ぶ。


    「……ああ知っているとも。妻の名を知らぬ者など、おるまい？」


    「つ、ま？」


    　その単語が理解できないようにアリッサが問い返す。


    「分からぬのなら名乗ろう。我はホリィ＝ライト。ヴェル＝クラノ＝ストーリングの夫であり、汝なんじの父。《箱庭ガーデン》より出ることの叶わぬ身ゆえ、汝と顔を合わせたことはなかったがな」


    「――何の……冗談……」


    　震える声でアリッサが呟つぶやく。


    「あとはチュールの右手にでも訊きくのだな。時間が惜しい、我はここで失礼しよう」


    　四人のホリィ＝ライトは僕に向けて皮肉気な笑みを見せ、こちらに背を向ける。


    「待て！　逃げるな!!」


    「急せくでない、チュールの右手。再び会うときはすぐに来る」


    　そう告げるとホリィ＝ライトは、フェンスの向こうへ一斉に飛び降りた。


    「くっ！」


    　僕は急いで駆け寄り、ビルの下を見下ろすが、そこには誰かが墜つい落らくした形跡など欠片かけらもなかった。


    「くそっ!!」


    　ぶつけどころを失った怒りが胸の中で渦うず巻まき、僕は毒づく。


    「ケースケ……あいつの言ってたこと、まさか……本当っていうんじゃ、ないでしょう？」


    　掠かすれた声で訊たずねてくるアリッサ。僕は気まずく、視線を逸そらす。


    　あいつが今告げたことだけでは、信しん憑ぴよう性などほとんどない。だが僕は《天使王ミトロン》に関することを聞かされている。それは少なくても《方はこ舟ぶね》の側にいなければ知りえない情報のはずだった。


    「――寮りように戻ったら、話す」


    　それだけを俯うつむきながら答える。だがそれはホリィ＝ライトの言げんを肯定したのと同じようなもの。アリッサは絶句し、口を噤つぐんだ。


    　だけど本当にいいのか？　アリッサは全てを聞いて、自分を保てるのか？


    　不安に心が重くなる。そして……それをさらに加速させるのは、あいつが告げた友とも月づきはもう助からないという言葉。


    「……っ！」


    　ギリッと奥歯を噛かみ締める。


    「啓けい介すけさん……」


    　陽ひ名なちゃんが小さく僕の名前を呼んだのが聞こえたが、僕はすぐに顔を上げることができなかった――。


    



    
      *

    


    



    　顔を俯うつむけ、視線を合わせようとしないケースケ。それを心配そうに見つめるヒナ。


    　あたしが欲しかった否定の言葉は返ってこない。


    　どうして？　簡単なことじゃない？　あたしの体を勝手に使っている奴があたしの父親だなんて戯ざれ言ごと、嘘うそだって言ってくれればすぐに頷うなずくわよ。なのになんで――。


    　ケースケが分からない。理解できない。


    　何を知っているのよ。何を黙っていたのよ！


    　叫びたい。今すぐここで問い詰めてしまいたい。


    　けれど辛つらそうなケースケの様子を見て、その思いは萎しぼむ。あたしは知っていた。ケースケがあんな表情を見せるときは、自分以外の誰かのために苦しんでいることを。


    　きっとその誰かとは、あたしのこと。


    　戸惑いと疑念で沸ふつ騰とうしかけていた思考が急速に冷える。恐ろしくなった。体に震えが走った。


    　あたしは――何を知ることになるの？　何を聞かされるの？


    　知りたくない、聞きたくないという気持ちが湧き出す。


    　でも無視するにはあいつの言葉は重すぎた。忘れることなどできない。聞かなかったことにはできない。


    　ケースケに全てを聞くまでは収まりなど付かない。


    　ヒナがケースケに近づいて、労いたわるように声をかけていた。だけどあたしは動けない。


    　不安で、何かに縋すがりたい思いが胸に溢あふれていたけれど、今のケースケに歩み寄ることができなかった。


    　何な故ぜなら、ケースケはあたしの知らないことを知っているケースケだったから。


    　いつも一緒にいたのに。ずっと共に戦ってきたのに。ケースケがとても遠く思えた。


    　胸が痛む。何に対してかは分からない。けれど心が軋きしみを上げている。


    　ケースケ……ケースケはずっと、ケースケよね？


    　心の内にそんな不安が生じる。恐らく全部話を聞けばこの距離はまた縮められるだろう。けれど、それが分かっていても、胸騒ぎが収まることはなかった。だってあたしがケースケの話を聞けば、あたしは知らないあたしになる。


    　あたしはずっと……あたしよね？


    　頭の中に地割れによって裂さかれた山の情景が過よぎる。ひどく高い視点。右手を振り上げる一匹の獣と振り下ろされる剣。


    　まるで夢のような淡い記憶。けれどそれはあたしに暗い予感を抱いだかせる。


    　あたし達は、ずっと、あたし達よね？


    　声にすることのなかったその問いは、胸の中でぐるぐると渦うず巻まき続け、答えが導かれることはなかった――。
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    第二章　下る螺旋、白き鳥籠


    



    
      ０

    


    



    　目の前には黒が蠢うごめいていた。膨ぼう張ちようし、侵しん食しよくする闇の色により埋め尽くされた視界。


    　もう見ることに意味などない。瞼まぶたを閉じたとしても、同じ景色が眺ながめられるのだから。


    　どくん、どくん――。


    　その中で響くのは規則的な脈動。右腕が震える音。


    「――い――ちゃん……！」


    　そして、誰かの声。


    　胸を満たすのは、悲しみ、絶望、声を上げずにはいられない、くるいそうな情動。


    　しかし僕にはその感情の意味も、埋め尽くす黒の正体も、分からない。


    　どうして僕は――こんなに……？


    　以前見た、由ゆ衣いや友とも月づき、アリッサが暗い海の濁だく流りゆうに飲み込まれていく夢に似ている。だがそれとは何か〝質〟が違う。


    　全身の感覚がこれは〝本物〟だと伝えてくるのだ。


    　僕が知っている、何か。


    　思い出せ、思い出せ、と右腕から響いてくる脈動が、記憶のドアをノックする。


    　今まではそんなものがあることにすら気づかなかった。その違和感を拭ぬぐうように、内側にあるものを心が求める。


    　しかしその扉は開かない。記憶を探ろうとするたび、鎖で錠じようをされているようにガシャンと阻はばまれてしまう。


    　ガシャン、ガシャン――。


    　ドクン、ドクン――。


    　黒の中に、二つの音だけが鳴り続ける。いつまでも――目が、覚めるまで。


    



    
      １

    


    



    　その言葉を告げるのには……少しばかり勇気が必要だった。


    　言い慣れた言葉のはずなのに。


    「――じゃあ、行ってくる」


    「………………うん」


    　しばらく待ち、ようやくアリッサは返事を返してくれた。僕はほっと息を吐つく。


    　その相あい槌づちが今け朝さ初めて聞いたアリッサの声だったから。


    　僕は鞄かばんを持つと、ベッドの上にうつ伏せで寝ているアリッサから視線を外して玄関に向かう。


    　昨夜、全てを話したときの混乱ぶりに比べればマシになったが、大人しすぎるのも不安だ。


    　靴くつを履はき、部屋を出た僕は、扉に施せ錠じようして歩き出しながら昨夜のことを思い返した。


    



    「――あたしが、天使の……《天使王ミトロン》の器うつわ？」


    　陽ひ名なちゃんを送り届け、寮りように戻った僕は、まずホリィ＝ライトに聞かされたアリッサの不調の原因――天使の因子と《天使王ミトロン》について話して聞かせた。


    「ああ……そうだ」


    「え？　どうしてそうなるのよ……。《天使王ミトロン》の名はお爺じい様さまが封じたはずじゃない！　何でそれが〝あたし〟なのよ!?」


    　ベッドに横たわりながらも、僕に食って掛かってくるアリッサ。


    「ごめん……そこまでは分からない。でも世界中で暗殺事件が続くほど、アリッサに異常が起きたことや、美み澄すみさんとのこと……そして僕が目にした巨人。否定できる要素が一つもないんだ」


    「トウコの……こと……？」


    　最初の因子保持者、美澄透とう子こはアリッサに触れたことで運命が停てい滞たいしたのだと語った。そしてアリッサが接触するたびに、因子は覚かく醒せいし、最後には天使が目覚めた。


    「美澄さんは、因子の力で決して〝死なない〟存在だったから、あいつはアリッサに殺させようと仕向けたんだ。自分の目的を果たすために。友とも月づきのことだってそうだ。全部あいつに――ホリィ＝ライトに踊らされていたんだよ。アリッサが何な故ぜ《天使王ミトロン》なのか。その理由も知っているはずだ」


    「待ってよケースケ！　天使のことが本当だったとしても、あいつが父親なわけ――ホリィなはずないわ！　叔お母ば様から聞いたもの。ホリィはお爺様の友人であり弟子で、方はこ舟ぶねの当主代行なのよ。そんな人が方舟を裏切るはずないし、こんな所に、あたしの体を使って現れるわけがないじゃないの！」


    　興奮した様子でアリッサが捲まくし立てる。


    「確かに僕もありえないとは思う。だけど……《方舟》で生まれたアリッサについての情報は、外の人間には知りようがないんじゃないか？　魔術を盗み出したジンですら、天使については何も知らない様子だった。《方舟》の中ちゆう枢すう、それこそ家族ぐらいじゃないと知りえないことなのかも……」


    「違う！　絶対に違う!!　だったらお母様や叔お母ば様さまはあたしがそんなモノだって知ってたっていうの？　だから《箱庭ガーデン》に入ることも許されないで……疎うとまれていたの？　もし、もしもホリィが本物だとして、それが当主代行としての行動だったら、あたしは方舟に裏切られていたってこと!?　全部《群れクラウド》の策略に決まってるじゃない！」


    　ダメだ、ひどく混乱している。


    「落ち着けアリッサ！」


    　自力で立ち上がる力もないのに、暴れようとするアリッサの肩を掴つかんで押さえつける。


    「放してよ！」


    「いいから、頭を冷やせ。悪い憶測をしすぎるな。これ以上のことは、あいつ自身に訊きくしかない。いや、聞き出してやる」


    「でもっ!?」


    　まだ錯さく乱らんしている様子のアリッサを見かねて、僕は顔を近づけて瞳を覗のぞき込む。


    「――お前が《天使王ミトロン》なんて大たい層そうなものを抱かかえてようと、アリッサはアリッサだ。同じようにアリッサの母親は母親。叔お母ばさんは叔母さんだ。ホリィ＝ライトと同じに考えるべきじゃない」


    「――ケースケ……」


    　ようやく気が鎮しずまったのか、僕の名前を呼んで体から力を抜くアリッサ。


    　だが代わりにその瞳から涙が溢あふれ、それを隠すように枕へ顔を埋うずめてしまう。それ以降、その夜は時々嗚お咽えつを漏らすだけで、何度声を掛けてもアリッサが答えてくれることはなかった。


    



    　――そしてようやく先ほど「……うん」とだけ口を開いてくれたわけだ。


    　あそこまで元気のないアリッサはこれまで見たことがない。たとえ嘘うそを吐ついてでも、ホリィ＝ライトのことを伏せて《天使王ミトロン》のことをゆっくり説明しておくべきだった。


    　後悔しても仕方がないが、頭が理解を拒むような情報を一度に聞かされた衝撃は量り知れない。


    　取り返しのつかないことが、どんどん増えているようだった。


    　アリッサのことも、友とも月づきのことも――。


    　ぐっと拳こぶしに力を込めると、右手がわずかにドクンと震えた。


    　ホリィ＝ライトの魔術を飲み込んだせいで、活性化してしまったのかもしれない。昨日みた変な夢も、これが原因だろう。いつかのように右手の力が強まっている可能性がある。


    　右手はできるだけ使わないようにしないといけないな……。


    　考え込んでいるうちに、いつの間にか学校の門が近くに迫っていた。


    「よう、遠とお見み――……」


    「おはようー……」


    　すると後ろから両肩を叩かれる。振り返ると山やま崎ざきと宮みや島じまが生気のない顔で立っていた。


    「お、おはよう。二人ともどうしたんだ？　寝不足か？」


    　自分まで落ち込んで心配を掛けるわけにはいかないと、明るい口調で問いかける。


    「まあ、そんなもんだが……ったく誰のせいだと思ってるんだか。お前のワンコロのためなんだぜ？　結局夜はロクに情報が集まらなかったから、今け朝さは早起きして食堂に行ったんだよ」


    「ああ、そっか……悪かったな」


    　寮りようには合同の食堂があり、朝と夜は食事を提供してくれる。しかし最近僕はあまり利用していない。朝は抜くことも多いし、夜は買い置きのインスタント食品を食べる日が続いている。不健康だとは思うが、夜は時間が合わないし、朝もできるだけアリッサの傍そばにいてやりたかったのだ。


    「まあ結果は冬ふゆ上がみの前で教えてやるよ。ちゃんと俺たちが働いたってことをアピールしなきゃ意味がないからな」


    　山やま崎ざきの言葉に僕は苦笑し「期待しとくよ」と答えた。リルの気配があの路地裏で途切れていた以上、山崎たちの情報は案外当てになるかもしれない。


    　でも……不ふ甲が斐いないな。


    　今は頼ることしかできない。自分一人でやれることが何もない。


    　リルを見つけられないし、友とも月づきも救えない。アリッサも守り通せるか分からない。


    「何か、できることはないのか……？」


    　僕は低く絞しぼり出すように自分に問いかけるが、答えを見み出いだすことはできなかった。


    



    「それじゃ、結果報告といきましょうか」


    　昼休み、僕はあまり来ることのない中庭へ、冬上と山崎、宮みや島じま、それに陽ひ名なちゃんと共に集まっていた。青々とした葉をつけている桜の木を中心に整えられた円形の芝しば生ふエリアで腰を下ろして向かい合う。仕切るのは当然のごとく冬上。


    　皆、それぞれの昼食を食べながら、リルについて集めた情報を報告し合う。


    「私は女子のグループを中心に話を聞いてみたけど、最近この辺りで野良犬――それも子犬を見かけたって人はいなかったわ。噂うわさ好ずきな人はだいたい抑えたから女子寮や学校の周りにいる可能性は低いわね。山崎くんたちの方はどうだった？」


    　冬上は、手製らしき弁当に箸はしを運ぶのを止めて自分の報告を終えると、山崎を見る。


    「いや、俺たちも昨夜はそれらしい情報を手に入れられなかったんだけどよ。今朝、少し気になる話を聞いたぜ」


    「どんな？」


    「遠とお見みと同じ寮の奴がさ、三日前の夜――ほら、あの地割れの原因になったっていう地震が起きたとき、外に出てみたらしいんだよ。そのとき、誰かが寮の門を出て行くのを見たんだってさ」


    「誰かって……犬じゃなくて？」


    　冬ふゆ上がみは首を傾かしげて訊たずねる。


    「あーその……人間だとは思うけど、もしかしたら犬だったかもしれないってさ。暗かったから自信がないらしい」


    「山やま崎ざきくん、ふざけてるの？　いくら何でも犬と人間を見間違えるわけがないじゃない」


    「い、いや、俺もそう思ったんだけどよ。動物っぽかった気もするなんて、よく分からないこと言いやがってさ」


    「動物っぽいって……その人、寝ね惚ぼけていたんじゃない？」


    　呆あきれ顔で冬上は告げた。


    「ま、まあ……仮に人間だったとしてもだ、そのとき自然公園の方には何か光が見えたらしいんだよ。テレビでもやってただろ？　謎なぞの発光体って。普通ならそんな怪現象見りゃ足を止めるはずなのに、何の迷いもなく学園方向へ角を曲がったみたいなんだぜ。ほら、怪しいだろ？」


    《天使王ミトロン》はテレビでそのように報じられていたのか。確かにそんな不可思議なことが起きているのに見向きもしないのは違和感があるが……。


    「確かに怪しくはあるけど、主しゆ旨しが変わってるわよ。欲しいのは子犬の情報なんだから」


    　冬上は肩をすくめる。


    「それはそうだけどよ……ホントにその程度しかなかったんだ。何もないよりはいいだろ？」


    　山崎は不機嫌になった冬上を取り成す。


    「――いえ、もしかしたら関係はあるかもです。それが犬ならの話ですが、方向は合っています」


    　だが、山崎の言葉に頷うなずいたのは陽ひ名なちゃんだった。冬上が「どういうことかしら？」と問いかける。


    「実を言うとわたくしと啓けい介すけさんは、昨日途中までリルさんの足取りを追うことに成功したのです。偶然目撃した人を見つけて、駅前に建ち並ぶビル街の裏道にいたことまでは確認しました」


    　陽名ちゃんは〝見る〟ことについて説明するのを避けるためか、そんな風に話す。


    「駅前の裏道か……」


    　冬上と山崎は素直に驚いていただけだったが、宮みや島じまは何か思い当たることがあるかのように呟つぶやく。


    「宮島さん？」


    　陽名ちゃんが名前を呼ぶと、宮島は躊躇ためらいがちに口を開く。


    「えっとな……これも関係ないって言われるだろうから除外してたんだけどさ。三日前の夜にこっそり寮りようを抜け出して夜遊びしてた奴が、その辺りで変な女の子を見たって話してたんだよ」


    「変な女の子？　どう変なの？」


    　冬ふゆ上がみがいまいち分からないといった顔で問い返す。


    「何ていうか……格好が奇き抜ばつだったみたいだな。動物みたいな耳とか尻尾しつぽみたいなのを付けてたとか。それにどう見ても小学生ぐらいの年だったらしい」


    「それは確かに……変ね。でも子犬とはやっぱり関係なさそうだけど」


    　冬上はそう言ったが、僕には〝動物みたいな耳と尻尾〟という事柄が引っかかった。山やま崎ざきが言った〝動物っぽい〟誰かと同一人物かもしれない。リルと足取りが一致するのは偶然だろうか……。


    「――なあ冬上、できればその女の子についても、調べてみてくれないか？」


    「え？　まあ別に構わないけど……ここまで手詰まりなら張り紙でもした方がいいんじゃないかしら？」


    「あのな……元の事情が事情だから、あまり大っぴらにやれないんだよ。張り紙なんて寮りようで犬を飼ってましたって自首するようなものじゃないか」


    「別に遠とお見みくんが、先生に怒られるぐらい私は構わないけど……仕方ないわね。しばらくは同じように情報を集めておくわ。その変な人のことも含めてね。山崎くんも宮みや島じまくんも、引き続きお願いね？」


    　冬上はそう言って二人に微ほほ笑えみかける。


    「おう、任せてくれ！」


    　声をハモらせて頷うなずく山崎と宮島。


    　とりあえずそれで作戦会議は終わり、そこからは騒がしく昼食を摂とったが、胸の内ではずっと胸騒ぎが収まらなかった。


    　リル――お前はいったい何なんだ？


    　昨日のホリィ＝ライトは僕らよりも、リルが目的のようだった。陽ひ名なちゃんが言っていた天使以外の要素……それがリルと関係あるのだろうか？


    　だけどあいつは僕が出した、ただの魔術だ。それがどうして……。


    　しかし自分では解除できないなど、普通ではない部分もある。加えて魔術を創った時に聞こえた由ゆ衣いの声――。


    　僕は《銀鎖の黒狼ダルフウオルフ》の効果を知らない。だけどそれは僕の〝願い〟であるはずだ。あの時僕は、何を願った……？


    「――啓けい介すけさん。考えすぎはよくないです。今日もわたくしは手伝いますから、がんばりましょう」


    　いつの間にか食事の手が止まっていた僕に、陽名ちゃんが話しかけてくる。


    「そうだな……ホリィ＝ライトが狙ってるなら、なおさら急がないと。でも、友とも月づきの容よう態だいも見ておきたい」


    　他の三人には聞こえないよう、小声で答える。


    「なら放課後はわたくしもお見舞いにご一緒するです。その後、昨日の路地を中心に捜してみるですよ」


    　陽ひ名なちゃんは意地悪するのを忘れたかのように、僕を励ます。


    「わかった。ありがとう……」


    　何でこの子はこんなに優しいんだろう。陽名ちゃんの育ての親でもあり、兄でもあるジンを滅ぼしてしまった僕を許しているはずはないのに。


    　僕は礼を言うと、ちょうどいい位置にあった陽名ちゃんの頭を撫なでる。


    「あ……えへへ、なんかこういうの、懐かしいです」


    　頬を緩ませ、陽名ちゃんは微ほほ笑えむ。


    　いったい誰の手のひらを陽名ちゃんは思い出しているだろうかと、僕は胸がわずかに痛むのを感じた。


    



    
      ２

    


    



    　学校が終わり、陽名ちゃんとやってきた友とも月づき総合病院。昨日と同じように受付で名前を告げるとそのまま病室に行くよう指示された。九く棚だなさんは、どうやらそちらにいるらしい。彼の許可が取れれば面会も叶うようだった。


    「――お見舞いが終わってからのことですが……今日はアリッサさん、どうするつもりですか？」


    　看護士と薄緑色の病院着を来た入院患者が行き交う廊ろう下かを歩きながら、陽名ちゃんが訊たずねてくる。


    「あいつは……自分のことで精一杯のはずだ。今日は僕らだけで捜す。あの裏道なら帰りによれるからな。ただ、少し早めに切り上げよう。寮りように戻ったとき、もしアリッサに文句を言う元気が戻ってるなら、もう一度あいつを背負って捜しに出るよ」


    　そうなっていればどれだけいいか……。しかし朝の様子を見れば、その望みは薄い。


    「アリッサさん……やはり相当ショックを受けたようですね。分かりましたです。まずは二人で頑張るです」


    「ああ。でも――」


    　本当にリルを捜し出すことは正しいのだろうか。ふと湧き上がった思いを口に出しそうになる。


    「どうしたんですか？」


    「いや――何でもない」


    　ホリィ＝ライトは今も僕らを見張っているかもしれない。だとしたら僕らがもしリルを見つければ、奴にも発見されることになる。その時、どうなるのか……奴の目的が分からない以上、予測が付かない。


    　闇やみ雲くもに行動するだけではまた取り返しのつかないことを増やしてしまうかもしれない。それが恐ろしかった。


    　嫌な想像ばかり膨ふくらみそうになるのを堪こらえながら歩いているうちに、友とも月づきの病室が見える場所までやってくる。


    「――あれ？　九く棚だなさんと話しているのは誰でしょうね？」


    　陽ひ名なちゃんが問いかけてきたように、病室の前では九棚さんと黒服の男が向かい合っていた。どこかで見たような気がする初老の男性だ。


    　何を話しているかまでは聞こえないが、九棚さんの声が尖とがっているのが分かる。


    「言い争ってるみたいだな……」


    　僕は二人の様子を見て少し歩調を落とし、ゆっくりと近づく。立て込んでいるならしばらく待った方がいいかもしれない。


    　九棚さんはよく見れば病室の扉の前に立ちふさがって、男の侵入を拒んでいるようだった。


    「――ですからこれは当主直じき々じきのご要望だと……」


    「――それは理解しております。ですが……今の未み由ゆ様は非常に不安定な状態です。どなたであろうと、どんな事情があろうと、許可できません」


    　次第に会話が聞き取れるようになってきた。九棚さんも足音に気が付いたのか、視線をこちらに向ける。目が合った。


    「お客様が来られたようです。今日のところはもうお引き取りください。未由様のご容よう態だいが回復次第、連絡を差し上げますので」


    　九棚さんは慇いん懃ぎんな口調でそう告げる。男も僕らの方を見て、不愉快そうに顔を顰しかめた。


    「……仕方ありませんな、後日また伺うかがいましょう。ですが、あまり〝友月〟の重さをお忘れにならぬように。九棚家程度の出である使用人が、でしゃばりですよ？」


    　男は高圧的に告げると病室の前から離れ、こちらに歩いてくる。


    　この人は――。


    　すれ違うときに顔をまじまじと見て思い出す。友月の屋敷で見た、当主の第一秘書とかいう男だ。男はまるで路ろ傍ぼうの石を眺ながめるように僕らを一いち瞥べつし、歩き去っていった。


    「申し訳ありません。見苦しいところを……」


    　男が廊ろう下かの角を曲がり見えなくなったところで、九棚さんは大きく息を吐き、僕らへ頭を下げた。


    「い、いえ、そんなことないです。それより、さっきの人は……？」


    「友月本家――それも当主の代理としてやってこられた秘書の方ですよ。婚こん姻いんの話はどうも流れたようなのですが、今度は突然未由様に会わせろと言われまして……こんな状態だというのに何を考えているのか。全く、自分勝手な方々です」


    　疲れた声で九く棚だなさんはそう教えてくれる。


    「じゃあやっぱり僕らも今日は会えないんですね？」


    　友とも月づきはまた昏こん睡すい状態に陥おちいってしまったのだろうか……。


    「いえ、大丈夫です。今はお目覚めになられています」


    「え？　だけどさっきは……」


    　疑問を浮かべた僕に九棚さんは苦笑を見せる。


    「あれは方ほう便べんですよ。つまり未み由ゆ様を不安にさせるような方には面会を許可できないということです。遠とお見み様と朝あさノの宮みや様なら事情を知っておられますし、未由様も喜ぶでしょう。どうぞお入りになってください」


    　そう言って扉の前から移動する九棚さん。


    「そうだったんですか……よかった――」


    　昨日からひどく悪化してしまったのかと思った。


    　僕は扉をノックした後、陽ひ名なちゃんと共に中へ入る。


    「あ、啓けい介すけくん……それに陽名さん……」


    　友月は昨日と変わりない様子で白いベッドから僕らを見上げた。


    「友月、調子はどうだ？」


    　陽名ちゃんもいるため、僕はいつも通りに友月と呼ぶ。


    「平気……だよ。もう、慣れてきたから」


    　だが声には昨日より力がないように思え、僕は不安になった。


    「――未由さん、痛みに慣れるのはいけませんです。それは痛みを――傷を受け入れること。拒まなければ……負けてしまうです」


    　けれど陽名ちゃんが友月に近づき、シーツの上から傷のある場所に手を当てる。陽名ちゃんには何か見えているものがあるだろうか。


    「そうなの……かな？」


    「はいです。だから痛いときには痛いと口にしなければいけませんよ？」


    　どこか大人びた口調で陽名ちゃんは友月に頷うなずいた。


    「うん――じゃあ、そうすることにしようかな……本当は、今もかなり痛いの」


    　苦笑いしながら友月は告白した。僕に見せようとしなかった本音を容た易やすく引き出した陽名ちゃんに感心する。僕は全然ダメだな……。


    「それでいいのです。正直に言ってくれないと、思う存分心配できませんからね」


    　陽名ちゃんは微ほほ笑えんで首しゆ肯こうする。


    「陽名さんにはお世話になってばかりね……まだあの夜、九棚を呼んでくれたお礼もしてなかった。ありがとう……」


    「お礼なんていりませんです。学校に通わせてもらって、わたくしの方がずっとお世話になっていますから」


    　首を振って、友とも月づきに感謝の必要はないと告げた陽ひ名なちゃんは、ベッドから離れると僕の背中を押す。


    「ひ、陽名ちゃん？」


    「さっきのやり直しですよ。啓けい介すけさんにも正直に言って、心配されてください」


    　戸惑う僕と友月に陽名ちゃんは告げる。


    「――そうだね。ごめん、啓介くん。痛みは、昨日よりも少し強いの。でも、あまり負担をかけたくなくて……」


    「こっちこそ悪い……僕の方が気き遣づかわれてたんだな。でも無理に平気な顔をしなくてもいいんだぞ。話すのも辛つらいなら、眠っていいから」


    「ううん、痛みのせいか意識がはっきりしている時間が少なくなってるから、今は啓介くんたちと話していたい。寝ている間はずっと夢を見ていて……どっちが現実か分からなくなりそうで……」


    「夢？」


    「そう、痛みの中で見る――赤い夢。紅あかい月が照らす血ち塗まみれの大地……そこに立つ大きな男の人と、小さな女の子。男の人は泣いていて、女の子は空を見上げている。情景はそれだけでずっと男の人の泣き声だけが、響いているの……」
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    「不思議な夢だな」


    　僕が呟つぶやくと友とも月づきは頷うなずき、陽ひ名なちゃんを見る。


    「確か、前に陽名さんは言ったよね。夢は自分自身に見せる〝占い〟だって。この夢は何か意味があるのかな？」


    「――分からないです。ですが未み由ゆさんや啓けい介すけさんのように、他の存在との《道パス》を持つ人が見る夢は、ただの夢ではないかもしれないです。わたくしも兄さんと繋つながっている間は、自分の意思が主体ではない夢を見ることが多かったですから……」


    　ただの夢じゃないかも、か。


    　僕もここ最近見ている夢のことを思い出す。今までさほど気にしていなかったが、無意味なものではないのかもしれない。


    「そうかもしれない……いつか見た、《嘆きし魔王》の夢とどこか似ているもの……」


    　陽名ちゃんはそれを聞いて、何かを考えるように口元へ手を当てる。


    「だとしたら……これは、今思いついたわたくしの私見ですが――未由さんは寝ている間、無意識に高次存在ヴイナーから力を借りようとしているのかもしれないですね。もしくは……高次存在ヴイナーが未由さんを生かそうとしているか――」


    「高次存在ヴイナーが……生かす？」


    　思いもつかなかった発想に僕は驚く。


    「はい。未由さんは《嘆きし魔王》との同調がとても高いと聞きました。つまりそれは未由さん自身が《嘆きし魔王》の一部分に近いということ。ですから〝自衛〟が働いてもおかしくないです。未由さんが最後に放ったという高位魔術も、高次存在ヴイナーの側が未由さんの精神力を枯こ渇かつさせない程度に威い力りよくを抑えた可能性があると思うです」


    　キメラとの戦いについては事細かに昨日教えたが、やはり陽名ちゃんは目線が違う。


    「そんなことが……あるの？」


    　友月も驚きの表情を浮かべていた。


    「あくまで、可能性です。わたくしも同じシステムで兄さんの魔術を使っていましたから、《道パス》を常時繋つなぐというのは〝同化〟に近いことを実感しています。その上での推測ですよ」


    　陽名ちゃんは手を振って「鵜う呑のみにしないでくださいです」と付け加えた。


    　でも、信しん憑ぴよう性はある。


    　ホリィ＝ライトは明らかに友月を死に追いやろうとしていた。あの戦いで生き残ることができたのは、偶然以外の要素があったほうが納得できる。


    「けど当たっているとしたら、友月はできるだけ眠った方がいいな」


    　友月がもう助かることはないとホリィ＝ライトは言ったが、わずかでも進行を遅らせることができるかもしれない。


    「そうですね。眠りはどちらにせよ、必要なものです。お話したいのは山々ですけど、そろそろ休んだほうがいいと思うです」


    　僕の言葉に陽ひ名なちゃんが同意する。友とも月づきは名な残ごり惜しそうな顔をしたが、素直に頷うなずいた。


    「うん……わかった。啓けい介すけくんも陽名さんも、ありがとう」


    　僕は「また明日、絶対来るよ」と告げて部屋を出る。


    　そして部屋の前で待っていた九く棚だなさんに、今日は友月の容よう態だいを詳しく聞いてから病院を後にした。


    「――本当に友月はずっと寝てたんだな……」


    　駅前の大通りを歩きながら僕は呟つぶやく。


    　九棚さんによれば友月は三十分ほど目覚めては数時間眠るといったことを繰り返しているらしい。


    「それだけ体も心も、限界なのかもしれないです。友月さんの気配には黒い亀き裂れつがいくつも走っていて、とても脆もろく見えましたから……」


    　隣の陽名ちゃんは、顔を曇らせて言う。


    　友月の痛みを見通したのは、やはり〝見えた〟からのようだ。


    「でも、陽名ちゃんのおかげで、少しだけ希望が持てた。もしも友月が高次存在ヴイナーの力で傷の進行を食い止めているなら。治る可能性だってあるかもしれない」


    「そうですね、そう信じたいです」


    　僕らはそれがほんのかすかな希望だと知りつつも頷き合う。


    「よし――それじゃあ、ここからはリル捜しに気持ちを切り替えよう」


    　わざと明るい調子で僕は陽名ちゃんに笑いかける。


    「そうですね。れっつごーです！」


    　陽名ちゃんも暗い空気を吹き飛ばすかのように元気よく拳こぶしを空に突き上げた。


    　その声に驚いたのか、傍そばの電信柱の上から、夕焼け空に白い鳥が一羽――羽音を立てて舞い上がっていった。


    



    　しかし……気合いがあれば結果が伴うというものでもない。


    「――意気込んではみましたが、今日は収穫なしでしたね」


    　夕日がまだぎりぎり山の谷間から射していたが、夜がもう間近に迫る時刻。そろそろ寮りように戻ったほうがいいと判断した僕らは、探索を切り上げ帰路についていた。


    　昨日、気配が途切れてしまった時点である程度予想はできたが、裏路地では何の手がかりも見つけることはできなかった。もしまた何かあった場合すぐ対応できるよう、ずっと《貪れ魔狼デイバウアー》を不可視で発動しておいたのだが、それも杞き憂ゆうに終わった。


    　魔術による消耗か、妙に眠い。欠伸あくびを噛かみ殺しながら、がっかりしている陽名ちゃんの頭にポンと手を乗せる。


    「まあ仕方ないさ。明日からは別の場所を捜してみよう」


    　僕がそう言うと、陽ひ名なちゃんは「はいです」と頷うなずいた。


    「それじゃあ、アリッサさんによろしくです」


    「ああ、また明日。手伝ってくれてありがとな」


    　今日は橋を渡ったところまででいいという陽名ちゃんと別れ、僕は寮りようへと向かう。


    　アリッサは、どうしているだろうか。


    　元気になっているのなら、もう一度あいつを背負ってリルを捜しに出るとは言ったが、朝の様子から考えれば難しいだろう。


    　昨日のあいつは、僕が語ったことに一度も頷かなかった。言葉を否定するために、僕さえ拒絶しているように見えた。今日、一人になって考えて、何かしら結論を出していてくれればいいのだが……。


    　不安に思いながらも足を速め、自分の部屋の前に辿たどり着く。少し緊張しながら、鍵かぎを回し、扉を開いた。だが一歩玄関に踏み込んだ瞬間、何かに蹴け躓つまずく。


    「うわっ！」


    　いきなりのことにバランスを保てず、床に顔面から衝しよう突とつしそうになるが、その寸前で柔らかい弾力に受け止められた。


    「え？　な、なんだこれ？」


    　僕は戸惑う。何な故ぜなら目の前には何もなかったから。何もないのに、僕は何かの上に乗っている。まるで透明なクッションがあるかのよう。


    　ん……透明？


    「ゲーズゲ～……」


    　足元の方からうめき声が聞こえた。それと同時に僕の下にある柔らかい物体に輪りん郭かくと色彩が現れ出す。


    　それはどう見ても人間。幾き何か学がく模様の服を着た少女。ドアの方に頭を向けてうつ伏せに倒れている。


    「あ、アリッサ!?」


    　僕は慌あわてて飛び退のく。どうやら先ほど蹴躓いたのは透明になっていたアリッサの頭だったらしい。


    「痛い……ひどいじゃないケースケ……」


    　アリッサはうつ伏せのまま頭を押さえ、僕を見上げてくる。


    「ご、ごめん…………じゃなくて！　何でアリッサこそこんなところで倒れてるんだよ。それも透明で！」


    　さっき顔を埋うずめた場所がどこだったかは考えないようにしながら僕は抗議する。


    「――ケースケが遅いから、心配になって外に出ようとしていただけよ。ちゃんと透明化魔術を使ってね。またあいつが襲おそってきたのかもしれないって思って……」


    「あ……」


    　僕はその言葉で反論ができなくなる。


    　確かに昨日あんなことがあったのだ。僕の帰りが遅ければ不安になるだろう。そこまで考えていなかった……いや、僕は今のアリッサは自分のことで精一杯でそんな余裕はないだろうと勝手に決め付けていたのだ。


    　だけどアリッサはまともに動けないはずの体で玄関まで這はいずり、僕を捜しに出ようとまでしていた。自分がアリッサを甘く見ていたことを悟る。


    「だけど、どうしてもドアノブまで手が届かなくて……こうなったらドアごと吹き飛ばしてやろうかしらって考えてたときに、ケースケが帰ってきたのよ」


    「それは……勘かん弁べんしてくれ。弁べん償しようしなきゃならなくなる。その前に戻って来れて、よかったよ」


    　軽口を返すが、胸の中はすまない気持ちでいっぱいだった。


    「――でも、無事でよかったわ」


    　アリッサが安あん堵どして微ほほ笑えむのを見て、僕は「ごめん」ともう一度きちんと謝った。


    「んっしょと」


    　そしてこんな場所で寝かしていてはダメだとアリッサを抱き上げる。
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    「あっ、ケースケ……」


    　アリッサが顔を赤くして少し暴れる。さすがにお姫様抱っこは恥ずかしいらしい。僕もそれは同様で、近くにあるアリッサの顔をできるだけ見ないようにしながら、ベッドまで運んで優しく下ろす。


    「実は友とも月づきの見舞いに行った帰りに、陽ひ名なちゃんとそのままリルを捜してきたんだ。なんの手がかりも見つからなかったんだけどさ……だから遅くなった」


    　床に落ちていたシーツを掛け直してやってから、僕は遅れた理由を説明した。


    「え？　ケースケ、どういうことよ？　あたしも一緒に捜すって言ったじゃない」


    「悪い……それも謝る。アリッサは、その……とてもそんな状態じゃないと思ったんだ。でも逆に心配させたみたいだな」


    　僕がそう言うと、アリッサは眦まなじりを吊つり上げる。


    「当たり前でしょ！　昨日の今日なのに、心配しないわけがないじゃない。それにあたしのことは、あたしのこと。リルのことは、リルのことよ。もちろん……あの話はまだ頭の中で消化できてないけど、リルを放っておく理由にはならないわ」


    「そうだな――アリッサが僕よりずっと強いヤツだってこと、忘れてた。本当に、ごめん」


    　こいつは我わが侭ままに見えて、実際は自分のことよりも他人のことを第一に考えるお人よしだった。ジンのときも美み澄すみさんのときも、自分の葛かつ藤とうは、《方はこ舟ぶね》を救うために押し殺して戦おうとしたアリッサを、見くびりすぎていた。


    「そんなに何度も謝らなくていいわよ……」


    　拗すねたように目を逸そらすアリッサ。


    「じゃあ、今からもう一度、リルを捜しに出るか？」


    　そのつもりがあったから早めに帰ってきたのだ。しかし、アリッサは僕の顔をじっと見た後、首を横に振る。


    「ケースケ、ずいぶん疲れてるわね。だから今日はもういいわ。それだけ捜してくれたんでしょうし」


    「いや、僕なら全然――」


    「あたしに嘘うそは通じないわ。どれだけ一緒にいると思ってるのよ。消耗していることぐらい見て分かる。また戦いになる可能性がある以上、そんな状態で歩き回るのは自殺行為なんだから」


    　本当はすぐにでも捜しに行きたいだろうに、アリッサは僕の方を気き遣づかう。


    「いいのか？」


    「ええ……その代わり、明日は絶対一緒に行くわよ。置いていったら許さないわ」


    　そう言って僕を睨にらんでくるアリッサには、いつもの強気さが少し戻っているように見えた。


    「わかってるよ」


    　僕が素直に頷うなずくと、何故かアリッサは窺うかがうようにまじまじと僕を見つめてくる。


    「――ケースケ、やっぱりあともう一つだけ〝その代わり〟を増やしてもいい？」


    「なんだよ？」


    「今日はここで……一緒に寝て」


    「…………へ？」


    　アリッサの言ったことがすぐには理解できず、僕は間抜けな声を上げるしかなかった。


    



    「――ありがと、正直に言うとお願いを聞いてくれるとは思ってなかったわ」


    　その夜、僕はアリッサに背を向けて同じベッドで横になっていた。思えば久しぶりに寝そべる自分の寝床だ。だがシーツからはわずかにアリッサの香りがして、妙に落ち着かない。


    「あのな……昨日からずっと一いつ睡すいもできてないとか言われたら、断れるわけ――ないだろうが」


    　照れ隠しのために、僕はぶっきらぼうに答える。


    「そう――ケースケは優しいのね。これなら……眠れそう」


    　背中にアリッサの手が触れているのを感じる。


    　アリッサは天使とホリィ＝ライトの話を聞かされてから、悩み続けて、考え続けて、眠ることなどできなかったのだという。元はと言えば、僕が話すのを躊躇ためらったせいだ。こんなことで少しでも気が休まるというなら、首を横に振ることなどできない。


    「あたしね……天使のことについては、もう認めるしかないかなって思ってるの」


    　囁ささやくようなアリッサの声が暗い部屋に響いた。


    「そっか……」


    　そんな相あい槌づちしか打てなかったが、僕は頷うなずく。


    「あたし自身が覚えているのよ。あたしが何か別のモノになったことを。だから《天使王ミトロン》は本当にあたしの中にいるんだと思う。でもあいつがホリィだなんてこと……父親だなんてことだけは、やっぱり……どうしても納得できない」


    「……それでいいよ。もう一度あいつと会ったとき、アリッサが確かめればいい。結局、確証なんてないんだから」


    「うん――」


    　小さな声と共に背中へアリッサの頭が押し付けられる感触があった。


    　緊張して今日は僕の方が眠れないのではないかと思っていたが、触れた場所から伝ってくる熱が自然と心を落ち着かせる。


    　そして僕は疲れていたせいもあってか、アリッサの寝息が聞こえてくる前に、あっけなく眠りの中へと落ちていった。
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    　それから二日間は似たような日々が続いた。


    　朝、よく分からない夢に魘うなされて目覚め、アリッサを残して家を出る。学校では冬ふゆ上がみたちとリルについての情報を交換し、放課後に陽ひ名なちゃんと友とも月づきの見舞いに行く。その後、アリッサを加えてから、当てずっぽうにリルを捜して歩き回る――。


    　しかし同じように見えても、時間だけは確実に過ぎていく。友月の容よう態だいは思わしくないようで、その二日間は病院に行っても会うことはできなかった。リルに関しても何の進展はなく、足踏み状態が続いている。


    　螺ら旋せん階段を下へ下へと降りて続けているようだ。繰り返しているようでいて、向かっているのは地下の暗闇。僕は光の射す出口を求めているというのに。


    　そして――金曜。明日になればキメラとの戦いからもう一週間が経つ。


    「――じゃあ、いってくるよ」


    　今日もまた変わらぬ日を過ごすのだろうかと、焦あせりを覚えながら玄関へ向かう。


    「いってらっしゃい、ケースケ」


    　背にアリッサの声を受けて部屋を出た僕は、普段通りに学校へ歩き出す。


    　空を見上げれば太陽が眩まぶしく、暑い。日差しは日ひ毎ごとに強くなっているようだ。山から湧き上がっているかのような入道雲が浮かぶ青い空に、白い鳥の群れが飛んでいる。


    　もうしばらくすれば夏休みだというのだから、夏らしくなるのも当然か。この学校は二期制のため、期末試験は夏休みが明けてからだ。そのため、皆お気楽に夏休みを待ち望んでいる。


    　次第にユヤの事件についても話題にする生徒は減り、通学路は夏季休暇に何をするかという楽しげな会話に満ちていた。


    　そう――昨日までは。


    　今日を乗り越えれば休日なので、より生徒のテンションは上がっているはずだったのだが……打って変わって辺りは静かだ。


    「なんか、人が少なくないか？」


    　僕は違和感を小さく口に出す。


    　何な故ぜかいつもと変わりない時間に登校しているというのに、歩いている学生が疎まばらだ。家の時計がおかしくなっていたのだろうか。


    　他の生徒も僕と同じ疑問を抱いているのか、腕時計を何度も確認したりと、どこかそわそわして見える。


    　まあとにかく、学校へ着けば分かるよな。


    　あまり深く考えず、僕は足を進めた。校門まで来て女子と合流しても人波というにはずいぶん足りない。


    



    　バサバサバサッ！


    



    　横手から急に羽音が聞こえ、僕はそちらを向く。すると白い鳥が数羽、空に舞い上がっていくところだった。


    　さっきも空に白い鳥の群れを見たなと思い出す。


    「――あれ？」


    　だが……ふと気づく。鳥に気を取られていたが、先ほどまで僕とほぼ並行して歩いていた男子生徒の姿が見えなくなっていた。単に僕が早足だったのかもしれないと、振り返ってみるが見つからない。それどころか、僕の後ろに……誰もいない。


    　最初から、これだけ人が少なかったのかもしれない。さっきの男子生徒は校門で友達か彼女を待つために立ち止まっただけなのかもしれない。


    　けれど、ひどく不気味な感じがした。


    　何か――変だ。


    　しかしじっと待っていると校門からぽつぽつと生徒が入ってくる。それを見ればいつもの風景だ。考えすぎだったのかもしれないと僕は頭を振り、校舎を目指した。


    



    　教室には通学路の状況から予測できた通り、まだクラスメイトはあまり登校していなかった。だがその中には意外にも陽ひ名なちゃん、冬ふゆ上がみ、山やま崎ざき、宮みや島じまが揃そろっており、冬上の机を囲むようにして何か話をしているようだった。


    「あ、啓けい介すけさん。おはようです」


    　勘かんのいい陽名ちゃんがまず僕に気づき、挨あい拶さつをしてくる。僕は「おはよう」と答えるとそちらに歩いていった。


    「おう、遠とお見み。お前もう聞いたか？」


    　いきなりそう訊たずねてくる山崎に僕は戸惑う。


    「何のことだ？」


    「電車だよ、電車。どっかで落石とかがあったらしくて、朝から動いてないらしい」


    「落石って……珍しいこともあるもんだな」


    　この傘さん陽よう市は山に囲まれていて、線路も当然山やま間あいを走っている。落石の危険はゼロではないのだが、僕がこの街に来てからそんなことが起きたのは初めてだ。


    「――だから他の街から電車で来てる先生は休みかもね。車通勤の人は関係ないでしょうけど」


    「確か国くに田た原はらは水みな櫛ぐしの方から電車だったよな？　よっしゃ！　古文は自習かも」


    　冬ふゆ上がみの言葉に宮みや島じまが歓声を上げる。


    「まあそれは僕も嬉うれしいけどさ。それとこのガラガラな教室は関係あるのか？」


    　この街以外から通勤してくる先生が来れないのは分かるが、学園の生徒はほとんど寮りよう住ずまいだ。


    　落石などが影響するとは思えない。


    「あれ……そういやまだ全然来てねえな。みんな遅刻か？」


    　僕が発した疑問で初めて気がついたのか、山やま崎ざきが不思議そうに教室を見回す。


    「それは私も気になっていたのよ。もしかして今日は休校だったりしてね。私たちには連絡が回り損ねていたのかもしれないわ」


    　冬上は時計を見上げながら言った。間もなく朝のホームルームの予よ鈴れいが鳴るはずだ。しかし慌あわてて駆け込んでくる生徒もいない。


    「――何か、あまりよくない感じがするです」


    　それまで会話に加わっていなかった陽ひ名なちゃんが唐突に呟つぶやく。


    「え？　な、何だよ突然？」


    　山崎が面食らったように陽名ちゃんを見る。


    「あ……すみませんです。けれどどこか――学校もですが、この街全体の雰ふん囲い気きがおかしいように感じて……」


    　陽名ちゃんはそう言うと窓の外に目をやる。そこには白い鳥の群れが舞っていた。


    「あの鳥……何だろうな。昨日までは見なかったのに。渡り鳥ってやつか」


    　山崎が空を見上げて首を捻ひねる。


    「あら、あんな群れじゃなかったけど私は三日前ぐらいからちらほら見かけたわ」


    　冬上の言うように、僕も一羽ずつなら何度か目にしている。だがいつも飛び去った後なので、種類が分かるほど傍そばで眺ながめたことはない。


    「変です……あの鳥」


    　陽名ちゃんが目を細めて呟いた。


    「変？」


    　どういう意味か分からず、僕は問い返す。


    「生きてる感じがしないのです。気配が……見えません」


    　その横顔が魔術師のものになっているのを見て、緊張が走る。山崎と宮島はきょとんとした様子だ。


    「それは……朝あさノの宮みやさんの占いかしら？」


    　冬上の問いに陽名ちゃんは首を横に振る。


    「いえ、違うです。単に〝見た〟ままのこと……あれはもしかしたら――」


    　陽名ちゃんが何かを口にしようとしたとき、異変は起こった。


    



    　バアアアアアアアアアアアアアッ!!


    



    　突然鳴り響く轟ごう音おん。大気を揺るがすその音が何なのか、一瞬分からなかった。


    　しかし街のあちこちから数え切れぬほどの白い鳥が舞い上がっていくのを見て、理解する。これは――羽は音おとだ。


    　どこにこれだけの数がいたのだろう、白い鳥たちは次々と群れに合流していく。


    「な……」


    　山やま崎ざきと宮みや島じまが息を呑のむ。それは凄すさまじい光景だった。


    　雲のように膨ふくれ上がっていく白い鳥の群れ。空が鳥で埋うめ尽くされていく。


    　異常だ、明らかに。


    　教室の生徒は、呆ほうけたように天を見上げる。


    　そして地上から湧き出た鳥の波がようやく途と絶だえたとき、群れに変化が起こった。


    　落ちる――。


    　鳥で出来た天てん蓋がいが落ちてくる。一度空へ上がった鳥達がいっせいに降下し出したのだ。


    「皆さん！　窓を閉めてくださいです!!」


    　陽ひ名なちゃんの叫びが教室に響く。


    「――っ！」


    　我に返った僕は、急いで開いている窓に駆け寄ると、勢いよく閉じて鍵かぎを掛けた。


    「遠とお見みくん、こっちは私が！」


    　とっさに動けたのは僕と冬ふゆ上がみ、陽名ちゃんだけだったようだ。だが白い波が押し寄せてくる　直前に、窓を全部閉め終わることができた。


    　バアアアアアアアアアアッとまたしても凄すさまじい羽音。その中にこちらへ突っ込んでくる一団を見つけた。


    　窓ガラスをもぶち破りそうな勢いに、皆が窓際から逃げ出す。


    「ちょっ……これ、何なんだよぉっ！」


    　ヒステリーを起こしたのか、誰かの甲かん高だかい悲鳴が響いた。


    



    　ビタッ！


    　ビタビタビタビタビタビタッ!!


    



    　だが予想に反して、鳥たちは窓ガラスにぶつかると、破壊には至らずに次々と張り付いていく。勢いで潰つぶれてしまったのか、鳥は平らに見えた。だが、まじまじと観察して気づく。これは……鳥じゃない。


    　潰つぶれて平らになったのではなく、初めから平面なのだ。


    「――紙の、鳥？」


    　冬ふゆ上がみが固い声で呟つぶやいた。


    　そう、それは鳥の形に切り抜かれただけの白い紙。


    　自分で羽ばたくことなどできぬ、ただのモノだ。こんなことは有り得ない。けれどそれを可能とする方法は存在している。この世の理ことわりに逆らう術――魔術だ。


    《群れクラウド》がとうとう動いたのか!?


    「啓けい介すけさん！　鳥が!!」


    　陽ひ名なちゃんが窓に幾いく重えにも張り付いた鳥形の紙を指差す。見れば窓ガラスの上を這はいずるように移動し、窓の縁ふちから体を滑り込ませようとしていた。じりじりと隙すき間まを通り抜け、こちら側に抜け出てくる。


    「逃げろ!!」


    　窓ガラスは足止めにしかならないと悟り、僕は教室中に呼びかける。


    「え、あ……？」


    　だが誰もすぐには反応しない。この異常な光景に見入っていた。


    　バサバサバサッ!!


    　その間にとうとう紙の鳥は教室に入り込み、こちらに向かって飛んでくる。


    「うわああああああっ!?」


    　叫び、そのときになってようやく逃げようとするクラスメイト達だったが、もう間に合わなかった。


    　紙の鳥は次々とクラスメイトの顔にビタッと張り付き、悲鳴を塞ふさぐ。


    「ぐわっ!!」


    「むぐっ！」


    「きゃあっ!!」


    　山やま崎ざきや宮みや島じま、冬上の顔にも飛び掛かる紙の鳥。


    「啓介さん!?」


    「くそっ、陽名ちゃん!!」


    　一番近くにいた陽名ちゃんだけでもと腕を引いて胸に抱き、鳥から庇かばう。


    　どういうわけか、鳥は僕には襲おそい掛かってこなかった。むしろ避けるようにして床にしゃがんだ僕の頭上を通り過ぎていく。


    　津波のような鳥の群れはそのまま廊ろう下かの方へと飛び去り、ざあああああっと羽は音おとが遠ざかっていった。


    　そして教室に残されたのは顔に紙の鳥を貼り付けたクラスメイト達。


    「や、山崎？　宮島……冬上？」


    　僕は身を起こして、彼らに近づこうとする。


    「啓けい介すけさんっ！　待ってくださいです」


    　だが陽ひ名なちゃんが僕の服を掴つかんで止めた。


    「気をつけてください、様子がおかしいです」


    　皆の顔に取り付いた紙の鳥が、ぐにゃりと溶けて、形を変える。顔全体を覆おおうような楕だ円えん形けいに――。


    　そしてその表層には複雑な文様が浮かび上がる。


    　これは……この〝仮面〟は！


    「以前、わたくしたちを路地で取り囲んだ男の人たちのものと同じですっ」


    　陽名ちゃんの言葉に頷うなずく。


    「ああ――《狂信者の仮面フアナテイツク》だ。何度も見たことがある。ホリィ＝ライトも、そしてジンも使っていた《求めし愚者》の魔術……」


    　ホリィ＝ライトが自みずから語ったことを信じるなら、これは従じゆう属ぞく願望を表出させる術だ。つまり思うままに人を操れるということ。だがこんな風に発動するものだとは知らなかった。


    「あの鳥に捕まったら操り人形になってしまうわけですね。きっと啓介さんには《魔狼フエンリル》があるから、近づこうとしなかったんでしょう。助かりましたです」


    「ああ、でも山やま崎ざきたちは……」


    　仮面をつけたクラスメイト達はゆらゆらと不気味に体を揺らしていたが、一斉に僕らの方に頭だけを捻ねじる。こちらに向けられた仮面の文様は瞳のようで、その視線に背筋が冷えた。


    「啓介さん、まずいです。ここから離れましょう！」


    　陽名ちゃんが強引に僕の手を引くと同時に、仮面を付けたクラスメイトが――山崎や宮みや島じまが、にじり寄ってきた。


    「皆を放っていくのか!?」


    「戦うわけにもいかないじゃないですか！　囲まれる前に一旦退ひくのです！」


    　確かに山崎たちを相手に《貪れ魔狼デイバウアー》を振るうなど、ぞっとしない。今は割り切るしかないのかと、僕は唇を噛かんで悔しさを堪こらえながら陽名ちゃんに従う。


    　だがもたもたしていた間に出口の前へ一人回り込まれていた。


    「冬ふゆ上がみ、か……」


    　それは仮面に支配された冬上雪ゆき絵え。


    「…………」


    　冬上は無言のまま僕へ掴みかかってくる。


    「くぅっ！」


    　すごい力だ。抗あらがうこともできず床に押し倒される。そういえばジンが同じ術で友とも月づきの家の使用人を操ったとき、アリッサはこの術に掛かったものは肉体のリミッターを外されてしまうのだと言っていた。それがここまでなんて……。


    「啓けい介すけさんっ！」


    　陽ひ名なちゃんが僕を押さえつける冬ふゆ上がみの手を外そうとするが、びくともしない。


    「く……そ……」


    　僕は一いちか八ばちか右手を冬上の仮面へ伸ばす。だが肩の辺りを掴つかまれているため腕が上がらず、指が届かない。


    　しかし僕がやろうとしていることを理解した陽名ちゃんが、冬上の頭を上から押さえつけてくれた。下がってきた冬上の仮面に指先が――触れる。


    　ドクン――。


    　その瞬間、ザアッと仮面が右手に吸い込まれるようにして消滅した。


    「え……あれ？　遠とお見みくん？」


    　冬上が驚いた顔で僕を見下ろす。


    「雪ゆき絵えっ、早く啓介さんから退ひくのです。一緒に逃げるですよ！」


    「何よこれ――」


    　立ち上がりこちらに迫ってくる仮面のクラスメイトを見た冬上は言葉を失なくす。


    「いいからっ、とにかく行くぞ！」


    　冬上の腕を左手で掴み走り出す。


    「こっちです！　まずは校舎を出ましょう！」


    　一歩先に教室を出た陽名ちゃんが道を指し示す。そうだ、ここは三階。追い詰められれば逃げ場がなくなる。


    　廊ろう下かを走り出しながら後ろをちらりと振り向くと、教室から仮面の生徒がゆらゆらと歩き出てくるところだった。


    　右手で魔術を喰らえば冬上のように正気を取り戻させることは可能だろう。だけど全員にそんなことをすれば右手があっという間に魔力を蓄たくわえ、狼へ変じてしまう。


    　それに何も知らない人間をこんな状況で元に戻しても混乱するだけだ。むしろ操られていた方が安全かもしれない。


    「遠見くん、何がどうなってるのよ!?」


    「僕もまだ理解が追いついてない！　とりあえず今は足を動かしてくれ！」


    　一時期、魔術に関わった冬上ですら動どう揺ようしている。普通の人間ならパニックを起こしているに違いない。


    「二人とも、急いでくださいです！　下へ降ります」


    　思ったよりも足が速い陽名ちゃんは階段の前で立ち止まり僕らを急せかす。


    「わかった！」


    　階段を駆け降りる僕らだったが、二階に辿たどりついたとき、下の方から足音が響いてくることに気がつく。


    「一階からも仮面をつけた人達が昇ってくるです。仕方ありません、どこかに隠れましょう」


    　手すりごしに下の階を覗のぞき込んだ陽ひ名なちゃんが告げる。


    「隠れるってどこへ……」


    「確か、この階の理科室は中から鍵かぎが掛けられたわね。そこにしましょう」


    　僕の疑問に答えたのは冬ふゆ上がみだった。覚悟を決めたのか、冷静に「行くわよ」と言い、僕らを先導する。


    　二階は実習室ばかりのためか、今のところ廊ろう下かに仮面の生徒はいない。


    「――冬上、理科室は入れるのか？」


    「準備室の方は先生が鍵を管理してるけど、実験室はだいたい開いてるわ。放課後は部活にも使ってるみたいだし」


    　走って理科室の前まで来ると、冬上は扉を開いた。


    「ほらね。さ、早く中へ」


    　僕らは素早く部屋に入り、ドアを閉じて鍵をかける。


    　思わずほっと溜ため息いきが漏れた。


    「安心するのは早いわよ。窓から見えないように机の下とかへ隠れないと」


    「そ、そうだな」


    　冬上の言う通りに、大きな実験台の陰かげに身を潜ひそめる。


    　廊下からは複数の足音が聞こえ始め、僕は唾つばを飲み込んだ。少しだけ顔を覗のぞかせて様子を窺うかがう。


    「――あいつら、ただウロウロしてるだけだな。あれで僕らを捜しているのか？」


    　窓から見える仮面の生徒たちは、ただ廊下を行ったり来たりするだけで、扉を開けようと試みることもない。


    「操られているだけに、まともな思考能力はないのかもしれないです。下された命令しかこなせないのかも……」


    　横から陽名ちゃんも顔を出し、そう分析する。


    「命令か……冬上が僕を襲おそったことを考えると、狙いは僕ってことか？　でもだとすると大げさだし、大おお雑ざつ把ぱすぎる」


    「あら？　私、遠とお見みくんを襲ったの？」


    　冬上が僕の言葉に反応して訊たずねてくる。


    「……そうだよ。だから少なくても僕を攻撃しろって命令は受けているんだろう。けど、それだけが目的じゃないはずだ。むしろこの様子を見ると〝ついで〟みたいにも思える」


    「ですね。けれどしばらくは、ここであの人たちがいなくなるのを待ちましょう。動くのはそれからです」


    「わかった」


    　陽ひ名なちゃんに同意して僕は頷うなずく。


    「じゃあ、それまでの暇ひま潰つぶしとして、そろそろ私に事情を説明してもらおうかしら」


    　すると冬ふゆ上がみは目だけが笑っていない微笑を浮かべ、僕に詰め寄ってきたのだった。


    



    「――ふうん……《黒こつ血けつの徒と》が解散した後も、そんな事があったのね」


    　これまでの事件についてあらましを伝え終わると、冬上は興味深そうに頷く。魔術側のことをあまり教えたくはなかったが、こうなってしまっては仕方がない。


    「ああ、だからこれは恐らくホリィ＝ライトと《群れクラウド》の仕し業わざだ。奴らの狙いは見えてこないけどな……」


    「まあ、それはおいおい分かるでしょう。ここまでしたんだし、仮面でみんなを操って適当に私たちを襲おそわせるだけじゃ、きっと終わらないわ。そんなことより……私としては友とも月づきさんの容よう態だいがそんなに悪いことを秘密にしていたのが、許せないわね」


    　そう言って僕を睨にらみつける冬上。


    「ごめん、山やま崎ざきや宮みや島じまの前で言うわけにもいかなくて……」


    「雪ゆき絵え、そのことで啓けい介すけさんを責めるのは筋違いです。皆さんに嘘うそをお伝えしたのはわたくしなのですから」


    　だが、そこに陽名ちゃんが割って入る。


    「そ、それはそうだけど――」


    　気け圧おされたように、冬上は言葉を濁にごらせる。陽名ちゃんに頭が上がらないのは変わらないらしい。


    「ね、ねえ遠とお見みくん。朝あさノの宮みやさんはずいぶん事情を知ってるみたいだけど、いったいどんな立場の人なのよ？」


    　たじたじとなりながら、冬上は僕に顔を寄せ、陽名ちゃんに聞こえないよう小さく問いかけてくる。先ほどの説明でも陽名ちゃんが冬上に魔術の力を与えたスパロウだったことには触れていない。


    「――雪絵、人のことをあまり詮せん索さくするものではないですよ」


    「きゃっ!?」


    　しかし陽名ちゃんは目だけでなく耳もいいらしく、冬上の背中をツンと突付いて諌いさめる。


    「ご、ごめんなさい。ちょっと不思議に思っただけなの」


    　冬上は顔の前で手を振って弁解した。


    「おい、騒ぎすぎだって、見つかったらどうするんだ」


    　さっき冬上が上げた悲鳴は、かなり大きかった。


    「大丈夫です。もう廊ろう下かには誰もいません」


    「え――あ、ホントだ」


    　陽ひ名なちゃんに言われて廊下側の窓を覗のぞくが、仮面をつけた生徒が徘はい徊かいしている様子はない。話している間にどこかへ行ってしまったのだろう。


    「それにしても雪ゆき絵え、先ほどは確かに過か剰じような反応でしたね。もしかして背中が弱いのですか？」


    「べ、別にそんなこと――ひゃうっ!?」


    　冬ふゆ上がみは言っている最中に背中を再び陽名ちゃんに突付かれて飛び上がった。何となくいけないものを見ているような気分になり、僕は目を背ける。


    「嘘うそはいけませんですよ、雪絵」


    　陽名ちゃんは悪戯いたずらっぽく笑って冬上をからかうが、すぐに表情を引き締めて真面目な顔になった。


    「それより、こちらを見てくださいです」


    　逆側の――グラウンドや校門が見渡せる窓に近づいて手招きする陽名ちゃん。


    　僕らは机の陰かげから立ち上がり、窓際に立つ。


    「すごい数ね……」


    　冬上は呆あきれたように呟つぶやいた。


    　学校の敷地内には仮面の生徒たちが溢あふれかえっている。まるでアリッサと初めて出会ったときのようだ。あのときの魔術はジンの《魔女狩りの面ウイツチハント》によりアリッサを目にした人全てが仮か面めん憑つきとなった。しかし僕の記憶が正しければ《狂信者の仮面フアナテイツク》は個人対象の術で、これほどの集団を操れるとは思えないのだが……。


    「啓けい介すけさん、もう空にあの鳥は飛んでいないです。考えたくないことですが……降下した鳥たちが全て仮面になったとするなら、街中が同じ状態かもしれません」


    　陽名ちゃんの言葉に息を呑のむ。


    　街中――だって？　《魔女狩りの面ウイツチハント》以上じゃないか。


    「ちょっと待て、じゃあアリッサや友とも月づきのところも……」


    　陽名ちゃんと冬上の表情が強こわ張ばる。


    「――ここと同様、紙の鳥に襲われたはずですね。アリッサさんは身動きが取れなくても、むざむざとり憑つかれることはないでしょうが、未み由ゆさんは動けない上に魔術も……」


    「朝あさノの宮みやさん、それって不ま味ずいじゃない！　こんなところでのんびりしてる場合じゃ――」


    　僕も冬上と同じ気持ちだった。


    「行こう！　病院は人が大勢いる。ここよりもひどいことになっているかもしれない」


    「待ってください、未由さんが敵の目的なら、もっと早くに仕掛けてきているはずです。少なくても今確実に狙われている啓介さんは、そんな敵だらけの場所へ行くべきではありません」


    「それは……」


    　確かにホリィ＝ライトは、友とも月づきなどもう眼中にないという様子だった。でも危険がないというわけではない。


    「まずはここを出て、アリッサさんと合流しましょう。そちらの方が近いですし、病院に行くにしても転移の魔術を使って貰もらえれば、結果的に早く着けるはずです」


    「う……そうだな」


    　納得していなかった僕だが陽ひ名なちゃんの合理的な意見に説き伏せられる。


    「では行きましょう。慎重に――」


    「あ、ちょっと待ってくれ。《貪れ魔狼デイバウアー》を使っておく。攻撃したくはないけど、捕まったときにそれぐらいの腕力がなきゃ、歯が立たない」


    　僕はそう告げると、目を閉じ呪文を唱え始める。


    「喰くらうは心。界かいの狭はざ間ま、星を阻はばむ牙きばの門。空を閉ざす天の牢ろう――」


    　いつものように頭の中で力を借りる対象――牙の門を思い描く。


    　……どくん。


    　だが突然、その像が揺らいだ。湧わき出てきた黒が幻視世界を埋うめ尽くす。


    　近頃見ている夢に似ている。いや――そのものだ。真っ黒な視界の中でかすかな声が叫んでいる。


    　僕は知っている。その声が誰のものなのか。その〝黒〟が何なのか。


    　だけど思い出せない。でも今なら……。


    　右手が熱い。その脈みやく動どうに心を預ければ目の前に展開されている情景の意味が分かるような気がした。


    　――ダメッ！


    　けれど寸前のところで制止の声が響く。


    　ガシャンッと頭の中で鎖くさりの錠じようが記憶を閉じる音が鳴る。


    　僕はハッとして目を開いた。


    「どうしましたか？」


    　陽名ちゃんが不思議そうに訊たずねてくる。


    「今さ……誰か僕を止めたか？　その、ダメって……」


    「わたくしも雪ゆき絵えも、何も言ってないですよ？」


    「いや――だったらいいんだ……」


    　そうだ、あの声は陽名ちゃんや冬ふゆ上がみのものでもなく――。


    　僕は理科室の中を見回すが、当然僕ら以外の者がいるはずがない。


    「啓けい介すけさん、右手の調子が悪いなら無理をしない方がいいです。雪絵の仮面を飲み込んだ影響が出ているかもしれません」


    「かもしれないな……。でもこの先、魔術なしで切り抜けるのは難しい。もう一度試してみるよ」


    　今度はより慎重に《道パス》を意識し、《姿の言葉シヤープワーズ》を連ねる。


    「――貪れ魔狼デイバウアー！」


    　腕の感覚が拡大する。


    　上う手まくいった。さっきは単に集中できていなかったのだろう。


    「それで魔術を使ったの？　何も変わらないように見えるけど……」


    「見えないようにしてるだけだよ。冬ふゆ上がみも陽ひ名なちゃんも不用意に右腕には触らないようにな」


    　相変わらずの好奇心で僕の右腕を眺ながめ回す冬上に釘くぎを刺して、僕らは行動を再開した。
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    　二階の廊ろう下かは静かなもので、仮か面めん憑つきが潜ひそんでいる気配もなかった。


    「問題は一階ですね――」


    　陽名ちゃんが注意深く階段から下を見下ろす。


    「大丈夫みたいです。降りましょう」


    　先頭に立ち、音を立てぬようゆっくり階段を降りる陽名ちゃん。僕らもそれに習う。


    　陽名ちゃんの指示は的確で無む駄だがない。こんな状況下での落ち着きぶりから見ても、これまで〝実戦〟を乗り越えてきた経験の蓄ちく積せきを感じる。《群れクラウド》での任務というものはそれだけ過か酷こくなものだったのだろう。


    　階段を降り切ったところで一旦立ち止まり、僕らは角から顔を覗のぞかせて廊下の様子を確認する。


    「あれは――？」


    　出口へと続く廊下の真ん中に、帽子を目ま深ぶかに被かぶった少年が立っていた。服は青のストライプ柄がらのランニングと紺こんのハーフパンツ。年ねん齢れいも小学生ぐらいで、どう見てもこの学園の生徒には見えない。


    　顔を俯うつむかせて立っていたが、仮面は付けていないようだ。


    「あの子――どこかで……」


    　小さく呟つぶやく陽名ちゃん。見覚えがあるのだろうか。


    　鳥の難を逃れ学園に逃げ込んできた子供かもしれない。そう思いかけたが、少年が何かぶつぶつと呟いていることに気づく。


    「――げる愚ぐ衆しゆう……の礫はりつけ……く敗者を蹂じゆう躙りんせよ……」


    　まさかこれは――。


    　少年が顔を上げる。目が合った。そこに見えたのは明確な殺意。


    「黒の弾丸ブラツクバウンド！」


    　こちらに手を翳かざして少年が叫ぶ。


    「魔術だっ――下がれ！」


    　僕は慌あわてて警告すると、顔を引っ込めて角に身を隠す。


    　ガガガガガガガガガッ！


    　黒い礫はりつけが機関銃のようにコンクリートを削る。ジンも使っていた《求めし愚者》の魔術だ。恐らく《群れクラウド》の一員。ホリィ＝ライトが《方はこ舟ぶね》の側にいた人間なら、やはりあいつが流出させたのだろう。


    「待ち伏せされていたようですね。啓けい介すけさん、雪ゆき絵え、魔術が止やんだら彼と逆の方に走るです。少し距離はありますが向こうの端にも出口はあるですから。それも無理でしたら窓から出ましょう」


    「わかった」


    　僕は了りよう承しようし、冬ふゆ上がみは頷うなずきで応える。


    　ガガッ――。


    　弾幕が途切れた。陽ひ名なちゃんたちが走り出し、僕が少年に注意を払いながら最後尾を守る。


    　あいつはさっき呪文を唱えていたので、すぐに次弾が来ることはないだろうが、間に合わなければ《貪れ魔狼デイバウアー》で飲み込むしかない。


    　だが少年は詠えい唱しようを始めるのでもなく、こちらを追いかけてくるわけでもなかった。笑みを浮かべて、声を上げる。


    「《鷺ヘレン》そっちへ行ったよ」


    「な――」


    　僕らが目指していた出入り口から背の高い女性が現れる。モデルのような体型だが、どこか擦すれた感じで、きついパーマを当てたようなちぢれ髪をしている。


    「分かってんよ。逃がしゃしない」


    　ヘレンと呼ばれた女性が指揮者のように腕を振るった。その途端、女性の背後から《狂信者の仮面フアナテイツク》に操られた生徒が湧き出て、こちらへ殺到してくる。


    「仕方ありません、窓から――」


    　陽名ちゃんがそう叫ぶが、どこに隠れていたのか窓の向こうもいつの間にか仮面の生徒が溢あふれ、ひしめき合っていた。


    「もうっ――これじゃ出口がないじゃない！」


    　冬上が苛いら立だたしげに叫ぶ。結局僕らは後退するしかなく、階段の前まで戻ってきてしまう。


    「黒の弾丸ブラツクバウンド！」


    　そこに詠唱を終えた少年の魔術が襲おそい掛かる。その弾丸から逃のがれるために僕らは階段を駆け上るしかなかった。そして階段の下を仮か面めん憑つきたちに取り囲まれてしまう。


    「――ははっ、《鷺ヘレン》の気配に気づかないなんて、ずいぶん目が悪くなったんじゃないか《雀スパロウ》？」


    　少年が人ひと垣がきの向こうから話しかけてきた。


    「《鴎ガル》……」


    　陽ひ名なちゃんは苦い顔で呟つぶやく。


    「朝あさノの宮みやさん、あいつのこと知ってるの？　それに、え？　今スパロウって……」


    　混乱したように冬ふゆ上がみが陽名ちゃんに問いかける。


    「――バレてしまいましたか。そうですよ雪ゆき絵え。わたくしがスパロウ、元《群れクラウド》の魔術師です。彼は……そう、顔見知りといったところですね」


    　苦笑を浮かべて陽名ちゃんは答える。少年を見たときの反応はそのためだったのか。冬上はさすがに呆ぼう然ぜんとしている。


    「いいところで会ったよ、この裏切り者が。ちょうどいい……ここでボクが嬲なぶり殺してやる」


    　ガルというコードネームらしき少年は陽名ちゃんを睨にらみつけて、残忍な笑みを浮かべる。


    「おいおい、任務を忘れんじゃないよ。《雀スパロウ》に関しちゃ、何も指示を受けてないだろうが」


    　そこに口を挟はさんだのはヘレンというらしい長身の女性。


    「指示がないなら、何をしてもいいってことだろう？　安心してくれ、きちんとボクは役目も果たすさ」


    　僕はようやく会話に割り込むタイミングを見つけ、彼らに向かって大声で問い質ただす。


    「任務ってことは、お前らがこんな状況を作り出したのか!?」


    「そうさ。この街はもう《群れクラウド》の制圧下にある。あんたら、どこに逃げたって同じだよ」


    　答えたのはヘレンだった。こいつは今も《狂信者の仮面フアナテイツク》に支配された生徒を指揮している。だとすれば……。


    「あの鳥を生み出して――みんなを操っているのはお前か？」


    　こいつを倒せば仮面は解くことができる。


    「おいおい、あたいが支配しているのはここにいる奴らだけさ。命令を単純化して、精神力を全て《狂信者の仮面フアナテイツク》に回しても、同時に支配できるのは百人が限度。一人じゃ街全体を制圧するなんてできやしないよ」


    「……一人じゃ？」


    　まるで一人でなければできるという言い方。


    「単純な計算さ。一人で百人支配できるなら、百人で一万人を支配できる。この街の人口は十万ほど。なら千人いれば事足りる。ま、そういうことさ」


    「千人――だって？」


    　今、耳にしたことが信じられなかった。千人もの《群れクラウド》の魔術師がこの傘さん陽ように集結している？　そんな馬鹿な。僕だけを狙うならあまりに大規模すぎる。いったいこいつらの目的は……。


    「そ。つまりあたいらを倒したところで、次から次に新しいのが来るだけってわけよ。だからここは大人しく、あたいらにヤラれちまいな」


    　ヘレンが目つきを鋭くして、腕を振り上げる。仮面の生徒達が一斉に階段を昇ってきた。


    「とにかく上へ！」


    　陽ひ名なちゃんが叫び、呆あきけていた冬ふゆ上がみも慌あわてて走り出す。行き詰まることは分かっていたが、他に道がない。


    「黒の弾丸ブラツクバウンド！」


    　さらに僕らを追い立てるように、ガルの放った魔術の弾丸が僕らのいた場所を打ち抜いた。


    「くそっ！」


    　決して勝てない相手じゃない。むしろ《魔狼フエンリル》の特性から考えて、戦えば負けることはない。だが右手の限界と敵の数から考えれば、戦うこと自体が自殺行為となる。それに敵が二人いるのでは、僕が攻めに転じたとき陽名ちゃんと冬上を守れない。


    「こうなったら屋上まで行きましょう!!」


    　階段を昇りながら陽名ちゃんが言う。


    「屋上？　それこそ行き止まりじゃ――」


    「この前、啓けい介すけさんはビルの屋上まで、右腕を使って飛び上がりましたよね。だったら着地もできるんじゃないですか？」


    　陽名ちゃんの言わんとしてることを理解して、僕は慌てて首を横に振る。


    「そりゃ地面を殴なぐって衝撃を殺せばできるけど、二人抱かかえてなんて無理だ」


    　右腕を着地に使う以上、自由になる手は左手だけ。二人を支えるのは不可能。一人ずつでも体のバランスが変わる以上、自信がない。何度も練習して、ようやくコツを掴つかんだばかりなのだ。


    　そう伝えるが、陽名ちゃんは笑って首を横に振る。


    「抱える問題に関しては何とかなるです。バランスも……大丈夫。重心はできるだけ変わらないようにするですから、啓介さんならやれます！」


    　根拠のない太たい鼓こ判ばんを押されて、僕は頭を抱える。


    「ああもう――わかったよ！」


    　もし上手くいかなくても右腕を緩かん衝しよう材ざい代わりにして、さらに着地する場所を選べば大おお怪け我がに至ることはないはず……だ。


    「ちょ、ちょっと、二人とも――何か無茶なことしようとしてない？」


    　冬上が冷や汗を垂たらして問いかけてくる。


    「無茶苦茶な状況なのですから、無茶をしなくては突破できないのです。いいから走りなさい雪ゆき絵え、屋上に着く前に追いつかれては元も子もないです」


    「わ、わかったわよ……」


    　陽ひ名なちゃんがスパロウと知ったためか、大人しく頷うなずく冬ふゆ上がみ。


    　そして僕らは下方からの足音に追われながら、休むことなく階段を昇り続け、屋上の踊り場に辿たどり着く。


    　殴なぐりつけるような勢いでドアを押し開き、空の下へ走り出た僕らはグラウンドを見下ろせるフェンスの間ま際ぎわまで駆け寄った。


    「――はあっ、はあっ、二人ともどんな体力してるのよ。朝あさノの宮みやさんは運動オンチじゃなかったの？」


    　息を切らした冬上が平然としている僕らを恨うらめしそうに見る。僕はアリッサとの訓練でずいぶん体力が付いている。しかし陽名ちゃんは冬上の言う通り、バスケでは戦力外だった。


    「わたくしは不器用なので単に技術がいるスポーツが苦手なだけです。体力は人並み以上にあるですよ。そんなことより早く準備をするです」


    「準備？」


    「雪ゆき絵えは背中、わたくしは前から啓けい介すけさんにしがみつくです」


    「はい？」


    　目を丸くする冬上。それは僕も同様だった。


    「し、しがみ付くっておい――」


    「啓介さんが抱かかえられないなら、わたくしたちが掴つかまればいいだけなのです。いいから早く！　もう来ましたです」


    　見れば屋上のドアから仮面の生徒たちがぞろぞろと出てきている。そしてその向こうから二人の魔術師――。


    「崖がけっぷちだね《雀スパロウ》。どうするつもりだい？」


    　ガルの問いに陽名ちゃんは余裕の笑みを返す。


    「サヨナラさせてもらうだけですよ。ほら雪絵！」


    「仕方ないわねっ。遠とお見みくん、中腰になりなさい！」


    　冬上が僕の肩を押さえて姿勢を低くさせると、首へ手を回して背中にしがみ付いてきた。


    「うわっ！」


    　まるで飛び乗るような勢いだったため後ろへ倒れそうになるが、今度は陽名ちゃんが前から首に飛び付いて来たため、ぎりぎりで平へい衡こうが保たれる。


    「ぐぅっ……お……」


    「――重いなんて言わないわよね、遠見くん？」


    「ですよね、啓介さん？」


    　前と後ろから間近に囁ささやかれる声に僕は言葉を飲み込むが、正直辛つらい。陽名ちゃんは小こ柄がらとはいえ、二人分は腰に来る。それに両側から回された腕に首が絞しめられて、息が苦しい。


    　ここ最近誰かを背負う機会が多いが、背中に当たる膨ふくらみが今までで一番大きいなとか、陽名ちゃんの髪はいい匂いだなとか考えている余裕はあまりなかった。


    「あんたら……遊んでるのかい？」


    　ヘレンが呆あきれたように問いかけてくる。僕が向こうの立場でも同じことを訊きいただろう。


    　だが――戯たわむれているつもりは毛頭ない。


    「啓けい介すけさんっ、早く!!」


    　押し寄せてくる仮か面めん憑つきを前に、陽ひ名なちゃんが叫ぶ。


    「二人とも……絶対に放すなよ！」


    　僕はそう告げ、《貪れ魔狼デイバウアー》の不可視化を解く。右腕の周囲に一回り大きい影の輪りん郭かくが現れる。その陽炎かげろうの腕で僕は足元のアスファルトを叩き、フェンスを跳び越えた。


    「――っ！　ふざけた真似を！」


    　わずかな浮遊感の後、落下に転ずる。足元の地面は遥はるか遠い。


    　ガルの声が響き、遠ざかる。


    「きゃああああああっ!!」


    　耳元で凄すさまじい悲鳴を上げる冬ふゆ上がみ。僕も叫びたい気持ちだったが、歯を噛かみ締めて迫る地面を見据えた。


    　確かに冬上も陽名ちゃんも体に掴つかまってくれているため、落下の途中でも何とかバランスを保ち、姿勢を崩さないでいられる。これならタイミングも計れそうだ。


    　跳んだときに目標としたのは校舎横の道とグラウンドの間にある植え込み。目測は間違ってなかったらしく、僕らはまっすぐその上へ落ちていく。陽名ちゃんもやはり怖いのか、僕へしがみ付く腕に力が籠こもった。


    「行く――ぞ!!」


    　僕は二人に聞こえるよう声を上げ、植え込みに激突する瞬間、右腕を振り下ろした。


    　ドンッと土くれと枝葉が舞い上がり、視界を塞ふさぐ。思わず目を閉じるが、体がわずかに浮き上がった後、ほとんど衝撃もなく足が地面に付く。


    「うわっとと！」


    　しかし完かん璧ぺきにバランスを取ることまではできず、抉えぐれた地面に尻しり餅もちをついてしまった。


    「きゃっ！」


    　そのまま背中から折り重なって倒れる僕ら三人。一番下敷きになった冬上が呻うめく。


    「ちょっと――重いから、どいて……」


    「わ、悪い」


    　僕と陽名ちゃんは土ぼこりを払って立ち上がる。


    「で、でも生きてるのよね」


    　冬上もふらふらと身を起こしながら周囲を見回す。近くには仮面に支配されている生徒は見当たらない。全部ヘレンが引き連れていったのだろう。今なら学校を抜け出せるかもしれない。


    「はい、ですがあくまで時間稼かせぎです。急いで移動しましょう！」


    　そうだな、気を緩ゆるめるには早すぎる。


    「《雀スパロウ》おぉぉぉぉぉぉ――――！」


    　屋上からガルがこちらを見下ろして叫び、手を翳かざすのが見えた。


    　あそこから攻撃するつもりか!?


    「――しつこい人ですね」


    「そうだな。とにかく校門に向かって走るぞ！」


    　ここからならグラウンドを横切ったほうが早い。皮肉な笑みを浮かべる陽ひ名なちゃんにそう告げて、僕らは駆け出す。


    「黒の弾丸ブラツクバウンドォッ！」


    　校庭に響き渡る《起動言語トリガー》。僕は遅れがちになる冬ふゆ上がみの腕を引きながら、視線を後ろに向ける。複数の黒い弾が迫っていた。


    　元々命中精度は低い魔術だ。こちらに当たりそうだった、一弾だけを《貪れ魔狼デイバウアー》で飲み込んで乗り切る。ドクンと右手が震えた。この前のホリィ＝ライト戦で気づいていたが、やはり《貪れ魔狼デイバウアー》も右手と同じ能力を有している。ただ喰らうだけでなく、特定の魔術は〝吸収〟するのだ。これで三度目、あまり無理はできない。


    「でも……あいつ、アレばっかりだな」


    　走りながらぼやく。ジンは影を渡ったり、結界を張ったり、幻影を見せたりと多彩な戦術を取っていた。ジンと同じ《求めし愚者》の魔術が使えるのなら、この局面でもっと有効な術はありそうなものだが。


    「もしかしたら、教えられている術が少ないのかもしれません。呪文を知らなければ定義魔術は使えないものですから。わたくしも兄さんの魔術を呪文で定義し、《黒こつ血けつの徒と》たちが勝手に力を使わないよう管理していました。部下にあまり強すぎる力を与えるのは、色々と危険ですからね」


    　陽名ちゃんの言葉になるほどと頷うなずく。


    「そういえば、私も最初は《凍れる標本フラストジーニー》しか教えてもらえなかったわ」


    　自身のことを振り返り、冬上が呟つぶやいた。


    「……だとしたら、少しはやりやすくなるな」


    　相手の手札が把は握あくできるなら、対策は立てやすい。


    　遠くからの叫びと共に再び黒弾が飛来するが、今度は右手で防ぐまでもなく全て外れた。これだけ距離を取れば、もうガルは脅きよう威いじゃない。


    　だがグラウンドの真ん中辺りに差し掛かった時だ。目指す校門の脇から、ふらりと痩やせた男が現れる。


    　仮面を付けていない――嫌な予感が走る。


    「――――」


    　男の口が動き、何か言葉を発したのが分かった。するとその周囲に黒い球体が虚こ空くうより生じる。


    　あいつもかっ!?


    　飛来する弾丸。だがこちらも距離はあるため、まともに当たりそうな弾は少なく、軌道も見切れる。体勢を低くすることで全て躱かわすことができたが、僕らの進行方向に多く着弾したため、立ち止まらざるを得なかった。


    「あっちにもいるわよ！」


    　冬ふゆ上がみが叫ぶ。グラウンド端の木陰から姿を見せるのは白髪の老ろう婆ば。


    「啓けい介すけさんっ、まずいです。囲まれてます!!」


    　次々から次へとグラウンドの周囲に現れる人々。全員仮面はなく、年ねん齢れい性別ともにバラバラだ。


    「まさか……こいつら全員!?」


    



    「そう――皆、《群れクラウド》の鳥たちだよ」


    



    　僕の疑問に答える声は頭上から降ってきた。


    「ホリィ……ライト――」


    　空を仰いだ僕が見つけたのは宙に浮く金髪碧へき眼がんの少女。アリッサと同じ姿……だけどその口調を聞けば間違えることはない。


    「時が来たのだ。鳥はより高みに羽ばたくためこの街に集つどい、我がその力を与えた」


    　その言葉で理解する。やはりこいつが全ての原因なのだと。


    「いったい何がしたいんだ!?　街全てを支配化に置くなんて馬鹿げてる！」


    「少し、見つかり辛づらい捜し物があったのでな。街の人間全員に手伝ってもらうことにしたのだよ。まあ《群れクラウド》側の事情からすれば、様々な意味においての保険でもあろうが……」


    　捜し物？　まさか……。


    「リルのことかっ!?　何であいつをそこまで――」


    　しかしホリィ＝ライトは首を横に振る。


    「リル？　違うな。我が捜しているのはそのようなものではない。しかし汝なんじが示すものとは同一とも言えよう。名と存在は異なるがな」


    「ふざけているのか？　意味が分からない」


    　僕が顔を顰しかめるとホリィ＝ライトは笑う。


    「すぐに理解できるさ。案の定、《狂信者の仮面フアナテイツク》による探索で成果は上がっていないらしい。となると、やはり汝を餌えさにするしかないゆえにな」


    「餌えさ？」


    「そうだ。この前は手て駒ごまが少なすぎたゆえ難しかったが、今なら腹一杯に喰わせてやれる。その腹がはちきれるまで、我の魔術をっ！」


    　ホリィがそう叫び、パチンと指を鳴らした。


    



    『黒の弾丸ブラツクバウンド!!』


    



    　僕らを包囲した魔術師たちが同時に《起動言語トリガー》を告げる。


    「くそ――こんなの……」


    　幾いく多たの黒点が彼らの前に現れるのを見て僕は呻うめき、《貪れ魔狼デイバウアー》を解除する。牙きばが一つでは全方向からの攻撃に対応できない。屋上から飛び降りたときのように陽ひ名なちゃんたちにしがみ付いてもらい離脱することも考えたが、その状態でこれだけの人数による攻撃を避ける機敏な動きなど不可能に近い。


    　ならば、これしかないっ。


    「喰らうは心。界かいの狭はざ間ま、星を阻はばむ牙の門。空を閉ざす天の牢ろう！　飢え、猛たけり、狂うのは、満たされることなき、魔なる狼！」


    　同時に放たれる黒弾。目標は全て僕らがいる一点。


    「あ、あ……」


    　冬ふゆ上がみが絶望的な声で喘あえぐ。陽名ちゃんは僕に寄り添いながら、黒弾が来る一方向――ガルがいる屋上を見上げている。僕は焦あせりながらも正確に《姿の言葉シヤープワーズ》を紡つむいだ。


    「深き地の獄ごく、門を守りし三つ首。その姿象かたどり、底なき口で罪人を抉えぐれ!!」


    　大丈夫、間に合う。ちらつきそうになる黒い夢を抑おさえ込んで、僕は最後の言葉を叫ぶ。


    「三頭の獄牙ケルベロス!!」


    　右手の周囲に現れる陽炎かげろう、三さん叉さの狼ろう首しゆ。顕けん現げんした狼の口は僕が操作する前に、寸前に迫っていた黒弾に喰らいついた。


    「ぐっ！」


    　好き勝手に、まるで餌えさを貪むさぼるように、弾幕を削り取る《三頭の獄牙ケルベロス》。その動きに振り回されそうになり、僕は足に力を込めて踏ん張る。


    　ドクン、ドクン――。


    　一個弾を飲み込む度に脈動する右腕。凄すさまじい速さで荒れ狂う狼の首は黒弾を完全にシャットアウトしていたが、このままではすぐに限界を迎えてしまう。


    「啓けい介すけさん、魔術の色が!?」


    　影でしかなかった狼首が次第に黒く染まっていくのを見て、驚く陽名ちゃん。


    「――おいっ、どういうつもりだ!!」


    　僕は空で悠ゆう々ゆうと見物を決め込んでいるホリィ＝ライトに向けて叫ぶ。


    「《魔狼フエンリル》が魔力を溜め込んで完全に顕けん現げんしたら、お前らだって喰われるんじゃないのか!?」


    　こいつらが使っているのは《求めし愚者》の魔術だ。その《道パス》を持つ者は《魔狼フエンリル》の標的になるはず――。


    「そうだな。特に我はそやつにとって一番の馳ち走そうとなろう。何しろ我は《求めし愚者》そのものであるからな」


    「な……？」


    　今、とんでもないことを奴はさらりと口にした。


    「しかし魔ま狼ろうには完全にこちら側へ出てきて貰もらわねば困る。そうせねば《天牢ウオルフ＝ライエ》を殺せぬのだ」


    「《天牢ウオルフ＝ライエ》を殺す？」


    　《天牢ウオルフ＝ライエ》とはつまり世界を隔へだてる壁のことだ。《魔狼フエンリル》の顕現と何が関係あるのか分からない。


    「ふむ、それだけ《天牢ウオルフ＝ライエ》の魔術を使っていて理解していないのか？　《魔狼フエンリル》とは《天牢ウオルフ＝ライエ》の一部を召しよう喚かんする術だ。その全てをこちらに引き摺ずり出すことができれば、狼を滅ぼすことで壁は消え去るのだよ」


    「《魔狼フエンリル》が《天牢ウオルフ＝ライエ》そのもの――」


    　言われてみればその表現はしっくりきた。幻視する牙きばの門は、魔ま狼ろうの口のように思えたから。


    「だけど……お前に《魔狼フエンリル》を殺すことなんかできるのか？」


    　友とも月づきが召喚した《嘆きし魔王》ですら、《魔狼フエンリル》の前には歯が立たなかった。


    「チュールの右手よ、汝なんじは何な故ぜ我らが《天使王ミトロン》をあれほど求めていたと思うのだ？」


    　逆に問い返されて僕は悟る。


    「天使は……《魔狼フエンリル》を殺すための……」


    「その通りだ。一度《天使王ミトロン》として目覚めた我が娘は、汝が《魔狼フエンリル》になればたちどころに覚かく醒せいし、歪ゆがみを断つであろう。その時こそ、世界の法はあるべき姿に戻る」


    　ようやく、こいつらの目的が判明した。だがそれはもう詰みの寸前。時間差で黒弾を放ってきているのか、弾幕は途切れる様子はなく、陽ひ名なちゃんたちを蜂はちの巣にしないためには、僕はここから動くことができない。


    「つまり、僕がこのまま《魔狼フエンリル》に飲まれれば全てが終わるのか――」


    　悔しさを噛かみ締めながら僕は呟つぶやく。しかしホリィ＝ライトは皮肉気に笑った。


    「事がそう単純であれば、我も苦労はせぬよ」


    　――ドクン!!


    　どういう意味だと訊たずねようとしたとき、一ひと際きわ大きい脈動が僕を襲おそう。


    　手のひらが痛い。《三頭の獄牙ケルベロス》は真っ黒に染まり、ほとんど実体を持ちかけていた。


    「と、遠とお見みくん……？」


    　冬ふゆ上がみが怯おびえを含んだ声で、僕の名を呼ぶ。


    　ごめん――守れないかもしれない。


    　そう口にしようとしたが、ガクンと視界が揺れる。


    　目の前に現れたのは暗い海と、右手の先にいる由ゆ衣い。


    　これは――夢の景色？


    　ドクン、ドクン、ドクン……。この脈みやく動どうは現実のものか、それとも夢か。


    　ドクンッ!!


    　再び視界が入れ替わった。僕を囲むのは海水ではなく黒い弾幕。見上げれば空にいるホリィ＝ライト。


    「なんだ――今の……」


    　僕は左手で頭を押さえる。こんなときにいきなり白昼夢を見たとでも言うのか？


    「どうやら《魔銀の鎖グレイプニル》がおらぬことで記憶の鎖くさりも緩ゆるんでいるようだな」


    　しかしそんな僕を見てホリィ＝ライトは唇を歪ゆがめた。


    「記憶の、鎖？」


    「このままでいいのか《魔銀の鎖グレイプニル》！　チュールの右手は間もなく全てを思い出し、魔ま狼ろうと変ずるぞ!!」


    　僕の問いを無視して、大声で叫ぶホリィ＝ライト。まるで僕ら以外の第三者に語りかけているようだ。しかも表情には焦あせりが見えた。有利に立っているのはあいつのはずなのに。


    　ドクン――。


    　ぞわっと右腕を黒毛が覆おおい始める。狼ろう首しゆは既にほぼ実体を持っていた。


    　ダメだ、もうっ……。


    「啓けい介すけさんっ!!」


    　悲痛な声で陽ひ名なちゃんが叫ぶ。


    



    　ウォウッ！


    



    　そのときだ、ひどく懐かしい鳴き声が聞こえた。足元を見下ろせば、そこには黒い毛玉。


    「リ、ル？」


    　いつからそこに……しかもよりによってこんな状況で!?


    　ウォンウォンッ!!


    　――お兄ちゃん――。


    　幻聴か……リルの鳴き声に重なって、由衣の声まで聞こえた。


    「お前は、いったい……？」


    　そう問いかけた瞬間、リルの首輪が銀色に輝き、それは全身に広がる。あまりの眩まぶしさに目を閉じた。


    　すると右腕に誰かが触れる感触。その途端、加速していた脈動が止まり、手のひらの痛みも引いていく。


    「もう大丈夫だよ。お兄ちゃん」


    　目を開けた僕は息を呑のむ。


    　そこに立っていたのは、獣のような黒い耳と尻尾しつぽを生はやした少女。だがその顔を僕は知っている。ずっと、ずっと、忘れたことなどない。


    「何、で……」


    　嵐の海で行方不明になったはずの僕の妹――遠とお見み由ゆ衣い。彼女が僕のすぐ傍そばで、僕に触れ、笑っていた。


    



    
      *

    


    



    「馬鹿な子――傍ぼう観かん者しやは干かん渉しようし認識された時から、内側の存在になるっていうのに……。堂々と鬼の前に出て行っちゃったか」


    　先ほど少年と少女二人が飛び降り、二人の魔術師と仮面の生徒達が取り残されていた校舎の屋上。


    　そこにある給水塔の上に一人の女性が立っていた。幾き何か学がく模様が描かれたチャイナドレス風の服を靡なびかせながら姿も隠さず仁に王おう立ちしているというのに、誰も彼女には気づいていない。


    　女性の視線はグラウンドに現れた少女に向けられている。


    「けれどもう……あの夜から四日、これが限界だったのかしらね」


    　少女と出会った時のことを思い出しながら女性は呟つぶやく。


    　そう、あれは《天使王ミトロン》が顕けん現げんした夜のこと――。


    



    「ふうん、トオミ――ユイ。いい名前ね。それでユイ、あんたは前も見ないで走るほど、何を急いでいたのかしら」


    　場所は誰も寄り付きそうにもない路地裏。女性は脇目もふらずに走ってきた少女と角でぶつかり言葉を交わした。


    「それは……逃げてた、から」


    　獣のような耳と尻尾しつぽを生はやした幼い少女が答える。


    「逃げてた？　誰から？」


    「――悪い人」


    「それは大変ね。だったら私が何とかしてあげようか？」


    　女性は我ながら白々しいと思いながらもそう提案する。


    「え？」


    「こう見えてもお姉さん、魔法が使えるのよ。絶対に追いつかれないほど遠くに連れて行ってあげる」


    　けれど少女は顔を曇らせて首を横に振った。


    「ダメなの。あたしは逃げなきゃいけないけど、この街から――離れられないの。離れたらきっと……」


    　少女はそこで言葉を切り、黙ってしまう。


    「あらら、それは残念だけど――ユイ、あんた魔法ってところには驚かないんだ？」


    「あ……うん」


    「そっか、もしかしてと思ったけど、やっぱり〝こっち側〟の関係者だったか。こんな獣けもの耳みみ生やしたお譲ちゃんが普通なわけはないわよね」


    　女性はそう言って、少女の髪からぴょこんと飛び出した耳を軽く引っ張る。


    「い、いたい、いたいよ！」


    「あははっ、感覚もあるのね。面白いじゃない。気に入ったわ。それにまあホントはどちら側だろうと構わないのよ。ユイが何者でもここで出会った人間を私は助ける。それが――役割だから」


    　おかしな言い回しにきょとんする少女。理解できるはずはないだろう。女性ですら全てを分かって行動しているわけではないのだから。知りすぎることは《予言》に影響を与える。


    「んしょっと」


    　女性はそんな少女にはお構いなしに、自分の服の裾すそを持ち上げると、何の躊ちゆう躇ちよもなくビリビリと引き裂いた。


    「ほら、これをどこか――そうね、腕にでも巻いておきなさい」


    　幾き何か学がく模様が描かれた布の切れ端を差し出す女性。


    「え、これは？」


    　反射的に受け取った少女が首を傾かしげて尋ねると、女性は目を細めて告げる。


    「あんたには《道パス》が見える。ユイが誰から逃げているかは知らないけど、ずいぶん分ぶの悪い鬼ごっこらしいわね。だから、おまじないよ。それを巻いていれば、あんたはあたしと同じ傍観者になれる。鬼ごっこは〝かくれんぼ〟に変わる。逃げ回り続けるよりはずいぶん楽になるでしょう」


    　女性はそう言ってにこりと微ほほ笑えむと、少女の頭をくしゃくしゃっと撫なでてから背を向けた。これが少女を観察して、女性が考え付いた精一杯の手助けだった。正解かどうかは分からない。


    「それじゃ、頑張りなさい。またどこかで、会うこともあるかもね」


    　少女は手に持った服の切れ端と女性を見比べながら、怪け訝げんな表情を浮かべていたが、はっとしたように「あ、ありがとう」と告げる。そして少し躊躇ためらう様子を見せながらも布切れを自分の左手首に巻きつけた。


    「いいのよ、お礼なんて。本当に、ね」


    　ちらりと振り向いた女性はその雰囲気に似合わない疲れた笑みを見せて、歩み去る。


    　背後から少女の呟つぶやき声が聞こえた。


    「――あたし、頑張るよ。お兄ちゃん」


    



    「あの子はよくやってくれた。それでもまだ足りない。そうよね？」


    　何者かへ問いかけるように言葉を発する女性。彼女の周りには誰もいないというのに。


    「……なら、私の出番か」


    　一人頷うなずくと女性は苦い笑みを浮かべる。


    「けど、私にできるのはわずかなことだけ。ヴェルはきっと許さないでしょうね。私はとても苦しい〝過程〟をアリッサに押し付けるのだから――」


    　そう呟いた後、女性はしばらく黙り込み……やがて頷く。


    「ええ、わかってる。だからこそ私たちで始末をつけなきゃいけない。最善の未来に私たちが導みちびかなくちゃいけない。ヴェルのためだけじゃなく、方はこ舟ぶねの至るべき〝時〟のために。ホリィの企みを見抜けなかった不始末を拭ぬぐって、私が航路を正す」


    　金髪の頭をガリガリと掻かいて女性が独ひとり言ごとを続ける。


    「じゃあ行くとしましょうか」


    　女性は息を大きく吸うと、目を閉じて告げる。


    「虚飾せし光衣インビジブル！」


    　すると女性の姿が、完全に景色と同化し、消えてしまう。


    「さあ、私らをまんまと騙だましてくれたあいつに、一ひと泡あわふかせてやりましょう！」


    　何も見えなくなった虚こ空くうから、女性の声が響く。


    　遠く、空に浮かぶ一人の少女を射抜くように――。

  


  [image: ]



  
    第三章　終わりの鍵、来たる黄昏


    



    
      １

    


    



    「く……くくっ！　くははははははははっ!!　とうとう現れたか《魔銀の鎖グレイプニル》ゥッ!!」


    　空から哄こう笑しようが降ってくる。それと同時にあれほど苛か烈れつだった弾幕も止んだ。


    　だが僕にはそんな声など、意味を成して脳に届いていない。目の前にいる由ゆ衣いが僕の思考を止やめていた。


    「由衣……なのか？」


    「そうだよ。あたしは由衣で――狼を縛しばる鎖くさり」


    　どくん、と右手に脈動が走る。だがこれまでのものとは感覚が違う。飲み下すのではなく、その逆。大人しくなった《三頭の獄牙ケルベロス》の口こう腔こうに何かが込み上げてくる。


    　この感じ――覚えがある。


    「お兄ちゃん、あいつに向けて吐き出して！」


    　狼の首と化した右腕に抱きついて由衣が叫ぶ。指差す先には喜き悦えつの表情を浮かべ、こちらへ突っ込んでくるホリィ＝ライト。疑問に溢あふれていた思考回路が切り替わる。


    　何でもいい、由衣がここにいる。ホリィ＝ライトが襲おそってくる。だったら守らなきゃいけない。今やるべきはそれだけだ。


    「こっのおおおおっ!!」


    　狼の口を全て上空に向ける。


    「ちぃっ！」


    　舌打ちをして急停止するホリィ＝ライト。僕は構わず堪こらえていたものを解放する。


    　溢あふれ出る光の奔ほん流りゆうが辺りを真っ白に染め上げる。これはやはり――。それはかつて《氷存在》となった陣じん＝海かい道どう＝ロームウェルを狼と変じた右手で喰らった後の現象に酷こく似じしていた。


    「夜の帳ナイトカーテン！」


    　呪文らしきものを叫んだホリィ＝ライトが黒い球体に包まれ、そこに光が衝突する。


    　球体の表面で光は拡散するが、膨ぼう大だいな波に流されるように空へ押し戻されていく。


    　光を吐き出すほどに《三頭の獄牙ケルベロス》の色は薄くなり、僕の右腕からも黒毛が消えていった。


    「手が元に戻ったらすぐに逃げなきゃダメだよ、お兄ちゃん！」


    　由衣が早口で告げる。


    「逃げるって……そう簡単には――」


    　僕は周囲を見回す。魔術による攻撃は止まっているが、相変わらず《群れクラウド》に僕らは取り囲まれたままだ。呆ぼう然ぜんと事態を見守っている陽ひ名なちゃんと冬ふゆ上がみを連れて脱出できるのか？


    「でも、あたしがあの人に捕まっちゃったら終わりなの！　ぜんぶ、ぜんぶ！　だから無理でも逃げないと！」


    「――わかった」


    　議論などする余地もなく、そうせざるを得ないらしい。だったら今はこれを武器にするしかない。


    　僕は光を放っている狼ろう首しゆのうち一本の向きを変え、光流でグラウンドの外そと枠わくをなぎ払う。光の圧力で細かな操作は効かず《群れクラウド》の連中へ当たったかは怪しかったが、盛大な砂煙が上がり、視界を覆おおい隠す。それが最後だったのか、《三頭の獄牙ケルベロス》からの光は途切れた。　


    「陽ひ名なちゃん、冬ふゆ上がみ、走るぞ！　はぐれないように手を繋つなぐんだ!!」


    「は、はいですっ！」


    　差し出した左手を陽名ちゃんが掴つかみ、陽名ちゃんは冬上の手を取った。由ゆ衣いは僕の右手首をしっかりと握り締めている。


    　そして茶色い靄もやに覆おおわれたグラウンドを校門目指して走り出そうとしたときだ。


    「うわっぷ！」


    　僕の顔が何か柔らかいものにぶつかる。


    「な、なんだ？」


    　しかしそこには何もない。


    



    「――大胆な子ね、いきなり人の胸に飛び込んでくるなんて」


    



    　だがその何もない空間から声が聞こえた。そして頭にまるで手が乗せられたような感触。


    「逃げ場所を探しているなら、あたしが光速で送ってあげるわよ」


    「あ――この声」


    　虚こ空くうから響く声に反応を示す由衣。


    「ユイ、もう一度だけ助けてあげるわ――《過ぎた輝きパストグロウ》！」


    　聞き覚えのある魔術名が告げられた瞬間、景色が歪ゆがみ、捻ねじれ、入れ替わる。


    　上空からホリィ＝ライトの怒声を聞いた気がしたが、それも途中で途切れ、せせらぎの音が取って代わる。


    「え……ここ、どこよ？」


    　乾いた声で疑問を発したのは冬上だった


    　それも当然、僕らの目の前からはグラウンドが跡形もなく消え、代わりにさらさらと川が流れていたのだから。頭上には橋はし桁げたがあり、向こう岸まで続いている。ここはどこかの橋の下のようだ。


    「転移した……のか？」


    「そうよ。ここはさっきの場所から二キロほど離れた川岸」


    　僕の言葉に、またしても何もない場所から響いた声が答える。だが僕が、誰だと問い質ただす前に、目の前に人の輪りん郭かくが現れ出した。


    　長い金髪と幾き何か学がく模様が描かれた服、そして碧みどりの瞳――。


    「アリッサ!?」


    　そう名前を呼んでから、違うと気づく。背せ丈たけはアリッサどころか僕より高く、服装も微妙に異なる。声もアリッサの涼やかな声こわ音ねではなく少し低めのハスキーボイス。


    「残念、それは私の姪めいの名前ね」


    　完全に姿を現した女性はそう言って笑う。アリッサとの最も顕けん著ちよな差異である豊満な胸が揺れた。


    「姪って……」


    　まさかこの人……いや、服装から考えても間違いなく――。


    「ウルトさん……だったよね？」


    「あら、ちゃんと名前を覚えててくれたの」


    　初対面ではない様子で言葉を交わす由ゆ衣いと女性。


    「おい……由衣？　この人のこと、知ってるのか？」


    　由衣には他にも訊たずねたいことが山ほどあったが、その質問をしないわけにはいかなかった。


    「うん、あたしが逃げてたとき、このおばさんが助けて――」


    「おば、さん……？　私、こう見えても主観年齢じゃ二十代なんだけど？　ユイ……あんたには正しい呼び名を教えたはずだわねえ？」


    「きゃうんっ!?」


    　女性は由衣の獣けもの耳みみを引っ張り、身も凍こおる形ぎよう相そうで笑う。


    「ご、ごめんなさい。おねえさんおねえさんおねえさん！」


    「よろしい」


    　頷うなずき、耳から手を離す女性。


    「そうだユイ、その腕に巻いた布、まだ外しちゃいけないよ。認識阻そ害がいの効果は切れたけど、《道パス》を閉ざす力はある。だから身につけている限り、すぐに居場所が割れることも遠えん隔かく支配されることもないから」


    「う、うん」


    　由衣はよく分かっていなさそうな顔で了承する。


    「あ、あの……？」


    　置いてきぼりの僕は、おずおずと呼びかけた。


    「ん？　ああそうそう、あんたらにはまず名乗らなきゃね。私はウルト＝クラノ＝ストーリング。よろしくね」


    「クラノ……ストーリング……ってことはやっぱり――」


    《方はこ舟ぶね》から来たアリッサの親類かと確かめようとした僕だったが、コンと頭を叩かれる。


    「聞き返す前に、そっちも名乗りなさい。話はそれからよ」


    「す、すいません。えっと僕は遠とお見み啓けい介すけ……です」


    「あ、わたくしは朝あさノの宮みや陽ひ名なといいますです」


    「冬ふゆ上がみ、雪ゆき絵えです」


    　僕に陽名ちゃんと冬上も続く。


    「そ、わかった。覚えたわ。ふーん……ケイスケね。あんたが《魔狼フエンリル》か……まあぎりぎりアリかしら」


    　何がアリなのかは分からなかったが僕は頷うなずく。


    「え、ええ、そうですけど……ウルトさんはその、《方はこ舟ぶね》の人ですよね？」


    「そうよ。あんたがさっき間違えてたアリッサの叔お母ば」


    　それは今までの言動から予想できた通りだった。僕は息を大きく吐いて心を鎮しずめると、ウルトさんの目をまっすぐに見つめる。


    「じゃあ、一つだけ確認させてください」


    「何かしら？」


    「ウルトさん……あなたは味方ですか？」


    　彼女が先ほど僕らを助けてくれたのは理解していたが、これだけははっきりさせておかなくてはならない。アリッサの父親であるというホリィ＝ライトが敵である以上、《方舟》側の血縁者だという肩書きだけではすぐに信用できなかった。


    「――少なくとも敵じゃないわ。けれど、味方になれるというわけでもない」


    　ウルトさんは少し考えるように腕組みした後、そう答えた。


    「どういう、意味です？」


    　少し警戒を強めて訊たずねる。


    「すぐに私は行かなきゃいけないってことよ。あんたらの手助けができないのに味方面はできないわ。これでもちょっと話しすぎたの」


    　頭を押さえて苦笑いを浮かべるウルトさん。


    「待ってください！　ここにはいませんがアリッサも今、危険な状態にあるはずなんです」


    　敵ではないという言葉を信じることにして、僕は呼び止める。


    　こちらに背を向けて歩き出そうとしていたウルトさんは、ピタリと足を止めた。


    「悪いね……あの生意気娘のことはケイスケに頼むよ。ホントは私――これを一番言いたくて、姿を見せたのかもね」


    　その声には言い知れぬ感情が込められているように感じた。


    「そんな――」


    「私には私のやるべきことがある。大丈夫、あんたらの未来を決して最悪には落とさせやしないから」


    　ウルトさんは強い口調で告げる。その台詞せりふで彼女も戦っているんだと気づいた。たぶんアリッサのために。


    「ケイスケ、あの子はね、どんな重荷にだって負けたりはしないんだ。今はただ不完全なだけ。だから――あの子の欠けたものを、あんたが取り戻してやってくれ」


    　そう言うとウルトさんは「過ぎた輝きパストグロウ」と唱え、閃せん光こうと共に姿を消した。


    「あ……」


    　まだ訊ききたいことはたくさんあった。しかし手を伸ばしても、既に遅い。


    「ウルトさん、行っちゃった」


    　由ゆ衣いが残念そうに呟つぶやく。


    「ああ、そうだな――っつ……」


    　突然眩暈めまいが襲おそう。この感じは魔術による疲労だ。


    「陽ひ名なちゃん、近くに敵はいないか？」


    　僕の質問に、陽名ちゃんは周囲に視線を巡らせて頷うなずく。


    「……え、ええ、気配が見えない仮面の人達については分かりませんが、少なくとも《群れクラウド》の魔術師はいないようです」


    　なら大丈夫だろうと、僕は発動したままだった《三頭の獄牙ケルベロス》を解除する。《三頭の獄牙ケルベロス》は強力なものの、《貪れ魔狼デイバウアー》と違い出力の調整ができず、消耗も激しい。


    「大丈夫ですか、啓けい介すけさん？　顔色が悪いです。一旦休んだ方がいいですよ」


    「わかってる。でもその前に――」


    　ずっと僕の右手首を握って離さず、傍そばで心配そうに僕を見上げる由衣に視線を向ける。


    　取り残された僕らに自然と馴な染じじみかけていたが、由衣がここにいることはウルトさん以上に驚くべきことなのだ。


    「何、お兄ちゃん？」


    　だがそんなことは意識していない様子で、由衣は首を傾かしげる。それは僕の記憶にある妹の仕草そのものだった。


    　喜び、悲しみ、色んな感情がごっちゃになって涙が溢あふれそうになるが、それはまだ早いと歯を食いしばって堪こらえる。


    　謝りたかった。償つぐないたかった。頭を下げて許しを請こいたかった。海で由衣を助けられなかったことを……繋つないでいたはずの手を離してしまったことを。


    　けれど今はまず、確かめなければいけない。


    「そ、そのな、お前は……本当に由衣なのか？　いや、由衣だとしても〝何〟なんだ？　僕には目の前でリルが由衣になったように見えた」


    　僕は慎重に問いかけた。


    「うーん、何て言えばいいのかな……今のあたしはね、一つのものじゃないから――」


    「一つじゃない？」


    「あたしは由ゆ衣いだけど、お兄ちゃんたちと一緒にいたリルでもあるの。そして《魔銀の鎖グレイプニル》っていう《魔狼フエンリル》を縛しばる鎖くさり」


    「グレイプニル……」


    　ホリィ＝ライトが先ほど呼んだ名だ。そして僕の右腕を縛ったときも同じ名を告げた。陽ひ名なちゃんによれば、北ほく欧おうの神話でフェンリルを縛り付けた魔法の鎖なのだという。


    「あたし、最初は自分なんてない《魔銀の鎖グレイプニル》っていう道具だった。チュールの右手と対ついになって、魔ま狼ろうを抑えておくためだけの鎖。でも少し前、チュールの右手が許容量を越えて、あたしの機能が働いたとき、お兄ちゃんと意識が繋つながって、あたしはあたしってことを思い出したんだ……」


    「ちょ、ちょっと待ってくれ、頭が追いつかない。なんで由衣が《魔銀の鎖グレイプニル》なんてものなんだ？　それにチュールの右手って……その意味も知っているのか？」


    「うん、あたしは気がついたときから、あたしじゃない部分で自分のことを全部知ってたから。えーとね……《魔銀の鎖グレイプニル》と《チュールの右手》、その二つは《反牙リバスウオルフ》を《魔狼フエンリル》として限定的存在に置ち換かんするための概がい念ねん要素であり枷かせ……なんだって。むずかしい言葉ばっかりでホントはよく分からないんだけど、そういうものだってことは知ってるの」


    　由衣の言うことは知識と知性が噛かみ合っていない感じで、聞けば聞くほど混乱してしまう。


    　りばすうぉるふ？　そんな単語に至っては耳にしたこともない。


    「な、なあ、由衣。もう少し分かりやすく話してくれないか？」


    　すると由衣は半眼になり僕を見る。これは呆あきれているときや馬鹿にしたときの表情だ。


    「えー、分からないの？」


    「……お前も分かってないって言ったじゃないか」


    　そう切り返すと、えへへと笑って舌を出す。だがすぐに真面目な顔になり、たどたどしく語りだした。


    「つまりね、あたしとお兄ちゃんは二人で《魔狼フエンリル》っていう魔術なの。お兄ちゃんの右腕が《魔狼フエンリル》を閉じ込める牢ろう屋やになって、あたしはその檻おりの扉をぐるぐる巻きにする鎖の錠じよう。あの海で、あたしたちは魔術の生いけ贄にえになっちゃったんだよ」


    　海――荒れ狂う黒い波。船から投げ出された冷たい淵ふち。そこで由衣も……。


    「で、でも気が付いたら由衣はいなくて――」


    「それはあたしが完全に魔術へ変えられちゃったから……。あたしはずっとお兄ちゃんの右手の中にいたよ。お兄ちゃんは海に落ちたときからずっと、あたしの手を握ってくれてた。一度も離してなんかない」


    　その言葉は僕の心を大きく揺らした。この三年間、ずっと背負い続けてきた罪がいきなり消えてしまったのだ。喜ぶべきことだと分かっていても、足場が崩れていくような感覚だった。


    「離して――ない？」


    「うん」


    　脳裏に、最近見た夢の情景がよぎる。じゃああれは本当に僕の記憶なのか？　僕はあの時のことを実は覚えているのか？


    　ホリィ＝ライトも気になることを言っていた。記憶の鎖くさり、と。


    「――お兄ちゃんっ」


    　鋭い声で由ゆ衣いが僕を呼ぶ。するとたぐり寄せようとしていた夢の記憶が遠くなり、思い出せなくなってしまう。


    「え、あ、何だ？」


    「話、続けていい？　何であたしがリルだったのかも、知りたいでしょ？」


    　怖い顔で由衣は訊たずねてくる。


    「ああ……」


    　僕は気け圧おされて頷うなずいた。


    「あたしね、逃げなきゃいけなかったの。《魔銀の鎖グレイプニル》の役目は時が来るまで《魔狼フエンリル》を封じておくことだった。でもその時が近づいているのが、あの人から伝わってきた」


    「あの人？」


    「さっき、空に浮いてた人。あたしはあの人と《道パス》で繋つながってる。だから感情や思考が伝わってきたんだ」


    　ホリィ＝ライトのことか。あいつは言っていた。《魔狼フエンリル》を顕けん現げんさせ、《天使王ミトロン》をもって討うつのだと。


    「じゃあ、その時っていうのは《天使王ミトロン》が蘇よみがえる時のことか……」


    「うん、あの人は、あたしを壊すつもりだった。《魔銀の鎖グレイプニル》を壊して初めて《天牢ウオルフ＝ライエ》の全てを《魔狼フエンリル》として引き出せるから。そうなったらお兄ちゃんは完全に取り込まれちゃう。だからお兄ちゃんが新しい魔術を作ろうとしたとき、イメージに割って入って、あたしに都合のいい術を創ってもらったの」


    　あのとき由衣の声が聞こえたのも、術の《姿の言葉シヤープワーズ》が自然と頭に浮かんだのも、幻聴や調子がよかったからではなかったようだ。


    「まさか、これまでも？」


    　似たようなことは多い。《貪れ魔狼デイバウアー》を創りだした時や、アリッサに精神力を根こそぎ奪われて動けなくなった時、由衣の言葉が聞こえた。


    「うん、普段はずっと半分眠ってるような感じなんだけど、たまにお兄ちゃんの声で目が覚めるの。そのときは大抵お兄ちゃんが大変なことになっているから、ね」


    　照れくさそうに頬ほおを掻かく由衣。


    「そっか――ずっと力を貸してくれてたんだな。部屋からいなくなったのも、ホリィ＝ライトから身を隠していたのか……」


    「そうだよ。そのとき、さっきのおば……じゃなくてウルトさんが、これを巻いていれば見つからないって言って助けてくれたの」


    　由ゆ衣いは腕に巻いた布きれを指差す。よく見れば幾き何か学がく模様の断片が描かれており、それが淡く発光している。ウルトさんはさっきこれを身に着けていれば《道パス》は遮しや断だんされるとか言っていた気がする。魔術的なものなのかもしれない。


    「ね、ねえ、ちょっといいかしら……」


    　それまで黙っていた冬ふゆ上がみが声を上げた。


    「どうしたんだ？」


    「あの、その子が……私たちが捜していたリルっていう子犬なの？」


    　その問いには由衣自らが頷うなずく。


    「うん、犬じゃなくて狼なんだけどね。お兄ちゃんの使った魔術は、本当なら魔ま狼ろうの一部を切り離して大きな狼を生み出すはずだったんだけど、力を抑える《魔銀の鎖あたし》が融ゆう合ごうしたせいで子供の姿になっちゃたの。見てて」


    　由衣がそう告げた途端、首輪から銀光が溢あふれ、気がついたときには由衣のいた場所に黒い毛玉がちょこんと座っていた。


    「ウォン！」


    　さすがに狼の姿では喋しやべれないようで、尻尾しつぽを振って吠ほえる。


    「か、かわいい……」


    　冬上がぼそっと呟つぶやくのが聞こえた。誘われるようにリルへと近づくが、抱き上げようとする直前でもう一度銀光が閃ひらめき、由衣の姿に戻る。


    「実は、こんな風に人間の姿になれるとは、思ってなかったんだ。でもどうしてもお兄ちゃんの部屋から出れなくて、人間の手足があればって強く思ったらこうなっちゃった。少し人間っていうには変なところもあるけど……」


    　そう言って自分の耳や尻尾を触る由衣。その横で残念そうに冬上が肩を落としていた。


    「そっか……だいたい分かったよ」


    　事情は概おおむね飲み込めた。細かい点での疑問は尽きないが、もう――限界だ。


    「きゃんっ！」


    　僕は衝動的に由衣を抱き締める。由衣は驚いたように叫ぶが、僕は構わない。


    「ごめん、由衣が守ってくれてたんだな。でもな……どうして一人でそこまで……」


    「それはずっとあの人がお兄ちゃんを見張ってて……」


    　わかってる。理由があるのはわかってる。それでも悔くやしかった。何も力になれなかったことが。そして、それを皮切りに堪こらえてきた感情が溢あふれる。


    「ここに、由衣はいるんだよな？」


    「うん、いるよ。でも、ちょっと痛い」


    　幻でないことを確かめたくて力を入れすぎたのか、由ゆ衣いは呻うめく。


    「悪い――だけど、もう少しだけ我慢してくれ。もう一度現実で言葉を交わせるなんて――触れることができるなんて思ってなかったから」


    　すると由衣は少し震えた声で呟つぶやく。


    「お兄ちゃん……あたしは由衣だけど、本当の由衣じゃないかもしれないよ？　魔術の媒ばい体たいになったあたしはあの海で死んで、ここにいるのは由衣の記憶を持ってるただの《魔銀の鎖グレイプニル》かもしれない。ううん、それがたぶん当たり」


    「そんなこと関係あるか。こうしていて分かる。お前は由衣だよ」


    　それを聞いた由衣の体から力が抜けた。


    「――うん」


    　腕の中で頷うなずく由衣。


    「ひっく……えぐ……」


    　どこからか泣き声が聞こえた。由衣ではない。僕は今にも泣いてしまいそうだったが、まだ嗚お咽えつは漏らしていない。


    「よかった……です……よかった……」


    「ひ、陽ひ名なちゃん？　ど、どうして？」


    　大粒の涙を零こぼしていたのは陽名ちゃんだった。


    「だって……ううう……ひっく……」


    　あ――そうか。


    　僕は愚おろかなことを訊きいてしまったことに気がつく。陽名ちゃんは僕たち兄妹を自分とジンに重ねているのだ。


    「ごめん」


    　僕は左手を伸ばして陽名ちゃんの頭を撫なでる。それだけしか言えなかった。


    「げいずけざ～ん……」


    　僕の腕に縋すがりついてくる陽名ちゃん。僕もとうとう涙るい腺せんが決壊しそうになったとき、冬ふゆ上がみがぽつりと呟いた言葉が耳に届く。


    「遠とお見みくん……そうだったのね」


    「な、何だよ冬上？」


    　聞きとがめて僕は訊たずねた。


    「ううん、ちょっと遠見くんのことが分かった気がして」


    　台詞せりふだけならまともだが、口元の空虚な笑みが引っかかる。


    「何が分かったんだよ？」


    　すると冬上はひどく平坦な声で告げた。


    「遠とお見みくん、シスコンでロリコンだったのね」


    「違うっっ!!」


    　僕は全力で否定したが、いつ間にか由ゆ衣いも泣き出していて無理に引き剥はがすこともできず、しばらくの間冬ふゆ上がみの冷たい視線に晒さらされ続けたのだった。
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    「――で、これからどうするのよ？　あまりここでゆっくりもしてられないんじゃない？」


    　泣き止まない由衣と陽ひ名なちゃんを何とか落ち着かせた後、一人冷静だった冬上が問いかけてくる。


    「そうだな……最初の目標通りにアリッサのところへ向かうか」


    「啓けい介すけさん、待ってくださいです」


    　しかし目を赤くした陽名ちゃんが異議を唱えた。


    「由衣さんが先ほど仰おつしやったことを考えると、最も避けるべきは彼女がホリィ＝ライトに捕まらないことです。そうですよね？」


    「うん、あの人に一言、《鍵の名キーワード》を告げられただけで、あたしは壊れちゃう。今は《道パス》が閉じてるから直接触れられない限りは大丈夫だけど……」


    　確認を求める陽名ちゃんに由衣は頷うなずく。


    「だったらそれを最優先にするべきです。グラウンドから突然いなくなったわたくし達は血ち眼まなこになって捜されているでしょう。ですから当然行き先として一番可能性がありそうなアリッサさんや友とも月づきさんの近くには、待ち構えている《群れクラウド》の魔術師がいるはずです。そこに由衣さんを連れて行くことはできません」


    「なら、どうするんだ？」


    　僕らだけで逃げ回り続けると言うのだろうか。今、この街には電車も走っていない。恐らく落石事故というのは《群れクラウド》の仕し業わざによるものだ。山越えの車道とトンネルもあるが、そこもきっと何らかの方法で封ふう鎖さされている可能性が高い。つまり僕らはこの街に閉じ込められているのだ。十万を越える住人全てが敵となった鳥とり篭かごの中で足あ掻がいても、いつかは追い詰められる。


    「もう今は戦っても勝てるような状況ではありません。ですから何とかしてこの包ほう囲い網もうから――この街から脱出するしかないです。しかし、そのためにはどうしてもアリッサさんの力が必要です。なので……アリッサさんを迎えに、わたくしが行きます」


    「へ？　な、何言ってるんだよ！　そんな無茶だ。行くなら僕が行く。ウルトさんにもアリッサを頼むって言われたんだ」


    　とんでもないことを言い出した陽名ちゃんに僕は慌あわてて抗弁する。


    「ダメです。この中で一番強くて、なおかつホリィ＝ライトの天敵である啓介さんは絶対に由衣さんから離れてはいけないです。《求めし愚者》そのものだという言葉が真実なら、啓けい介すけさんが傍そばにいるだけで、簡単には近寄れません。《魔狼フエンリル》に触れられることは致命的であるはずですから」


    　そういえば、ホリィ＝ライトは接近戦を挑もうとしたとき逃げてばかりだった。もしかしたら右手で触れさえすればアリッサの肉体をホリィの支配から解放できるのかもしれない。


    「でも――」


    　やはり話は別で、行かせることはできないと口にしようとした時だ。辺りにかすかな声が響き渡った。由ゆ衣いの獣けもの耳みみがピクンと動く。


    



    「《雀スパロウ》ぉぉぉぉぉぉぉっ!!」


    



    「これは《鴎ガル》っ！」


    　陽ひ名なちゃんがハッとして上を向く。


    「見つかったのか？　ずいぶん遠くからに聞こえたけど」


    「そうですね。今、見つかりました。恐らくわたくしだけですが」


    「陽名ちゃんだけって……どうして――」


    　意味が上う手まく掴つかめない。


    「一度だけ同じ任務に就ついたことがあるので知っているのですが、《鴎ガル》はちょっと変わった内的魔術を使うのですよ。特定の相手と共きよう振しんする声を出して、その位置を探ることができるのです。物理的にというよりも存在そのもの――気配を〝耳〟で感じると言った方が分かりやすいかもしれませんが」


    「陽名ちゃんが〝見る〟のと似たような理屈か」


    「はい、つまり声の届く範囲であの子から身を隠すことはできないということです。ただしそれは〝気配〟を熟知している相手に限られます。つまりこの中で見つかってしまうのはわたくしだけ。いえ、元々わたくしだけを捜していたんでしょうけどね」


    　苦笑いを見せる陽名ちゃん。


    「これでますますわたくしは別行動する必要性が出てきました。上手く立ち回れば囮おとりの役目も果たせます。ここは川の太さから判断して、恐らく学校の前を流れる川の上流ですからわたくしは川沿いに下って男だん子し寮りようへ向かいます。啓介さんたちはこの橋を渡って行って下さい」


    　てきぱきと指示をする陽名ちゃんだが、僕はまだ納得できない。囮だなんて……。


    「陽名――」


    　名前を呼ぼうとした僕の頬ほおにパンッと軽い衝撃が走る。


    「啓介さん、わたくしをあまり舐なめないでください。鴉からすに育てられた雀すずめは、ただの臆おく病びような鳥ではないのです。わたくしは〝狩る〟鳥なのですよ」


    　かつて僕と戦ったときの魔術師の瞳で、陽ひ名なちゃんは僕を睨にらみつける。


    「わたくしの〝戦い方〟は大人数では活かせません。ですから啓けい介すけさんたちがいると足手纏まといなのです。早く行ってください」


    　その声には有う無むを言わさぬ迫力があった。陽名ちゃんは決して守られる側の人間ではないのだと思い知る。


    「頑がん固こ……だな。わかった――アリッサを頼む。でも、危なくなったら無茶はせずに逃げてくれ。それだけは約束だ」


    「もちろんです。自分の力量はきちんと把は握あくしていますから、無む謀ぼうなことはしません。ありがとうございます……啓介さん」


    　普段の笑みを見せた陽名ちゃんに僕は頷うなずく。


    「集合場所を決めておこう。アリッサと合流できれば僕の場所はあいつが感じ取ってくれるだろうけど、もし失敗したり無理そうだった場合は、そのまま逸それっぱなしになる」


    「じゃあ――今、一番人がいなさそうな場所にしましょうよ。そこからなら自力でも街を抜け出せるかもしれないし」


    　冬ふゆ上がみが口を挟はさむ。


    「人が……いない場所？」


    　僕が問うと冬上は指を立ててこう言った。


    「電車の来ない駅ほど、無意味なものはないと思わない？」


    



    　いつの間にか太陽は南中を過ぎ、アスファルトが溜ため込んだ熱気と暴力的な日光が、最も大気を焦こがす時間となっていた。


    「――喉のど、渇かわいたわね」


    　冬上が荒い息を吐きながら呟つぶやく。


    　陽名ちゃんと別れた後、向こう岸に渡った僕らは大通りにたむろしている仮か面めん憑つきを避けて裏路地を縫ぬうように走っていた。


    　橋からは陽名ちゃんが先に飛び出し、周辺に集まってきていた仮面憑き達を引き付けてくれたおかげで、まだ僕らは誰にも見つからずに済んでいる。目指すのは落石事故で休止している傘さん陽よう駅だ。


    「そうだな、どこかの自販機で買えればいいんだけど……由ゆ衣いは平気か？」


    　一旦立ち止まってそう訊たずねる。


    「え、あたし？　あたしはぜんぜん大丈夫だよ。お兄ちゃんとこうしてれば元気が出てくるから」


    　そう言って掴つかんだ僕の右腕を振る由衣。


    「元気が出る？」


    　確かに今の由ゆ衣いは疲れた様子もない。比ひ喩ゆ的な意味合いではないのか？


    「あたしの体はお兄ちゃんの魔術で出来てるけど、《道パス》は繋つながっていないから時間が経つほど疲れてくるんだ。でもこうして触っていれば減った魔力をじゅーでんできて元気一杯になれるの」


    「そういうことか……」


    　アリッサと同じように精神力を吸い上げているのか。つまり僕は二人分の疲労を背負うことになるのだが、まあそれぐらい慣れたことだ。


    「羨うらやましいわねえ。私にも元気ちょうだいよ、遠とお見みくん」


    　壁に寄りかかって、冬ふゆ上がみが冗談交じりに告げる。


    「それは勘かん弁べんしてくれ、冬上だと全部取られそうだ」


    「ふふ、分かってるじゃない」


    　冬上は笑うが、ふと真面目な顔になる。


    「ねえ、遠見くん。気づいてる？」


    「……何がだ？」


    「私たち、このままだと駅には辿たどり着けないわ」


    　陽ひ名なちゃんとの集合場所であり、今目指している目的地が駅であることには理由がある。それは駅から続く線路こそが、この街から脱出できる確率が最も高い経路だからだ。


    　車道はたとえ何らかの方法で封ふう鎖さしても、そこを見張る人員は必要だ。しかし線路は電車が止まってしまえば、他に何も通ることはない。つまりその分監かん視しが緩ゆるいはずというのが冬上の意見だった。


    「そんなこと――ないだろ」


    「嘘うそね。分かってるくせに。私たち、こうして見つからずにここまで来れたけど、それは人がいない道を選んできたから。でも要所要所に必ず仮面の奴らがいるから迂う回かいし続けて、一向に駅へ近づけてない。こんな細い道にもあいつらはウロウロしてるし、大通りはその比じゃないわ。それはたぶんこの先も同じでしょう。だから方針を変えなきゃいけない」


    「…………」


    　僕は黙って話を聞く。冬上が次に何を言うのか想像が付いた。


    「見つからないようにこれ以上進むのは不可能なのよ。普通の方法なら、ね。だけど遠見くんたちだけなら、無茶な移動もできる。私は――ここから別行動を取るわ」


    　予想通りの発言に額ひたいに手を当てる。


    「冬上まで陽名ちゃんと同じようなこと言わないでくれ……」


    「真似をしているわけじゃないわ。これが一番合理的だし、私は私でやらきゃいけないことがあるんだもの」


    「やらなきゃいけないこと？」


    　頷うなずく冬ふゆ上がみ。


    「友とも月づきさんのところへ行くわ」


    「何考えてるんだ……陽ひ名なちゃんが向かった場所と危険度は同じぐらいなんだぞ？」


    「だけどもし朝あさノの宮みやさんがアリッサさんって人を連れ出せたら、私達に一瞬で合流する手段があるんでしょう？　なのにあれから一時間以上経ってる。失敗したか、断念したか、それとも手間取っているのか……どれかは分からないけど、上う手まく行ってない公算が大きいのよ。病院に行くのはアリッサさんの魔術頼りらしいけど、それがダメなら直接行くしかないわ」


    「そうだとしても、冬上だけじゃ……」


    「大丈夫よ。病院ならここから大通りを渡らなくても行けるわ。裏からどうにかして入ってみる。それに私はたぶんあいつらにとって一番どうでもいい人間よ。仮に捕まっても仮面の奴らの仲間入りをするだけでしょう」


    　確かに冬上は僕が《狂信者の仮面フアナテイツク》を解いてしまったため、なし崩くずしで一緒に行動しているが、僕らや陽名ちゃんのように狙われる理由はないのだ。


    「だけど……友月も、仮面に操られてるかもしれないぞ？」


    「――それはないわね」


    　冬上は確信ありげに笑い飛ばす。


    「友月さんは、あんなものでどうこうされる人じゃないわよ。たとえ命が脅おびやかされるような傷に苦しんでいても負けはしないわ。ううん、負けてたら私が許さない。そう――だから私は、それを確かめに行きたいの」


    　その声には絶対に曲げられそうにない、信念を感じた。


    「何でそんなに……拘こだわるんだ？」


    　僕の問いに、冬上は路地裏の狭い空を見上げて呟つぶやく。


    「――私の剣が負けたから。あのときの氷が砕ける音を、私は忘れない。あれは私の心より、友月さんの心が強かったっていう証明。何よりも決定的な優劣。だけどそのままでいるなんて絶対、我慢できない。私は友月さんより強くなりたいの。そのためには、友月さんは強いままでいてもらわなくちゃいけない。他の何かや誰かに負けるなんてあっちゃダメなの」


    　剣……？


    　いまいち分からない部分もあったが、冬上はどうあっても友月の元に向かうつもりのようだ。引き止めても聞きはしないだろう。僕は諦あきらめて溜ため息いきを吐つく。


    「すごい情熱だな……」


    「そうね、私はもしかしたら――友月さんに恋してるのかもしれないわ」


    「こ、こいぃ？」


    　思わず声が裏返る。


    「ふふ、冗談よ。じゃあ私はあっちへ行くわ。遠とお見みくん、待ち合わせの刻限は覚えてる？」


    　冬ふゆ上がみは壁から背を離し、次の分かれ道を指差す。


    「あ、ああ、日が沈むまで……だったな」


    「そうよ。でも遠見くんは駅に着き次第、すぐに出発して。私たちを待たなくていいわ」


    「な、何でだよ？」


    　それはさすがに了りよう承しようしかねる。


    「さっき言ったでしょ？　普通のやり方じゃ駅には辿たどり着けないの。でも遠見くんが街から出ようとすれば、警備が薄い場所だとしてもさすがに見つかって、敵が遠見くんたちを追いかける。そうすれば仮面の奴らも移動して私でも駅に入れるはずだわ。私は日暮れまで待った後、遠見くんとは逆方向へ線路伝いに逃げるから。まあどっちかに落石があるんでしょうけど、人が通れることを祈るしかないわね」


    「そうか、僕らが逃げることが囮おとりにもなるんだな……」


    　一緒に逃げることの方が冬上や陽ひ名なちゃんにとっては危険だし、僕は由ゆ衣いと二人の方が身軽に動ける。


    「わかってくれた？　じゃ、私は行くわね。もし朝あさノの宮みやさんたちが魔術でそっちに合流したときも私たちを無理に捜さないでいいわ」


    　冬上はそう告げると、由衣に視線を移してその頭に手を乗せる。


    「あなたも、頑張ってね」


    「う、うんっ」


    　頷うなずく由衣。冬上は笑うと「今度、犬のあなたを撫なでさせてね」と言って軽い足取りで角を曲がって行った。


    「あ、あのお姉ちゃん、ちょっと笑顔が怖い……」


    　何か危機感を覚えたらしい由衣が身を震わせる。


    「冬上はどうも大の犬好きらしいからな、きっと嫌いやってほど撫でまわすつもりだぞ」


    　僕がそう脅おどかすと由衣は引きつった顔で「き、気を付けなきゃ……」と呟つぶやいた。


    　でも由衣には悪いが、僕はそんな日が来ることを心の中で願っていた。


    　今はひどく日常が――遠いから。


    



    
      *

    


    



    　同じ時刻、男だん子し寮りよう前。そこで激しい乱戦が繰り広げられていた。


    　道路や寮の敷地内に溢あふれ返るのは仮面を付けた人々。数えるのも馬鹿らしくなるほどの人数がひしめき合っている。まともに動ける隙すき間まもない。彼らが追っているのはたった一人の少女だった。


    「くそっ、《雀スパロウ》め。これが目的か!?」


    　そう毒づいたのは人波を抜け出し、寮の階段から混こん沌とんとした戦場を見渡した少年。


    「滅め茶ちや苦く茶ちやに散々逃げ回って何をするかと思えば、辺り一帯の手勢を全部引き連れてくるなんて……。捜索対象にしたのが裏目に出た――《鷺ヘレン》達になんとか連絡を取らなくてはっ」


    　歯ぎしりをして、少年は眼下にいるはずの少女を捜す。だが代わりに見つけたのは敷地の端々で倒れている《群れクラウド》の仲間たち。《狂信者の仮面フアナテイツク》担当ではない、選りすぐりの戦闘員だ。


    「ボク以外、全員やられたっていうのか……まさか、何で……どこだっ、どこにいる《雀スパロウ》!!」


    　しかし少年の声は大勢の人々が立てる雑音にかき消される。耳を澄ましても気配が掴つかめない。


    「どこだ、どこだよっ！　出て来いよ!!」


    　声には次第に嗚お咽えつすら混じり始め、少年の目には涙が浮かぶ。


    



    「ここですよ――《鴎ガル》」


    



    「ひっ!?」


    　首筋に冷たく、固いものを押し当てられ、少年は息を呑のむ。


    「声が届かず、分かるはずのものが分からなくなった途端崩れましたね。相変わらず脆もろいです」


    「な、なんでっ!?　ボクはずっと声でお前を――」


    「あなたはただ喚わめいていただけですよ。内的魔術を使うための精神集中などできていません。わたくしの目にはあなたがただの子供になったことがはっきりと映りました」


    　少年はガチガチと歯を鳴らし、恐怖に震える。


    「お前、いったい何なんだよぉ！　何をしたんだ！」


    「ただ、わたくしが得意とする戦場を作ったまでです。《鴎ガル》、あなたにわたくしが戦闘任務に就いていたときの渾あだ名なを教えてあげましょう」


    「あだ、な？」


    「群集の中を軽かろやかに飛び、気配の空くう隙げきをこの目に映して気づかれることなく敵を狩る黒い小鳥。鴉からすに育てられた雀すずめ。そんなわたくしを皆は――《夜雀リトルクロウ》と呼びました」


    　バチィィッ!!


    　電光が瞬またたく。


    　白目を向いて倒れた少年を見下ろして少女が溜ため息いきを吐ついた。


    「――これで、一ひと先まず全員ですか。それにしてもただの護身用スタンガンに怯おびえすぎですよ。非常時のために持ち歩いておいてよかったです」


    　少女はそう呟つぶやき、少年から視線を外して階段を昇り出した。それに気づいた仮面の人々が後を追うが、雪崩なだれのように狭い階段に殺到したため、体が詰まり動けなくなる。


    「ここですね」


    　その隙すきに四階に辿たどり着いた少女は『遠とお見み』と書かれたプレートがある部屋の前で立ち止まった。


    「えっと、預かった鍵かぎは……」


    　少女はスカートのポケットを探り、鍵を取り出すと開かい錠じようしドアノブを回す。


    　そして迫る足音に追い立てられるように、勢いよく扉を開いた――。
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    「――跳ぶぞ、由ゆ衣い」


    　冬ふゆ上がみと別れた後、僕は考えた末にそう告げた。


    「跳ぶ？」


    　僕の言葉に首を傾かしげる由衣。理解できないのも無理はない。僕自身、口に出してみて非常識だと思う。


    　だが冬上が言った通り、無茶な移動をしなければこの路地から抜け出すことはできないだろう。その手段がつまり先ほどの言葉だった。


    「ああ、ここからビルの上まで跳ぶんだ。そして屋上伝いに移動しよう」


    　傍そばのビルは三階建てだ。この前ホリィと戦ったときは少なくてもこれよりは高く飛べた。やってやれないことはないはずだ。


    「そんなこと……できるの？」


    　さすがに不安そうな表情を見せる由衣。僕も自信などなかったが、ここはあえてはっきりと頷うなずいて見せる。


    「このぐらいの高さなら余裕だ。任せとけ」


    「うん――わ、わかったよお兄ちゃん」


    　あっさりと僕の虚きよ勢せいを真に受ける由ゆ衣い。よし、あとはこのはったりを現実にするだけだ。


    　僕は呪文を唱え、《貪れ魔狼デイバウアー》を右腕に発現させる。わずかに視界が霞かすむ。やはり少し休んだ程度では精神力は回復しないらしい。けれどその疲労は表に出さず、僕は由衣に呼びかける。


    「じゃあ行くぞ、由衣」


    「うんっ！」


    　頷うなずいて首にしがみ付いた由衣を左手でしっかり支え、陽炎かげろうの腕でアスファルトを殴なぐりつける。


    「きゃうっ」


    　その反動で僕の体は宙に舞い上がり、由衣は短い悲鳴を上げた。


    　届いてくれ！


    　胸の中で叫ぶ。ホリィと戦ったときと違い、今は由衣の重さもある。どの程度跳べるかは予測できない。


    　あ……よく考えたら由衣にはリルの姿になってもらえばよかったな。


    　今更そんなことが頭をよぎる。だが僕らは由衣の重量など物ともせずに狭い路地の空くう隙げきを抜け、ビルの屋上を跳び越してしまう。


    「うわっと―――」


    　慌あわててバランスを崩さないように屋上へと着地する。思っていたよりも余裕があった。これならリルに戻ってもらう必要もないだろう。もちろんリルの姿の方が楽ではあるのだが、できる限り由ゆ衣いは由衣のままでいて欲しいという気持ちがあった。
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    　飛び上がれる距離もこれで把は握あくした。何とか行けそうだな……。


    　内心安あん堵どしながらも上空へ素早く視線を向ける。


    　よし、誰も――いないな。


    　しかし油断はできない。僕は次の目標を定めると、再び床面に拳こぶしを打ち下ろす。


    　隣の、より高いビルへ向けて僕らは跳ぶ。体が空中にあるわずかな時間、ビルの隙すき間まから下を見ると道にたむろしている仮か面めん憑つき達の姿があった。


    「ん～～～～……」


    　由衣はそんな余裕はないようで目を閉じて呻うめいている。


    　今度着地した屋上にはたくさんの机や椅い子すが並んでいた。どうやらこの建物はホテルで屋上はビアガーデンになっていたらしい。


    　僕はちょうどいいと、その机の下に身を隠し、空を窺うかがう。


    　仮面憑き達を避けて進むため屋上を渡ることにしたのだが、それでも見つかる危険はある。ホリィ＝ライトは先ほども空を飛んでいた。気を抜いてはいけない。


    「それにしても……由衣、お前そんなに高いところが苦手だったか？」


    　まだ目を閉じたままの由衣に問いかける。


    「べ、べつにそういうんじゃないもん。観覧車だって一緒に乗ったじゃない」


    「ああ……そういやよく家族で地元の遊園地に行ったな」


    　由衣はゴンドラから見知った建物を探すのが好きだった。


    「――お兄ちゃん、あれから――すごく、すごく時間が経ったんだよね？」


    　あれからというのが遊園地に行ってからなのか、それとも海難事故からのことなのかは分からなかったが、僕は頷うなずく。


    「お父さんとお母さん……もう、いないんだよね？」


    「ずっと……行方不明だよ。三年前から。たぶん船と一緒に……」


    　そうか、由衣はその辺りの記憶はないのだ。《魔銀の鎖グレイプニル》として意識が目覚めたのは最近のことだという。僕の言動で何となく悟ったこともあるだろうが、知らないことの方が多いはずだ。


    「お墓――あるの？」


    「叔お父じさんが形だけお葬そう式しきをして、名前だけお墓に刻んでくれた……」


    　海難事故での行方不明者は三か月で死亡扱いになる。僕が街を出る直前に行われた葬儀では三つの遺影が並んでいた。由衣も墓に名を刻まれている。


    「そう……なんだ。お参り、いかなきゃね」


    「――ああ」


    　僕は複雑な心境で頷うなずいた。僕はこの二年半、一度もあの街には帰らず、墓参りもしていない。家族の死と向き合い、認めるのが怖かったから。それに由ゆ衣いは自分の墓を見てどう思うだろう。


    　でも今を乗り切ることができたら、行くべきかもしれない。前に、進むために。


    「よし、じゃあ次のビルへ跳ぶぞ。準備はいいな？」


    「え？　あ、ちょっと待って！」


    　由衣は慌あわててぎゅっとしがみ付き、目を閉じる。


    「お前、観覧車は大丈夫でも、ジェットコースターは無理だな」


    　苦笑して呟つぶやく。遊園地では身長制限で乗ったことはないが、恐らく同じ反応だろう。


    「そ、そんなことないも――」


    「喋しやべると舌噛かむぞ？」


    　僕は机の下から出て、さらに高いビル――隣に聳そびえるショッピングモールを見上げる。


    　アリッサと出会った、あのビルだ。この上からなら、駅ビルまで大通りを飛び越えて跳躍することも可能だろう。


    　問題は屋上には遊ゆう戯ぎ施設があるため、元々そこにいた人達が仮面に操られて彷徨さまよっているかもしれないこと。だがその後大通りを跳び越えるのだ。いかに空とはいえ、見み咎とがめられる可能性は高い。見つかってしまったら、もう一気に行くだけだ。


    「だあっ！」


    　今までで最も高低差があるため、加減をせずにコンクリートを打ち抜く。急加速で宙を駆け、僕はショッピングモール屋上のフェンスにつかまるような形で何とか着地した。フェンス越しにゲームコーナー周辺を窺うかがうが人の姿はないようだった。あ、そうか。紙の鳥が街を覆おおったのは開店前の時間か……。


    　納得した僕はフェンスを乗り越え、がらんとした小さな遊園地を見渡す。以前アリッサを見つけた雨ざらしのベンチも変わらずあった。だがそこに座っている人間はおらず、一羽のカラスが背もたれの上に止まって毛づくろいをしていた。


    　僕らに気づいたのか、カラスはこちらを向いて観察するように首を傾かしげる。


    　その横を通り過ぎて、僕は駅ビル側のフェンスへ近づいた。


    



    『――――』


    



    　何か声が聞こえた気がして振り向くと、カラスが羽は音おとを立てて飛び去るところだった。


    「お兄ちゃん？」


    　青空へ消えていくカラスの影を目で追う僕。それを由衣が訝いぶかしげに見る。今のはカラスの鳴き声だったか？　まるで……。


    「少し嫌な予感がする。急ごう」


    　僕はそう言ってフェンスを乗り越え、屋上の際に立つ。


    「ね、ねえ……これ、ホントに跳ぶの？」


    「――さすがに、こ、怖いな」


    　冷や汗を垂らして問いかける由ゆ衣いへ、正直に告げる。


    　車道をお構いなしに歩き回っている仮か面めん憑つき達が米粒に見える。学校の屋上など比較にならない高さ。自然と膝ひざが震える。


    　一度にこの高さまで跳べなかった以上、落ちれば《貪れ魔狼デイバウアー》であっても衝撃を殺しきることはできないはずだ。


    　だが目指す駅ビルの屋上はほぼ同じ高さ。大通りを挟はさむため二十メートル以上はあるが、飛び上がるのではなく飛び移るのであれば不可能な距離ではない……と思う。


    「けど、際きわどいな……やっぱり《三頭の獄牙ケルベロス》で行こう」


    　三本の首を束たばねれば、《貪れ魔狼デイバウアー》よりも力は出るはずだ。万が一の保険にもなる。僕は魔術を唱え直して《三頭の獄牙ケルベロス》を発現させ、彼ひ岸がんを見据える。


    　大きな精神力の消費に眩暈めまいを覚えるが、由衣に悟られぬようフェンスを掴つかんでふらつくのを堪こらえた。


    　まだ、やれるはずだ。こんなところでもたもたしてられない。由衣を安全な場所まで連れていくまでは。


    「ううぅ……お兄ちゃん、昔は弱虫だったのに……」


    　由衣は半泣きになりながら呟つぶやく。


    「そうだな、強い奴にはびくびくして、危険なことには絶対近づこうとなんかしなかったな」


    「お兄ちゃんが弱いから、いっつもあたしが守ってあげなきゃいけなかったんだよ？」


    　僕は苦笑いを浮かべる。そうだ、僕が馬鹿にされているのを見ると、由衣は相手が誰であろうと食ってかかった。


    「そのせいで余計ややこしいことになってたけどな」


    「えー、ひどい」


    「はは、悪い。でもな――僕は三年前から自分のことよりも、誰かを失うことの方が怖くなったんだ」


    「お兄ちゃん……」


    　由衣が瞳を揺らす。


    「けど今、ここにその失ったはずの由衣がいる。もう一度やり直す機会が与えられてる。だからお前を守るためなら何だってできる。怖いけど、怖くなくなる」


    　僕はそう告げて三本の狼ろう首しゆを捻ひねるようにして束ね、振り上げる。


    「……あたしも、がんばる」


    　由衣はしっかりとした声でそう言った。もう震えていない。


    「行くぞっ!!」


    　右腕を全力で振り下ろす。


    　ここはあの冷たい海と同じようにとても厳しい世界だ。でも今度こそ二人で抜け出してみせる。


    　宙へ躍る僕らの体。風が耳元をやかましく吹きぬけていく。下を見る暇ひまはない。凄すさまじい速度で突っ込んでいるのだ。着地時に《三頭の獄牙ケルベロス》でブレーキをかけなければ激突死してしまう。


    　みるみるうちに近づいてくる対岸に向けて腕を構え、タイミングを計り、打ち下ろす。


    　床面を削り取りながらも、陽炎かげろうの腕を擦こすりつけて減速し、駅ビルの屋上へ無事降り立った。


    「や、やった……」


    　全身からどっと冷や汗が噴き出すが、気を緩ゆるめる前に周囲の安全を確認する。


    　ここは陽ひ名なちゃんと初めて出会った場所でもある。ビルの中央を大階段が貫き、見通しは非常にいい。少なくても見える範囲には仮か面めん憑つきの姿はないようで、僕は安あん堵どした。


    　カァーッ！


    　だが頭上から響いた濁だみ声ごえに心臓が跳ねる。見るとカラスが一羽、僕らの頭上を旋回していた。


    「……由ゆ衣い、着いたぞ。ここからは走るからな」


    　締め上げるように僕に強くしがみ付いている由衣の背中を左手で叩き、緊張を解かせると、僕は駆け足で大階段を下る。


    　カラスはバサバサと屋上の立入禁止区画にある避ひ雷らい針しんに舞い降りて、僕らをじっと見つめていた。


    　急いだ方がいい――本能がそう告げる。


    　駅のホームに人がいないなら分かるが、駅ビルまで無人なのはどこかおかしい。


    「あ、あたし、ここからは自分で」


    「まだいい、線路に出るまで僕に掴つかまってろ」


    　改札口がある階まで、休むことなく足を動かす。静まり返った大階段に僕の足音だけが反響した。


    　そして建物の駅部分に辿たどり着くと、券売機を素通りし、閉じた改札を構わず飛び越える。そこから今度は階段を上がりホームに出た。


    　ガアーッ、カーッ！


    　カァァー、ゲーッー！


    「なっ……」


    　誰もいないホームは耳障りな鳴き声で満ちていた。ホームの庇ひさしにびっしりと並ぶ黒い鳥。


    「お、お兄ちゃん……何これ……？」


    　由衣が怯おびえた声を上げる。カラスはまるでここが己の砦とりでであるかのように威い嚇かくしている。


    「っ……気にするな！　ただのカラスだ」


    　そう言って線路に飛び降り、枕木を踏みしめ、レールに沿って走り出す。


    　だが、もはや嫌な予感は確信へと変わっていた。


    　背後で一斉にカラスが羽ばたき、僕らを追いかけるように頭上を黒い雲となって覆おおう。


    　ついてくるっ、こいつらやっぱり――。


    　カラスに追われ、僕は線路が引かれた高架上を駆ける。高いビルが見えなくなり、次第に山の中へと高架は続く。この先にトンネルがあるのだ。


    　守る、絶対に手放さない。今度こそ由ゆ衣いを救ってみせる！


    　その思いを糧かてに足を動かす。ずっと魔術を維持しているため視界には靄もやが掛かりはじめていたが、気力を振り絞り途絶えそうな意識を繋つなぎとめた。


    　頼む、もってくれ！


    『――欲するは優越。群集の内より天の糸求め、高きを望む細き腕。愚かなりし賢者』


    「なっ!?」


    　僕は黒雲を仰あおいで驚きよう愕がくする。そこから言葉が聞こえてくる。カラスが、呪文を唱えているとでもいうのか。さらにいつの間にかカラスの群れは数倍に膨ふくれ上がっている。


    『異端に石投げる愚ぐ衆しゆう。闇の礫はりつけ。跪ひざまずく敗者を蹂じゆう躙りんせよ』


    　唱和する数百のカラスの声。


    　くそっ、トンネルまで行けば、こいつらだって引き離せるのに……。


    　詠えい唱しようが終わった気配を察し、僕は立ち止まり《三頭の獄牙ケルベロス》を構える。


    『黒の弾丸ブラツクバウンド!!』


    　僕に放たれる黒弾。だがそれはもはや弾というよりも、こちらを押しつぶそうかという黒い〝面〟だった。


    「お兄ちゃん!?」


    「大丈夫だ、この程度!!」


    　三本の狼ろう首しゆを繰くり出し、弾幕の中心をごっそり抉えぐり取る。外円部の弾は僕らの周りに降り注ぎ、線路に敷き詰められた大きな砂利を撥はね飛ばした。


    　ドクン、と右手が脈動するが、由衣が手を重ねるとすぐに収まる。


    「あたし――《魔銀の鎖グレイプニル》は《チュールの右手》の暴走を抑えたり、取り込んだ魔力を外に出す力があるの。だから、限界は気にしなくていいよ、お兄ちゃん」


    「わかった！」


    　ありがたい。右手の使用に制限がないなら、たとえどれほど魔術を撃たれても餌えさになるだけ。それに吸収した力は魔術を維持する助けにもなったようで、朦もう朧ろうとしていた意識が少しはっきりした。これならまだ戦えそうだ。


    「好きなだけ喰らえ《三頭の獄牙ケルベロス》！」


    　僕はそう叫ぶと、魔術の制せい御ぎよを〝放ほう棄き〟する。その途端、降り注ぐ弾丸を圧するスピードで暴れまわり始める三本の狼ろう首しゆ。


    　ついには弾幕を貫つらぬき、直接カラスへと襲おそい掛かった。だがカラスはあっという間に散開し、高空へ舞い上がる。


    「お兄ちゃん、下!?」


    　だが頭上に注意を向けていた僕へ、由ゆ衣いが叫ぶ。見れば僕の影から白い腕がにゅっと生はえて、由衣の足を掴つかもうとしていた。


    　全身が由衣を失う恐怖に粟あわ立だつ。思考よりも感情によって体が動いていた。


    「このぉっ！」


    　僕は後ろへ跳んで、腕が由衣に触れるのを阻そ止しし《三頭の獄牙ケルベロス》を再び掌しよう握あく。そして溜ため込んだ魔力を腕に向けて吐き出した。


    　由衣を奪おうとする者は消えろ、僕らの前からいなくなれ!!


    　怒りと恐怖がない交まぜの灼しやく熱ねつする衝動と共に放たれる白い光。その迸ほとばしる輝きが影と腕を飲み込もうとする。


    「――迷いし羊ルーズラム」


    　だが影の中から声が響くと、命中する寸前だった輝きの軌道が変わり、空に向かって飛んで行った。


    「気づいたか、あとわずかであったものを……」


    　僕が離れても地に残る、水溜まりのような黒い影から声が響き、腕がもう一本生える。その腕の力で地面の中から這はい出るように、金髪碧へき眼がんの少女が姿を現した。


    「……ホリィ＝ライト、か」


    　荒い息を吐きながら僕はその名を呼ぶ。


    「ああそうだ。どのようにしてあの場から逃げたかは知れぬが、優秀な鳥たちが汝なんじらを見つけてくれたのでな。続きをするために来たのだよ」


    　そう言って僕らを空から取り囲むカラスを一いち瞥べつするホリィ＝ライト。


    「あのカラスは……いったい何だ？」


    「全て《群れクラウド》の者達さ。《求めし愚者》の中には己の精神の一部を他に移し、《式》とする術がある。言葉を思念に変換し《式》へと伝えれば、さらにそこから魔術を使うこともできるのだよ。今ここには数百の魔術師が集つどっておるのだと知るがいい」


    　ガァーガァーと同意するように鳴くカラス。


    　どうする……このまま背を向けて逃げに徹てつするか、ここで戦うか――。


    　しかし行く手を塞ふさぐように線路へ降り立つカラスを見て覚悟を決める。


    　ここで決着を付けるしかない。由衣はホリィ＝ライトに触れられたら終わりなのだと言っていたが、こちらも奴に右手を当てることさえできれば勝てるはずだ。制限のない《魔狼フエンリル》があれば魔術は恐れる必要がない。どれだけ数がいようと勝ち目はある。


    　僕らを飲み込もうとする理不尽な現実を――今度こそ僕の力で打ち砕いてやる。


    　かつて僕らから多くのものを奪った暗い海。逆らうことも抗あらがうことも叶わなかった。でも今の僕には由ゆ衣いを守れるだけの力があるのだ。


    　もう二度と、離すもんか――。


    「由衣、お前はホリィ＝ライトに触れられないことだけに気を配ってくれ。そうだ、もしどうしても間に合わないときは――」


    　抱かかえている由衣の耳元へ囁ささやく。


    「――うん、分かった」


    　由衣も小声で答えた。


    「諦あきらめよ、汝なんじらはもうここで終わりだ。大人しくその役目を果たすがいい」


    　ホリィ＝ライトが「やれ」と鋭く命じるとカラスたちが再び呪文の詠えい唱しようを始めた。それぞれが異なる響き。唱和しない歪ゆがんだ声が、大気を揺らす。


    　そしてホリィ＝ライトは詠唱なしに、僕らへ手を翳かざす。


    「偽りなき嘘トウルーライ！」


    　またあのときの幻影魔術か！


    　今度は十人に分身したホリィ＝ライトを見て僕は舌打ちする。だがやはり、あいつは僕に触れられることを恐れている。これは逃げの戦法だ。


    　ならば僕は、ただ攻め続ける外ほかない。


    「だああああっ！」


    　カラスは無視して狼ろう首しゆを手近な三人のホリィ＝ライトへ向けて振るう。アリッサの体に深刻な傷を与えないよう今回は牙きばを閉じて――。


    　案の定触れるだけで煙と化し右腕に吸収される幻影。残り七人は《三頭の獄牙ケルベロス》を避けつつ僕を取り囲み、全く同じ動作で地に手のひらを付ける。


    「愚鈍な歩みダルステツプ！」


    　ホリィ＝ライトたちが立つ円周上から僕に向けて地面が灰色に変わる。


    　突如としてズヌッと足が沈み、靴くつが地面に張り付く。


    『黒の弾丸ブラツクバウンド』


    『誘う子鬼テンプトオーガ』


    　さらに頭上からカラスたちの《起動言語トリガー》が響いた。降り注ぐ黒弾と、僕の周囲に出現する紙をそのまま切り抜いたかのような白いヒトガタ。


    「こんなものっ!!」


    　三本ある狼首を僕は別々に操る。一つで足元の地面を叩いて呪じゆ縛ばくを解き、もう一本は弾幕の傘かさとして大きく口を広げて身を守る。そして残る牙でまとわり付いてくる紙の兵士を喰い破った。


    　左手で抱く由ゆ衣いの温かさを守るために、失わないために、腕を振るう。


    　渡すものか、渡すものか！　離すもんか!!


    「ただの道具が、調子に乗るな!!」


    　ホリィ＝ライトが怒声を発し、三人がこちらへ駆けてくる。残る四人は僕へ指先を向け「黒の呪縛ブラツクバインド！」と呪文を唱えた。


    「ぐっ……」


    　影から伸びた黒い帯が関節を縛しばり上げるが、指先で狼ろう首しゆを操り、すぐに魔術を消し去る。


    　しかしその隙すきに肉にく薄はくしてきている三人のホリィ＝ライト。このうちのどれかが本物か？


    　だが弾幕の盾たてにしている一本は動かせないため、全員を同時に迎げい撃げきすることができない。


    「由衣っ！」


    　僕はそう呼びかけてから当てずっぽうに二人へ腕を振るった。だがその中に本物はおらず、煙となって消え去る。


    　残るホリィ＝ライトは左から由衣へ手を伸ばしていた。間に合わない。だが指が届く直前、由衣の首輪が銀色に輝き、その輪りん郭かくが縮む。


    「ワンッ！」


    　僕の腕の中で子犬の姿になった由衣が吠ほえた。


    「くだらぬ真ま似ねを――」


    　ホリィ＝ライトの顔が歪ゆがむ。奴の腕は空を切っていた。


    　こいつが本物なら、これで終わる！


    　だが繰り出した狼首はそのホリィ＝ライトをも煙へと変えてしまう。


    「くっ!?」


    　偽者――。


    　してやったという喜びは一転、焦あせりに変わる。


    　残った四人のホリィ＝ライトがその三人を囮おとりにして間近に迫っていた。


    　最後の緊急回避手段を使ってしまった以上、もう小細工は効かない。今度こそ、庇かばい切れない。


    　ふざけるな――こんな程度で諦あきらめるか！　手放してやるもんか!!


    　僕は触れられないよう黒い毛玉をとっさに胸に抱いて蹲うずくまる。


    「由衣に――近づくなぁっ!!」


    　戦術などない、ただ感情を爆発させて溜ため込んだ魔力を狼の口より解き放つ。方向なども気にしない、僕を囲み大口を開けた狼首からとにかく広範囲に輝きを迸ほとばしらせた。


    　まばゆい光が僕ら以外の物を白く染め上げる。


    「があっ！」


    　ホリィ＝ライトの叫びが、耳に届く。スンスンと胸の中で鼻を鳴らす子犬姿の由ゆ衣いを手放さないように抱きしめた。


    　次第に――景色が色と輪りん郭かくを取り戻す。状況は一変していた。


    　空を覆おおっていたカラスたちは残らず地に落ち、ひくひくと痙けい攣れんしている。威力を絞しばらなかったため、衝撃波で気絶しただけですんだのだろう。何羽かは意識を取り戻し、ふらふらと起き上がるが、ショックで魔術の支配は解けたようでガァーカァーと鳴いて飛び去っていく。他のカラスも次第に我に返り、後に続いた。そして後に残ったのは肩で息をする一人の少女だけ。


    「やって――くれおったな……」


    　怒りに顔を歪ゆがめながらホリィ＝ライトが怨えん嗟さの言葉を吐く。


    　いけるかもしれない。《群れクラウド》の魔術師は恐らくもう近くにいない。ここはやはり警戒が薄かったからこそ、奴らはカラスの体を借りて先回りするしかなかったのだ。


    　それに今はホリィ＝ライトを倒す好機。右腕でホリィ＝ライトだけを喰らえば、アリッサの体も取り戻せる。


    　しかし――。


    「…………」


    　にらみ合ったまま、僕らは動けない。先に触れた方が勝ちなのだ。近づいた瞬間に勝負は決する。


    　子犬になった由衣は小さく、《三頭の獄牙ケルベロス》はホリィ＝ライトより数段リーチが長い。


    　こちらの方が有利なはずなのだが、ホリィ＝ライトが発する鬼気は容た易やすく踏み込むことを僕に躊躇ためらわせていた。


    　時間を置けばまたカラスたちは操られて戻ってくるかもしれない……。


    　気が焦あせるばかりで動くタイミングが掴つかめない。


    　由衣を置いて攻撃することも考えたが、僕から離してしまうと予想外のことが起こったときに守れない可能性がある。


    　あいつが居てくれたら……。


    　目の前にいる敵と同じ姿を持つ少女を脳裏に思い描く。そのときだ。


    「ケースケっ！」


    　空から声が響き、僕の隣に二つの影が降り立った。


    　アリッサと――陽ひ名なちゃん！


    　そうか、連れ出すことに成功したのか。アリッサは陽名ちゃんに寄りかかり、辛つらそうな様子だったが「《魔銀の鎖グレイプニル》はあたしに任せて！」と叫んだ。


    「なっ……」


    　動揺を見せるホリィ＝ライト。今しかない！


    「由衣、アリッサのところへ！」


    　僕は由ゆ衣いを地面に下ろし、ホリィ＝ライトに向けて走る。視界の端で人型に戻った由衣が二人に駆け寄っていくのが見えた。これで思う存分戦える。


    　三本の狼ろう首しゆを操り、それぞれ別の方向からホリィ＝ライトへ繰り出す。


    　奴は顔色を変えて後ろへ跳ぶが、《三頭の獄牙ケルベロス》は僕の意思を受け、わずかに首を伸ばす。


    　届く！


    　勝った――そう思ったとき、気づく。ホリィ＝ライトの表情に。奴は、笑っていた。隙すきだらけどころか、先ほど感じた鬼気の欠片かけらもない。


    「何で……？」


    　心臓に冷たいナイフを刺されたかのような悪お寒かんが走る。


    「これで、役目は果たせましたかな？」


    　ホリィ＝ライトが問いかける。僕以外の誰かへ。


    「――ああ、ご苦労だった《鸚鵡パラツト》」


    　答える声は背後から。


    　そんな――!?　


    　僕の指先がホリィ＝ライトの体に届いた瞬間、溶けるように輪りん郭かくが歪ゆがむ。こいつも幻だったわけではない。僕はちゃんと実体に触れていた。ただしそこにいたのは黒いフードを被かぶった老人。狼首に腹を打ちぬかれたその老人は、張り付いた笑みを浮かべながら線路を転がっていった。


    「いやあっ！」


    　由衣の悲鳴。絶望が心を覆おおうのを感じながら振り向く。


    　嘘うそだ、嘘だ――嘘、だ。


    「捕らえたぞ……《魔銀の鎖グレイプニル》」


    　金髪碧へき眼がんの少女が笑う。取り返しのつかない現実を突きつける。


    　アリッサだと思っていた。だけど今なら分かる。あいつには《道パス》を感じない。二人アリッサがいればどちらかが本物。そんな思い込みで、僕は確認を怠おこたった。


    　あいつはアリッサなんかじゃない――ホリィ＝ライトだ。


    「由衣!?」


    　叫ぶがもう遅い。既にホリィ＝ライトは片手で由衣の首輪を掴つかみ、宙に持ち上げて哄こう笑しようしていた。


    　蘇よみがえるのは黒い海で空っぽの右手に気づいたときの記憶。どうしようもない絶望。果てしない後悔。


    　また、また――繰り返すのかよ!?


    「くっそおおおおおおおっ!!」


    　破れかぶれに、僕は突進する。だが奴は口の端はを歪めると、もう片方の手で陽ひ名なちゃんの首を絞め上げながら僕の前に突き出した。


    「動くな、この娘の息が止まるぞ？」


    「っ!?」


    「けい……すけ、さん……すみま、せん……」


    　薄目を開け、掠かすれた声で謝る陽ひ名なちゃん。先ほど奴は陽名ちゃんに寄りかかって見えたが、本当は逆。陽名ちゃんは首に回された手で口を塞ふさがれ、拘こう束そくされていたのか。


    「お前……死は与えられないとか、言ってなかったか？　ならそんなはったり――」


    　それでも立ち止まり、確かめざるを得なかった。陽名ちゃんの苦く悶もんの表情はひどく切せつ羽ぱ詰まっていたから。


    「そうだな、大抵の生き物は死を何より拒絶する。それが本能。《求めし愚者》たる我はその願いを否定することができぬ。だが――この娘は別だ」


    「陽名ちゃんが、別？」


    「この娘は心の奥底で、死を願っている。《鴉クロウ》の元へ行きたいという願いが小さく、だが強く輝いている。愚かな願いだ。汝なんじら兄妹を見てその想いはより強まったのだろう。だが我はそれを賞賛する。賞賛し、叶えてやることができるのだよ」


    「うぐぅっ！」


    　ホリィ＝ライトの腕に力が籠こもり、陽名ちゃんが苦く鳴めいを上げる。


    「やめろっ!!」


    　僕が叫ぶと、ホリィ＝ライトは力を緩ゆるめ、笑う。


    「くく、ならば動かぬことだ。座して終わりの時を見届けよ」


    　由ゆ衣いをさらに高く掲げるホリィ＝ライト。


    「離してっ!!」


    　じたばたと暴れる由衣だが、顔や腕を蹴けられても奴は揺るがない。


    　どうすればいい、何をしたらいい？


    　閉へい塞そくした状況、渦巻く思考。体が、動かない。


    「そう暴れるな《魔銀の鎖グレイプニル》。ようやく役目を終え、解放されるのだ。汝を喰らった兄のお守もりからな」


    　ひどく、違和感のある言葉が耳に届いた。


    「喰らっ、た？」


    　ホリィ＝ライトが告げた台詞せりふの意味が分からなかった。


    「ふん、チュールの右手よ。まだ思い出しておらぬのか？」


    「何のことを……」


    　口ではそう答えたが、心臓は破裂しそうなぐらい脈打ち、頭ず蓋がいの中心が焼けるように熱くなっていた。黒い夢が眼球の奥にちらつく。


    　今の言葉から僕は何かを想像した。けれど、僕の脳がそれを認めるのを拒み、曖あい昧まいにごまかそうしている。それを自覚する。


    　考えてはいけない考えては――。


    「ほう、どうやらずいぶんと緩ゆるんではいるようだ」


    　ホリィ＝ライトが目を細め、首輪を握る手に力を込めた。


    　ビギッと由ゆ衣いの首輪にひびが走る。


    「ならば取り戻すがいい。妹を鎖くさりに選んだのは汝なんじ自身だという記憶をな」


    　頭の中で……錠じようが外れる音がして、記憶の扉が開く。


    「ダメぇっ！」


    　由衣が大声を上げるが、僕の意識はあの荒れ狂う波へと落ちていく。


    　もう止められない。夢は過去という現実に姿を変えて僕を覆おおい尽くす。


    　蘇よみがえる始まりの日――海難事故の情景。欠けた思い出。


    



    　――教えてやろうチュールの右手。この世界にはヒース＝ストーリングが仕掛けた防衛機能がある。その名は《反牙リバスウオルフ》――


    



    　遠くからホリィ＝ライトの声が響く。だが僕は記憶の中の海に飲まれ、かすかにしか聞き取れない。


    　海に落ちた僕は由衣の手を握り、必死に海面を目指していた。


    



    　――《反牙リバスウオルフ》は方はこ舟ぶねの外に《高次存在ヴイナー》や魔術パスを持つ人間が出た瞬間、最も近くにいる生命体を媒ばい体たいに発現し、その破戒者を喰らう。魔術の流出や、我のような裏切り者の脱出を防ぐためにはそのぐらいの迅じん速そくさは必要だった。だがそれでは我に都合が悪い――


    



    　暗い淵ふちから逃のがれようと足あ掻がく僕の行く手にまばゆい白びやつ光こうが輝く。その光に照らされて海面がすぐ近くだと理解した僕は力を振り絞って水を掻いた。


    　ホリィ＝ライトが語ることは《魔狼フエンリル》についての説明に酷こく似じしていたが、微妙に違う。過去を見ながら頭の片隅で思う。


    



    　――汝が見た光は方舟の結界を破った星ほし竜りゆうの咆ほう哮こう。そして我が娘は開いた穴から外の世界へ飛び出た。本来ならば《反牙リバスウオルフ》が発動し、我が娘は瞬時に屠ほふられていたろう。しかしそうはならなかった。それは何な故ぜか――


    



    　知るわけがない――僕はただ必死に過去の海を泳ぐ。


    　だが指先が大気との境界面に触れる寸前、右手が震えた。同時に全身が痺しびれ、体の自由が利きかなくなる。速さと強さを増していく脈動。由ゆ衣いと繋つないだ右の手のひらが焼けるように熱くなった。


    



    　――我が《反牙リバスウオルフ》の〝名〟を改変したのだ。ヒースが《反牙リバスウオルフ》を創ったとき、我はそれを北ほく欧おうの神喰らう魔ま狼ろうフェンリルに準なぞらえた。確かに似ているとヒースは苦笑していたな。以来方はこ舟ぶね内で《反牙リバスウオルフ》は魔ま狼ろうと別称で呼ばれることが多くなったが、奴らはその危険性を分かっていなかった――


    



    　右腕が意思とは関係なくビクンと震えた。ぞわっと腕から黒く太い体毛がわき出る。


    　ここから先ははっきりと夢に見たことがない。


    



    　――歴史を積んだ既き存ぞんの概がい念ねんは新しきものを容た易やすく侵しん食しよくする。我はその名を〝狼〟という属ぞく性せいの共通項から《反牙リバスウオルフ》に流入させ、神話にあるように時が来るまで二つの戒いましめにより封じておける《魔狼フエンリル》という魔術へと改変・置換したのだ。我の力を反転し取り込む経路を逆に利用してな――


    



    　黒く染まった腕は膨ぼう張ちようする。右腕の先にいる由衣が意識を取り戻し、目を見開いて変容する僕を見た。


    　ごぼっと由衣の口から大きな泡が漏れる。悲鳴を上げたのだろう。その恐怖に顔を歪ゆがめて、僕の腕を振り解ほどこうと暴れる。僕自身も由衣の手を離そうとしているのだが、まるで張り付いたように動かない。


    　膨ふくれ上がる獣のような腕に飲まれていく由衣。


    



    　――その二つの枷かせこそが《チュールの右手》と《魔銀の鎖グレイプニル》。チュールの右手の媒体となった人間はまず右腕のみに《反牙リバスウオルフ》を顕けん現げんさせる。そしてその手でもう一人、媒介となるものを《魔銀の鎖グレイプニル》として取り込むことで《魔狼フエンリル》として安定する――


    



    　由衣の口が動く。


    「お――にい――ちゃ――」


    　空気と共に吐き出されるくぐもった声が耳に届く。


    　由衣は僕を恐れながら、僕に助けを求めていた。


    　あ、ああ……。


    　あああああああああああああああああああああああああっ!!


    　やめろっ、やめてくれ!!


    　広がる黒毛が視界を埋め尽くし、由ゆ衣いを侵食する。


    　僕の、僕の腕が、由衣を――。


    



    「やめろぉぉぉぉぉぉっ!!」


    



    　気がつくと黒い景色は消え、磨みがき上げられた鋼はがねのレールが目の前にあった。


    「どうだチュールの右手、思い出したか？　《魔銀の鎖グレイプニル》は魔術発現時の記憶も纏まとめて封じる。精神が壊れれば媒ばい体たいとして成り立たなくなるゆえにな。チュールの右手には我が準備を整えるまで、檻おりの役を果たしてもらう必要があったゆえ、そのような細工をしたのだよ」


    　ホリィ＝ライトの言葉は半分も頭に入ってこなかった。僕は膝ひざを突き、荒い息を吐きながら由衣を飲み込んだ己の右腕を見つめる。


    「ぼ、僕が……」


    「違うよ、お兄ちゃん！　悪いのはお兄ちゃんじゃ――」


    「そうだな、悪と呼ばれるは我だろう。しかしそれがどうした。誰のせいであろうと、この娘を殺したのは汝なんじだよ」


    　殺し、た――。


    　視界が霞かすんだ。頭が痛い。何も見えなくなる。


    　直接、命を奪ったのは……僕。


    　それは手を離してしまうことよりも、なお明確な罪。背負い切れぬ大きな業ごう。


    「しかも死んでなお、《魔銀の鎖グレイプニル》は汝の中に意識だけで縛しばられ続けたのだ。もう楽にしてやろうは思わぬか？」


    「それ、は……」


    　何も答えられない。正しいことが分からない。


    「いい顔だ。どうだチュールの右手、罰ばつを欲するか？」


    「罰？」


    「罰とは罪を贖あがなう方法だ。この者が汝に罰を与えてくれよう」


    　ホリィ＝ライトはそう告げると「影歩きシヤドウバイパス」と告げる。


    　空中に暗い穴が開き、そこからドサッと何かが落ちてきた。全身を黒い帯で縛しばられ、口には猿さる轡ぐつわをされた金髪碧へき眼がんの少女。


    「アリッサ――」


    　僕は彼女の名前を呼ぶ。意識はあるようで、アリッサは地面にぶつかった衝撃に小さく呻うめいていた。


    「我はこの街を制圧すると同時に、まず娘を押さえた。何よりも重要な鍵かぎであるのだからな。チュールの右手よ、神々を奪った大罪を持つ《天牢ウオルフ＝ライエ》をその身に呼び、己の罪と共に罰ばつを受けることが汝なんじの役割と知れ」


    　由ゆ衣いは違う違うと首をぶんぶん振っていたが、僕はホリィ＝ライトの言葉を拒絶できない。


    「だ、め……です、けいす……けさん……わたくしに、かまわ……ず」


    　陽ひ名なちゃんも僕に呼びかけるが、どうしても立ち上がれない。足が動かない。


    　与えられる罰を……心のどこかが欲している。


    「僕、は――」


    　逃のがれたい、この苦しみから。この胸の痛みから。


    「くく――くはははははははははっ！　今願ったなチュールの右手！　罪の拒絶を。罰の容認……己の滅びを!!」


    　ホリィ＝ライトが唇くちびるを吊つり上げる。


    「え？」


    「よいことを教えてやろうか。我は先ほどまで《魔銀の鎖グレイプニル》を砕く一言を告げることを躊躇ためらっていたのだよ」


    「何、言って……」


    「意識がないならまだしも、己と妹の滅びを拒む強い〝願い〟を汝なんじは持っていた。それに反することをすれば我自身も少々存在に傷を負ってしまう。それはできうるなら避けたかったのでな、汝の願いが揺らぐのを待っていた。ああ、ちなみに《魔銀の鎖グレイプニル》は人ではないゆえ、その望みなど我は考こう慮りよせぬ」


    　まさか……今、僕は――。


    「最後に心へ刻め、妹を再び殺す引き金を引いたのは自分自身だと――」


    　ホリィ＝ライトはそう告げて由衣の首輪に視線を向けた。


    　やめろ……。


    　しかしもう声も出ない。僕は二度も由衣を――。


    「さあ、千年もの神の空白を終わらせよう。落日ではなく夜明けとなる黄昏たそがれを我は導く――《神々の黄昏ラグナロク》!!」


    　由衣が声なき叫びを上げる。首輪から銀の光を放ち、ひび割れが広がる。


    　眼球を焼くような輝きの中で、由衣の姿が消えていく。


    



    　バキイイイイイイィィィィン――……。


    



    　妹が、壊れる音がした。


    　その音は、僕の心をも粉々に砕いていく。


    　そして空っぽになった遠とお見み啓けい介すけという殻からは――ひび割れ、崩れた。


    



    
      *

    


    



    　時を同じくした、友とも月づき総合病院。


    　その数あま多たある病室の一つで少女が眠っていた。顔には仮面が張り付いていたが、その仮面はチロチロと炎を上げて燃えており、半分ほど顔が露出している。


    　肩までの黒髪に透けるような白い肌の美しい少女だ。しかしその胸には黒い傷とひび割れが醜みにくく刻まれていた。


    「う……ぐぅっ……」


    　半開きの口から荒い息と共に呻うめき声が漏れる。少女は痛みと苦しみの中にいた。


    　胸の傷は肉体を蝕むしばみ、仮面は精神を侵おかそうと少女を苛さいなむ。だが虚うつろな意識で少女は抗あらがっていた。


    『いや……こんなものに、私を明け渡したく、ない……』


    　少女は胸のうちで叫ぶ。


    『――何かが、起こってる……こんなところで……寝ている場合じゃない、のに……何のために私は……』


    　精神力を搾しぼり出して仮面を排はい除じよしようとする少女だが、それは逆に胸の傷を広げる結果になる。


    「ああっ……くうううっ――!!」


    　あまりの痛みに叫びを上げる少女。ゆえに気づかなかった。病室の中へと何者かが入ってきたことに。


    「――死にたくないか？　月の同どう朋ぼうたる娘よ」


    　その何者かは手を少女の額ひたいに乗せてそう訊たずねた。


    「だ、れ？」


    　少女は驚き、かすれた声で問い返す。薄目を開けても額の上にある手で遮さえぎられて顔は見えない。


    「わらわの質問に答えよ。お主は生きたいと願うか？」


    　疑問が胸の内で渦巻くが、苦痛で朦もう朧ろうとした意識は余分なことを考えられる状態ではない。気づけば少女は素直に願望を口にしていた。


    「死にたく……ない。私……行かなきゃ……啓けい介すけくんの、ところへ……」


    「ならば運命を背負うか？　さすれば命を拾ってやろうぞ。ただしそれは死よりも辛つらきものやもしれぬが」


    　何を言っているのかは理解できなかった。けれど少女は迷いなく求める――生を。


    　このまま何もできずに、何も分からずに死ぬのだけは嫌だった。


    　どんなことになっても会いたい人が、力になりたい人がいたから。


    「そうか、ではお主こそがわらわの〝後継〟だ」


    　少女が頷うなずくのを見て、何者かは告げる。


    「――目を閉じておれ」


    　言われた通りに少女が目を瞑つむると何者かは手を額ひたいから胸の黒傷へと移し、寝間着の前を開いて傷を顕あらわにした。


    「心を削られておるならば……埋めればよかろう」


    　何者かは懐ふところから小刀を取り出すと、鞘さやから抜き放ち、躊躇ためらいなく自らの手首を浅く切り裂いた。つぅーっと赤い血が腕を伝う。垂れた血液が黒い傷の上にぽたぽたと滴したたった。


    「ああっ!?」


    　その途端、少女がビクンと身を逸そらせ、叫ぶ。血はあっという間に傷へと染み込み、黒かった傷とひび割れを赤く染めていく。顔に残っていた仮面が勢いよく燃え上がり、完全に焼失した。


    　少女の脳裏に真っ赤な景色が投影される。赤い月と血に濡れた大地。そして大男と小さな女の子。響く――嘆きの声。


    「苦しいか。だがお主の器なら受け止められよう」


    　やがて傷は紅に輝き始め、少しずつひび割れが消えていく。


    「忘れるでないぞ。お主が命の対価に負ったものを。わらわの血を得た以上、もはや逃れようもないものではあるがな」


    　何者かは傷が小さくなっていく様子をじっと眺めていたが、ふと何かに気づいたように顔を上げた。


    「……そろそろ戻るとしようか。だがその前に聞かせよう。覚えておくがよい、お主の運命の名、それは――友とも月づき家当主〝朋とも月づき未み永えい〟という役割だ」


    「み、えい……？」


    　少女は問い返すが何者かはもう口を開かずに、部屋を去った。


    　そのしばらく後、今度は荒々しく扉が開かれる。


    「はぁっ、はぁっ……友月さん、どう？　生きてるかしら？」


    　部屋へ飛び込んできた長い髪の少女が中へ呼びかける。


    「――冬ふゆ上がみ、さん？」


    　ベッドの上で眠っていたはずの少女は、上半身を起こして不思議そうに自分の胸へ手を当てていた。


    「あ、あら？　思ったよりずいぶん元気そうね。ひどい傷を負ってたんじゃないの？」


    　戸惑ったように冬上と呼ばれた少女は首を傾かしげる。


    「うん。そのはず……だった。でも――」


    　少女のはだけた胸元には、もう傷一つ残ってはいなかった。
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    第四章　愚者の願い、光輝の右手


    



    
      ０

    


    



    　ケースケ、ケースケ、ケースケぇっ!!


    　それは僕のものではない声。けれど僕の内側から響く声。僕と繋つながった彼女の声。そして彼女が見ている景色。


    　アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライトは叫んでいた。口は塞ふさがれて声は出ずとも心で絶叫していた。


    　その視界にあるのはもう遠とお見み啓けい介すけの原型を失おうとしている黒い塊かたまり。


    　やめてやめてやめてやめて！　どうしてどうしてどうして!?


    　心の内は悲しみと恐怖と憎しみと怒りで荒れ狂っていた。


    



    　ケースケ、いなくならないで、ケースケじゃなくならないで！


    



    　悲しみと恐怖は消えてしまおうとしている目の前の大事な人に向けて放たれ。


    



    　なんでこんなことをするの？　なんであたしから奪うの？　どうして笑うのよ！


    



    　憎しみと怒りは自分の隣で哄こう笑しようする己と同じ姿をした少女へ迸ほとばしっていた。


    　だがそんな感情を凌りよう駕がする圧倒的な〝衝動〟が奥底より湧わき上がる。


    　いやっ、あたしは、あたしは――。


    　自分が崩れていく。アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライトが砕けていく。より大きな〝名前〟に飲まれていく。


    　在り方が変質する。義務と役目があたしを書き換えようとする。


    　ケース、ケ。


    　あたしの名前を覚えていてくれると誓ちかった少年の名を呼ぶ。


    　求める。自分の名を呼んでくれるはずの彼の声を。


    　しかしその声の先にいるのは既に《天使王あたし》の〝敵〟だった――。
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      １

    


    



    　どくん、どくん――。


    　それは心臓の音。僕に宿るもう一つの存在が伝える命の鼓こ動どう。


    　黒く染まった《三頭の獄牙ケルベロス》が膨ぼう張ちようし、僕を飲み込んでいく。僕という存在が喰われていく。右腕は黒毛に覆おおわれ、狼の首と融ゆう合ごうし、取り込まれる。


    　三本あった狼ろう首しゆは捻ねじり合い、食い合うようにして一つの大きな狼ろう頭とうへと変じ、その巨大な口こう腔こうが主であったはずの僕を丸まる呑のみにした。視界が閉ざされ、生暖かい闇やみが僕を包み、蠢うごめく。


    　痛くも、心地よくもない。ただ自分が薄まり広がっていくような感覚。


    　拒もうという意思は湧わいてこない。絶望に心を委ゆだね、僕は考えることを放ほう棄きする。


    　由ゆ衣い、由衣――ゆい、ユイ――。


    　頭に渦巻くのは妹の名前。言葉になることもなく、ただその二音だけを繰り返す。


    　謝る言葉も思いつかない。いや、謝罪することすらおこがましい。


    　いつの間にか、黒に覆おおわれたはずの視界が開けていた。とても高い視点から僕は外界を眺ながめていた。


    　足元でホリィ＝ライトが笑い、陽ひ名なちゃんが僕に何かを叫んでいる。だが上う手まく聞き取れない。ホリィ＝ライトは暴れる陽名ちゃんを煩わずらわしそうに投げ捨てた。


    　わずかに感情が湧きあがる。


    　胸の中心が焼けつくような熱い衝動。これは――怒り。そして自分ではない部分が抱く――飢うえ。


    　二つの情動が、奴を喰らえと命じていた。


    「ガアアアアアアアァァァァァァァァッ!!」


    　口から出たのは獣の咆ほう哮こう。もう僕は遠とお見み啓けい介すけという殻からを失ったことを悟る。意識の境界が消え、魔ま狼ろうと混ざり合っていく。


    　思考など必要ない、本能だけの獣へ。


    　広がる、広がる、広がる――。


    　魔ま狼ろうと一つになるほど拡大していく意識。まるで世界に溶けていくようだ。これが魔ま狼ろうの知覚なのか。あらゆるものが同時に理解できる。自身の存在すらも天から見下ろしているかのように、客観的に認識する。


    　高架の上に立てる大きさなどもはや越えようとしている巨大な黒狼。それが僕だった。


    　波打つ黒い体毛はまるで炎のように揺らめき、その体たい躯くは細く引き締まっている。


    　毛色は黒と言ってもそれは完全な闇色ではなく、わずかに藍あいの混じった――譬たとえるなら夜空の色に似ていた。瞳は若い恒こう星せいのごとき青白く眩まばゆい輝きを放っている。


    　膨ぼう張ちようを続けながらも、魔ま狼ろうは衝動に従いホリィ＝ライトへ喰らいつく。だが牙きばが届く寸前、ホリィ＝ライトの足元に倒れていた少女の体から白い電光が瞬またたき、魔ま狼ろうを勢いよく弾き飛ばした。


    　今の少女は誰だったか――名前が浮かばない。


    　電線を引きちぎりながら高こう架かの上から下の山林へと落下する魔ま狼ろう。だが、さらに体を大きくし、森を割るようにして立ち上がる。もはやその身長は山に届く勢いだ。


    　しかしそれを凌りよう駕がする大きな輪りん郭かくが宙に現る。中心にいるのは金色に輝く少女。うつろな目でこちらを見ている。その周囲を飛び回る光点が、雲に至るような巨人を顕けん現げんさせていく。


    「《天使王ミトロン》よ、今こそ世界の歪ゆがみを、《天牢ウオルフ＝ライエ》を断て!!」


    　もう蟻ありほどの大きさにしか見えないホリィ＝ライトが叫ぶ。


    　魔ま狼ろうの衝動はホリィ＝ライトを喰らいたいと訴えていたが、目の前に現れようとしているモノの強大さを感じ取った本能が警告を発し、それを押し止とどめる。


    　具ぐ現げん化する――背に翼を持ち、鎧よろいを纏まとった巨人が。背せ丈たけだけならば魔ま狼ろうの二倍以上はある巨きよ躯くだ。その高みから魔ま狼ろうを睥へい睨げいし、手に持った巨大な剣を振り上げる。


    　オォォォォォォォ――。


    　巨人がこちらを威い圧あつするように声を上げた。


    　ああ、あれが罰ばつだ。


    　剣を見て、魔ま狼ろうの中に溶けた僕が感じたのは安あん堵どだった。もはや何に対する罰なのかさえ思い出せなかったが、それを望んでいることだけは理解できた。


    　だが魔ま狼ろうは僕の思いとは裏腹に闘志を滾たぎらせる。


    「ガアアアァッ!!」


    　応じるように吠ほえ返す魔ま狼ろう。その体が、また一回り大きくなった。


    　空を裂き、巨大な剣が落ちてくる。


    　飛び退こうとする魔ま狼ろう。しかしあまりに剣は大きすぎて回避は間に合わない。


    　ザンッ――！


    　魔ま狼ろうの前足が肩口から切り飛ばされる。感覚としての痛みはなかったが、魔ま狼ろうは苦しげな鳴き声を上げた。


    　振り下ろされた剣は地面にめり込んでいる。巨人はそれをわずかに持ち上げ、今度は突きを放ってきた。


    　森林を貫つらぬき、山を穿うがつ巨剣の突進から逃のがれようとした魔ま狼ろうだったが、今度は後ろ足を削り取られてしまう。


    「グルアアアアアアアアアッ!?」


    　立つことができなくなり、森の中へ倒れる魔ま狼ろう。


    「そうだ、それでいい！　さあ、止とどめだ《天使王ミトロン》！」


    　ホリィ＝ライトが歓喜の声を上げる。それに応えるがごとく、巨人は剣を天に掲げた。


    　終われる――罰ばつを受けることができる。


    　その光景を見て感じたのは恐怖ではなく、安らぎだった。


    「ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」


    　けれどそこに響く魔ま狼ろうの咆ほう哮こう。


    　斬り飛ばされた魔ま狼ろうの脚が液状となり、魔ま狼ろうの体へと吸い込まれていく。


    　どくん――。


    　そして脈動。瞬時に欠けつ損そんした体が再生し、体もさらに膨ぼう張ちようする。魔ま狼ろうは唸うなり声を上げながら立ち上がり、今にも振り下ろされんとする剣を蒼あおい瞳で見上げた。


    　オォォォォォォォォ――。


    　空より落ちる、魔を断つ剣。だが魔ま狼ろうはもう避けようとはせず、あぎとを開いて剣を待ち受けた。


    　ギィィィィンと金属同士がぶつかった音が響く。


    



    　――……っ！――


    



    　その瞬間、意識にノイズが走る。


    　ダメージを負ったのかと思ったが、天使の剣は魔ま狼ろうの牙きばに挟まれ、受け止められていた。


    「馬鹿なっ……」


    　ホリィ＝ライトが上げた驚きよう愕がくの声を聞く。


    　魔ま狼ろうは剣を止めたばかりでなく。牙を突きたて、噛かみ砕く。そして今度は逆に、《天使王ミトロン》へと飛び掛かった。


    　首元へ喰らいつこうとした牙は巨人の腕で阻はばまれるが、その勢いで巨人を山の斜面に押し倒す。腕に牙を立てながら相手の体を押さえつける。


    　オォォォォォォォッ！


    《天使王ミトロン》が悲鳴のような声を出す。牙は甲かつ冑ちゆうを突き破り、腕に食い込んでいた。


    



    　――いた……いっ！――


    



    　再び意識に走るノイズ。誰かの叫び。さらには激痛。魔ま狼ろうが傷ついたときには感じなかった感覚だ。


    　これは何だろうと僕は考える。


    　それにどうして《天使王ミトロン》は組み伏されているのだ？　僕はこいつに断罪されるはずではないのか？


    「《天使王ミトロン》が、圧おされているだと……？　有り得ん、《天使王ミトロン》は《天牢ウオルフ＝ライエ》を滅ぼしうる存在のはずだ。でなければヒースが封じる必要はない！」


    　ホリィ＝ライトが動どう揺ようを隠すこともできずに叫ぶ。


    　そう、このままでは魔ま狼ろうは巨人を喰らう。


    　いや……違う。あれ、これは誰だ。この巨人は――誰だった？


    　僕は誰を殺そうとしている？


    　その時、巨人の体から猛烈な光が溢あふれた。白い電光が牙きばを押し戻し、魔ま狼ろうを空へ吹き飛ばす。宙を舞った黒い巨体は高圧電線を繋つなぐ鉄塔をなぎ倒し、山を抉えぐって止まる。


    



    　――ケー、スケ……――


    



    　先程よりも鮮明に声が響く。知っているのに思い出せない。相手のことも、自分自身のことも。


    　魔ま狼ろうはただ本能と役目に従い、光を発しながら起き上がる巨人へ牙を剥むく。


    　巨人には変化が起こっていた。左腕が輝きながら輪りん郭かくを歪ゆがめ、筒のような形状となる。


    「そうか、攻性概念を取り込んでいるのか――千年前の武器ではなく、この時代の殺傷兵器を模もして……」


    　感嘆し、頷うなずくホリィ＝ライト。


    　オォォォオォォオォォォ――!!


    　巨人が啼なき、こちらへ円筒形となった左腕を掲げた。その先端に光が収束する。魔ま狼ろうの視界の中で光が瞬またたいたと同時に、額ひたいに衝撃が走った。


    「グゥルゥッ!?」


    　魔ま狼ろうが頭を振って呻うめく。目で追うことはできなかったが、巨人の左腕から放たれた光こう弾だんを額に受けたのだ。


    　筒の先にまた光が灯ともり、先ほどより大きく膨ふくれ上がる。


    　連続する閃せん光こう。光弾が回避など不可能な速さで魔ま狼ろうの全身を穿うがつ。


    



    　――だ、め……――


    



    　一撃を受けるたびに誰かの声が聞こえる。だが体を抉られる度に怒り狂う魔ま狼ろうの意思に飲まれて、それが誰かということなど気にすることもなくなる。


    　巨人は身動きの取れなくなった魔ま狼ろうへゆっくりと近づいてくる。右手の中に砕かれたはずの剣が復元し、握られた。


    「ウォォォォォォォォォンッ!!」


    　魔ま狼ろうが遠とお吠ぼえを上げる。体には数え切れぬ光こう弾だんが命中し黒い血が飛び散るが、そんなことを意に介さず、魔ま狼ろうは顎あごが外れそうなほどに大口を開ける。上顎と下顎の犬歯の間にバチッと黒い稲いな妻ずまが走り、その中間に黒い球体が現れる。するとそれまで魔ま狼ろうの体に降り注いでいた光の弾丸が軌道を変え、その球体に吸い込まれ始めた。


    　いや――光弾だけではなく、周囲の大気自体を引き寄せている。風が渦巻き、天からは竜巻のようになった雲まで黒球に飲まれる。


    　そしてついには巨人の体までも浮き上がり、魔ま狼ろうに向けて引き寄せられていった。黒球は膨ぼう張ちようし、魔ま狼ろうの口こう腔こう一杯にまで大きくなっている。


    　だが巨人はそれを好機とばかりに、間合いに入った剣を魔ま狼ろうの首めがけて振るった。ギロチンのごとき重い刃やいば。牙が塞がっている以上、防ぐ手立てはないように思えた。


    　ああそうだ、これでいい、これでいいんだ。


    「断て！　《天使王ミトロン》！」


    　ホリィ＝ライトが叫ぶ。


    　黒い血が――迸ほとばしる。


    　首に鈍い衝撃。これで終われる。終われた――はずだった。


    　けれどそれはわずかな量。一刀の元に首を切り落とさんとした大剣は魔ま狼ろうの毛皮に少し食い込んだだけで止まっていた。


    　罰ばつは――罪を断つことが叶わなかった。


    「ガァアアアアアアアアアアッ!!」


    　魔ま狼ろうが咆ほう哮こうし、隙すきだらけとなった巨人へと黒球を放つ。牙から離れた黒球はあっという間に巨人をも超える大きさに膨ふくらむ。


    　巨人は武器と化した左腕でそれを受け止めようとしたが、逆に黒球へ取り込まれ、バキバキと円筒状の砲身が砕けていく。


    　オオオオオオオォォォォォン――。


    　響いた音は、まさしく巨人の悲鳴だった。拡大する黒い球は巨人の体を飲み込む。甲かつ冑ちゆうがひび割れ、次々と砕けていく。そして巨大になりすぎてバランスを保てなくなったのか、球体だった形状が歪ゆがみ、黒球は弾けるように爆発した。


    　黒い爆風が周囲をわずかな間、夜へと変える。吹き飛ばされた巨人は山に激突し、土砂に埋もれた。


    「このような……ことが……」


    　ホリィ＝ライトは呆ほうけたように呟つぶやき、膝ひざをつく。


    　巨人は満まん身しん創そう痍いだった。鎧よろいはいたるところが砕け、翼は半分以上ちぎれ飛んでいる。光弾を打ち出していた左腕は完全に消失し、肩口に歪いびつな断面を残していた。


    「《天使王ミトロン》でも、敵かなわぬだと？　世界の理ことわりが、守護者が……く……くく……ここで潰ついえるのか、喰われて終わるのか。ふざけるな……おかしい、おかしいぞ。我は何を間違えた？」


    　震える声で自問するホリィ＝ライト。


    　魔ま狼ろうはそれを次の獲物と判断して、まず巨人の息の根を止めるべく歩き出す。倒れた巨人は傷口が輝き、少しずつ修復さているようだったが、近づいた魔ま狼ろうは再生を始めた巨人の左腕を前足の爪つめで切り裂き、さらに砕いた。


    



    　――くぅっ……ああっ……ああ……――


    



    　頭に響く声は苦しんでいるようだった。そして何な故ぜか、僕の左腕が、全身がひどく痛んだ。まるで巨人の痛みを僕が感じているようだ。


    　しかしそんなことは構わず、魔ま狼ろうは牙きばで、爪で、巨人の体を砕き、抉えぐり、喰らう。


    　何か、心が空っぽになっていく。


    　大事なものが、かけがえのないものが、手の届かないところで壊れていくみたいな虚きよ無む感。


    　こんなはずじゃ、こんなはずじゃないのに――。


    



    　――ケー……スケ……――


    



    　それは誰の名だ？　何度も何度も巨人を攻撃するたびに響く名前。


    　分からない。だから破壊する。分からないから、怖いから。


    　魔ま狼ろうの視線が巨人の頭部を向いた。そこは一番損傷が少なく、十字型に穴が開いた兜かぶとの中心に一人の少女が磔はりつけにされていた。


    　精せい緻ちで可か憐れんな顔立ち。華きや奢しやな体。金色の髪。目を閉じた姿はまるで芸術品のようだ。


    　けれど、それは決して彫像などではない。僕は彼女が動く姿を知っていた。彼女の笑った顔を覚えていた。


    　あ……。


    　あ、ああ……。


    　あああああああああっ！


    　駄目だ。思い出してしまった。もう無駄なのに。どうしようもないというのに。


    　苦しんでいるのは彼女だった。泣いているのは彼女だった。壊れているのは彼女だった。砕けているのは彼女だった。


    　そして、喰らってしまったのは僕だった。


    　――アリッサ。


    　僕が何を思おうと魔ま狼ろうは巨人を壊すことを止やめない。一撃ごとにアリッサの悲鳴と痛みが届く。


    　心で止めろと叫んでも魔ま狼ろうの本能に飲まれ、かき消される。


    　アリッサの命も僕は喰らうのか……だけでなく。


    　だけでなく？


    　ああ、由ゆ衣いだ。由衣のことも――魔ま狼ろうに身を任せることで忘れていた。


    　償つぐなえないから、背負えないから。魔ま狼ろうに委ゆだねてしまった。だけどそれで正しいのだ。正しかったのだ。遠とお見み啓けい介すけでいれば、壊れてしまう。


    「ガアアアアアアァァァァァァァァァァッ!!」


    　魔ま狼ろうが吠える。それは勝かち鬨どきの雄お叫たけび。巨人の首を引きちぎろうと牙きばを開く魔ま狼ろう。


    　無理だと分かっていた。抵抗すればするほど、強く拒めば拒むほど、心は傷を負う。


    　壊してしまおう、自分の心も、目の前の敵も。そうすれば楽になる。


    　でも、それでも最後に僕は叫んだ。諦あきらめられるわけがなかった。


    　全力で、願い、訴えた。


    　やめてくれええええええええっ!!


    　しかし振り下ろされる牙は微み塵じんも揺るがない。アリッサが、魔ま狼ろうの口こう腔こうに飲まれ――。


    



    「怒りの炎ヒユアリブレイズ!!」


    



    　だがそのとき、空を透明な声が貫いた。


    　魔ま狼ろうの頬ほおに激突し、爆発する炎えん塊かい。その衝撃で魔ま狼ろうの牙は逸それ、代わりに山肌を抉えぐった。


    　今の……声は――。


    「グルルルルルル……」


    　唸うなり声を上げて、炎が放たれた場所を睨にらむ魔ま狼ろう。


    　高架上の線路。ホリィ＝ライトが膝ひざをつく傍かたわらに制服姿の少女が立っていた。肩までの癖くせのない黒髪、人形のような白い肌、そして揺るがない強い眼差し。


    　友とも月づき!?


    「な、汝なんじは……何な故ぜ――」


    　ホリィ＝ライトも驚きよう愕がくの声を上げる。それはそうだ。負わせた致命的な傷により、ベッドから起き上がることもできなくなった友月が魔術を使ったのだから。　


    　しかし友月はホリィ＝ライトに構わず魔ま狼ろうを――僕を見つめる。


    「啓介くん……啓介くんなんだよね？」


    　確かめるように問いかけてくる友月。


    　答えたかった、頷うなずきたかった。けれど魔ま狼ろうは牙を剥むいて唸うなるだけ。


    　いけない、このままじゃ友月も――。


    《天使王ミトロン》ならまだしも、《嘆きし魔王》の力は魔ま狼ろうの餌えさになるだけだ。


    　やめてくれ、もうこれ以上僕は……。


    「そう……です、あれは、啓けい介すけさん……です」


    　倒れていた陽ひ名なちゃんがよろよろと立ち上がって友とも月づきに告げる。


    「陽名さんっ、大丈夫!?」


    　友月が駆け寄ってその体を支えた。


    「ええ……それよりもお願いです未み由ゆさん。逃げてください。わたくしには啓介さんの心が見えるのです。啓介さんは未由さんまで傷つけたくないと――願っています」


    「啓介くんには、意識があるの？」


    「はい……先ほどまでは魔ま狼ろうと溶け合っていましたが、今は自我を取り戻しているはずです。啓介さんの色が、魔ま狼ろうと分かたれているのが見えますから。しかし……魔ま狼ろうの強い衝動と本能に逆らうにはあまりに小さい意思。このままでは《嘆きし魔王》の《道パス》を持つ未由さんは――」


    「よかった、啓介くんは、啓介くんなんだね」


    　だが友月は陽名ちゃんの絶望的な宣告を聞いて笑う。


    「え？」


    　きょとんとする陽名ちゃん。


    「だったら大丈夫。私が、助ける。啓介くんの意思だけじゃ足りないなら――私が手伝ってあげればいい！」


    　強い眼差しを魔ま狼ろうに向けて友月が言う。


    　陽名ちゃんをレールの上に座らせ距離を取ると、両手を僕に掲げ詠えい唱しようを始める。


    「奪うは幸福。眩くらき赤の満ちる底、痛みに震える猛たけき姿。滅び望みし悲しき王――震え、のたうち、彼の日を忘れず、永えい劫ごうに苦しむ者……」


    　何を考えてるんだ!?　魔術なんか魔ま狼ろうには通じないのに。


    「止やむことのない嘆き。涙は涸かれ、心を染めるのは赤き怒り」


    　ほぼ無力化された巨人よりも、友月へと注意を向ける魔ま狼ろう。恐らく友月が使おうとしている魔術に反応したのだろう。


    「嘆きが撒まきしは新たな嘆き。怒りが生みしは新たな怒り。王はただ絶望に叫ぶ！」


    「ガアァァァァァッ!!」


    　友月に向けて吠ほえ、大口を開ける魔ま狼ろう。先ほどのような不意打ちでもない限り、魔ま狼ろうは魔術を喰らうだろう。だが友月は待ち構えている魔ま狼ろうの口こう腔こう目掛けて迷わず《起動言語トリガー》を引いた。


    「嘆きの咆哮グリーブハウル!!」


    　放たれる赤い輝き。それはそのまま魔ま狼ろうの口の中へ吸い込まれた。


    　魔ま狼ろうの体が震え、さらに体が成長する。


    　やめろ――無駄だ！　魔術はこいつの栄養になるだけなのにっ。


    　だが、しばらくして気づく。友とも月づきの魔術が途切れない。赤しやつ光こうは弱まるどころか、輝きを増していく。


    「――好きなだけ食べていい。これは、この魔術は私の心、私の想い。あなたの中を……私で満たす！」


    　友月は口元に笑みを湛たたえ、告げる。


    　魔ま狼ろうがずずっと後ろに下がる。圧おされているのだ、魔術の圧力に。完全に具ぐ現げん化した魔ま狼ろうが――。


    　どこにこんな力があったのか。今の友月が放つ光は、かつて召しよう喚かんされた《嘆きし魔王》の咆ほう哮こう以上にさえ思える。


    　凄すさまじい勢いで流入するエネルギーは魔ま狼ろうの体を、意識を、灼しやく熱ねつさせる。


    『――啓けい介すけくん』


    　その熱に混じって響く友月の声。


    　友月……？


    『あ……やっと、届いた。啓介くん、もう止やめて。それはアリッサさんなんでしょ？』


    　そうだ、僕が喰らおうとしていたのはアリッサから目覚めた《天使王ミトロン》。でも止められない。コレはもう僕じゃない。


    『違うよ、啓介くん。右腕も、その狼も、全部纏まとめて啓介くんなんだよ？』


    　どういう……意味だ？


    『私に、関わってくれたのは何な故ぜ？　私を、助けてくれたのは何故？　私と、出会ってくれたのは何故？　右手に特別な力を持っていなかったら、全部、全部、起こらなかった出来事。アリッサさんや、冬ふゆ上がみさん、陽ひ名なさんも同じ。啓介くんが呪いなんて言って嫌ってた空からっぽの右手だからこそ、掴つかめたの』


    　空っぽだから――魔ま狼ろうがあったら掴めた……。


    『そう、魔ま狼ろうは啓介くんと別々のものじゃない。その右手と一緒にずっと歩いてきたの。だから……諦あきらめないで！　自分を捨てないで！　こうやってると啓介くんの悲しみが伝わってくる。こんなに辛つらいなら自分なんかない方が楽かもしれない。けど私は、啓介くんにいなくならないで欲しいっ!!』


    　流れ込んでくる友月の想い。


    　僕は、魔ま狼ろう。魔ま狼ろうは、僕……。だけど、同一のものだとしても僕は理性、魔ま狼ろうは本能だ。生物の肉体が本能の指令を優先するように、僕の意思で魔ま狼ろうを止めることはできない。


    　それに友月の言葉は胸を打ったが、僕は〝僕〟であることが耐えがたかった。


    『……聞こえるですか、啓介さん？　わたくしには啓介さんの声が聞こえます』


    　陽名ちゃん？


    　今度は陽名ちゃんの声が頭に響いてきた。気づけば陽名ちゃんが魔術を放つ友月の背に手を当て、こちらを見ている。


    『啓けい介すけさんが、明めい瞭りような理性を取りもどしてくれたなら、こうやってわたくしの声を届けることができるなら、元に戻れる可能性はあるのです。お忘れですか啓介さん？　人はその矮わい小しような精神で、高次の力を律りつしているのですよ。その術を何というかご存じですよね？』


    　己より高みにある存在より力を借りる術。それは、魔術――。


    『はい、当たりです。これまでだって啓介さんは魔術を使ってきたじゃないですか。今、それが可能な状況かは分かりません。ですが他に方法はないです。願ってください、啓介さん。由ゆ衣いさんを取り戻してください!!』


    　由衣、を……取り戻すだって？


    　思いがけない言葉に問い返す。


    『由衣さんは、消滅したわけではありません。存在を砕かれ、バラバラになって魔ま狼ろうの中へ溶けただけです。私の目には由衣さんの色が見えるです。欠片かけらになってもたった一つの想いを強く残しています。ごめんね、お兄ちゃん……って』


    　ごめん？　何で……あいつが謝るんだ。


    　許されないのは僕なのに。罪を犯したのは僕なのに。由衣を二度も殺したのは――僕なのに。


    『分からないのですか？　由衣さんは啓介さんが罪に苦しむことに苦しんでいるのです。自分のせいで、罪悪感に苛さいなまれていることに謝っているのです。啓介さん、本当に由衣さんのことを想うなら、自分を責めるのはやめてください。それは由衣さんのための悲しみではなく、自分のための悲しみです。妹の気持ちを少しは考えてください！』


    　叩きつけるような思いが僕の心を打つ。


    　由衣の……気持ち……。


    　それは考えないようにしていたことだった。想像するだけで心が潰つぶれる、重すぎるものだから。


    　自責が由衣の苦しみになるのは事実だろう。けど陽ひ名なちゃんの言うことはあまりに都合が良すぎる。


    　だって僕は思い出したのだ。右手に飲まれる瞬間の由衣を。


    　苦しんでいた、怖がっていた。そしてきっと痛かったはずだ。


    　僕を恨うらまなかったはずがない。


    　取り戻してどうするというのだろう。由衣はずっと右手に縛しばられてきたのだ。


    　解放してやりたい、ホリィ＝ライトの問いかけにわずかながらも僕はそう思ったのは事実。墓に名前を刻まれ、三年という月日さえ流れ、居場所のなくなった世界に存在することは大きな苦痛を伴うはずだ。しかも僕という枷かせは決して外れない。


    『はず、はずって、仮定もいい加減にしてください!!』


    　陽ひ名なちゃんの怒声が轟とどろく。


    　だが僕も怒りが湧わき出していた。


    　陽名ちゃんこそ、見ただけで、見えるってだけで由ゆ衣いの心を代弁するな！　全部、全部見えるっていうのか、由衣の気持ちが全部!?


    『何です、今度は逆ギレですか？　結局啓けい介すけさんは怖いんですよね？　由衣さんともう一度向かい合うのが』


    　っ……ああそうだよ。僕は由衣に合わせる顔なんてない。逃げ出したいんだよ！


    『苦しいんですよね？　だったらそれこそが罰ばつじゃないですか！　天使に、アリッサさんに断罪されることなんか罰ではありません。啓介さんを裁さばけるのは由衣さんだけです！』


    　由衣……だけ？


    『そうです。啓介さんに罰を決める権利なんてありません』


    　好き勝手なことを……陽名ちゃんだって自分の死を望んでいたじゃないか!?


    『それはあの人――ホリィ＝ライトの勝手な解釈ですよ。わたくしは確かにホリィ＝ライトの言うように、兄さんの所へ行きたいと思っていますが、それは啓介さんの一生を見届けてからです。わたくしの悪いた戯ずらで困る啓介さんのみっともない姿を、面白おかしく語ってあげるのです。兄さんも妹の気持ちを全く分かっていない人でしたから、そこに正しい兄妹の在り方も加えてお説教してあげるために、啓介さんは今、頑張らないといけないのです!!』


    　陽名ちゃんの声は後半嗚お咽えつが混じっていた。それを聞いて僕の怒りが萎しぼむ。


    　ごめん……強かったんだな、陽名ちゃんは。でも僕は由衣にもう一度会うことを願えない。弱いんだよ。僕が苦しむことさえ由衣の負担になるんだろ？　悲しむことも許されないんだろう？　だったら僕は何もできない。罰を受けることさえ不可能じゃないか！


    『違いますよ啓介さん。由衣さんにしてあげられることはあります。由衣さんが求めることをすればいいだけです』


    　求めること？


    『そうです、分かりませんか？　自分のための感情を除外していったとき、残るはずです。相手のために為なせることが。やるべきことが』


    　陽名ちゃんの言葉は僕が浸ひたる絶望を吹き飛ばし、押し流すかのようだった。


    　自分のための感情……。


    　だったら後悔することも、悲しむことも、苦しむことも、謝ることも――違う。


    　僕が、やらなきゃいけないことは何だ？


    　由衣は何を求めている。どうしたら――。


    　僕の脳裏に由衣が笑った顔が浮かぶ。そのとき僕は……ああそうだ、そのときの僕の顔は――。


    『……分かりましたか、啓介さん？』


    　たぶん、な。


    『そうですか、では答え合わせといきましょう』


    　……ああ、わかった。


    　僕が至った答えが正解かは分からない。でもそれを確かめるために、今は願おう。


    　贖あがないの場は、ここではない。誰かに委ゆだねるものでもない。


    　怖い、苦しい、逃げ出したい。自分自身が許せない。けれど僕は由ゆ衣いともう一度、会わなきゃいけないのだ。


    　ありがとう、陽ひ名なちゃん。ほんの少しだけ前に進めそうだ。


    



    　喰らうは心。界かいの狭はざ間ま、星を阻はばむ牙きばの門。空を閉ざす天の牢ろう。


    　飢え、猛たけり、狂うのは、満たされることなき、魔なる狼。


    



    　願いを形にするために僕は《姿の言葉シヤープワーズ》を唱える。だが魔ま狼ろうの意思が危険を覚えたのか、僕を抑おさえ込もうとする。


    　揺れる自我、綻ほころぶ思い。


    　けれどそこに赤い光が満ちて、侵しん食しよくする魔ま狼ろうの本能を押し戻した。


    『啓けい介すけくんの心は――私が守るよ』


    　響く友とも月づきの声。


    　ありがとう――未み由ゆ。


    『うんっ』


    



    　滅びを止める銀の錠じよう。首を縛しばりし魔の鎖くさり。繋つながれしは終わりの獣。


    　戒いましめを受け、ここに出いでよ、闇やみより分かたれ、形を成せ。黄昏たそがれは遥はるか遠い――。


    



    　願いが像を結ぶ。想いが新たな鎖を創造する。


    　由衣の欠片かけらを紡つむぎ、復元する。僕の妹である由衣。《魔銀の鎖グレイプニル》であった由衣。《銀鎖の黒狼ダルフウオルフ》で生み出され、リルとして過ごしていた由衣。すべてを一つにして、ここに呼ぶ！


    



    　――魔銀の鎖狼ウオルフ＝グレイプニル!!


    



    　その瞬間、魔ま狼ろうの首に輝く銀の光輪が生まれる。


    　破片が存在として収束し、魔ま狼ろうから分かたれていくのを感じる。


    「ガァァァァアアアアウッ！」


    　徐々に小さくなり、首を絞しめ付ける光輪。苦く悶もんの鳴き声を上げる魔ま狼ろう。


    　それを見た友とも月づきは魔術を止め、陽ひ名なちゃんと共に様子を見守る。


    　魔ま狼ろうの体から黒い血が噴出し、首輪の大きさに合わせて萎しぼんでいく。それに伴い、拡大していた僕の知覚も狭せばまり、魔ま狼ろうの目で見えているものしか分からなくなった。


    　視点が低くなっていくのが分かる。取り込んだ魔力を放出しながら縮んでいるのだ。


    　少しずつ、自分の〝体〟が還かえってくる。


    　地を踏みしめている足を感じた。風に撫なでられる頬ほおを感じた。


    　一度目を瞑つむり、そして開く。


    　そこはもう、遠とお見み啓けい介すけが見る世界。


    　削れた大地の上、傷ついた巨人の前に僕は立っていた。制服は右腕の部分だけが完全に破れていた。どうやら肉体的に魔ま狼ろうとなっていたのは一部分だったらしい。あとは精神体に飲まれたのだろう。


    　右の手首に銀の輪が光り輝いている。感じるのは金属の冷たい感触ではなく、人肌の温かさ。手の――温ぬくもり。


    　銀の輪が眩まばゆく輝き、形を変える。耳と尻尾しつぽを生はやした幼い少女の姿へと。


    「お兄、ちゃん……？　あたし、どうして……」


    　少女はシャランと銀の首輪についた鎖くさりを揺らし、不思議そうに首を傾かしげる。


    　願いは届いた。


    　僕と由ゆ衣い、二人が別々の存在として向かい合い、言葉を交わしたいという願いが。


    　あとは先ほどの答えを形にするだけ。


    　体が震える。ともすれば泣いて許しを請こうてしまいそうだ。けれどそんなことを由衣は望んでいない。恨うらまれていた方が楽だからそう思おうとしただけ。由衣は言ったのだ、お兄ちゃんは悪くない、と。ただそれでは自分が納得できなかった。逃避できる罰ばつが欲しかった。ゆえに由衣の思いを考えないようにした。ホリィ＝ライトの口車に乗せられた。


    　しかしもう、繰り返すわけにはいかない。


    　だから僕は自分のためではなく由衣のためにできる唯一のことをする。


    「――ありがとう、由衣」


    　僕はそう告げて、ただ優しく微ほほ笑えんだ。苦しみや痛みを全て飲み込んで感謝だけを表に出した。


    　今まで何度も僕を救ってくれたこと、たった一人でホリィ＝ライトの計画に抗あらがっていたこと、僕を恨まないでいてくれたこと。全部纏まとめて、その一言に込めた。


    　由衣はきょとんとした顔を見せたが、しばらくして表情が変わる。目の端に涙が浮かんでいたが、それは僕が望んだ表情だった。


    「お兄ちゃん、ありがとう……」


    　由衣は泣きながら――笑ってくれていた。


    



    
      ２

    


    



    「啓けい介すけくん！」


    「啓介さん！」


    　上から聞こえた声に空を仰あおぐ。


    　あれは《嘆きし魔王》の魔術だろうか、炎の鬣たてがみを持つ赤い駿しゆん馬めに乗って友とも月づきと陽ひ名なちゃんが空を飛んでくる。いつの間にか天は赤く染まる夕暮れ時になっていた。


    「お馬さんだ……」


    　由ゆ衣いは泣き笑いの表情のまま、空を見上げて呟つぶやいた。


    　地面に降り立つと馬は虚こ空くうに消え、友月たちが走りよってくる。


    「――よかったっ……」


    「ちょっ、お、おいっ!?」


    　いきなり抱きついてくる友月に慌あわてる。陽名ちゃんの方は由衣に飛びついていた。


    「よかったです……よかったですっ……」


    「え、え？　何で泣いてるの？」


    　ぽろぽろと涙を零こぼす陽名ちゃんに困惑する由衣。おかげで自分の涙は止まったようだ。


    　由衣を抱きしめながら陽名ちゃんは僕を見上げる。


    「啓介さん――正解でしたよ」


    「陽名ちゃんの、おかげだよ……そして友月も、ありがとう。友月がいなかったら内側から魔術を唱えるなんて芸当はできなかった。でもまだ終わってない。今度はあいつを助けてやらなきゃ――」


    　僕はそう告げて、友月の肩に手を置いてそっと体から離すと、山に体を埋うずめて倒れる《天使王ミトロン》を見上げる。


    　大きい――。


    　こうして人間の視点で眺ながめてみると震えが走る。あちこちが砕け、こうして倒れていても、山を見上げているに等しい。


    「僕が元に戻ったんだ。あとは前と同じように、あいつに自分の名前を思い出させてやる」


    　僕には約束があるのだから。


    



    「そうは――させぬ！」


    



    　僕らと《天使王ミトロン》の中間に黒い穴が開く。そこから金髪碧へき眼がんの少女が現れ、僕らを睥へい睨げいした。


    「ホリィ＝ライトっ!?」


    　僕と友とも月づきは由ゆ衣いと陽ひ名なちゃんをそれぞれ背後に庇かばい、戦闘態勢をとる。


    「《天使王ミトロン》は渡さぬよ。魔ま狼ろうに歯が立たぬなど予想し得なかったことだが、こうなれば直接方はこ舟ぶねへ攻め込むまで。一度敗れた相手に挑むのは無む謀ぼうであろうが構わぬ。《群れクラウド》を率い、戦いを挑もう……」


    　引きつった笑みを浮かべてホリィ＝ライトは言う。


    「ふざけるなっ、行かせると思っているのか？　アリッサは返してもらう！」


    　僕は右腕を構えて怒鳴り、《三頭の獄牙ケルベロス》の呪文を唱え始めた。


    「そうよな――汝なんじらまで敵に回れば、さらに勝ちは薄くなる。ならばここで死んで貰もらうとしよう。魔ま狼ろうは他の誰かに移るだけだ」


    「あなたは……わたくしたちを殺せるのですか？　もう啓けい介すけさんは、今すぐ死にたいなどとは思っていません。もちろんわたくしもです」


    　陽名ちゃんが宣言する。そうだ、僕はもう……罰ばつを安易に望んだりしない。


    「手を下すのは、我ではないよ。そう、我でなければいいだけだ」


    　ホリィ＝ライトは平坦な声でそう告げ、右手を空に掲げる。


    　するとその背後に埋もれた《天使王ミトロン》の右腕がホリィ＝ライトを真ま似ねるかのようにぎこちない動きで持ち上がった。


    　オォォォォォォォォン――。


    　響く声が体へと圧のし掛かる。思わず膝ひざが砕けてしまいそうになるのを何とか堪こらえた。


    　さらにガラガラと体の上に積もった土砂を崩し、《天使王ミトロン》が起き上がる。


    　まるでそれは……ホリィ＝ライトに使し役えきされているかのよう。


    「何な故ぜ、我がこの体に拘こだわっていたのか教えてやろう。常として精神は肉体に隷れい属ぞくする。つまり核である娘の肉体を手中にした我は《天使王ミトロン》に対して大きな影響力を持つのだ。娘の自我が消えれば、機構システムである天使に意思などなく、手た綱づなを取ることも容た易やすい」


    　思い返せば魔ま狼ろうとの戦いの中、ホリィ＝ライトは巨人へ何度も命令らしきものを出していた。


    「分かるか？　《天使王ミトロン》は我の命には逆らえぬ、忠実な従者なのだよ。汝の声も届かぬ」


    　ホリィ＝ライトは乾いた笑い声を上げる。


    「くくっ、ははははっ、さあやれ……チュールの右手も、魔女も、全て滅ぼせ!!」


    　巨人は右手に三み度たび大剣を生み出すと、雲を断つように大きく振り上げた。


    「三頭の獄牙ケルベロス！」


    　僕は《起動言語トリガー》を告げて陽炎かげろうの腕を作り出し、後ろの二人へ「由ゆ衣い、陽名ちゃんできるだけここから離れてくれ!!」と指示を出した。「はいです」と陽名ちゃんが答えて、二つの足音が遠ざかって行く。


    　だが……これであの剣に挑もうというのか？　あまりに質量が違いすぎる。


    　何とかしてアリッサと意識を繋つなげたいが《道パス》を探してみても繋がらない。ホリィ＝ライトの言うように、僕の思いは届かないのか？　いや――僕は巨人の攻撃を受けるたびに、接触するたびに、かすかなアリッサの声を聞いた。だったら……。


    「――嘆きの炎剣ハラコースト！」


    　隣で友とも月づきも呪文を告げ、炎纏まとう無ぶ骨こつな曲刀をその手に掴つかんだ。


    「友月、アリッサに意識を繋げるには《天使王ミトロン》に直接触れなきゃいけない。だからホリィ＝ライトの方を牽けん制せいしてくれるか？」


    　だが僕の言葉に友月は首を横に振る。


    「違うよ、啓けい介すけくん。巨人の相手をするのは私。啓介くんがあの人を止めるんじゃなくて倒すの。倒してアリッサさんの体を解放するの。さっきの言葉が本当なら……アリッサさんを先に戻そうとしても、妨害される」


    「それは……」


    　友月の言うことも一いち理りある。でもすぐに頷うなずくことはできなかった。


    「大丈夫。そんな心配そうな顔、しないで。巨人もボロボロだし、少なくても足止めぐらいならできる。どうしてか――今ならやれる気がするの」


    　友月の瞳には自信があった。魔ま狼ろうへと放った魔術もそうだが、今の友月には精神力が枯こ渇かつするどころか漲みなぎっているように見える。


    「友月、胸の傷は――」


    「話は後！　来る！」


    　剣が振ってきた。あのキメラを一いつ刀とう両りよう断だんし、滅ぼした断罪の剣が。


    「私を、信じてっ」


    　友月はそう叫ぶと炎の剣を構え、《天使王ミトロン》の大剣に向けて振り上げる。


    　質量的には勝負にもならない。ぶつかれば問答無用で叩き潰つぶされる無む謀ぼう。けれど――。


    　ギィィィィィィィィィン――……。


    　二つの剣は刃やいばを合わせ、そこで止まった。友月の炎剣から凄すさまじい熱風が吹き荒れる。よく見れば、友月の炎剣は直接大剣に触れていない。刀身に纏う黄昏たそがれ色に燃える炎が巨人の刃を押し止とどめていた。


    「啓介くんっ、今のうちに！」


    　僕の背を言葉で押す友月。その表情はさすがに苦しそうだったが、今は心配するときではない。


    「あ、ああっ、わかった！」


    　僕は答え、ホリィ＝ライトに向かって駆け出す。


    「あの剣を止めるだと？　魔女め――あれではまるで……」


    　ホリィ＝ライトは忌いま々いましげに毒づきながら、僕へ指を向ける。


    「呪う群鬼カースオーガス！」


    　地面から湧わき上がるように土で出来た不気味な人形が出現し、僕の行く手を阻はばんだ。


    「このっ！」


    　即座に《三頭の獄牙ケルベロス》で喰いちぎり元の土つち塊くれに返すが、他の場所からも次から次へと大地が盛り上がり、現れた土人形が立ちふさがる。


    　全部相手をしていてはキリがない。僕は狼の腕で地を叩き、跳び上がった。


    　土人形の頭上を越え、ホリィ＝ライト目掛けて落ちていく。だが奴は慌あわてる様子もなく左腕を掲げる。


    「撃うて、《天使王ミトロン》」


    　その途端、《天使王ミトロン》の砕けた左腕の断面が輝き、小さな砲門がいくつも生はえた。


    「くぅ――っ!?」


    　空中で避けようのない僕へ向けて、無数の光こう弾だんが放たれる。《三頭の獄牙ケルベロス》を盾たてにするものの、衝撃に弾き飛ばされ土人形の只ただ中なかへ落下した。


    　纏まとわりついてくる土人形。


    「離せっ！」


    　狼ろう首しゆを円形状に振るい一いつ掃そうするが、再び地面が盛り上がる。これは――本体は大地か。


    　牙きばで大きく地面を抉えぐると、土人形の出現が止まった。


    　しかしそこに再び光弾が降り注ぎ、僕は三本の狼首で身を守る。だが、一撃一撃が重い。魔術を維持するための精神力があっという間に削られていく。


    　友とも月づきの方を見ると、まだ剣の競せり合いは続いていたが、徐々に圧おされているようだった。このまま持久力勝負に持ち込まれたら、間違いなく負ける。


    「諦あきらめよ、汝なんじらごときでは《天使王ミトロン》に勝てる道理はないのだ。ヒース＝ストーリングですら師と娘を犠ぎ牲せいにして、ようやく封印した相手。傷ついていても、その力は召しよう喚かんされた高次存在ヴイナーを凌りよう駕がする」


    　だが優位に立っているホリィ＝ライトの顔は苦々しい表情だった。


    「だというのに、《天牢ウオルフ＝ライエ》はそれ以上の力を持つのか……？　ならば先ほどのように《反牙リバスウオルフ》で《天使王ミトロン》を喰らってしまえばよいものを。何な故ぜそれをしなかった？」


    　自問を繰り返すが答えは見つからないようで、苛いら立だたしげに声を上げる。


    「さあ、早くこやつらを消してしまえ。この疑問は方はこ舟ぶねでヒースに直接訊たずねるとしよう」


    　ヒースに？


    　以前アリッサからは祖父はもういないのだと聞いた気がしたのだが……。


    　けれどそんな疑問が吹き飛ぶほどに攻撃は苛か烈れつになる。


    　オォォォオォォォォッ！


    　魔ま狼ろうにやられた鬱うつ憤ぷんを晴らすように、猛たけ々だけしく嘶いななく巨人。


    「くうううぅっ！」


    　目が眩くらむような光こう弾だんの嵐。もうこうなったら防御を捨て突っ込むしかないかと思ったとき、ホリィ＝ライトの背後へ駆け寄る影を見つける。


    



    「強さとは、力だけじゃありませんです」


    



    　音もなくホリィ＝ライトの後ろに立った小さな影は、黒く細長い金属質の物体をその首筋に押し当てて、鋭く囁ささやいた。


    「陽ひ名なちゃん!?」


    「汝なんじは!?」


    　僕とホリィ＝ライトは同時に驚きの声を上げる。そこには由ゆ衣いと一緒に逃げたはずの陽名ちゃんが不敵な笑みを浮かべて立っていた。


    「どんな人でも気配の粗そ密みつは必ず生まれ、見えない爪つめは、静かに強者を狩るのです。お返しですよ、ホリィさん」


    　電光が瞬またたき、ホリィ＝ライトが体を仰のけ反らせる。あれは――スタンガンか。


    「ぐううっ！　舐なめた……真ま似ねをっ!?」


    　苦く鳴めいを上げるホリィ＝ライト。だが、肉体を別の精神で操っているためか、気絶はせず倒れそうになるのを踏み止とどまり、腕を振るって陽名ちゃんを突き飛ばした。


    　しかし意識が乱れたためか、《天使王ミトロン》からの弾幕が途絶する。


    「啓けい介すけさんっ、今です！」


    　地面に叩きつけられながらも悲鳴ではなく、僕にタイミングを教える陽名ちゃん。


    　わかってる――！


    　僕はもう駆け出していた。《三頭の獄牙ケルベロス》をしならせ、ホリィ＝ライトに向かって振るう。


    「くぅっ……!?」


    　奴はふらつく足取りで後ろに下がり「偽りなき嘘トウルーライ」と告げた。僕の前で分身するホリィ＝ライト。だが集中ができていないのか、その数は三つ。僕にとっては関係のない数だ。それぞれに向けて狼ろう首しゆを走らせる。


    「だああああああああああああっ!!」


    　ホリィ＝ライトの顔が初めて恐怖に強こわ張ばる。


    「こんな……ことでっ!!」


    　そして狼首は二つを煙に変え、最後の一人に――触れた。


    　ガクンと崩れ落ちるホリィ＝ライト――いや、アリッサの体。僕はそれを抱きとめる。


    「やったの……ですか？」


    　身を起こしながら陽名ちゃんが訊たずねて来る。


    「わからない……何かを飲み込んだ感覚はなかった。喰われる前に、自分から支配を解いたのかも――」


    　だが、アリッサの体は取り戻せた。


    「け、啓けい介すけくん、早く……」


    　しかし友とも月づきの掠かすれた声に、ハッとする。銃撃は止やんだが、《天使王ミトロン》は変わらず友月を両断しようと剣を押し込んでいた。


    　そうか、天使は魔術を使う人間は全て歪ゆがみと捉とらえるのだろう。たとえホリィ＝ライトに操られなくても僕らは攻撃の対象なのだ。


    「待ってろ！　今すぐアリッサを呼び戻してやる！」


    　僕はそう叫ぶと、アリッサの体を抱きかかえたまま《天使王ミトロン》の足元に駆け寄り、手を触れる。あいつと繋つながる《道パス》を探る。


    



    　アリッサ！


    



    　ケースケ……？


    　届いた――そう感じたと同時に、意識が引き込まれ《天使王ミトロン》に中へ沈む。


    　閃せん光こうが頭の中で弾はじける。


    　そこは白い海だった。


    　膨ぼう大だいな何かが満ちているのに、僕が理解できる限界を超えていて、ただ光としか認識されない景色。


    　これが、世界の守護者《天使王ミトロン》の内面。


    　どこだ……アリッサは。


    　大きすぎる存在に飲まれ、《道パス》を見失ってしまう。いや、アリッサが見つからないのではない。全てからアリッサを感じるのだ。


    　以前、《天使王ミトロン》の中に意識が引き摺ずりこまれたときは、アリッサには〝個〟があった。けれど今は《天使王ミトロン》全体がアリッサであるかのよう。


    　光へ手を伸ばし、アリッサがいる方向を探ろうとするが、触れるたびに流れ込んでくる情報はあまりに大きすぎて像を結ばない。


    　だが、ある光に触れた時、初めて意味を成す情報が伝わってきた。


    　それは歌。聞き覚えのある詩。アリッサの気配ではない。けれど――。


    



    　　雨が降る


    　　雨が来る


    　　私の傘かさは破けている


    　　骨に沿って裂けている


    　　弱い雨ならそれでいい


    　　この傘かさでも歩いていける


    



    　この声、この曲、僕は……知っている。


    



    　　でも


    　　強い雨


    　　これじゃ傘は役に立たない


    　　雨はきっと私を濡らす


    　　服が重くなり


    　　体が重くなり


    　　骨が重くなる


    　　そして私は止まってしまう


    　　だからここから動けない


    



    　歌ともに僕の前に人の輪りん郭かくが現れる。それは一週間前、ステージの上で散った歌うた姫ひめの姿。


    　珠す洲ず里りユヤ――。


    『ユヤ？　それは誰かしら。変な子ね、私は七十一翼よく目めの《玉座で歌う天女サンダルフオン》。気持ちよく歌っているんだから邪魔しないでくれる？』


    　公園で話したときと同じ口調で彼女は僕に告げる。


    　サンダルフォン？　これは珠洲里ユヤの中にあった因子なのだろうか。僕のことなど覚えていない様子で、彼女は歌い始める。最初から。


    　あれ……さっきの歌はあそこで終わりか。


    『あなた――今、何て思った？』


    　すると突然彼女が歌うのを止めて僕に詰め寄ってくる。


    『この歌の続き、まさか知っているの？』


    　僕は戸惑いながらも頷うなずく。あの時に聞いた最後の歌は耳に焼き付いている。


    『教えなさい。すぐに』


    　でも今は、それどころじゃ――。アリッサを捜さなきゃ。


    『アリッサ？』


    　この世界のどこか……たぶん中心にいるはずなんだ。


    『中心――ああ、七十二翼目のことね。だったら私が連れて行ってあげるわ。だから続きを聞かせて』


    　本当か!?


    　思いもがけない提案に、僕は喜んで頷うなずき、歌詞を伝えた。


    『……ありがと。欠けていた大事なもの、やっと見つけられた。こっちよ、ついて来て』


    　彼女は微ほほ笑えむと歌を歌いながら歩き出す。


    



    　　けど


    　　小さな傘かさ


    　　私の手を引く誰かの手


    　　重なる傘が道を開く


    



    　何も分からない白い闇やみに等しかった世界が、彼女の歌に照らされるように姿を現していく。


    　足元にはコバルトブルーの海が、行く手には白い砂浜と緑の森が見える。小さな島だ。見覚えがある。実際に見た記憶ではない。あれは確か――アリッサの夢。


    　島の中心には半球状のドームが見えた。そうだ、あの島は《方はこ舟ぶね》だ。


    　僕はそこで過ごしていたアリッサを夢で垣かい間ま見みたことがある。


    　僕らは沈むことなく海面を歩き、砂浜を目指す。


    



    　　足が軽くなり


    　　体が軽くなり


    　　心が軽くなる


    　　次の場所まで共に行こう


    　　並んでいれば雨は遠い


    



    　歌が終わる頃、遥はるか遠くに見えていたはずの島の入り江はすぐ目の前にあった。


    『あなたが捜しているものはここにあるはずよ』


    　彼女は島を指差して告げる。


    『じゃあね、これでお礼はしたわ』


    　あ――。


    　くるりと背を向け、歌を口ずさみながら遠ざかっていく彼女。


    　ありがとう……そして、ごめん。


    　そう伝えると、彼女はわずかに振り向いて手を振り、海に立ち込めている霧きりの中へ姿を消した。


    　歌だけが少しずつ小さくなっていく。


    　僕も、行こう。


    　海の上を走り、砂浜に近づく。波打ち際まで来たとき足が沈んで、ぱしゃんと水を撥はね飛ばす。


    　それまで現実感に乏とぼしかった景色が急に色づいた。


    　足の裏に細かな砂の感触、そして潮しおの匂い。


    《方はこ舟ぶね》に降り立ったのだと悟る。もちろんこれは幻であるはずなのだが。


    「――叔お母ば様さま！」


    　突然横手から声が響き、僕は驚く。


    　砂浜に幼い金髪の少女が立っていて、僕に向かって手を振っていた。


    　いつの間に――全く気づかなかった。


    「もしかして……アリッサ、か？」


    　年は六、七歳といったところだが、その顔立ちはあいつにそっくりだった。しかし声が届く距離だというのに少女は僕の問いに答えない。ただ手を振り続けている。よく見ればその瞳も僕に焦点が合っていない。


    「叔母様ー」


    　もう一度アリッサが叫ぶ。それでようやく少女が僕に呼びかけているわけではないのだと悟った。


    　少女の視線を追って振り返る。するとそこにはこちらに歩いてくる女性の姿があった。


    「ウルトさん――」


    　チャイナドレスのような幾き何か学がく模様が描かれた服に長い金髪。こちらは容姿に違いがなく、間違えようがない。


    「アリッサ、あんた何でそんなにはしゃいでるのよ？」


    　ウルトさんは呆あきれたように言う。やはりこの少女はアリッサなのか。そしてやはりウルトさんも僕に気づいていないようだった。


    「だって叔母様が来てくれたの、とっても久しぶりなんだもん」


    　幼いアリッサはそう言って走り出す。僕に向かって。


    　とっさのことで避けることができなかったが、アリッサは僕をすりぬけてウルトさんへと抱きついていた。


    　僕の存在はここでは空気に等しいらしい。それとも彼女たちが幻影なのか？


    「あー、そうだったわね。私の感覚だと二日ぶりだから、つい忘れてたわ」


    　ウルトさんはそう言って頭を掻かいた。


    「いいなぁ……あたしには退屈な日がたくさんあるのに」


    　むくれるアリッサの頭をウルトさんが撫なでる。


    「悪いね、次はもう少し早めに来るようにするからさ」


    「約束だよ、叔母様。お母様も寂しがってるんだから……」


    　アリッサの表情に影が差す。


    「どうしたんだい、アリッサ？」


    　ウルトさんは訝いぶかしげにアリッサへ尋ねる。


    「ねぇ叔お母ば様さま……お父様は、会いに来ないの？」


    　か細い声で、まるで怯おびえるようにアリッサは問いかけた。


    「それは――」


    　ウルトさんが口ごもる。


    「叔母様がね、なかなか来ないときがあると、お母様はお父様の話をよくするようになるの。初めて会ったときのこととか、一緒に旅をしたときのこととか、たくさん、たくさんお話ししてくれる。お母様はお父様が大好きなの。それなのに、どうしてお父様は来てくれないの？」


    「……あのねアリッサ、ホリィはとても忙しいの。ヒースお父様の代わりとなる大切な役目を果たしているのよ。それに《箱庭ガーデン》の中でも、とても奥まった場所にいるから、時間の流れ方も全然違う。でもいつかきっと――会いに来てくれる日が来るから、それまで待っていてあげて」


    　諭さとすようにウルトさんが言う。


    「うん……」


    　アリッサはしぶしぶと頷うなずく。その輪りん郭かくが急に滲にじむ。


    　そのまま二人の姿は薄れて揺らぎ、溶けるように消えてしまった。


    　残された僕は呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。


    　今のは何だったんだ？


    　夢……いや、アリッサの記憶だろうか？　


    　だとしたら昔から父親を、ホリィ＝ライトを嫌っていたわけではないんだな……。


    　ともかく触れられなかったことから考えて、幻であることは確かだ。ならば本物のアリッサを捜さないと。


    　僕はぐるりと辺りを見回す。海岸沿いにはずっと砂浜が続き、森の中にはドームと、何か建造物らしき尖せん塔とうが見えた。


    「近いのは……こっちか」


    　とりあえず僕は尖塔を目指すことにする。間にある森は熱帯のジャングルのように雑多な植物が生おい茂り、真っ直ぐに突っ切るのは難しそうだ。砂浜を歩きながら道を探す。


    「――暑いな」


    　僕は吹き出てきた汗を拭ぬぐう。今の僕に本当の肉体があるのかは分からないが、感覚だけは完全に現実のようだった。


    「ここか……？」


    　ようやく森に分け入る細い道を見つけた。地面は踏み固められて砂浜よりもずいぶん歩きやすそうだ。


    　小道に入ると葉の広い木々に日差しが遮さえぎられて暑さがマシになるが、それでも湿気がすごい。けれど不思議なことに纏まとわりついてくる羽虫などは一匹もいなかった。


    　見通しの悪い道を早足で進むと、いきなり視界が開ける。


    「何だ――これ……」


    　僕は呆あつ気けに取られる。


    　目の前にあるのはおよそ南国の風景には似つかわしくない、西洋風な石造りの城だった。先ほど見えた尖せん塔とうはこの城の一部だったらしい。


    　そういやアリッサは、小さな城に住んでいたとかどうとか言っていたが……。


    　確かに城にしては小ぶりな気もするが、そこいらのマンションなどは比較にならないほど大きい。


    　いや、圧倒されてる場合じゃないな。早くアリッサを捜さないと。


    　幸い、巨大な門は開け放しにされていた。僕は少し緊張しながら城内に踏み入る。


    「嘘うそでしょ、叔お母ば様さま!?」


    　突如、背後から響いた大声に心臓が跳ねた。


    　振り向けば、またしてもアリッサとウルトさんの姿がある。二人は僕が通ってきた門の脇で向かい合っていた。ウルトさんは先ほどと見た目が変わらないが、アリッサはずいぶんと成長しており、現在のイメージに近い。


    「本当よ、ヴェルは――《箱庭ガーデン》に連れて帰る。アリッサも分かっているでしょう？　ヴェルの体の調子が悪いこと。きちんと静養する必要があるの」


    「だったらあたしが看病する！　叔母様の人形より上う手まくやるわ！」


    「……駄だ々だを捏こねないで。これはそういう問題じゃないの」


    　ウルトさんが厳しい口調で告げる。


    「どういう……意味？」


    　アリッサが怯ひるんだ様子で問いかけた。


    「アリッサ、もしもヴェルが死んだら悲しいわよね？」


    「あ、当たり前よ！　そんなの……考えたくもない――」


    「そうね……ヴェルもアリッサにその悲しみを味合わせたくないって考えてるの。でも、これ以上あんたと時間を共有すれば、その願いは叶わない。分かる？」


    　アリッサはハッとしたように目を見開く。


    「お母様は……そんなに？」


    　ウルトさんはその問いには答えなかったが、瞳の色で察したのかアリッサがうな垂だれる。


    「――少なくても、ヴェルが《箱庭ガーデン》に来れば、あんたから見てヴェルの寿じゆ命みようは何十年も伸びることになるわ。だから……」


    「わかった」


    　アリッサがウルトさんの言葉を遮さえぎって頷うなずく。


    「わかったわ。我がまま言って、ごめんなさい――」


    　俯うつむいたままアリッサは早口で告げた。


    　ウルトさんはそんなアリッサを複雑そうな顔で見下ろす。


    「そう……理解してくれたならよかったわ。向こうに行けばヴェルもホリィと会える可能性が増えるし、もし会えれば案外といきなり元気になっちゃうかもしれないわよ。なんたってヴェルはホリィにベタ惚ぼれだったしね」


    　暗い空気を吹き飛ばそうとするかのように、冗談っぽく告げるウルトさん。だがその台詞せりふを聞いたアリッサの肩がびくんと震えた。


    「やっぱり――お父様、なのね。あいつの方がお母様には大事なんだ。うん、当然よね」


    「え、アリッサ？」


    　ウルトさんが慌あわてたように手を伸ばすが、アリッサはそれを振り切って走り出す。


    「――まずったわね」


    　苦々しい表情で呟つぶやいたウルトさんは、そこですぅーっと消えてしまった。


    　だが走っていくアリッサはまだ消えない。僕は反射的にそれを追いかけた。


    　あれは過去のアリッサだろう。けれど放ってはおけなかった。何もできないだろうけど、何かをしてやりたかったのだ。


    　アリッサは城内を駆け抜け、廊ろう下かの突き当たりにあった螺ら旋せん階段を昇っていく。


    　見失わないように、遅れないように足を動かす。


    「はぁっ、はぁっ……」


    　もうついていくのに必死でどこをどう走ったのかは分からないが、僕はアリッサが駆け込んだ部屋の前で足を止めた。


    　扉は開けっ放しで、中からは嗚お咽えつが聞こえていた。


    　恐らくここはアリッサの部屋なのだろう。僕の部屋とは比べ物にならないほど広く、整せい頓とんされ、テラスまである部屋だが、その分アリッサがとても小さく思えた。天てん蓋がいのあるベッドに突っ伏してアリッサは泣いている。その様子は最近の弱ったアリッサと重なって見えた。


    「なんで――なんでよ！　なんであいつなのよ！　一度も会いにこなかったくせに！　あたしとお母様のことなんてどうでもいいと思っているはずなのにっ!!」


    　アリッサはぎゅっとシーツを握り締めて怒鳴り散らす。その瞳からは止めどなく涙が零こぼれていた。


    「《箱庭ガーデン》に行ってもお母様自身の時間は変わらない……結局お母様は、その時間をあたしじゃなくてあいつと過ごしたいって思ったのよ……あたしなんて本当は――」


    　あまりに痛々しくて僕は我慢できず部屋へ入り、泣き伏せるアリッサに触れようとする。しかしその指先はアリッサの体を通り抜けてしまった。


    「くそ……」


    　僕はアリッサを慰なぐさめてやれないことが悔くやしくて歯は噛がみする。


    　アリッサは恐らく、この後一人きりになってしまうのだろう。小さな島も、豪ごう奢しやな城も、たった一人ではあまりに広すぎるというのに。


    　ウルトさんは恐らくたまにしかやって来ず、その間の日々をただ孤独に過ごすしかないのだ。それは僕には想像もできないほど、寂しい日常だろう。


    　何な故ぜ、アリッサは母親や叔お母ばと同じ場所で暮らすことを許されなかったのだろう。それは《天使王ミトロン》のことと関係しているのだろうか……。


    　何も出来ずに立ち尽くしているうちにアリッサの体は次第に薄くなり、ゆっくりと消えていった。


    「……どこだよ、アリッサ」


    　手で触れることができるあいつに、僕が何かをしてやれるアリッサに会いたかった。


    『――ケースケ』


    　強くアリッサの顔を思い浮かべたとき、かすかに声が聞こえた。


    「どこだ!?　どっちから――」


    　僕は周囲を見回し、耳を澄ます。


    『ケースケ……』


    　また聞こえた！　外からだ！


    　僕は部屋の窓を開けてテラスに出る。方向は分かった。そちらに見えるものは――。


    「ドーム、か」


    　白い半球状のドーム……あれが恐らく《箱庭ガーデン》だろう。前に見たアリッサの夢で確かそんな情報があった。


    　僕は身を翻ひるがえして部屋を出ると、迷いながらも階を下り、城を抜け出す。途中でまたアリッサの幻影をいくつか見かけたが、それは無視する。僕にとって一番大事なのは〝今〟のあいつなのだ。


    　ドームはそれほど遠くないように見えた。きっと城の近くから道が続いているはずだ。


    　僕は城壁に沿って歩き、木々の開けた場所を探した。そしてさほど苦労することなく見つかった道を辿たどり、ドームへと向かう。


    　その道の果てにあったのは白くのっぺりとした壁だった。


    「これが《箱庭ガーデン》、か……」


    　見た感じ、全く素材の分からない壁面だ。金属のような光こう沢たくはなく、表面には全く粗あらがない。何というか〝物体〟という感じがしない。まるでそこから真っ白な景色が広がっているだけのようにも錯さつ覚かくする。


    　アリッサは中に入ることを許されていないという。なのに、アリッサはこの先にいるのか？　というかそもそもどうやって入るのだろう。扉らしきものも見当たらない。


    「アリッサ、ここにいるのか？」


    　呼びかけてみるが、そう都合よく返事は聞こえてこなかった。


    「どうすりゃいいんだよっ……」


    　他にできることもなく、僕はその壁面に乱暴に拳こぶしを叩きつける。だがその腕は空くうを切った。


    「あ、れ――？」


    　あるべき反発と支えを失なくし、僕はぐらりとバランスを崩す。


    　触れなかった？　これも幻？


    　いや――そんなんじゃない。ここには何もなかったのだ。


    　僕はここがアリッサの記憶、または夢であることを思い出す。そうか、アリッサが知らない場所に、物が存在するはずがない。


    　しかし今気づいたところで遅い。踏みとどまることもできず、僕はその空白の中へと落ちていった――。


    



    『――ケースケ』


    　僕を呼ぶ声に目を開く。白い天てん蓋がいが瞳に映る。


    「ここは……？」


    　僕は体を起こして、状況を確かめる。


    　あたりに広がるのは一面の白い世界。雪が積もっているわけでもなく、ただ何もないゆえに白である平原。だがその中心に唯一色がある物体――一本の大樹が聳そびえていた。


    　大きい。見上げても天てつ辺ぺんが分からない。白に霞かすんで見えなくなっている。


    　しかしそんなことは問題ではなかった、大樹の幹みきには磔はりつけにされた一人の少女がいた。


    「アリッサ!?」


    　僕はその名前を呼んで駆け寄る。ざぁっと大樹の葉が風もないのに揺れた。まるで僕に答えるかのように。


    　やっと、やっと見つけた！


    　僕は根を這はい上がり、アリッサの元に辿たどり着く。アリッサは体の後ろ半分が幹にめり込むような形で磔にされていた。


    「おい、アリッサ！」


    　肩を掴つかんで揺さぶる。


    　触れる。本物だ！


    「ケース、ケ……？」


    　薄うっすらと目を開き、僕の名を呼ぶアリッサ。


    「そうだ僕だ、啓けい介すけだ。お前に、自分の名前を思い出させに来たぞ！」


    「名、前？」


    「ああ、お前の名前はアリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライト。自分を思い出して、元に戻ってくれ！」


    　するとアリッサは薄っすらと笑みを浮かべる。


    「ありがと……思い出したわよ、ケースケ。約束、守ってくれたのね……でもちょっと、遅かった……みたい」


    　その弱々しい口調に、僕は嫌な予感を覚える。


    「何……言ってるんだ？　お前はアリッサだって思い出したんだろ？　だったら前みたいに――」


    「あたしは……アリッサ。うん、分かってる。でも、それ以上に《天使王ミトロン》なの」


    「え？」


    「時間が経ちすぎて、あたしと《天使王ミトロン》は別々のものじゃなくなった……それが分かるの。名前を思い出しても、元には戻れない……混ざった存在は、もう切り離せない」


    「そん、な……」


    　絶句して二の句がつげない。


    「ごめんね、ケースケ。わざわざ、こんな場所まで来てくれたのに……。でもよかったわ。ケースケは元に戻ってくれて、あたしがケースケを殺すなんてことがなくて……」


    　アリッサの声には本当に喜びが溢あふれていた。


    「もう、あたしは満足よ。だからケースケは戻って。今なら《天使王ミトロン》はあいつの支配を受けていない。あたしの自我はケースケが取り戻してくれたから、しばらくは《天使王ミトロン》を抑えておけるかもしれない。その間に――ケースケとミユで、あたしを滅ぼして」


    「ふざけるな！　そんなこと――できるわけないだろうが！」


    「……できなくても、やってもらわなくちゃいけないの！　そうしないとあたしはあたしの大切なものを壊しちゃうわ。あたしは、いちゃいけない人間なのよ」


    　その台詞せりふを聞いて頭に血が上のぼる。


    「んな訳あるか！　アリッサがいたから今の僕があるんだ。友とも月づきは魔ま狼ろうも僕の一部だって言った。それと同じだ。お前も僕の一部なんだよ。消えたりされちゃ困るんだ！」


    「ケースケ……ありがと。でもその気持ちだけで、十分なの――」


    　アリッサはそう言って首を横に振る。


    「くそっ、この樹のせいなんだろ!?」


    　痺しびれを切らした僕は幹みきからアリッサを引き離そうとする。


    「痛いっ！　ケースケ！」


    　だがアリッサの叫びに動きを止めた。よく見れば、アリッサの背と大樹は融ゆう合ごうしてしまっている。これじゃ、離しようがない。


    「無理なのよ……手遅れなの。たとえ今はケースケのおかげで自我を保っていても、あたしはもうすぐ、消えるわ。だからその前に――」


    「何でそんなに諦あきらめようとするんだよ！　アリッサは悔くやしくないのか!?」


    「悔しい？」


    　何のことか分からない様子で、アリッサが問い返してくる。


    「ホリィ＝ライトに対してだよ！　ここまで好き勝手やられて、そのままでいいのか!?　お前、何も確かめてないだろ！　何も聞いてないだろう!?」


    　ここに来る途中でも垣かい間ま見みた。アリッサが抱いだくホリィ＝ライトへの思いを。こんな事態になって、ホリィ＝ライトへの疑問は山ほど積もっているはずだ。いろんなことを問い質ただしたいと思っているはずだ。


    「――そう、ね。それは心残りね。あいつのことは一発ぶん殴なぐってやりたかったわ」


    　アリッサは苦笑を浮かべる。


    「ああそうだ。僕もぶん殴ってやりたい。ケリはまだ付いてないんだ。こんなところで諦めてる場合かよ！」


    　歯をぎりっと噛かみ締めてアリッサが僕を睨にらむ。


    「あたしだって……あたしだってケースケと一緒に行きたいわよ！　だけど無理なの、分かってよケースケ!!」


    「無理じゃない！　僕だって魔ま狼ろうに飲まれたのに元へ戻れたんだ。お前ができないわけないだろ！　そうだ、僕と同じ方法を使えばいい。いいか、魔術を使う要領で……」


    　だが喋しやべり出した僕を遮さえぎるようにアリッサは首を横に振る。


    「それは――不可能よ。魔ま狼ろうから戻ったときにケースケが何をしたのか、あたしには見えていたわ。でもそれは真ま似ねできない。だってあたしと《天使王ミトロン》には《道パス》なんて繋つながってない。ケースケにとって《天牢ウオルフ＝ライエ》は外側にある存在だけど、あたしの《天使王ミトロン》は自分の内側にあったもの。あたし自身なんだから……」


    　あっさりと却きやつ下かされる僕の提案。


    　しかしそこで引き下がるわけにはいかなかった。アリッサが諦めても、僕は絶望するわけにはいかない。由ゆ衣いだって取り戻せた。僕が希望を失っていたらそれは叶わなかった。


    　諦めるな、諦めるな、諦めるな――。


    　必死に回転させる頭に、閃ひらめくものがあった。このような切せつ羽ぱ詰つまった状況で、奇跡を引き起こした方法があったことを思い出した。


    「だったら……だったら、僕がアリッサの代わりに使ってやる」


    「え？」


    「僕とアリッサは《道パス》が繋つながっている。そうだろ？」


    「まさか、ケースケ――」


    「僕は一度アリッサの魔術を使った。水晶の中に封じられたアリッサの意識だけを召しよう喚かんしたんだ。なら、その逆ぐらいできると思わないか？　体はもう取り返してある」


    　それにウルトさんも言っていた、アリッサが完全であればどんな重荷にだって負けないと。


    「そんな、できるわけ……今のあたしはアリッサじゃなくて《天使王ミトロン》――」


    「〝同じ〟だってさっき自分で言っただろうが。アリッサ自身も願ってくれ。戻りたいって。今度はまともな呪文を考えてやるから」


    「そういえば――前のときは、ひどかったわね……」


    　アリッサはそこでようやく笑みを見せた。


    「――本気、なの？」


    「もちろんだ。絶対に上う手まくいく。信じられないか？」


    「当たり前よ、信じられるわけない。上手く行くわけがない。こんな滅め茶ちや苦く茶ちやなこと……なのにどうしてかしら――ケースケなら……そんな風にも思う……おかしいわね」


    「おかしくなんかない。だっていつもそうだっただろ？　僕とアリッサがいて、乗り越えられなかったことなんてなかった」


    　それを聞いたアリッサは「確かに……そうだったわね」と言って笑った。そして――頷うなずく。


    「……わかったわ。また悪口ばっかり言ったら頭はたくわよ？」


    「はは、遠えん慮りよなくやってくれ」


    　やっと目に光を取り戻してくれたアリッサが嬉うれしくて僕は笑う。


    「あと《姿の言葉シヤープワーズ》を唱えるなら、あたしの心に――直接触れて。《天使王ミトロン》じゃなく、あたしに届くように。あたしの形が分かるように」


    「心？」


    「む、胸よ。あたしの胸に手を当てなさいって言ってるの！　心は頭じゃなく、体の中心にあるものなの。変な意味じゃないんだから、さっさとやりなさい」


    「あ、ああ……」


    　そうは言われても躊ちゆう躇ちよする。だが、思い切ってアリッサの左胸に、僕の左手を押し当てた。


    　柔らかく――そして温かい。とくん、とくん、と鼓こ動どうが聞こえた。


    　それは、心の音。


    　これが、アリッサ。


    　そして僕にも音が鳴っている。同じ周期で。耳を澄ませるほど雑念は遠くなった。


    　今ならお前を、言葉にできる。


    「来きたるは金色。風を引き連れ舞う乙おと女め。界かいの王たる小さき揺り籠かご――黄金の髪靡なびかせ、空を渡り、道を拓ひらく、留まることを知らぬ者」


    　僕がこれまで目にしてきたアリッサの姿を紡つむいでいく。


    　ショッピングモールの屋上から降ってきたアリッサ。左手と右手を繋つないだ不ぶ恰かつ好こうな握手で契約したときのアリッサ。風で音楽を奏かなでたアリッサ。ジンと向かい合ったときの悲しげなアリッサ。美み澄すみさんと友達になったときの嬉うれしそうなアリッサ。僕とぶつかり合ったときの怒ったアリッサ。そして僕に――好きだと告げた笑顔のアリッサ。


    　その全てがアリッサという人間の輪りん郭かくを形作っていく。


    　バキィッ！


    　詠えい唱しようの途中でアリッサを縛しばり付けている樹の幹みきにひびが走った。


    「ケースケ――」


    　アリッサが僕を求めるように、腕を伸ばす。ブチブチと癒ゆ着ちやくしていた幹が綺き麗れいに剥はがれ始めていた。


    「天の使いは虚うつろな影、真なる形は微ほほ笑えむ器うつわ――裁くことを捨て、守ることを忘れ、ただ傍そばで手を取り合う君へと還かえれ！」


    《姿の言葉シヤープワーズ》が完成する。あとはその名を呼ぶだけ。


    　僕は《天使王ミトロン》であることを否定しない。ただ、アリッサはアリッサであることを望む。


    「アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライト＝ミトロン!!」


    「ケースケぇっ!!」


    　アリッサが樹から解き放たれる。僕に飛びついてきたアリッサはその唇くちびるを――。


    



    「啓けい介すけくんっ！」


    　僕を呼ぶ声に目を開く。そこには瞳を潤うるませた友とも月づきの顔があった。


    「え……？　あ、あれ？」


    　僕は周囲を見回す。もうそこは湖から生はえる大樹の根元ではなく、土ど砂しや崩くずれの直後のような山肌の上。そして僕の腕の中には目を閉じたアリッサの体があった。


    「――どう、なったんだ？」


    　その問いには、友月の横から顔を出した陽ひ名なちゃんが答える。


    「啓介さんが触れてすぐに、《天使王ミトロン》は金色の光になって消えていったです。でも、啓介さんはそのまま倒れてしまって……」


    「お兄ちゃん、大丈夫？　大丈夫？」


    　由ゆ衣いも出てきて僕を詰きつ問もんした。


    「平気だよ。じゃあ上う手まくいったんだな……」


    《天使王ミトロン》の内面世界を見ていたのは実際にはほんの一瞬だったらしい。


    「ん……う、うーん……」


    　腕に抱いたアリッサが呻うめき声を上げた。


    　よかった、生きてる――僕が触れられる場所にこいつがいる。


    「お、気がついたか。しばらくぶりの自分の体はどうだ？　居心地いいだろ？」


    　声が上うわ擦ずるのを冗談めかした言葉でごまかす。泣いてしまいそうなほど、嬉うれしかった。


    「ケース、ケ……」


    　そう訊たずねると、アリッサは目を開いて僕をまじまじと眺ながめる。


    「どうした？　意識がはっきりしないのか？」


    　すると突然、アリッサは顔を赤くして飛び起きた。


    「え、ええええ？　あ、あれあたし――」


    　やはりどこか混乱しているようだ。アリッサは唇くちびるを押さえ……え、唇？


    　そこで僕もようやく《天使王ミトロン》の世界で見た最後の光景を思い出す。


    「あ、アリッサ。お、お前さっき……」


    「わ、忘れなさい！　あれはよく分からないけど、何か勢いで――だ、第一、触れてないでしょ!?」


    　そ、そうだったか？　いまいちはっきりとしない。


    「何の話してるの、二人とも？」


    　何な故ぜか冷えた声こわ音ねで問いかけてくる友とも月づき。


    「あ、な、何でもない何でもない」


    「何でもない割りには、ずいぶん心が乱れてますよ、啓けい介すけさん？」


    　陽ひ名なちゃんまでも怖い顔で詰め寄ってきた。


    「お兄ちゃん、どうしたの？　どうしたの？」


    　由ゆ衣いもとりあえず真ま似ねして僕に顔を寄せてきた。


    「ちょ……ホントに何でもないんだって。な、なあアリッサ？」


    「そ、そうよ。まあ少し変な夢を見たってだけ。それより――」


    　アリッサは僕に同意して見せた後、真面目な顔になり周囲の惨さん状じようを眺める。


    「すごいことになっちゃったわね……。《天使王ミトロン》になってからもだいたいのことは覚えてるわ。ごめん……あたし何もできなかった。街に異変が起きたとき、部屋にやってきたあいつらに抵抗する間まもなく捕まって、いいように使われた――」


    「それは……アリッサのせいじゃない。僕が甘かったんだ。アリッサが動けないっていうのに一人にさせてたんだから。それで、体はどうなんだ？　もう苦しくないのか？」


    　僕の問いにアリッサは頷うなずく。


    「ええ、自分の中に《天使王ミトロン》の力があるのは分かる。でも前みたいに重いとは思わない。精神体だけじゃ支えられなかったけど、肉体があれば平気そうだわ」


    「よかった。これで全部解決したんだな……」


    　僕は溜ため息いきを吐つく。友とも月づきもどういうわけかピンピンしているし、由ゆ衣いも戻ってきた。だが陽ひ名なちゃんは懐かい疑ぎ的な表情を見せる。


    「どうでしょう……《群れクラウド》がこのまま引いてくれればいいですが――」


    「あー……そうだった。街はあいつらに占せん領りようされたままか」


    　それにホリィ＝ライトにも逃げられた可能性が高い。ここまでしておいて、すんなり諦あきらめるとも思えなかった。状況的には振り出しへ戻っただけかもしれない。


    「実は、冬ふゆ上がみさんが駅に残ってるの。とりあえず、そこまで戻らない？」


    　友月が提案する。そうか、あいつも無事だったのか。心配されるやつではないだろうが、それでも安心した。


    「じゃあそうしよう。アリッサ、頼んでいいか？」


    「もちろんよ」


    　頷うなずくアリッサ。


    　だが、そこに僕ら以外の声が響いた。


    　暗く、不吉な色を帯びて――。
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    「欲するは優越。群集の内より天の糸求め、高きを望む腕。愚かなりし賢者――」


    　もうほとんど沈みかけた真っ赤な太陽を背に近づいてくる黒い影が呪文を唱える。陽名ちゃんが由衣を連れて後ろに下がった。


    「願いを賛美し、欲を愛めで、罪を許し哂わらう者――その手伸ばしは遥はるかな追憶、白き狐きつねの還かえる先、届かぬ世界……」


    　目を細め、逆光になったその姿を見極める。黒いフードを被かぶった小こ柄がらな老人。


    「あいつ、ホリィ＝ライトに化けてた《群れクラウド》の魔術師だ――」


    　僕はアリッサたちにそう伝える。だが何をしにきた？　こちらにはもうアリッサも友月もいる。僕には魔術を飲み込む《魔狼フエンリル》がある。たった一人では勝ち目などないはずだ。


    　しかし油断はできないため、僕も《三頭の獄牙ケルベロス》を唱え始める。老人は詠えい唱しようを続けながらゆっくりと近づいていた。


    「望みし彼ひ岸がんは深遠に閉ざされ、求めし彼の尾は狭はざ間まに消ゆる――」


    　抑よく揚ようのない声が風に流され耳に届く。


    「高位魔術？　いえ――これはまさか召喚サモン!?」


    　アリッサが表情を険しくし、片手を掲げ迷いなく叫ぶ。


    「貫く風ピアーズウインド！」


    　生じた錐きり状の風が放たれる。だが老人はその外見からは想像できないほどの身のこなしで横に飛び、風を避けた。その間も詠えい唱しようは続く。


    「与えしは贖あがないの場。妬ねたみを、絶望を持って、その虚うつろを満たせ！」


    「させない！」


    　友月は未定義魔術で老人の周囲にいくつも爆発を生むが、それも全て当たらない。


    　そして老人は高く跳び上がり、最後の言葉を告げた。


    「求めし愚者ホリィ＝ライト!!」


    　老人の体が暗い輝きを放つ。


    　まるでそれは老人が若返っていくような光景だった。長い黒髪が靡なびき、手足が伸び、肌は皺しわ一つないものに変わっていく。


    　そこに現れたのは幾き何か学がく模様が描かれた和服に似た服を纏まとう鋭い目つきの男。服のデザインを抜かせば平安時代の貴族を思わせる容よう貌ぼうだ。


    　見た事はない。けれど、こいつが誰かは理解していた。老人は呼んだ、ホリィ＝ライトと。詠唱の終わった《三頭の獄牙ケルベロス》を生み出して、僕は奴を見上げる。


    「《鸚鵡パラツト》よ、ご苦労だったな……唯一無詠唱を使える手駒だったが、惜しいことをした。だが汝なんじの願いは我が叶えよう」


    　地面に降り立ち、己の胸に手を当てて男が呟つぶやく。その口調、やはり――。


    「どうして……どうして《求めし愚者》の《真の名シアー》がホリィ＝ライトなのよ？　あんたはいったい――」


    　口を開いたのはアリッサだった。震える声で男へと訊たずねる。


    「娘よ、それは月がどうして月なのかと訊きくに等しい無意味な問いだ。我はホリィ＝ライトであり《求めし愚者》。ただそれだけ、そのままのこと。そして汝の父でもあるということも同じ」


    「――っ！　馬鹿なこと言わないで!!　そんなことあるはずない。そんな滅め茶ちや苦く茶ちやなこと……」


    　男――ホリィ＝ライトとアリッサは眼も髪も色が違う。だがどこか顔立ちに共通する部分があった。アリッサ自身もそれを感じているのだろう、反論はただ感情的な否定に走っている。


    「くく、汝の肉体を借りていたときよりは信しん憑ぴよう性があると思うがな。我を見て何も思わぬか？　我は汝を見て、まさに我の娘だと感じ入ったものだが」


    「…………」


    　アリッサの口からはそれ以上否定の言葉は出てこなかった。恐らく同じなのだろう。アリッサも目の前の人間が肉親であることを本能で理解したのだ。


    　アリッサがそっと僕の左手に右手を重ねてくる。僕は震えていたその手を握った。アリッサも握り返してくる。


    　ちらっとアリッサが僕に感謝の眼差しを向けた。


    『ありがと、ケースケ――あたし、認めるわ。認めて、立ち向かう。ケースケと一緒ならそれができる』


    　心の中に直接アリッサの声が流れ込んできた。アリッサを元に戻したときに強く《道パス》を結んだ影響かもしれない。


    「――なら、聞くわ。あんたがあたしの父親だって、ホリィ＝ライトだって言うなら聞かせてもらう。どうしてこんなことをするのか、何であたしが《天使王ミトロン》なのか。全部、力ずくでも吐かせてやるわ！」


    　アリッサの声から動どう揺ようが消えた。いつもの強さが戻った。


    　戦うつもりなのだ、アリッサは。直接会ったことはなくても己の人生にずっと影響を及ぼしてきた父親――ホリィ＝ライトへ立ち向かうつもりなのだ。


    「いいだろう、それが願いならば聞かせてやろう。だが知ることが幸せであるとは限らぬぞ」


    「望むところよ」


    　アリッサは揺るがない。


    「くく、そうか……ではまず、汝なんじが何者かを知るがいい。娘よ、汝が何故なにゆえ《箱庭ガーデン》に入ることを許されなかったか――それはな、汝が方はこ舟ぶねの者どもにとっては予期せぬ存在だったからだ。汝は持て余された忌いみ子ごなのだよ」


    「忌み、子？」


    「そう、望まれぬ子だ……汝はヒースがどこに《天使王ミトロン》を封じたか知っておるか？」


    「……あたしじゃ、ないの？」


    　訝いぶかしげにアリッサが問い返す。


    　そうだ。アリッサが封じられた《天使王ミトロン》の器うつわであるはずなのだ。だがホリィ＝ライトは首を横に振る。


    「違うな、まだその時汝は存在しなかった。正解は己の娘である、ヴェルの胎たい内ないだ。天使は滅びると因子をまだ腹の中にいる赤子へと転生させる。だがヒースはまだ子のいない空の胎内へと転生しようとする因子を導き、閉じ込めたのだ。正しくは――胎児を模した封印体を魔術で作り出したのだがな」


    「お母様の……胎内……」


    　それは衝撃的な言葉だった。しかし僕は違和感を覚える。ホリィ＝ライトの台詞せりふにではなく、こうやってアリッサの問答に付き合っていることにだ。


    　何で――攻めてこないんだ？


    　ホリィ＝ライトは動く様子もなく、ただ喋しやべり続ける。


    「我はな、それを見ていた。ヒースと天使の戦いも、因子の行方も。それまでは我もヒースを倒し、《壁》を壊そうとする者どもの一人だった。だがヒースには勝てない、《天牢ウオルフ＝ライエ》を力によって消すことは叶わぬと悟り、自らヒースに名を差し出し、奴の使し役えきする高次存在ヴイナーの一柱となったのだよ」


    　ホリィ＝ライトは千年前の出来事を懐かしむように語る。だがアリッサは険しい顔で否定する。


    「おかしいわよ！　あたしが聞いたホリィ＝ライトは高次存在ヴイナーなんじゃなくて人間よ！」


    「それはな、我が人間のまま精神だけを高次存在ヴイナーに至らせた特異な存在であったからだ。《鴉クロウ》が使った方法と同じ。魔術を又また貸がしする代だい償しようとして力を集めた。《鴉クロウ》も追い詰められ、急せくことがなければ我と同じ場所に至れたろう。我の体は未だ《箱庭ガーデン》の隔かく離り区画に軟なん禁きんされておるよ。ヴェルを身み籠ごもらせてしまったことでさすがに疑われてしまったゆえにな」


    「クロウ……ジンのことね？　それにあんた、お母様に何を……」


    「ああそうだ。あやつに接触し、魔術を与え、さらには人間を超える法を授けたのは我だ。ヴェルは単に口く説どき落としただけ。我はずっとあやつが好意を抱いだくように振る舞ってきたゆえな。ヴェルは己の中に《天使王ミトロン》がいることも知らず我を受け入れたよ。知ったのは汝なんじを孕はらんだ後だ。しかし生まれたのはヒースの封印体と融ゆう合ごうしたとても強固な《天使王ミトロン》の器うつわ。方はこ舟ぶねという歪ゆがみの只ただ中なかにあろうと汝の天使は目覚めることがなかった」


    「お母様は……知らなかったの？」


    「ああ、あやつは何も知らぬよ。我が《天使王ミトロン》を復活させるためだけに近づいたことも知らず、未だに我を愛しておろう。我が投とう獄ごくされたことも気づいておらぬはずだ。我にふさわしい愚かな女だよ。そして《鴉クロウ》もよい手足になる愚者であった」


    　ホリィ＝ライトは皮肉げに哂わらう。


    「ジンも、お母様も……あんたは利用したのね――」


    　アリッサの目にはもはや怒りを通り越して憎しみが宿っていた。僕も同様だ。ホリィ＝ライトはあまりに人の心を弄もてあそんでいた。感情を無視していた。


    　もしかすればジンもオウルのように心へ干かん渉しようされていたのかもしれない。


    「その通りだ。《鴉クロウ》の来訪は願ってもない好機であった。我が高次存在ヴイナー《求めし愚者》そのものだと知るのは方舟ではヒースただ一人。他の者は我をヒースの弟子としか思っておらぬ。ゆえに肉体を拘こう束そくしたのみで、自由を奪った気にさせ、暗あん躍やくすることは容た易やすかった。《鴉クロウ》には汝と我が方舟の外に出るきっかけを作らせたのだよ」


    　僕は理解した。


    　アリッサの運命も、僕や由ゆ衣いの運命も全てはこいつによって仕組まれ、捻ねじ曲げられたのだと。


    　許せない――。


    　怒りが心に満ちていく。じっとしているのも限界だった。


    　でも……やはり変だ。


    　頭の中でわずかに残った冷静な部分か囁ささやく。


    　こんな僕らを煽あおるようなことを言って何の得になる？　アリッサの願いを叶える、ただそれだけの理由なのか？


    　召喚サモンというのは媒ばい体たいの精神を消費し尽くすまで、高次存在ヴイナーを実体化させる魔術であったはずだ。長々と話すことは己の首を絞しめることになるだけのはずなのに……。


    「そう――わかったわ。あんたは徹底的に、あたしの敵だったのね」


    　ホリィ＝ライトへ向けて射い殺ころすような視線を向けるアリッサ。しかしその横顔は《天使王ミトロン》の中で見た、泣き伏せる幼いアリッサと同じものに見えた。涙は流していない。けれど本当は泣いているのかもしれないと僕は思う。


    「違うな、我と汝なんじは敵などではなく。ただの使い手と道具の関係だ。もっとも汝は役立たずの不良品だがな。我にいらぬ手間をかけさせる。人に戻ったというなら、肉体も精神も壊し、再び《天使王ミトロン》を顕けん現げんさせてやろう。たとえ操ることができずとも、あれは方はこ舟ぶねを滅ぼしに向かうはずだ！」


    　そう告げるとホリィ＝ライトは両手を左右に翳かざす。すると突然地鳴りが起こり、足元が揺れ始める。


    「きゃあっ！」


    　後ろで由ゆ衣いが転び、陽ひ名なちゃんが慌あわてて助け起こす。


    「くく――娘よ、昔話は楽しかったか？　しかし我の顕現の時間は短い。その時を、無む為いに使ったとは思わぬことだ」


    　ホリィ＝ライトの左右の地盤が盛り上がり、赤と青の光が迸ほとばしる。


    　やはり長々と話していたのには意味があったのか。アリッサのためには話を遮さえぎることはできなかったが、少々まずいことになったかもしれない。


    「来きたれ《清明ホリイ＝ライト》の名の下に――《赤き前鬼ザツプデーモン》！　《青き後鬼スリングデーモン》！」


    　光の中から二つの巨体が現れる。一本角の仮面をつけた赤い肌のマウンテンゴリラのような巨獣と、二本角の仮面を被かぶった手足が長く青い肌の怪物だ。二体とも竜人化したキメラに劣らぬ体たい躯くを持っている。まさしく鬼と表現すべき異い形ぎよう。


    「けど……こんな奴ら！」


    　僕は《三頭の獄牙ケルベロス》を構える。いくら強そうに見えようが《魔狼フエンリル》に触れるだけで消える魔術に過ぎない。


    　だがそれを見たホリィ＝ライトが口の端を歪ゆがめ、笑う。


    「壁にもならぬと思うか？　ならば……試してみよ」


    　青鬼がホリィ＝ライトの声に応じて、角の先から矢のように青い雷らい撃げきを放つ。


    「くっ！」


    　僕は右腕の狼ろう首しゆを翳かざし、頭を狙ってきた閃せん光こうを飲み込もうとするが、それは右手に吸収されることなく《三頭の獄牙ケルベロス》を弾き飛ばした。


    「啓けい介すけさん！」


    　後ろに倒れ込んだ僕を陽ひ名なちゃんが支える。


    「な……なんで？」


    「無駄だ、チュールの右手。これらは我が《求めし愚者ホリィ＝ライト》と名乗る以前、〝人の名〟を持っていた頃に使っていた自立型魔術。鬼神の式。この国を去るときに切り札として地の底に眠らせ、封じておいたもの。ゆえに呼び寄せるのに時間が掛かったが、《求めし愚者》の名で使う魔術でない以上、《魔狼フエンリル》で優位に立つことは叶わぬのだよ」


    　ホリィ＝ライトの切り札……。


    　僕は唾つばを飲み込む。だがそれだけ相手も追い詰められているということだ。こいつらさえ倒せば活路は見える。


    　僕とアリッサ、友とも月づきは視線を交わし、同じ結論に至ったことを確認した。


    　最初に動いたのは友月だった。手を掲げ、告げる。


    「――燃える黄昏グロウダスク！」


    　その《起動言語トリガー》が戦端を開く。ホリィ＝ライトと鬼達を全て包み込む火柱が立ち昇った。


    「《召喚サモン》された我を、あまり舐なめるな」


    　だが次の瞬間にはホリィ＝ライトが生み出した黒い風が炎を吹き飛ばす。


    「憑ひよう依いした状態では魔術師と変わらぬ力しか出せぬが、今の我は純粋な高次存在ヴイナーであるのだぞ！」


    　その風に乗るようにして赤鬼は僕らの方へ突っ込んできた。


    「阻む烈風ハインダーブロウ！」


    　赤鬼が繰り出した丸太のような腕をアリッサの魔術が止める。僕はその隙すきに赤鬼の脇を抜けてホリィ＝ライトへと走りだした。触れれば勝てるのは、さっきと同じなのだ。


    　しかし残る青鬼はホリィライトの背後に移動し、二本の角から全方位に向けて雷らい撃げきを繰り出す。


    　大気を裂く轟ごう音おんが鳴り響いた。


    　降り注ぐ雷の雨を狼ろう首しゆで防ぎ、慌あわてて間合いから離れる。


    「啓介くんっ、後ろ！」


    　友月の声に振り向く、そこには腕を振り上げた赤鬼。迎げい撃げきする暇いとまはない。狼首で地面を叩き、急加速でハンマーのような一撃を避ける。


    　大地を陥かん没ぼつさせた赤鬼は、アリッサと友月の傍そばに戻った僕へと一角の仮面を向けた。表面に描かれた文字らしき文様が、目のように僕らを射る。


    「ケースケ、あの赤いやつ意外と素早いわ。たぶん接近戦用ね。青いのは防御と遠距離攻撃担当って感じかしら。その上、並の魔術じゃあいつに無効化される。面倒臭いわね」


    　アリッサは苦々しく呟つぶやく。


    「だったら、並じゃなければ、いいんでしょ？」


    「――ミユ、あたしと意見が合うわね」


    　友とも月づきの言葉にアリッサは頷うなずき、笑みを見せる。僕にも二人の言いたいことが分かった。


    「よし、今のところ攻めてきているのは赤鬼だけだ。僕があいつを引き受けるからその間に！」


    　僕はそう言うと赤鬼に向けて駆け出す。二人は頷き長い詠えい唱しようを始める。高位魔術を紡つむぐために。


    　赤鬼は近づく僕へと腕を振り下ろす。だが今回は正面だ。《三頭の獄牙ケルベロス》で迎むかえ撃てる。


    　僕は赤鬼の拳こぶしを喰らうべく狼ろう首しゆの牙きばを開き、腕を繰り出す。


    「だあああああああぁっ！」


    　狙いは過あやまたず、三つの口で赤鬼の右腕を肩まで抉えぐり取った。


    「傷つけたな、チュールの右手。鬼の体を」


    　しかし、ホリィ＝ライトがむしろ嬉うれしげに呟いたのが耳に届いた。その意味が分かったのは次の刹せつ那な――。


    「ぐぅっ、あああああああああああああっ!!」


    　突如として右腕に神経が焼ききれるかと思うぐらいの激痛が走る。《三頭の獄牙ケルベロス》はとても維持している余裕がなく、霞かすむようにして消え去ってしまう。


    　なんで……僕は、攻撃した側なのに！


    　赤鬼は膝ひざを突いた僕へ向けて残った左腕を振り上げた。


    「――傷負う鎧ハートアーマー！」


    　友月が呪文詠唱を中断して、僕と赤鬼の間に車輪の盾たてを生み出す。赤鬼の拳こぶしは盾に阻はばまれる。だが赤鬼は盾を回り込むように移動し、もう一度左腕を振り下ろした。


    「阻めぬ嵐デイザスター！」


    　だがそこに烈風が吹き荒れ、赤鬼を大きく吹き飛ばす。アリッサも高位魔術を諦あきらめ、僕を助けてくれたのだ。


    「啓けい介すけくん!?」


    「ケースケ、どうしたの!?」


    　駆け寄ってくる二人。だが僕は痛みで答えることができない。


    「《赤き前鬼》の呪いを受けたのだよ」


    　代わりに答えたのはホリィ＝ライトだった。


    「鬼とは影。暗きもう一人の己。前鬼は傷を負うと、傷を与えたものに痛みを返す。汝なんじは、前鬼の右腕を全て削り取ったのだ。しばらくは動かすこともできぬであろう。汝の右腕さえ封じれば、もう我に恐れるものはない」


    　鬼の痛みが返る？


    　だとしたら、もし倒してしまえば死に至るほどの痛みが襲おそうということ。


    「あの鬼からやっつけるわけにはいかないのね。だったらあんたから倒すまでよ、ホリィ＝ライト！」


    　アリッサの叫びにホリィ＝ライトは肩をすくめる。


    「不可能だな。我と互ご角かくに戦いたくば竜か魔王を召しよう喚かんするかないぞ？　己おのが身を犠ぎ牲せいにしてな。もっとも、その隙すきなど与えぬが」


    　ホリィ＝ライトはそう告げると、天に腕を掲げる。


    　虚こ空くうより生じる白と黒が半分に分かれた球体。回転しながら数秒と経たずに空を覆おおう大きさとなる。


    　さらに青鬼の角に青い電光が収束し、強力な攻撃を放とうとする気配があった。


    「それは《陰陽の沌渦カオテイツク》!?」


    「ああ……我の力を借りし者は高位魔術として、そのような名前で呼んでおったか。だが我自身が使うものと同じに考えるでない。痛みを感じる間もなく汝なんじら全員を混こん沌とんに飲んでくれよう」


    　アリッサにホリィ＝ライトは宣告する。


    「お前自身は……僕らを殺せないん……じゃ……」


    　僕が痛みを堪こらえて言葉を発すると奴は首を振る。


    「我は《召喚サモン》という願いを受けてここにいる。優先されるのは召喚者の望み。汝らを滅ぼし、《天使王ミトロン》を取り戻すためなら、命を奪うことも可能であるさ」


    　そう言って奴は空に浮かんだ白黒の渦うずを僕らへ向かって落とした。


    　まずい、アレはアリッサたちでは止められない。避けるにしても後ろには由ゆ衣いや陽ひ名なちゃんがいる。


    　阻はばめるのは僕しか――。


    「……っああああ!!」


    　アリッサと友とも月づきの前に出て、痛みで動かない右腕を左手で支え、上方へと向ける。


    「チュールの右手、ならばこちらも止めてみるか？」


    　そこにホリィ＝ライトの声。青鬼の角から放たれる太い雷の矢。魔術を帯びていない右腕では、防ぐ術すべはない。


    「啓けい介すけくんっ！」


    　友月が僕の隣に立ち、さっき呼び出した車輪の盾たてを移動させて雷の防壁とする。


    　右手に圧のし掛かる混沌。友月の盾の表面を削る青い雷光。


    「おも、いっ……」


    　混沌は止まっていた、僕の右手によって。凄すさまじい勢いで右手はホリィ＝ライトの魔術を喰らっていたが、あまりに混沌が大きく、右手が小さい。


    「お兄ちゃん！」


    　後ろから走ってきた由ゆ衣いが僕の右腕を握って支えてくれる。それで何とか圧おし負けずに済んだ。


    　だが僕が使った《魔銀の鎖狼ウオルフ＝グレイプニル》による封印は以前より強力なのか、魔術を飲み込んでも右手の吸収速度は上がらない。せめて《三頭の獄牙ケルベロス》を発動させていれば――。


    　完全に動きを封じられる形となった僕の横で、友月も青鬼の攻撃を額ひたいに汗を浮かべて止めている。


    　そこに片腕の赤鬼が突進してきた。唯一動けるアリッサが赤鬼の前に飛び出して叫ぶ。


    「止める光輪エルスリング！」


    　赤鬼の囲むように現れる光の輪。それは瞬時に収束して赤鬼の体を縛しばり上げる。バランスを崩して転げる赤鬼。攻撃できないのならば捕ほ縛ばくすればいいというわけか。


    「小こ賢ざかしい」


    　しかしホリィ＝ライトがアリッサを睨にらんだ。するとアリッサの足元から黒い帯が伸びてその体を拘こう束そくする。


    「そして、汝なんじもだよ。小さな雀すずめ。同じ手は二度も通じぬ」


    「きゃあっ!?」


    　いつの間にか横手から回り込もうとしていた陽ひ名なちゃんまで、黒い帯に縛り上げられた。


    　僕が必死で止めている混こん沌とんの渦うずを放ちながらも、他に力を使う余力があるのか――。


    　さらに赤鬼が苦もなくアリッサの光輪を引きちぎり、身動きの取れないアリッサに左腕を振り下ろす。


    「――っ……《阻む烈風ハインダーブロウ》！」


    　ぎりぎりでアリッサは風の障壁を作り出した。拳こぶしを弾かれ赤鬼はたたらを踏む。


    「ふむ、口を防ぐのを忘れていたか」


    「むぐっ！」


    　だがそれを見たホリィ＝ライトがさらに黒帯を生み出して、アリッサの口を覆おおってしまった。


    「アリ……ッサ……」


    　このままでは次の魔術を唱えることができない。風の壁が消えれば終わりだ。


    　混沌の渦に抵抗しながら、僕はあいつの名前を呼ぶ。


    　すると頭の中に声が届いた。


    『――なんで、なんで、こいつに勝てないのよ。あたしは絶対、負けちゃいけないのに！』


    《道パス》を通して強い悔しさが伝わる。


    『お母様は、あたしがホリィのことを悪く言うと、すごく怒った。いつもあいつのすごさをあたしに語った。その度にあたしはもっとあいつが嫌いになったけど、お母様があいつを大好きなのはよく分かった』


    　赤鬼は何度も風の壁を突破しようと、腕を振るう。その衝撃に霧む散さんしてしまいそうな魔術を、アリッサは胸に滾たぎる怒りで維持しているようだった。


    『なのに、あいつはお母様まで裏切っていた。それだけは絶対に許せない、許したらいけない。いけないの！』


    　感情から精神力を無理やり捻ひねり出して、アリッサは赤鬼の猛攻を堪こらえるが、それでも徐々に壁は薄くなる。


    　今すぐ助けに向かいたい。だがホリィ＝ライトが力を加え続けているのか、頭上の混こん沌とんの渦うずは一向に小さくなる様子がない。


    「アリッサ、さん！」


    　友とも月づきが青鬼の雷らい撃げきを盾たてで防ぎながら、未定義魔術でアリッサを縛しばる帯と赤鬼の周囲に小さな爆炎を生み出す。


    　だがホリィ＝ライトの《魔法》による黒い帯はびくともせず、赤鬼はわずかに体を揺らすだけ。逆にその痛みを返された友月が苦しそうな表情を浮かべる。車輪の盾にも小さな裂け目が生じる。


    　ついさっき《天使王ミトロン》と鍔つば迫ぜり合いをやったばかりなのだ。もう既に精神力は限界に達しているのだろう。


    　みんな――やられる。


    　アリッサと友とも月づきが倒れれば、僕は鬼達になす術すべがない。《三頭の獄牙ケルベロス》か《貪れ魔狼デイバウアー》を使っても、痛みで操れないどころかすぐに消えてしまうはずだ。


    　ホリィ＝ライトに通じるのはこの《魔狼フエンリル》しかないのに――。


    　だがそのとき脳裏に光の翼を背負った巨人の姿がよぎる。


    　いや、本当にそうか？　あいつの天敵は《魔狼フエンリル》以外にもう一つある。


    　世界の歪ゆがみを正す守護者。在り得ざるものを斬り伏せる王……。


    「――由ゆ衣い、僕の腕、支えておいてくれるか？　今から左腕を離す」


    　混沌の渦に圧おされるようにして膝をついた僕は由衣に頼む。


    「わ、わかった！」


    　由衣は頷うなずき両手で僕の腕を掴つかんで固定してくれる。そして僕は自由になった左手をアリッサの方へ向けた。


    「アリッサっ！　お前に〝お前〟の力を貸してやる!!」


    『ケース、ケ――？』


    　アリッサが心で僕の名を呼び、こちらに目だけを向ける。


    「お前は誰だ？　忘れたのか！　僕はアリッサを呼び戻すとき何て言った!?」


    　その言葉の意味が分かるのは、アリッサ当人だけだったろう。瞳に理解の色が宿る。


    『うんっ、ケースケ。あたしに――』


    　アリッサは拘こう束そくされながらも僕へ右手を向けた。


    　僕の左手とその右手の距離は隔へだたっている。だがその間には確かに繋つながった《道パス》があった。


    　そうだ、お前はホリィ＝ライトなんかに負けるやつじゃない。内側にある力を自分で引き出せないなら、僕が代わりやってやるまで。さっきと同じように。


    　なあ――アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライト＝ミトロン！


    「来きたるは金色。風を引き連れ舞う乙女。界かいの王たる小さき揺り籠かご――黄金の髪靡なびかせ、空を渡り、道を拓ひらく、留まることを知らぬ者」


    　僕は唱える。アリッサの真なる形を紡つむぐ言ことの葉はを。


    「内に秘めし裁きの光、歪ゆがみを正す天なる翼。罪を断ちし清き剣――宿命さだめと役目をここに分かて、彼の腕に法の刃を！」


    　僕は告げる。アリッサが持つ本当の力の有様を。


    「汝なんじら、いったい何を――」


    　ホリィ＝ライトが訝いぶかしげな声を上げる。答える必要はない。その目で見て理解すればいい。


    　僕は最後の言葉を告げ、自分の左手が繋ぐアリッサの右手に力を託たくす。


    



    「彼の右手に天の光剣ライト　ライト!!」
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    　その瞬間、アリッサの右手に光り輝く大剣が顕けん現げんした。溢あふれ出る金色の光がアリッサを拘こう束そくしていた黒い帯を吹き飛ばす。


    　ヒィィィィィン――。


    　それはアリッサが剣を振り抜いた音。光の軌き跡せきが線となって、赤鬼の上半身と下半身を切り離した。


    　二つに分断され、地に倒れた赤鬼は灰になって崩れる。鬼を傷つけたはずのアリッサだが、痛みに苦しむ様子はなく、平然とホリィ＝ライトへ剣を構えた。


    「それはまさか――」


    　ホリィ＝ライトの声は驚きよう愕がくに震えていた。


    「分かる？　これは《天使王ミトロン》の剣。鬼の呪いだろうと何だろうと、全部纏まとめて滅ぼす刃やいば。ケースケが導いてくれた、あたし自身の力よ」


    「人のままで天使の剣を振るうというのか――汝なんじの器はそこまで……」


    「あたしはあんたの手の平で操られる道具じゃない。あんたの思おも惑わくを超えて、あんたの野望を止めてみせる！」


    　アリッサはそう告げると剣を携たずさえて走り出す。


    「野望、か。そのような大それたものではないよ、我の願いはな！」


    　ホリィ＝ライトは向かってくるアリッサへ腕を振るう。すると僕らに向けられていた混こん沌とんの渦うずと青鬼の雷らい撃げきがアリッサへと方向を変えて襲おそい掛かった。


    「やらせるかっ！」


    　赤鬼が倒されたことで既に右腕の痛みは消えている。僕は由ゆ衣いの力を借り、溜ため込んだ魔力を遠ざかろうとする混沌の渦に向けて放つ。


    　右腕から迸ほとばしった輝きが、渦と完全に相そう殺さいされ、消し飛ばした。


    「ありがと、十分よケースケ！」


    　アリッサは叫ぶと、大剣を盾たてにして雷撃に正面からぶつかり、そのままホリィ＝ライトへ突進した。青鬼がホリィ＝ライトを守るように、雷を放ちながら長い手足でアリッサに飛び掛かる。


    「邪魔っ！」


    　だがアリッサは雷さえも切り裂いて、青鬼を駆け抜けざまに両断した。


    　残るはホリィ＝ライトのみ。アリッサは大剣を振り上げ、叫ぶ。


    「じゃあ、あんたの願いって何なのよ！」


    「誰もが愚かと哂わらうものさ！」


    　ホリィ＝ライトは手に黒い刀を生み出してアリッサの大剣を受け止めた。さすがに高次存在ヴイナーの力は鬼と格が違うらしい。


    「っ……愚か……ですって？　そんな自分自身で蔑さげすむ願いのために、これだけ皆を騙だまして傷つけたっていうの!?」


    　アリッサはホリィ＝ライトと切り結びながら問いかける。


    「その通りだ。愚かだろうと、矮わい小しようであろうと、我にはそれしかなかった。存在そのものがその願いのためだけにある。ゆえに我は《求めし愚者》なのだよ！」


    　強引にアリッサの剣を押し返して間合いを取り、彼は哂わらった。


    「大層な御ご託たくを並べるわね。だったらきちんと答えなさいよ！　あんたはただ哂われるのが怖いんじゃないの!?」


    　もう一度斬りかかり、アリッサが言う。


    「そのようなもの、とうに慣れたわ。我は哂われながら生きてきたのだから。我の願いはな、《形成界イエソド》を見てみたい、ただそれだけさ。《鴉クロウ》のように《連なる世界セフイロト》を上りつめようなどとは欠片かけらも思わぬ！」


    「――見てみたい!?」


    「母が我を捨てて去った世界ゆえにな。それだけ素晴らしいものなのだろう。我はそこに安住の地があることを夢見て生きてきたのだよ！」


    　何度も、何度も、刃やいばをぶつけながら言葉を交わす二人。もはや僕や友とも月づきに入り込む余地はなかった。


    「母……？」


    「そうだ。我の母は白びやつ狐この高次存在ヴイナー。幼少の頃、我が正体を見て以降、姿を消してしまったがな。以来我は、その母の存在ゆえに人の世にも馴な染じめず、ひたすらに母のいる世界に行く方法を探した！」


    「あんた――母親に会いたかったの？」


    「さてな。もはやそのような感情、磨ま耗もうした。抱きしめたいのか、縊くびり殺したいのか、成人したころには分からなくなっていたさ。残ったのは、《形成界イエソド》に対する憧れ、それまでの生き方、在り方だけだ！」


    　アリッサは、どこか悲しげに目を細める。


    「そう、あんたの願いには――思いがないのね」


    「哀れむのか、我が娘。確かにそうだ。我は強い思いに支えられた願いが、眩まぶしく妬ねたましい。ゆえに願いの殻からとでも言うべき我は、高次存在ヴイナーに到ったとき、人の望みを求める存も在のとなったのであろうよ」


    「だったら、お母様の願いはあんたにどう映っていたのよ！」


    　アリッサは大きく叫んで、大剣を振り下ろす。


    「――美しかったさ。目が眩くらむほどにな」


    　ホリィ＝ライトは黒刃で受け止めるが、その刀身に亀き裂れつが走る。


    「あんた――お母様のこと……なのに、どうして!?」


    「言ったであろう？　我は存在そのものが〝願い〟だ。想いで揺らぐほど、在り方というのは軽くない！」


    　ホリィ＝ライトは疲れたようにぎこちなく笑った。


    「っ――あんたはもう……!?」


    　アリッサは何かに気づいたようだった。僕もホリィ＝ライトの表情から、恐らくアリッサと同じものを感じていた。


    「そうだ、我は既に――諦あきらめている。絶望している。汝なんじがその剣で鬼神を斬ったときに……いや、《魔狼フエンリル》の力が想像以上だった時点でな。だが止まらぬ。止まるわけにはいかぬ。《鸚鵡パラツト》の願いが、我自身の願いが、止まることを許さぬ。我は願いの奴ど隷れいなのだから！」


    　ホリィ＝ライトは叫ぶと、より苛か烈れつに刀を振るった。それまで押していたアリッサが防戦に回る。しかしアリッサの表情は全く苦しそうではなく、ただ――悲しげだった。


    「わかった……もう、終わらせてあげる。お父様」


    　アリッサは黒刀を上に弾き距離を取ると、腰を落とし、大剣を下段に構える。


    「父……か。ふん、何を躊ちゆう躇ちよしているかと思えばそのようなことだったとはな。愚かな娘よ、来るがよい！」


    　薄く微ほほ笑えんだホリィ＝ライトは空あいている手を翳かざし、そこに今度は白い刀を生み出した。


    「やああああああああああああっ!!」


    　アリッサが叫びながら一歩を踏み出し、大剣を振り上げる。その刀身に金色の光が大きく輝く。


    「はああああああああああああっ!!」


    　対するホリィ＝ライトは二本の刀を交差させて振り下ろす。


    　三本の剣が一点で交わり――金こん色じきが、白と黒を切り裂いた。
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    「――どうして、斬らなかった？」


    　地に倒れ、喉元に剣を押し当てられたホリィ＝ライトはアリッサを見上げて訊たずねた。


    　僕、友とも月づき、由ゆ衣い、陽ひ名なちゃんは、その様子を遠巻きに眺ながめている。


    　決着は付ついた。アリッサによれば剣先がふれているだけで、もうホリィ＝ライトは力を行使することができないのだという。《天使王ミトロン》の法を律する剣は魔術という現象に対して毒のような意味を持つのだろう。


    　もはやホリィ＝ライトはアリッサの裁きを待つだけの身だった。


    「この剣で斬ったら、あんたは滅びるわよね？」


    　逆にホリィ＝ライトへ問い返すアリッサ。


    「……そうだな。《召喚サモン》により具ぐ現げん化した我は本体そのものだ。斬れば根こそぎ滅ぼせよう。我が《天牢ウオルフ＝ライエ》を打ち砕こうとした理屈と同じ。その上《群れクラウド》の魔術師たちも力を失い、汝なんじは恨うらみを晴らせる。何の問題がある？」


    「あんたが消えたら、悲しむ人がたった一人だけ……いるからよ」


    「ヴェルのことか？　だがあやつも真実を知れば我を恨むであろう」


    「そうね、だからあんたはずっとお母様を騙だまし続けるの。あたしはあんたにそれだけを〝願う〟わ」


    　ホリィ＝ライトは顔を歪ゆがめて笑った。


    「くく……はっはっはっは――いい、願いだ。思わず叶えてやりたくなる。だがな娘、我は愚かなのだ。生かせば同じことを繰り返す。そのとき後悔するのは汝だぞ　ゆえにやるなら早くしろ。我は願いで縛しばられているゆえ、この体から抜け出せぬが、もたもたしておれば媒ばい介かいの命が尽きよう。もしもできぬというなら――チュールの右手よ、汝が喰らえばよい」


    「僕、が？」


    　ホリィ＝ライトは僕を見上げて哂わらう。


    「そうだ、汝には躊躇ためらう理由などあるまい？　我によって生を捻ねじ曲げられた哀れな生いけ贄にえよ。我は多くのものを汝から奪ったであろう。恨みを晴らしたくはないのか？」


    　頭の中に友とも月づきが胸を貫かれた光景が、そして由ゆ衣いが砕かれた瞬間が再生される。


    　確かに思い出すだけで、怒りと憎しみが内に溢あふれた。右手が震える。


    　この手で触れればホリィ＝ライトを滅ぼすことができる。皆の感じた痛みを、苦しみの代価を支払わせることができる。


    「――お前はそんなに、死にたいのかよ？」


    　僕は右手をぐっと握り締めてそう訊たずねた。


    「死にたい、か。そうかもしれぬな、己の願いに縛られ続けるのも疲れておる。汝が想像している以上に高次存在ヴイナーというのは不自由なものなのだよ。その剣が触れているせいか、我は久々に〝人間〟となった心地だ。《天牢ウオルフ＝ライエ》を壊す試みが失敗した以上、ここで終わるもの悪くはない」


    「ははっ……ははははははっ！」


    　それを聞いた僕は腹の底から笑いが込み上げてくる。


    「何な故ぜ、笑う？」


    「――やっとやり返せると、思ったんだよ。願いのために生きてきたお前の望み、僕は突っ撥ぱねてやる。絶対に殺してなんかやるもんか。お前に奪われたものは今、ちゃんとここに戻ってきてる。僕が誰かのため――いや、誰かのせいにしてお前に怒りをぶつけても、僕の大事な人達は喜ばない。そして何より僕は、アリッサの願いに同意する」


    「汝も……愚者であったようだな。くく――好きにするがよかろう。やがて後悔するのは汝らだ」


    



    「残念、そうはならないわよ。だって私がいるんだもの」


    



    　その声は上空から降ってきた。


    「え……ええっ！」


    　最も驚いたのはアリッサだった。地面に降りた長い金髪と幾き何か学がく模様が描かれたチャイナドレス風の服を着た女性は、その反応を楽しげに眺ながめる。


    「久しぶりねアリッサ。それにホリィ」


    「お、叔お母ば様さま!?」


    　アリッサは口をあんぐり開けて叫ぶ。そう、それはアリッサの叔母、ウルト＝クラノ＝ストーリングだった。


    「――ウルト、か」


    　ホリィ＝ライトも多少の驚きを含んだ口調で呟つぶやく。


    「誰……？」


    　唯一面識のない友とも月づきだけが、首を傾かしげた。それを見た陽ひ名なちゃんが「えっとですね……」と説明する。


    「――よくやったわね、ケイスケ。あんたがいたから、私達も最良の未来を導けたわ」


    　ウルトさんは僕の頭に手を置いて、くしゃくしゃと髪を撫なでる。


    「ちょ、や、やめてくださいって」


    　僕は妙に気恥ずかしくてウルトさんから逃げ出す。


    「そうか……ウルト――《予言の破壊者》が暗あん躍やくしていたか。これでは我が願いが成じよう就じゆするはずもないな。我は間に合わなかったという訳だ」


    　ホリィ＝ライトがウルトさんを見上げて呟つぶやく。


    「いいえ、私はほとんど何もしてないわ。これはこの子たちの力。私は未来を壊さないように見守っていただけ。それにあんたの願いは根本から破は綻たんしていたのよ。あんたは所しよ詮せん何も知らない部外者。途中から私達に加わった新参者。《天牢ウオルフ＝ライエ》の意味も、方はこ舟ぶねの目的も、真には理解していない。どんな結末でも、あんたの願いが叶うことだけはなかったわ」


    「確かにな……その通りだったようだ。ヒースめ、結局は我を謀たばかっておったか。だから賢者は好かんのだよ……それでウルト、我をどうする？」


    「そうね――アリッサの願いを叶えて貰もらうことにするわ」


    　ウルトさんはそう言って笑みを見せる。


    「何を……」


    「あんたの精神体を方舟の中へ転移させるわ。あんたのもう一つの名前も把は握あくしたし、それを利用して抜け出すことも叶わない。《道パス》は外界と完全に隔かく絶ぜつされて、ばら撒まいたあんたの同調者たちも力を失うでしょう」


    「くく、ずいぶん生なま温ぬるいな。それだけか？」


    「ええ、それだけ。あんたのことは腹立たしいし許せないけど、今はヴェルの傍そばにいてあげなさい。あの子はもう――分かっているでしょう？　私もいなくなって寂しがってるわ」


    「…………」


    　その言葉を聞いてホリィ＝ライトは口を噤つぐむ。


    「方はこ舟ぶねは間もなく辿たどり着く。きっと――近いうちにまた会うことになるでしょう。あなたにも役割があるの。それを果たしてもらうわ」


    　ウルトさんはそう告げて手を翳かざす。けれど制止の声が横から上がった。


    「待って、叔お母ば様さま」


    「何？　アリッサ、この処置じゃあ不満なの？」


    「ううん、十分よ。でも一つだけ忘れていたことがあったの」


    　アリッサは笑うと剣先は外さないままホリィ＝ライトの横へと腰を下ろし、腕を振り上げた。


    「何をする気だ、娘よ」


    「おみやげよ。思いっきりやるから、この痛みを持って帰りなさいクソ親父！」


    　ガツンと思いっきりホリィ＝ライトの頭を殴なぐりつけるアリッサ。


    　ウルトさんがそれを見て豪快に笑いながら、痛みに顔を顰しかめているホリィ＝ライトの額ひたいへ手を当て、短く何かを囁ささやいた。するとホリィ＝ライトの体が透き通り始める。


    「くく――まったく、よい土産みやげなことだ」


    　苦々しい笑みを見せながら皮肉気に呟つぶやき、ホリィ＝ライトはゆっくりと消えていった。


    　後には媒ばい体たいとなった老人が残る。胸が動いているのでどうやら息はしているらしい。


    「どうケースケ？　ちゃんと一発殴なぐってやったわよ」


    　アリッサが得意げに僕へ告げた。


    「そうだな。少しはすっきりしたか？」


    「まあね」


    　頷うなずくアリッサの顔は晴れ晴れとしていた。


    「これにて、一件落着ね」


    　ウルトさんが豊満な胸を張って笑う。そこでハッとしたようにアリッサはウルトさんを見た。


    「い、一件落着って……そもそも、どうして叔母様がここにいるのよ!?」


    　するとウルトさんは容よう赦しやなくアリッサの耳を引っ張ると大声で叫ぶ。


    「どうしてって、あんたを追いかけてきたに決まってんでしょうがっ!!　どれだけ心配したか分かってるんでしょうね!!」


    「いたっ、いたいっ！　ご、ごめんなさい！」


    　おお……あのアリッサが素直に謝っている。


    「まあいいわ。お説教は後。皆疲れてるだろうし、帰りましょうか」


    「か、帰るってまさか……」


    　アリッサが怯おびえた表情を浮かべる。それで僕は気づく。アリッサは自分の肉体を取り戻した。もうこれ以上、この街に留まる理由はないのだ。


    「ちょっと待っ――」


    　こんな突然の別れはごめんだと僕は口を挟はさもうとしたが、ウルトさんは予想外のことを告げる。


    「ん？　ああ方はこ舟ぶねにじゃないわよ。私は少し外界でやることがあるの。それまではこの街にいるわ。そうね、ケイスケのところにでも居い候そうろうさせてもらおうかしら」


    「な……い、いきなり何を」


    　僕は慌てる。だがそれ以上にアリッサが猛反発を見せた。


    「だ、ダメに決まってるじゃない！　ケースケのところはあたしで定員一杯なんだから！」


    「あら？　一人ぐらい増えても同じでしょ？」


    　そんなわけはない。というか一人で既に定員なのだ。


    「あ、あたしもお兄ちゃんのとこ住むよ！」


    　そこに由ゆ衣いまで手を上げて加わってきた。


    「ね、あたし小さくなれるからいいよね？」


    　そう言って黒い子犬の姿に変わる由衣。


    「リル！」


    　それを見たアリッサが驚きの声を上げる。そうか、アリッサは知らなかったんだな。


    「よかった……無事だったのね。え、でもこの子がケースケの妹？　どうなってるのかしら……まあいっか、一緒に家に帰りましょう」


    「ワン！」


    　ああもう、なんだか滅め茶ちや苦く茶ちやだ。


    「待って、いまいちまだよく分からないけど、啓けい介すけくんの部屋にそんなに押しかけるのはよくないと思う、絶対」


    　据すわった目で僕らを睨にらむ友とも月づき。


    「そうです不潔です！　啓介さんの部屋は男だん子し寮りようなのですよ？　アリッサさんも体が戻ったなら、別々に暮らすべきです！」


    　陽ひ名なちゃんも友月に同調する。


    「見つからなければ大丈夫よ。ね、ケースケ？」


    「僕に同意を求めるな！」


    　矛ほこ先さきがこちらに向くのを恐れて、僕は怒鳴る。


    「とにかく……ダメ、です。ウルトさん……でしたっけ？　私の屋敷に部屋を用意させますからそちらにおいでください」


    　友とも月づきが丁てい寧ねいに告げるが、ウルトさんは耳をほじりながら「えー……」と不満そうな声を上げる。友月の額ひたいに青筋が浮いた。


    「そうそう、叔お母ば様さまはミユのところに行けばいいのよ！」


    「アリッサさんもです！」


    　とうとう友月が怒鳴る。その周囲に火花が散った。比ひ喩ゆではなく未定義魔術による炎だ。


    「あ、あ、あたしは……お、お兄ちゃんとぉ～……」


    　人型に戻った由衣が、それに怯おびえて泣き出してしまう。


    「もう――どうすりゃいいんだよ……」


    　僕は由ゆ衣いをあやしながら、大きく溜ため息いきを吐ついた。


    　とても平和な、溜息を。戦いは終わったのだ。


    　空を仰ぐと、沈みきった太陽の代わりに赤みを帯びた月が煌こう々こうと輝いていた――。
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      *

    


    



    　都市部から遠く離れた森の中に立つ大きな屋敷。


    　周囲に他の人家はなく、闇やみに沈んだ世界の中で屋敷の塀へいに沿って灯された明かりが、四角く屋敷の外周を浮かび上がらせている。


    　その屋敷の中で空を眺ながめる人間が二人いた。まるで宮中を思わせる見事な庭を眺められる縁側に立つ、艶つややかな黒髪を身の丈たけよりも長く伸ばした和服姿の女性と白髪の老ろう婆ばだ。


    「未み永えいさま、今日は月が赤いですねえ……」


    　老婆が掠かすれた声で呟つぶやく。


    「わらわは赤い月が嫌いじゃ。知っておろう、未永」


    　不可思議なことに二人はお互いを同じ名で呼んだ。


    「――じゃが、今こ宵よいばかりは感慨深い。わらわはようやく託たくせる者を得たのだから」


    　女性の言葉に老婆は皺しわだらけの顔を歪ゆがめて複雑な表情を浮かべた。


    「どちらを継いだ方が幸せであったのでしょうか……」


    「それは言わずとも分かろうに。しかしもう戻れはせぬ。かの娘が継ぐのは偽りの〝友とも月づき〟ではなく――真なる〝朋とも月づき〟であるのだから」
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    終章


    



    「――ひどいわよね？　これがひどくないわけないわよね？　私、友とも月づきさんに制服貸して、寝間着でずっと駅のホームにいたのよ。それなのに、それなのに……」


    「わ、わかった、わかったから！」


    　それは今日何度目かも分からない冬ふゆ上がみの愚ぐ痴ちだった。僕は辟へき易えきしながらも何とか宥なだめようと相あい槌づちを打つ。


    「分かってないわよ！　あの時の私の気持ち、屈くつ辱じよく、誰にも分かるわけがないわ。急に騒がしくなったと思ったら駅に人が入ってきて、寝間着の私は異常者扱いで駅員室へ連行。その上、誰も迎むかえに来てくれないし……」


    「ご、ごめんなさい。あれは、私が本当に悪かったの。さ、最初は覚えてたんだけど、ウルトさんとか部屋のこととかあってつい――」


    　そう弁解するのは友月だ。隣の陽ひ名なちゃんは素知らぬ顔でパンを食べている。


    　ここは学校の屋上。今は昼休みで僕は皆と昼食を摂とっていた。


    　街ごと《群れクラウド》に制圧され、交通手段も封ふう鎖さされるという異常事態が起こってからもう三日。今日は月曜日だ。


    　あの事件の後、街へ戻った僕たちが見たものは、普段どおりになった街並みだった。


    　空から見ていたウルトさんによれば、アリッサが人間に戻った時点で《群れクラウド》の魔術師は撤てつ退たいを開始していたのだという。そしてホリィ＝ライトの敗北が確定すると、《狂信者の仮面フアナテイツク》は一斉に解かれたらしい。


    　今日、山やま崎ざきや宮みや島じまに確かめたところによると、どうやら仮面を着けていたときのことは〝いつも通りの日常〟と置き換わっており、全く違和感を覚えていないようだ。


    　そういえばホリィ＝ライトは、あの仮面のことを保険だと言っていた。それはこのことだったのだろう。


    「忘れてたじゃ済まされないわよ！　友月さん、これは大きな貸しだからね。私の言うこと一つ、絶対に聞いてもらうわよ！」


    「わかってる、よ。だけどあんまり無茶なのなら、嫌」


    「選べる権利があると思ってるのかしら。よーく、考えておくから覚悟しておきなさい」


    　冬上は友月に指を突きつけて告げる。友月は冷や汗を垂らしてしぶしぶ頷うなずいた。


    　なんだこの昼食は。全然パンが美お味いしく感じない。


    　ぎすぎすした雰ふん囲い気きの中、僕はパンを齧かじり、争いから目を背そむけるように屋上のフェンス越しに見える街並みを眺ながめた。


    　こうやって学校生活の日常は戻ってきたが、完全に元通りというわけではない。


    　この校舎内には戦闘で出来た弾だん痕こんが残っているし、電車は昨日まで復旧しなかった。落石事故に加えて、僕が魔ま狼ろうになったとき電線を引きちぎってしまったのが原因だろう。さらにあの戦いで崩くずれ、抉えぐれた付近の山々の被害も甚じん大だいだ。


    　ニュースによるとキメラとの戦いで生じた地割れと同様、地ち殻かく変動の類たぐいと考えられているらしい。付近に人家はなかったらしいのが救いだ。だが明らかに自然現象ではない痕こん跡せきがあったはず。その辺りは《群れクラウド》が情報操作をしたのかもしれない。


    「啓けい介すけさん、暗い顔をしてちゃダメですよ。わたくし達は勝ったんですから」


    　僕の袖そでを引いて陽ひ名なちゃんが言う。


    「……悪い。なんか全部上う手まくいったのに、まだ終わってない気がして」


    「それは、わたくしにも分かりませんです。ですが、一ひと先まずピンチは切り抜けました。それに物事には続いていくことの方が多いのですから、気にしても仕方ないですよ？」


    「ああ、そうだよな。ありがとう陽名ちゃん、ちょっと吹っ切れた」


    「お役に立てたなら嬉うれしいです。というわけで、お礼としてこのパン頂かせてもらいますね？」


    「あ、そ、それは最後に取っておいた――」


    　僕は慌あわてて妨害しようとするが、僕の腕をするりとかわして陽名ちゃんはパンを掴つかみ取り、にっこり微ほほ笑えむ。


    「毎度ありがとうです」


    「ぐ……」


    　もう何も言えず、僕は肩を落とす。


    　無慈悲で騒がしい昼食。友とも月づきと冬ふゆ上がみの相変わらずな会話を聞きながら、僕は手元に残った最後のパンの一欠けを口に放り込んだ。


    



    　そしてもう一つ、大きく変わったものがあった。


    　学校が終わり、寮りようへと帰った僕は部屋の前で立ち止まる。


    　もうこの扉の向こうにアリッサはいない。結局友月に押し切られる形でウルトさんと共に屋敷で暮らすこととなったのだ。由ゆ衣いも一緒に行かせた。こんな部屋では窮きゆう屈くつな暮らしをさせてしまうことになると思ったからだ。


    　少し寂しく思いながらも鍵かぎを回す。


    　そして静かで広くなった部屋へと足を踏み入れた。


    「ただいまー」


    　つい、今までの習慣でそう言ってしまう。だが――。


    「おかえり、ケースケ」


    「おかえり、お兄ちゃん」


    　目の前に立つ二人の少女に目が点になる。


    「な、何でここに？」


    「え？　だって退屈なんだもの。それでユイと二人で相談して、やっぱりここに住むことに決めたわ。やっぱりベッドが変わると寝心地が悪いし」


    　軽い調子で告げるアリッサ。


    「いいでしょお兄ちゃん？　あたし、あっちだとずっと狼でいないといけないからイヤなの」


    　由ゆ衣いも上うわ目め遣づかいに僕を見る。


    「で、でもな二人とも向こうに部屋貰もらったんだろ？」


    「そうよ、でもよく考えたらどこにいても魔術でひとっ飛びなんだし行き来する感じでいいかなって思ったの。あ、食事は向こうで食べるから安心してね。クダナの料理は毎日の楽しみだから。それにお風ふ呂ろも向こうで入るわ」


    「って……いいとこ取りかよ」


    　僕は呆あきれて呟つぶやく。


    「でも――お兄ちゃんと一緒にいたいっていうのはホントだよ。ずっと、ずっと話せなかったから。色んなことを、聞かせて欲しいの」


    　由衣の眼は真剣だった。思わず気け圧おされる。


    　そうだな……少なくても由衣は一緒にいてやるべきなのかもしれない。


    「――わかったよ。由衣については僕から話してみる。でもアリッサ、お前に関しては友とも月づきを説得できる自信なんてないから、自分でやれよ？」


    「分かってるわ。ばれなきゃいいんだもの」


    　アリッサは頷うなずき、由衣と手を叩いて歓声を上げる。


    　いや、アリッサ……全然分かってくれてないんだが。


    　しかし僕は訂正する気力もなく、肩を落とす。


    「ただし言っておくけど、この部屋にいたほうがたぶん暇ひまだぞ。何もないんだから」


    　僕はそう釘くぎを刺してから、靴くつを脱いで部屋へ入り、床の上へ鞄かばんを投げ置いた。すると後ろから「なーに言ってるの」と二人の笑い声が響く。


    「何にもないなんて、違うよ」


    　由衣が駆け寄ってきて僕の右手を掴つかんで言う。


    　アリッサも右手を伸ばして僕の左手を握ると、振り返った僕へ明るく微ほほ笑えみながら告げた。


    「だって――ケースケがここにいるじゃない」

  



  
    あとがき


    



    　あけましておめでとうございます、ツカサです。


    　今作は一月に出るということで挨あい拶さつに困ることがなくて助かりました。実際これを書いているのは十二月なのですが、年賀状も前年のうちに出すものなので問題はないでしょう。もちろん二月以降にこれを読んでおられる方もいらっしゃるでしょうが、二月どころか三月に来る年賀状もあるということで（私はあります）、気にしないでいただけると助かります。四月だろうと八月だろうと、果ては十二月だろうと新年を祝う心に変わりはありません。


    



    　それにしても……五巻ですね。


    　自分自身信じられない気持ちです。ここまで続けられて、さらに先を書いていくことができるというのは奇跡に近いことのように思えます。何故ならそれは私一人の力ではなく、様々な方々のご尽じん力りよく、幾いく多たの要素が噛かみ合ったからこそ可能になったことなのですから。


    　同じようなことは毎巻書いているような気もしますが、今回はいつも以上にじーんとした想いを抱いだいています。それだけこの巻に至ることは自分にとって大きな目標でした。


    　ネタバレになるのであまり詳しくは書きませんが、今回の着地点というかラストの構想は一巻のプロットを立てたころから朧おぼろ気けにあったものです。ですがとても入りきる量ではなくなったため、《設定》というバックグラウンドから出ることは叶わず、眠り続けることとなりました。


    　しかし今回で陽の目を見ることができ、ある意味ようやく《一巻》を書き終えたという気分です。そしてまず表に出ることはないだろうと考えながらも、書きたくて堪たまらなかった《次》を書けるということが本当に嬉しく思います。


    



    　というわけで今巻は区切りということもあり、あとがきが長いということもあるので（特に後者が重要）、各キャラクターの名前の由来などについて語らせていただきます。


    　まず我らが主人公、遠とお見み啓けい介すけ。私は主人公の苗みよう字じに《遠》を付けることが多く、その流れで語感のいいものを選んだ結果こうなりました。啓介という名前は当初《啓》だけだったものをかっこよすぎるかなと《介》を付け足した次第です。


    　アリッサについては本当に迷った覚えがあります。ヒロインっぽい名前が思いつかず適当にアリッサ（仮）と付けて書いているうちに定着していました。『適当って何なのよ！』という声が聞こえてきそうです。


    　次に友とも月づき未み由ゆ。主人公に《遠》を付けてきた習慣と同様にヒロインには《み》を付けることが多かったので、その流れを汲んで《みゆ》となりました。あれ……ヒロインには《み》って――まあいいか。


    　冬ふゆ上がみ雪ゆき絵えは冷たく高圧的なイメージを意識して苗みよう字じを《冬上》としたところ、すんなりと《雪絵》という名前が思い浮かびました。たぶん一番迷わずに名前を付けたキャラクターです。


    　そして朝あさノの宮みや陽ひ名な。冬上と同様にイメージからそのまま名前を起こしました。字じ面づらと語感は一番気に入っていたりします。《ひな》という呼び方が最初に決まって、それに漢字を当てはめた感じです。


    　三巻にて登場した美み澄すみ透とう子こは前々から暖めていた名前で、いつか使おうと考えていたところ、ぴったりのキャラクターが出てきたので付けました。響きが綺き麗れい過ぎるので、逆にずっと使いどころに迷っていたという経緯もあります。


    



    　――一ひと先まずこんなところにしておきましょう。


    　ＲＩＧＨＴ×ＬＩＧＨＴも五冊目となると多くの登場人物がおります。とても全員を紹介するのは不可能な上、あまり語り過ぎない方がいいキャラクターもいるので残りは機会があればということで。あ、ですが最後にオマケ（という名の行数稼ぎ）で啓けい介すけの友人二人について。


    



    　山やま崎ざき勉つとむ。


    《勉》という名前を《ベン》と呼んでいた少年時代。皆そう呼んでいた……だから私は気づかなかったのだ。本来は《つとむ》と呼ぶべきことを……《ベン》というのはあだ名だったことを！　まあ……どうでもいい話ですが。


    　宮みや島じま通とおる。


    　小学校の修学旅行で行ったのは宮島だった。まあ……これもひたすらどうでもいい話ですが。


    



    　このような感じで、この二人に関してはとてもいい加減です。発想がどこから来たのか、自分で辿たどれるのはこれが限界です。何な故ぜ《山崎》なのか、何故《通》なのか、それは永遠の謎であり続けると思います。


    　さてこれから先についてですが、今巻がシリアス一辺倒だったので次巻はラブコメ、日常中心のお話になる予定です。


    　とりあえず一段落はしましたが、物語が行き着く場所はまだ少し先にあるので、そこまでご一緒していただけると幸いです。


    



    　ではそろそろページの終わりが近づいてきたので謝辞に移らせていただきます。


    　近この衛え乙おと嗣つぐさん、いつも私を一瞬で魅了させてしまう素晴らしいイラストを描いてくださり、ありがとうございます。由ゆ衣いとウルトにはそれぞれ別の意味で心を撃ち抜かれました。また表紙や挿絵をぼうっと眺ながめる日々がしばらく続くと思われます。


    　担当のＭさん、今回も的確なご指摘ありがとうございます。自分では見えていない部分というのを意識させられる度に、少しずつ自分自身の視野を広げられる気がします。私やＲＩＧＨＴ×ＬＩＧＨＴが成長してこられたのは、Ｍさんのおかげです。これからもよろしくお願いします。


    　そして何より、この物語が先へと進むことができるのは読者の方々の応援によるものです。


    　本当に――ありがとうございます。いくら感謝をしても足りません。


    　では、また。

  



  
    巻末付録　Ｒ×Ｌ　魔術師ファイル　Ver.02
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    ツカサ


    Tsukasa


    



    京都在住、８月15日生まれの二十代。真っ直ぐ歩くことが苦手な人生の方向オンチ。寒さのせいで運動不足が加速中。最近、鍋を食べる機会がやたらと多い。
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